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第１章 緒⾔ 

第 1 節 少⼦⾼齢化と今⽇の廃校問題 

近年⽇本では、少⼦化に伴う児童⽣徒数の減少や、市町村合併などによる学校統廃合の

影響を受け、廃校数が増加している (波出⽯ら, 2014）。⽂部科学省が、全国の公⽴⼩学校、

中学校、義務教育学校、⾼等学校、中等教育学校、特別⽀援学校を対象に実施した、廃校

活⽤状況実態調査 (⽂部科学省, 2019) によると、2018年 5⽉ 1 ⽇現在で、7,583 校にの

ぼる廃校が確認されており、前回同調査が⾏われた、2016 年 5 ⽉ 1 ⽇からの 2 年間で、

廃校数は 772 校増加している。廃校活⽤状況を⽰した表１-１からは、施設が現存している

廃校 6,580 校のうち、活⽤されていない廃校が 1,675 校、さらに 1,295 校は、活⽤⽤途が

決まっていないことが分かる。 

 

表１-１：廃校活⽤状況の推移（2002年から 2018年） 

 

⽂部科学省.「廃校施設活⽤状況実態調査」を参考に作成 

小学校 4,489 5,005
中学校 1,307 1,484
高等学校 1,015 1,094

用途決定 314 204
用途未定 1,260 1,295
取り壊し予定 171 176

計 1,745 計 1,675

廃校年度

施設が現存している

廃校の数
5,943

4,198

6,580

4,905

活用なし

活用あり

廃校の数

2002~2015年度 (校)

計 6,811

2002~2017年度 (校)
2016年5⽉1⽇現在 2018年5⽉1⽇現在

計 7,583
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⼀⽅で、表１-１からわかるように活⽤⽤途が決まっていない廃校は 1,295 校存在する。

図１-１は、それらの廃校発⽣年度を⽰したもので、2012 年からは、活⽤されていない廃

校が毎年 100 校以上発⽣している事がわかる(⽂部科学省, 2019)。また図１-２は、それら

の活⽤⽤途が決まっていない理由を⽰したもので、「建物の⽼朽化（校舎：48.3％、屋内運

動場：45.8％）」が最も多く挙げられており、次いで「地域等からの要望がない（校舎：44.0％、

屋内運動場：42.3％）」が挙げられている（⽂部科学省, 2019）。 

しかし、現在活⽤されている廃校の運営主体や、活⽤までのプロセスを明確にする資料

は少なく、地域や⺠間からの要望が主導なのか、廃校を所有している⾃治体が主導で活⽤

に⾄ったかは明らかでない。 

 

 

 
図１-１：活⽤⽤途が決まっていない廃校の発⽣年度 

⽂部科学省.「廃校施設活⽤状況実態調査」を参考に作成 
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図１-２：廃校の活⽤⽤途が決まっていない理由（複数回答） 

⽂部科学省.「廃校施設活⽤状況実態調査」を参考に作成 

 

第２節 廃校要因と関東地域の学校数 

 ⽂部科学省は、廃校施設の実態及び有効活⽤状況等調査研究報告書の中で、主な廃校要

因を３つ挙げている。１つ⽬は、過疎化による児童・⽣徒数の減少で、１次産業を中⼼と

する地場産業の衰退により、急速な⼈⼝減少を招き、それに伴い児童・⽣徒数が減少し、

廃校が発⽣したもので、全体の約６割を占める廃校要因である。２つ⽬は、都市化による

児童・⽣徒数の減少で、地域が商業・業務を中⼼に発展することにより住宅が郊外に移転

し、地域内の定住⼈⼝の減少とともに児童・⽣徒数が減少し、廃校が発⽣したもの。３つ

⽬は、⾼齢化による児童・⽣徒数の減少で、⼤きな⼈⼝減少は⾒られないものの、総⼈⼝

における⾼齢者の割合が⾼くなり、相対的に児童・⽣徒数が減少し、廃校が発⽣したもの
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とされている（⽂部科学省）。斎尾の研究でも、⼀般的には児童・⽣徒数の減少や複式学習

の有無が統廃合の主な要因とした上で、ニュータウン開発等による計画的な⼈⼝増や、市

町村合併を機に⾏う学区編成の⾒直しなどによって、統廃合が検討される事例もある（斎

尾, 2008）と述べている。また藤野ら（2010）は、過疎地域⾃⽴促進特別措置法（総務省, 

2000）によって規定される過疎地域を保有しない⼀般市町村の場合、財政⼒指標が低い⾃

治体の⽅が、廃校が発⽣しやすい傾向にあると指摘している。 

 このように、廃校の発⽣要因は様々であり、廃校問題は、地⽅都市や過疎地域のみなら

ず、⽇本全国共通の課題だと⾔える。実際に関東地域１都６県の学校数は、図１-３に⽰し

た通り、2002 年から 2019 年にかけ、全ての都道府県で減少しており、最も減少数が多か

ったのは東京都の 155 件であった。 

 

図１-３：関東公⽴学校（⼩・中・⾼等学校）数の推移（2002 年から 2019 年） 
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第３節 廃校活⽤に向けた政府の取り組みと廃校活⽤の現状 

 前述の廃校問題の解決に向け、⽂部科学省は、2010 年に〜未来につなごう〜「みんなの

廃校」プロジェクトを⽴ち上げ、廃校を所有する地⽅公共団体と活⽤希望団体のマッチン

グを図っている。主な内容は、H P上に廃校の情報を掲載すること、マッチングイベント・

セミナーの開催、廃校活⽤事例集の発⾏といった３つである（⽂部科学省, 2010）。３つ⽬

の廃校活⽤事例集は、2019 年に発⾏されたが、⽂部科学省は、「みんなの廃校」プロジェ

クト⽴ち上げ以前にも、「廃校活⽤ 50選」事業で、有効に活⽤されている廃校の事例を選

出している（⽂部科学省, 2003）。 

 こうした政府の取り組みもあり、活⽤されている廃校数も増加傾向にある（表１-１参照）。

また、図１-４に⽰した通り、現在活⽤されている廃校 4,905 校のうち 1,581 校は、社会体

育施設（注１として活⽤されており、学校に次いで２番⽬に多い活⽤⽤途となっている（⽂

部科学省, 2019）。 

しかし、社会体育施設に含まれる廃校施設で、「みんなの廃校」プロジェクトや「廃校活

⽤ 50選」事業で取り上げられた事例は、新潟県の「学校法⼈国際総合学園 JAPANサッカ

ーカレッジ」、秋⽥県の「平⿅町内スポーツセンター」（⽂部科学省, 2003）、和歌⼭県の「海

南スポーツセンター」（⽂部科学省, 2019）の３つのみである。従って、社会体育施設をは

じめ、スポーツ施設として活⽤されている事例について、具体的な活⽤⽤途、活⽤に⾄る

プロセス、活⽤後の効果、施設の運営形態など、活⽤事例の詳細を明らかにする資料は少

ない。 
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図１-４：廃校の主な活⽤⽤途（複数回答） 

⽂部科学省.「廃校施設活⽤状況実態調査」を参考に作成 

 

第 4 節 既存施設を活⽤した新たなスポーツ施設の整備 

 2015 年時点で、関東地域には多⽬的運動場が 1,549箇所（公共：1,505、⺠間：44）、体

育館が 1,543箇所（公共：1,436、⺠間：107）存在する（e-Stat, 2015）。また、全国の体

育・スポーツ施設にまで視野を広げれば、191,356 箇所のスポーツ施設が確認されている

（注２（スポーツ庁, 2018）。 

このように、地域には⼀定数のスポーツ施設がある⼀⽅で、パラリンピック選⼿を対象

とした研究では、競技を継続する上で苦労した事として、最も多い意⾒、「費⽤がかかる」

（64.0%）に次いで、「練習場所がない」（33.0%）という意⾒が挙がっている（⽥中, 2012）。

スポーツ庁も、⼀般利⽤が出来ない、⼤会の開催場所が確保できないなど、スポーツ施設

が⾜りないとの声は⼤きく、新規整備に取り組む前に、既存施設が最⼤限活⽤できている
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か、また、提供するサービスの質が⼗分か検証し、財政状況の悪化の中でも安全なスポー

ツ施設を持続的に提供する必要があると指摘している（スポーツ庁, 2019）。また、「既存

施設の有効活⽤やオープンスペース等のスポーツ施設以外のスポーツができる場の創出を

含め、ストックの適正化と安全で多様なスポーツ環境の持続的な確保」については、スポ

ーツ基本計画（⽂部科学省, 2017）の施策にも掲げられている。 

こうした流れの中、廃校をスポーツ施設として活⽤した最新の事例は、しばしばメディ

アに取り上げられるようになった。具体例を挙げると、⽇本プロサッカーリーグ J2リーグ

所属の⽔⼾ホーリーホックが、練習グランド及びクラブハウスとして、旧城⾥町⽴七会中

学校を活⽤した事例がある。J リーグ所属のチームが練習拠点として廃校を活⽤した事例

はこれまでになく、施⼯式には J リーグチェアマンも参加した（デイリーホーリーホック, 

2018）。また、原⽥（2018）は、公有施設のコンバージョンによって、不⾜するスポーツ施

設の過密状態の緩和が促進される可能性は⾼いと述べており、スポーツチームをはじめ、

スポーツ事業経営体が廃校をスポーツ施設として活⽤することに対する期待感や需要の⾼

まりが窺える。 

従って、既存施設である廃校は、新たにスポーツ施設として活⽤されるポテンシャルが

⾼いと考えられ、現在スポーツ施設として活⽤されている廃校活⽤事例のプロセスや活⽤

の効果を明らかにする事で、今後の活⽤が促進される可能性が期待できる。 
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第２章 研究⽬的 

第 1 節 研究⽬的 

 今後、スポーツ事業経営体が廃校を活⽤する際に必要な知⾒を提供する為、本研究では、

以下、3 つの研究⽬的を設定した。 

1. スポーツ事業経営体による廃校活⽤のプロセスを明らかにすること。 

2. スポーツ事業経営体による廃校活⽤の効果を明らかにすること。 

3. スポーツ事業経営体による廃校活⽤における課題を明らかにすること。 

 

第 2 節 研究意義 

 本研究は、廃校活⽤事例及び活⽤後の効果に関する研究、並びに、多様化するスポーツ

施設に関する研究として、意義のある研究だと考えられる。 

2017 年に 1,559万⼈だった我が国の年少⼈⼝は、2056 年に 1,000万⼈を割ると推計さ

れ（内閣府, 2018）、廃校は今後も増加すると考えられる。さらに、国際的に⾒ても、世界

の総⼈⼝のうち 0〜14歳が占める割合は、1966 年の 38.003%から減少し続け、2018 年時

点で、25.795%を記録した（The World Bank Group, 2019）。従って、廃校数の増加は、今

後国内のみならず、国際的な課題になりうる事も予測され、活⽤されていない廃校施設の

減少に資する研究は、⼤きな社会的意義があると考えられる。 

 また、廃校を活⽤したソーシャルビジネスに関する研究（波出⽯ら, 2014）では、活⽤し

た経営体側にもメリットがあることから、廃校は、貴重な社会資本として活⽤が期待され

ると述べられている。⼀⽅で、今後様々な事例で研究を蓄積する必要性を指摘している。
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従って、多様なスポーツ環境の整備に課題が残るスポーツの分野において、廃校をスポー

ツ施設として活⽤した事業経営体のメリットを明らかにする事は、廃校をスポーツ施設と

して活⽤する事例の促進や、既存施設を活⽤した安全で多様なスポーツ環境の持続的確保

（⽂部科学省, 2017）に資すると考えられる。 
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第３章 先⾏研究の検討 

第 1 節 廃校に関する先⾏研究の検討 

第１項 廃校に関する研究の種類 

 第１章で述べたように、近年の廃校問題への対策は、⽂部科学省がプロジェクト（⽂部

科学省, 2010）として取り組んでいる事もあり、廃校発⽣要因や廃校活⽤事例調査につい

て研究が⾏われてきた。波出⽯ら（2017）は、廃校活⽤に関する既往⽂献及び研究の種類

として、廃校活⽤実態調査・事例調査（⽂部科学省, 2003）、廃校活⽤と地域活性化に関す

る研究（伊藤ら, 2006）、廃校要因・課題に関する研究（藤野ら, 2010）、建築法規・⽤途変

更に関する研究（河野ら, 2006）、活⽤プロセスに関する研究（能勢, 2008）などを挙げて

おり、その中で、廃校活⽤の課題や問題点が抽出され、考察されていると述べている。し

かし、この研究で引⽤されている廃校活⽤実態調査・事例調査は、第⼀章で触れた⽂部科

学省による実態調査「廃校リニューアル 50選」（⽂部科学省,2003）であり、この中では、

廃校活⽤までのプロセスや活⽤後の効果など、廃校活⽤事例の詳細を明確に⽰している訳

ではない。 

第２項 廃校活⽤プロセスに関する研究 

 前述の先⾏研究において、廃校活⽤プロセスの先⾏研究に位置づけられている研究は、

能勢（2008）の研究であるが、この研究では、政令指定都市である京都市における⼩学校

の跡地利⽤計画策定プロセスに関する研究である。つまり、⼩学校が廃校後どのような施

設に転⽤されたかについては、⼀部触れているものの、基本的には⾃治体が、廃校活⽤⽅

針を策定するまでのプロセスを明らかにした研究であり、廃校活⽤事例を事例ごとに考察
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している訳ではなく、活⽤主体の廃校活⽤⽬的などは明らかになっていない。 

 次に、藤野ら（2010）は、公⽴⼩学校の廃校要因とその課題を明らかにしている。この

研究は、廃校が発⽣するまでのプロセスに着⽬し、廃校の発⽣要因を明らかにし、⼩学校

存続の可能性について検討したものである従って、廃校発⽣までのプロセスについては明

らかにされている⼀⽅、廃校後の活⽤⽅法等に関しては明らかにされていない。 

 前述の研究以外では、波出⽯ら(2012)が、地域活性化に資する⺠間活⽤事例の研究の中

で、1 つの事例のみへのヒアリング調査ではあるが、⺠間事業者が、複数の廃校施設から、

最も事業者の求める環境に適した廃校を調査し、⾃治体に要望した事で、廃校活⽤に⾄っ

た経緯が明らかにされている。⼀⽅で、北海道の⼩規模⾃治体における廃校利⽤実態に関

する研究（久保ら, 2009）では、⾃治体運営型の廃校施設の７割が⾃治体による発案で活

⽤されており、住⺠発意の活⽤は３割と⾔う結果が明らかになっている。また、1 つの事

例は、廃校決定後、早期段階での⾏政による⽅向性の提⽰が、地域住⺠との共通理解を⽣

み、⽀援体制に繋がったと指摘している。 

廃校決定後の意思決定について、斎尾（2008）は、学校の「統廃合プロセス」とその後

の「廃校舎利活⽤プロセス」を継続的に観測した研究の中で、「統廃合プロセス」と「廃校

舎利活⽤プロセス」に隔たりがある場合、つまり、未活⽤期間が⻑引いた場合、建物の⽼

朽化が進み、存続の可能性があった校舎も解体される事が多いと指摘している。従って、

未活⽤期間の⻑期化を防ぐことは、⽀援体制の構築と廃校解体を防ぐことの両⾯において

重要な役割がある事が明らかとなっている。 

第３項 廃校活⽤の効果と課題に関する研究 
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 波出⽯ら（2014）は、地域活性化に資する廃校を活⽤したソーシャルビジネスに関する

研究の中で、廃校活⽤による事業経営体側のメリットと、地域に及ぼす効果を明らかにし

た。まず、廃校を活⽤する事業経営体のメリットとして、「初期投資の低減」と「事業ツー

ルの確保」を挙げている。次に、地域に及ぼす効果については、「地域コミュニティの再⽣」、

「地域雇⽤の創出」、「地域経済の活性化」、「遊休施設（廃校）の活⽤」の 4 つを挙げてい

る。また、⽂部科学省の「廃校活⽤事例集」〜未来につなごう〜みんなの廃校プロジェク

ト（⽂部科学省, 2019）でも、同様に、事業者のメリットと⾃治体のメリットを明らかにし

ている。⽂部科学省が挙げている事業者のメリットは、「事業開始の初期費⽤が安価」、「使

い勝⼿の良い空間」、「地域密着が可能」、「⾼い宣伝効果」の４つである。⾃治体のメリッ

トは、「維持費の減少」、「貸与・譲渡による収益」、「雇⽤創出効果」、「地域活性化効果」の

4 つが挙げられており、類似したメリットや効果も抽出されている。しかし、⽂部科学省

（2019）が提唱している廃校活⽤のメリットは、いかなる⽅法を⽤いて抽出されたか不明

瞭である。 

また、波出⽯ら（2014）は、廃校活⽤における事業者側のデメリットは特になしと述べ

られていたが、⼀⽅で、持続的な運営に関する留意点として、①事業者の明確な事業理念

の確⽴、適正なビジネス⼿法の検討、ビジネスプラン策定の必要性、②⾃治体による事業

者への経済的⽀援、③⾃治体による廃校の活⽤促進に関する告知や PR 等の必要性、④⾃

治体及び事業者との地域住⺠の理解の必要性、⑤⾃治体と事業者との連携体制の構築の必

要性が挙げられている。さらに、休廃校の発⽣が多い地域である徳島県三好市で成果をあ

げている活⽤対策の「三好市休廃校等活⽤事業」を対象に⾏った研究（波出⽯ら, 2017）
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や、中国地⽅における廃校のビジネス活⽤に関する研究（波出⽯ら, 2012）でも、それぞれ

廃校活⽤事例の知⾒として、同様の課題に触れており、活⽤されている廃校施設に関する

課題としては、他にも、都市計画法上の⽤途地域や各種条例による法規上の制限に加え、

⽤途に応じた建築基準法、消防法、旅館業法など様々な規制がある点を指摘している。 

こうした効果や課題がある中、権（2012）は、⾏政と地域住⺠の⽴場から、廃校活⽤が

求められる理由と、今後の廃校事例に関する研究の⽅向性について指摘した。前者は、合

理性の観点から「ストック建築物」、つまり、遊休施設のコンバージョンを求めている点と、

廃校に関するノスタルジックな視点や、公共の場の確保というプラグマティックな視点か

ら、廃校が活⽤される事が求められているという点。後者は、廃校活⽤において、何が有

効活⽤かは、状況によって左右されるという点を指摘した。従って、波出⽯ら（2014）や

久保ら（2009）の指摘にもあるように、今後の様々な分野にて、事例分析を蓄積する事の

必要だと考えられる。 

 

第２節 スポーツの有する価値とスポーツ事業経営体 

清⽔（1994）は、「スポーツ事業とは、⼈的・物的・資⾦的・情報的・時間的等の諸資源

を⼊⼒し、それを⽬的にそうべく変換させることによって、スポーツの機能を内包した商

品やサービスを提供し、スポーツの価値・効⽤を社会にもたらすシステムである(p198)」

と、述べており、宇⼟（1991）は、スポーツ事業のカテゴリーとして、スポーツクラブの

育成・援助などの Club Service、スポーツプログラムの提供を例とする Program Service、

スポーツ施設の整備・拡充及び運営を例とする Area Serviceの 3 つを挙げている。さらに、
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松岡（2012）は、「スポーツマネジメントの概念を考えるときに、マネジメントの対象がス

ポーツ産業に含まれるすべての領域となれば、マネジメントの特異性、固有性は明確にな

らず、結果的に学問としても、実践としても、スポーツマネジメントの存在意義を⾒出す

事が困難になる(p42)」と指摘しており、⼀般経営学では捉えきれない、サービスとしての

特性や予測不可能性と⾔った、スポーツプロダクトの特性を有しているか否かを検討する

必要があり、本研究においてもこれら⼀連の議論を採⽤し、検討を進めることとする。 

 続いて、スポーツの価値・効⽤を社会にもたらす（清⽔,1994）という点について検討す

る。スポーツの価値には、図３-１に⽰した、スポーツ⽬的論にあたる「内在的価値」と、

スポーツ⼿段論にあたる「外在的価値」がある（中⻄, 2012）。従って、これらの価値を社

会にもたらす事ができれば、スポーツ事業として捉える事ができるだろう。また、「外在的

価値」の社会・⽣活向上価値や経済価値に⾒られる効果は、前述の廃校活⽤により、地域

に及ぼす効果のうちの「地域コミュニティの再⽣」、「地域雇⽤の創出」、「地域経済の活性

化」（波出⽯ら, 2014）と類似している事から、スポーツ事業と廃校活⽤の親和性の⾼さが

推察できる。 

⼀⽅で、原⽥（2018）は、地⽅創⽣に資するスポーツ振興政策には、地域資産形成型の

インナー政策と、域外からビジターを呼び込み地域を活性化する域外交流振興⽅のアウタ

ー政策があるとした上で、近年、インナー政策が停滞していることから、インナー政策の

核であった総合型地域スポーツクラブが、今後、法⼈格を有する「事業経営体」へと移⾏

するべきだと指摘している。この指摘の背景には、前述のスポーツ事業を提供する、総合 

型地域スポーツクラブの成⻑に陰りが⾒えている点や、⾃主財源率や収⼊源の少ない、補 
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図３-１：⽂化としてのスポーツの価値体系 

中⻄（2012）.「⽂化としてのスポーツの価値」を参考に作成 

 

助⾦頼みの経営に問題があることから、法⼈化し、指定管理業務などで収⼊源を増やし、

今後、⾃⽴的な運営にシフトすべきとの指摘がある。 

 

第３節 ⽤語の定義 

第１項 スポーツ事業経営体の定義 

前述の指摘を踏まえた上で、スポーツ事業経営体の本質は、スポーツ事業体が⾃⼰財源

で⾃⽴的に運営しているか否かであると判断し、本研究では、以下の３点を全て満たす事

業体をスポーツ事業経営体と定義した。 

1. インナー政策、もしくは、アウター政策を担うスポーツ事業体 

2. スポーツ参加者の増加に資するスポーツ事業体 
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3. 法⼈格を有するスポーツ事業体、もしくは、組織の収⼊のうち、⾃⼰財源が全

体の収⼊の半数を上回るスポーツ事業体 

第２項 廃校活⽤の定義 

 本研究で、研究対象とする廃校施設の定義は、斎尾（2008）が分類した、４つの廃校舎

利活⽤パターンのうち、「廃校舎利活⽤型」と「学校資源利活⽤型」のみとし、廃校施設が

現存していない「新規施設建設型」と「敷地活⽤型」は、本研究中では、廃校施設として

定義しないこととした。 

 続いて、本研究では、所有と運営の分類を⾏う上で、「公共」と「⺠間」という語句を⽤

いている。この際の「公共」は、国、地⽅⾃治体や役所のような地⽅公共団体、教育委員

会、公⽴学校など、つまり、公的な機関（第⼀セクター）を指すこととする。⼀⽅の⺠間

については、⺠間企業（第⼆セクター）に加え、公共性と企業性を併せ持つ第三セクター

等（総務省, 2014）や、住⺠組織も本研究では、「⺠間」と定義した。従って、前述のスポ

ーツ事業経営体は、「⺠間」に該当する。 

また、前述の通り、これらの語句は廃校施設の所有と運営の分類時に⽤いるが、本研究

では、運営主体と活⽤主体が異なる場合がある。本研究における、廃校活⽤は、「廃校施設

を活⽤すること」と定義しており、研究対象は、スポーツ事業経営体による廃校活⽤事例

であるが、それらの事例の中には、「公共」運営と「⺠間」運営が存在することになる。加

えて、本研究における利⽤者は、スポーツ事業経営体が提供するサービスを受ける⼈物、

つまり、スポーツ事業の受け⼿（武隈, 1990）である、地域住⺠や宿泊者のようなエンドユ

ーザーのことを指すこととする。 
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第４章 研究⽅法 

第 1 節 本研究の流れ 

本研究は、第２章で挙げた 3 つの研究⽬的を達成するため、スポーツ事業経営体による

廃校活⽤が確認できた事例から調査対象を選定し、質的研究法にて研究を進めることとし

た。 

質的研究法とは、現象の性質や特徴など数値で表せない質的データを扱う研究法であり、

仮説⽣成、対象の理論化、要素の抽出に⽤いられることから（寺下, 2011）、本研究の研究

⽅法として採⽤した。質的研究法においては、現象が「⾔葉」によって表現されるため（坂

詰, 2015）、主観的な要素が⼊り込みやすく、量的研究以上に論理⽴てて遂⾏される必要が

ある点や（寺下, 2011）、科学性を担保し、完成度を⾼めるために、研究プロセスの可視化

が重要だと指摘している（瀬⼾, 2012）。 

 

第 2 節 データの収集 

第１項 研究範囲の設定 

 表１-１の通り、2018 年 5⽉ 1⽇時点で、活⽤されている廃校施設は、4,905 件ある（⽂

部科学省, 2019）。第１章でも述べた通り、廃校活⽤事例の詳細を明らかにする資料が少な

い中、全国の 4,905 件全ての活⽤実態を把握することは困難だと判断し、本研究では、研

究範囲を関東⼀都六県に限定した。また、関東⼀都六県の学校数の推移については、図１

-３に⽰した通り、全ての都道府県で減少しており、研究範囲の設定として適切だと判断し

た。 
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第２項 廃校活⽤実態の類型化と調査対象事例の選定 

 本研究では、調査対象となる廃校活⽤事例を選定するため、研究範囲である関東⼀都六

県に設置されている、計 323団体の教育委員会（都道府県の教育委員会：7団体、市区町

村の教育委員会 316団体）に、廃校数と活⽤実態を電話及びメールにて問い合わせたとこ

ろ、308団体から回答を得ることができた。問い合わせ及び回答の期限は、2019 年 8⽉ 20

⽇から 2019 年 10⽉末⽇までとした。問い合わせの内容は、以下の４項⽬である。 

1. 区域内の既存廃校件数（市⽴の旧学校施設） 

2. １の既存の廃校のうち、現在活⽤されている廃校施設の件数 

3. ２の活⽤されている廃校のうち、スポーツ施設としての廃校活⽤事例（件数、

活⽤団体名） 

4. ３のスポーツ施設としての廃校活⽤事例の旧学校名と現在の所有・運営の主体 

回答の結果は、表４-１に⽰した通りで、廃校件数が 681 校、うち、活⽤されている廃校

件数は 553 校、さらに、表４-２に⽰した通り、スポーツ施設として活⽤されている廃校件

数は 315 校であった。 

 廃校施設の、所有と運営主体の分類は、⼭本ら（2012）が、市町と教育委員会、商⼯会

などを区別し、詳細な分類を⾏う研究もあるが、本研究では、斎尾（2008）が⽤いた所有

と運営の分類⽅法と同様に、「公共所有/公共運営」、「公共所有/⺠間運営」、「⺠間所有/⺠

間運営」の３種類に分類した。分類の結果は、表４-２の通り、「公共所有/公共運営」が 277

校、「公共所有/⺠間運営」が 37 校（注３、「⺠間所有/⺠間運営」が１校であった。さらに、

表４-３のようにスポーツ施設の活⽤形態を、地域住⺠の⼀般利⽤や施設開放事業を含む



 19 

「a：開放型スポーツ施設」、特定のチームや特定の団体が活⽤する 「b：専有型スポーツ

施設」, 施設内に宿泊機能を併せて有する「c：宿泊型スポーツ施設」に分類し、類型化し

た。類型化の結果、「公共/公共」の c：宿泊型、「公共/⺠間」の b：専有型、「⺠間/⺠間」

の a：開放型と b：専有型に当てはまる事例が散⾒されなかった為、上記以外の 5 つの類

型から、調査対象となる事例を選定し、表４-４に⽰した。また、表４-３に類型化する際

は、スポーツマネジメントを専⾨とする研究者 1名と博⼠課程の⼤学院⽣１名に確認を⾏

い、類型化の整合性を担保した。 

 

表４-１ 関東の廃校数と活⽤件数 

 

 

 

 

 

都道府県 廃校数 (校) % 活用件数 (校) %
茨城県 149 21.9 96 17.4
栃木県 93 13.7 71 12.8
群馬県 88 12.9 78 14.1
埼玉県 47 6.9 37 6.7
千葉県 103 15.1 90 16.3
東京都 146 21.4 129 23.3
神奈川県 55 8.0 52 9.4
関東全体 681 100 553 100
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表４-２ スポーツ施設として活⽤されている廃校施設の所有/運営の分類 

 

注 1：運営が建物（校舎・体育館）によって異なる廃校が１校。合計数での重複はなし。 

 

表４-３ 所有/運営と活⽤形態の類型結果 

 

注１：その他の事業経営体による活⽤事例は除く。 

注２：活⽤形態が建物（校舎・体育館）によって異なる廃校が 3 校。合計数での重複はなし。 

活用件数(校)
 同⼀⾃治体継続活⽤型 265
 他⾃治体売却型 3
 他⾃治体運営型 9
 他⾃治体売却・⺠間運営型 1
 ⺠間運営型（スポーツ事業経営体） 10
 ⺠間運営型（その他の事業経営体）  27(26)
 売却型 1

315

所有/運営タイプ（注１

スポーツ施設として活用されている廃校施設の合計

公共所有/公共運営

民間所有/民間運営

公共所有/民間運営

所有/運営（注１ 活用形態
（注２ 件数 計

a) 開放型 238
b) 専有型 42 (39)
c) 宿泊型 0
a) 開放型 10
b) 専有型 0
c) 宿泊型 1
a) 開放型 0
b) 専有型 0
c) 宿泊型 1

289

277

11

1

公共/公共

公共/民間

民間/民間 

合計
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表４-４ 調査対象事例の選定 

 

 

表４-３から分かるように、事例①「公共/公共 a」に類型化された事例が最も多かった。

しかし、⾃治体や教育委員会が、地域住⺠に無償で施設を開放していると⾔った回答も多

く、スポーツ事業の⽬的で、廃校を活⽤している事例は少数であった。従って、本研究で

は、「公共/公共 a」の事例のうち、地域住⺠により⾃主的・主体的に運営されるスポーツク

ラブであり、地域スポーツの担い⼿としての役割や地域コミュニティの核としての役割を

果たしている（スポーツ庁）総合型地域スポーツクラブを調査対象として選定した。また、

活⽤団体のにしはらスポーツクラブは、法⼈格を有していない総合型地域スポーツクラブ

であるが、現在、助成⾦を活⽤しない⾃主財源での運営が認められており、スポーツ事業

経営体として該当していると判断した。 

同様に、事例③「公共/⺠間 a」の調査対象も、法⼈格を有していない総合型地域スポー

ツクラブ、みなと waiwaiクラブによる活⽤事例を選定した。みなと waiwaiクラブは、現

在、助成⾦を活⽤した運営となっているが、令和元年度の⾃主財源が 176万円と助成⾦の

事例 類型 所有 管理・運営 活用主体 法人格 「活用用途」

① 公共/公共 a 西東京市（東京都） 西東京市（東京都）

総合型地域

スポーツクラブにしはら

スポーツクラブ

なし 「西原総合教育施設」

② 公共/公共 b 佐野市（栃木県） 佐野市（栃木県）
一般社団法人

日本クリケット協会
あり 「佐野国際クリケット場」

③ 公共/民間 a ひたちなか市（茨城県）
スポーツ＆カルチャー

しおかぜみなと

総合型地域スポーツクラ

ブみなとwaiwaiクラブ、
地域住民など

なし
「スポーツ＆カルチャー

しおかぜみなと」

④ 公共/民間 c みなかみ町（群馬県）
一般社団法人猿ヶ京小学

校スポーツアカデミー
運営と同じ あり 「泊まれる学校さる小」

⑤ 民間/民間 c
株式会社銚子スポーツ

タウン（千葉県）

株式会社銚子スポーツ

タウン
運営と同じ あり 「銚子スポーツタウン」
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100万円を上回っており、本研究におけるスポーツ事業経営体の定義に該当しているため、

調査対象として選定した。また、運営主体であるスポーツ＆カルチャーしおかぜみなとは、

ひたちなか市と管理協定を締結しており、運営主体が直接、施設の使⽤許可を出す事がで

きる点や、施設の利⽤料⾦が市ではなく、運営主体に⼊る点が、⼀般的な業務委託とは異

なる点も考慮し、選定した。 

事例②「公共/公共 b」も、事例①と同様に、活⽤⽤途決定までの暫定活⽤期間として、

特定の団体のみに貸し出している事例が多く、スポーツ事業の⽬的で廃校を活⽤している

事例は少数であった。従って、⾃治体が主体となり、事業を⾏っていることに加え、スポ

ーツ事業経営体である、⼀般社団法⼈⽇本クリケット協会による活⽤が認められた事例で

あるため、本研究の調査対象として選定した。 

表４-２は、スポーツ施設として活⽤されている廃校施設を⽰したものであり、スポーツ

事業経営体以外の事業経営体によって運営される 27 校も含まれているが、本研究は、ス

ポーツ事業経営体による廃校活⽤に関する研究であり、不動産会社が、本来の事業とは別

の⽬的で、廃校施設をスポーツの場として提供している 27 校の事例は、本研究の調査対

象から除外することとした。⺠間運営のスポーツ施設のうち、前述の事例を除外すると、

事例④「公共/⺠間 c」と事例⑤「⺠間/⺠間 c」の活⽤事例は、それぞれ調査対象の事例の

みであり、それらを選定した。また、この 2 つの事例の運営主体であり活⽤主体である調

査対象は、どちらも法⼈格を有しており、本研究のスポーツ事業経営体の定義に該当して

いる。 

最後に、調査対象の事例①から事例⑤までの旧学校区分と活⽤部分を表４-５に⽰した。 
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表４-５ 調査対象事例の旧学校区分と現在の活⽤部分 

 
 

第３項 ⾯接法によるデータ収集 

 質的データは、対象者の具体的語りである「⼝頭データ」、観察によって得られるデータ

や写真や映像によって得られる「視覚データ」、すでに⽂書化されている⽂献や質問紙にお

ける⾃由記述などの「記述データ」の⼤きく 3 つに分類でき（フリック, 2011）、寺下（2011）

は、リサーチクエスチョンにあったデータ収集法を選択する必要性を指摘している。 

  鈴⽊（2005）によると、データ収集法は、⾯接（インタビュー）法と観察法に⼤別され、

⼝頭データの収集には、⾯接法が適していると述べられている。また、寺下（2011）は、

⾯接法によるデータ収集の利点として、調査者と回答者の顔が⾒えることによって、回答

者の疑問にその場で答えることができ、回答率と回答の質が挙げられる点と、⾯接状況や

回答者の表情・動作などを収集できる点を挙げている。 

 ⾯接法の質問形式は、構造化⾯接法、半構造化⾯接法、⾮構造化⾯接法の 3種類があり、

構造化⾯接法は、回答者に共通した⼀定の質問を⾏う形式で、質問内容と順序や回答の記

⼊⽅法が統⼀されていることから、標準化されたデータが収集できる。半構造化⾯接法は、

⼤まかな質問内容のみ決まっており、回答者の回答次第で質問を加えて、柔軟に対応する

事例 類型 学校区分 活用部分

① 公共/公共 a 小学校（旧市立西原第二小学校） 体育館、校庭、校舎、プール

② 公共/公共 b 高等学校（旧県立田沼高等学校） 校庭、校舎の一室

③ 公共/民間 a 高等学校（旧県立那珂湊第二高等学校） 体育館、校庭、校舎の一部

④ 公共/民間 c 小学校（旧町立猿ヶ京小学校） 校庭、校舎、プール

⑤ 民間/民間 c 高等学校（旧市立銚子西高等学校） 体育館、校庭、部室棟



 24 

ことができる形式で、質的研究の⾯接で⼀般的に⽤いられる⽅法である。⾮構造化⾯接法

は、質問内容が決まっておらず、問題を探って⾏く際に⽤いられる（鈴⽊,2005）。従って、

本研究では、半構造化⾯接法を⽤いて調査を⾏うこととした。また、⾯接法には、個⼈⾯

接法と複数⾯接法があるが（鈴⽊,2005）、本研究は、回答者のプライバシーを考慮するよ

うな質問内容でないと判断し、特に限定しなかった。 

第４項 インタビュー対象者のサンプリング 

 本研究では、スノーボールサンプリングを⽤いてインタビュー対象を選定した。スノー

ボールサンプリングとは、最初にアプローチできた⼈から、次に調査に応じてくれそうな

⼈を探す、あるいは、次の対象者を紹介して貰うことで、対象者の数が雪だるま式に増え

ていくサンプリング⽅法であり（佐藤, 2006）、測定対象が少数の他者に限られたとしても、

そこから得られた指標を調査対象者のパーソナルネットワーク特性の近似として扱うこと

ができ、ネットワークの近似可能性と調査結果の外的妥当性の⾼さを考えたとき、スノー

ボールサンプリングは極めて有⽤な調査⼿法（⽯⿊, 2003）だと述べられている。 

本研究では、廃校活⽤の意思決定に関わった⼈物や、廃校活⽤のプロセスを説明できる

⼈物にインタビューを⾏う必要があるため、各事例の教育委員会や⾃治体、もしくはスポ

ーツ事業経営体のホームページから、調査の概要と質問項⽬を提⽰し、回答できる⼈物を

紹介して頂くことで、インタビュー対象者のサンプリングを⾏った。 

 サンプリングを⾏った結果、本研究でインタビューを実施した対象は、表４-６に⽰した

通り、5 つの事例で計 12名となった。また、12名のうち、1名については、インタビュー

調査の許可を得る事ができず、メールでの回答を依頼することとなった。インタビュー対
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象者の役職は、スポーツ事業経営体の場合、代表やクラブマネージャーにインタビューを

実施し、⾃治体の場合は、担当部署の代表者等にインタビューを実施した。 

 また、インタビュー調査は、2019 年 10⽉１⽇から 2019 年 12⽉ 12⽇の間に⾏い。調

査時間は、いずれも１時間程度のインタビューであった。 

 

表４-６ インタビュー対象者 

 
 

第５項 質問項⽬とインタビューの流れ 

 本研究では、3 つの研究⽬的に沿って、⾃治体とスポーツ事業経営体に、それぞれ以下

の主な質問項⽬を設定し、半構造化インタビューを⾏った。 

- ⾃治体に対するインタビュー - 

• 廃校の発⽣要因 

事例 所属 回答者

自治体 A⽒

スポーツ事業経営体 B⽒

自治体 C⽒

スポーツ事業経営体 D⽒

自治体 E⽒

スポーツ事業経営体 F⽒

同上 G⽒

同上 H⽒

自治体 I⽒

スポーツ事業経営体（メールでの回答） J⽒

自治体 K⽒

スポーツ事業経営体 L⽒

①

②

③

④

⑤
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• 現在の活⽤に⾄るまでの経緯 

• 現在の活⽤⽤途の決定要因 

• スポーツ事業経営体による廃校活⽤が、⾃治体や地域に与える効果 

• スポーツ事業経営体による廃校活⽤の課題や不満 

• 現在の運営形態の理由とその効果 

- スポーツ事業経営体に対するインタビュー - 

• 廃校活⽤以前の事業の有無 

• 廃校活⽤の⽬的 

• 廃校活⽤前後の⾃治体からの⽀援等の有無 

• 廃校を活⽤したことで、スポーツ事業経営体が得られる効果 

• 廃校活⽤前の計画とのギャップや廃校活⽤時に感じる課題や不満 

• ⺠間で所有や運営を⾏うことのメリット（該当する場合のみ） 

 

 上記の質問項⽬を中⼼に、インタビューを進め、会話の流れや必要に応じて、適宜追加

の質問を⾏った。 

 また、インタビューの流れについては、調査対象の市役所や町役場、もしくは廃校施設

に訪問し、⾯接承諾書の内容に同意を得てから、インタビューを開始し、録⾳を⾏った。

質問項⽬や調査の概要については、予め PDF ファイルにて先⽅に送付し、調査の主旨を

理解して頂いた上で、円滑に進⾏出来る様にした。 
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第 3 節 データの分析 

第１項 分析⽅法の検討 

 廃校活⽤プロセスに関する先⾏研究（斎尾, 2008）や廃校活⽤の効果について触れた先

⾏研究（波出⽯ら, 2014）などでは、収集したデータの具体的な分析⽅法について、あまり

触れられていなかった。⼀⽅で、他の研究領域において、プロセスを明らかにする論⽂で

は、グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下、GTAと略す）が⽤いられる事がある。

⽊下（2007）は、研究対象としている現象がプロセス的な特性を持っている場合、GTAが

適していると述べている。 

 しかし、オーソドックスな GTAでは、「絶えざる⽐較法（constant comparison）」によ

る、「理論的サンプリング（theoretical sampling）」によって、「理論的飽和（theoretical 

saturation）」に⾄るまでデータ採取を継続することになる（⼤⾕, 2007）。また、修正版グ

ランデッド・セオリー・アプローチ（以下、M-GTAと略す）でも、データの範囲を調整し

て、理論的飽和化を判断してよい（⽊下, 2007）とは⾔え、理論的飽和に⾄る必要があるた

め、本研究では、GTA並びに、M-GTAを採⽤することはできないと判断した。 

 従って、本研究では、⽐較的⼩さな規模の質的データの分析を有効に⾏う事ができる

SCAT（Steps for Cording and Theorization）（⼤⾕, 2007）を⽤いて分析を⾏うこととする。

SCAT は、①データの収集、②ステップコーディング、③ストーリーラインの作成、④理

論記述の作成の 4 つのステップを踏む（⼤⾕, 2007）が、寺下（2011）は、SCATの利点

として、最終的にストーリーラインを作成しなくても、⽂字データからコードを抽出する

⼿法としてのみでも⽤いる事ができることを挙げている。従って、本研究の⽬的にもある、
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効果抽出や課題の抽出にも適していると考えられる。 

第２項 データ分析の流れ 

 本節の第２節で述べた通り、収集したデータは、⽂字起こしを⾏い、テクストデータと

して、SCAT分析を⾏った。⼤⾕（2007）は、データ採取の⼿続きと分析の⼿続きを分け

てしまうことは、質的研究において初学者が犯しやすい最⼤の誤りの⼀つだと指摘してい

る。従って、本研究では、最初のデータを採取し、⽂字化したと同時に、データ分析の⼿

続きを踏むことにした。 

 また、初めは１⼈で分析するより、複数で協働し、多様な視点を⼊れて話し合って⾏う

のが良い（⼤⾕,2007）との指摘から、本研究では、筆者の他に、スポーツマネジメントを

専⾨とする博⼠課程の⼤学院⽣ 1名と修⼠学⽣ 2名、計 4名でコードの抽出を⾏った。 
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第５章 研究結果 

第 1 節 スポーツ事業経営体が廃校活⽤に⾄るまでのプロセス 

第 1項 事例①「⻄原総合教育施設」の廃校活⽤プロセス 

 事例①の⻄原総合教育施設は、所有と管理運営を共に⻄東京市が⾏う、公共所有、公共

運営の開放型スポーツ施設で、旧学校名は、市⽴⻄原第⼆⼩学校である。2001 年に、近隣

の市⽴⻄原⼩学校と統合され、旧⻄原⼩学校跡地に市⽴けやき⼩学校を設置したため、旧

⻄原第⼆⼩学校は廃校となった。廃校後は、⻄東京市学校運営課の管理運営の下、教育セ

ンターという位置づけで、廃校施設が活⽤されている。 

また、体育館やプールは、学校運営課から⻄東京市スポーツ振興課に貸出を⾏なってお

り、現在は、⻄東京市が 2005 年に設置した総合型地域スポーツクラブにしはらスポーツ

クラブが、校庭、体育館、プール等の活⽤を⾏なっている。図５-１に、＜政策や市⻑の意

向による設⽴＞というコードがあるように、＜設⽴準備検討委員会の設⽴＞が存在すると

は⾔え、本活⽤事例は、トップダウンによって活⽤⽅針が決定した。 

活⽤⽅針の決定要因については、A⽒が「他の活⽤⽅法となる場合、団地計画のような

地域の計画を変更する必要が出てきてしまうので（現在の活⽤⽅法になった）。」と述べた

ように、廃校活⽤の計画より上位にあたる、地域の計画を考慮し、公共/公共の開放型スポ

ーツ施設として活⽤することを決めた。他にも、政府からの補助⾦や、地域住⺠の満⾜度

を考慮した未活⽤期間の短縮も考慮しており、＜団地計画ありきの活⽤⽅針＞、＜補助⾦

活⽤場の⽤途決定＞、＜未活⽤期間の短縮＞が、活⽤⽅針の決定要因に関するコードとし

て抽出された。また、⾃治体が運営を継続する要因は、＜⾏政として施設運営に対する責
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任感＞が存在すると明らかになった。 

現在の活⽤⽅針が決定すると、地域住⺠から「なんで、今までタダで使えていたのに、

⾦を払ってスポーツをしなきゃならないんだ」という声があがる（B⽒談；事例①）など、

＜有料化への反発＞の⼤きさが窺える。また、活⽤＜施設の空きが⽬⽴つと利⽤⽅法への

苦情につながる＞というコードが抽出された。また、にしはらスポーツクラブによる活⽤

開始後も、＜施設の空きが⽬⽴つと利⽤⽅法への苦情につながる＞＜利⽤⽅法に対する不

満＞＜活⽤⽅針について、議員や⾃治体の意向の影響を強く受ける＞というコードが抽出

され、地域住⺠からの不満を受けている事がわかる。 

活⽤後は⻄東京市が、＜施設の無償賃貸借契約＞のもと、にしはらスポーツクラブに無

償で施設の貸出を⾏っており、以前は、総合型地域スポーツクラブとして交付される助成

⾦のみ活⽤していたが、現在は、にしはらスポーツクラブの収益のみで活動を⾏っている。 

つまり、事例①は、廃校の活⽤⽅針がトップダウンで決定し、同じくトップダウンで、

後発的に設⽴した総合型地域スポーツクラブによる活⽤が決定したことになる。従って、

事例①において、地域等からの要望は存在していないことが明らかになった。 
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廃校発⽣
＜若年層割合が低下し廃校が発⽣＞

協議会の実施
＜廃校決定後に活⽤協議会を実施＞
＜団地計画ありきの活⽤⽅針＞

活⽤⽅針の決定要因
＜補助⾦活⽤上の⽤途決定＞
＜未活⽤期間の短縮＞

＜⾏政として施設運営に対する責任感＞

無償で貸出
＜施設使⽤料がない＞

＜活⽤団体への⽀援はない＞

＜利⽤者に施設への要望を調査＞

＜地域住⺠の廃校に対する強い想い＞

体育館・校庭を
スポーツ振興課への貸出

総合型地域スポーツクラブの設⽴
＜市⻑や政策の⽅針による設⽴＞
＜設⽴準備検討委員会の設⽴＞
＜にしはらスポーツクラブの設⽴＞
＜施設の無償賃貸借契約＞

地域住⺠が無料で暫定利⽤
＜維持管理コストの負担＞

＜有料化への反発＞
＜団地や住⺠のものという想いの強さ＞

助成⾦の活⽤期間
＜補助⾦の活⽤＞

収益のみでの活動
＜現在は補助⾦なし＞

＜利⽤⽅法に対する不満＞
＜施設の空きが⽬⽴つと利⽤⽅法への苦

情につながる＞
＜活⽤⽅針について、議員や⾃治体の意

向の影響を強く受ける＞

⾃治体

スポーツ事業経営体

図５-１：事例① ⻄原総合教育施設の廃校活⽤プロセス 
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第２項 事例②「佐野国際クリケット場」の廃校活⽤プロセス 

事例②の佐野国際クリケット場は、佐野市が所有と管理運営を⾏い、主に⽇本クリケッ

ト協会が活⽤している、公共所有、公共運営の専有型スポーツ施設で、旧学校名は、栃⽊

県⽴⽥沼⾼等学校である。2013 年に県⽴⽥沼⾼等学校は、県⽴学校の再編により、県⽴佐

野松陽⾼等学校と統合され、県⽴佐野松桜⾼等学校が設置された。旧佐野松陽⾼等学校の

施設は、佐野松桜⾼等学校として継続して活⽤され、県⽴⽥沼⾼等学校は廃校施設となっ

た。 

その後、佐野市は、運動施設として活⽤する⽬的のもと、所管元の栃⽊県教育委員会に

譲渡申請し、1 年間の交渉期間を経て、2014 年に所管が佐野市に移⾏した。しかし、当時

＜具体的な活⽤案の⽋如＞により、活⽤⽅針が決まっておらず、所管の移⾏後 2 年間は、

暫定活⽤期間とし、活⽤⽅針を検討していた。 

⼀⽅、施設の活⽤団体にあたる⽇本クリケット協会は、廃校以前から、佐野市で活動し

ていたが、＜河川敷での活動には限界あり＞と感じていたため、＜グランドの広さから活

⽤を希望＞し、⽥沼⾼等学校にて定期的に⼤会を実施していた。D ⽒（事例②）は、「学校

機能を持った状態で、何度か使⽤させてもらって、その延⻑線上で、廃校後も活⽤できる

ようになった感じですね。」と述べており、廃校以前の活動が、＜他の団体による活⽤案＞

との差別化に繋がったと感じている。 

実際に、C ⽒（事例②）は活⽤⽅針の決定に影響した要因として、図５-２にある 2 つの

要因を挙げている。１つ⽬は、⽇本クリケット協会からの要望（図５-２：影響を与えた要

因①）で、＜活⽤団体からの要望＞、＜クリケットというコンテンツの特徴への期待感＞、
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＜インバウンド を含む交流⼈⼝増加を⾒込める活動＞、＜⽀援団体等からの廃校活⽤に

対する後押し＞が抽出された。２つ⽬は、政策的な要因（図５-２：影響を与えた要因②）

で、＜市の最重要施策であるスポーツツーリズムの⼀⼤拠点として整備が決定＞、＜他の

活⽤案に⽐べ、費⽤対効果や期待感が⾼い＞、＜既存施設の活⽤が増えている現代の時代

背景＞といったコードが抽出された。これらが影響し、＜「跡地利⽤基本⽅針」の作成＞

や＜条例の制定で廃校を活⽤した事業が正式決定＞した。また、佐野市が管理運営を継続

する要因として、＜委託コストを抑え、⾃治体で運営する⽅針＞があることも明らかにな

った。 

活⽤⽅針の決定と同時期に、＜地⽅創⽣推進交付⾦の使⽤範囲が拡⼤＞し、事業を申請

したところ、修正は加わったものの、＜地⽅創⽣プロジェクトのフラグシップ事業として

選出＞され、＜共感できる理念を有する⽇本クリケット協会とのパートナー関係を構築＞

し、＜地⽅創⽣事業の核としての廃校活⽤＞が決定した。また、パートナー関係の構築に

⾄っては、＜⾃治体から官⺠連携の事業を提案＞し、⽇本クリケット協会は協⼒者の⽴場

となった。つまり、事例②では、廃校の活⽤については、スポーツ事業経営体である、⽇

本クリケット協会から要望を受けたが、廃校を活⽤した地⽅創⽣事業の主体は佐野市であ

り、官⺠連携事業の提案を⾏ったのは、佐野市であることが明らかになった。 

また、事業主体である佐野市は、＜芝⽣の維持管理のみ、有識団体に委託＞しているが、

ここでの有識団体は⽇本クリケット協会であり、施設の利⽤と芝⽣の維持管理を⾏ってい

る。従って、官⺠連携事業のみならず、佐野市と⽇本クリケット協会は、＜減免制度によ

り、クリケット協会利⽤時のコストを低減＞という点で相互のメリットを享受している。
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廃校発⽣
＜⽣徒数減少により県⽴⾼校が廃校＞

所管が市に移⾏
＜市から県に申請し所管が移⾏＞
＜具体的な活⽤案の⽋如＞

＜県との交渉期間を有効に使⽤できず、
課題が残ってしまった＞

活⽤⽅針の決定
＜担当部⾨の移⾏＞

＜「跡地利⽤基本⽅針」の作成＞
＜条例の制定で廃校を活⽤した事業が正式決定＞
＜市の最重要施策であるスポーツツーリズムの⼀

⼤拠点として整備が決定＞
＜委託コストを抑え、⾃治体で運営する⽅針＞

地⽅創⽣フラグシップ
事業としての本格活⽤開始
＜地⽅創⽣交付⾦の使⽤可能範囲が拡⼤＞
＜事業案の修正による調査の実施とプログ

ラムの変更＞
＜地⽅創⽣プロジェクトのフラグシップ

事業に認定＞
＜地⽅創⽣事業の核としての廃校活⽤＞

＜維持管理コストの⾼騰＞

影響を与えた要因①
＜活⽤団体からの要望＞

＜クリケットというコンテンツの特徴への期待感＞
＜インバウンドを含む交流⼈⼝増加を⾒込める活動＞
＜他の活⽤案に⽐べ、費⽤対効果や期待感が⾼い＞
＜⽀援団体等からの廃校活⽤に対する後押し＞

法的な制限
＜法的な理由による活⽤⽤途への制限＞
＜法的な理由により、施設の建設や設置

に制限がある＞

暫定活⽤団体から
事業パートナーへ
＜条例の制定で廃校を活⽤した

事業が正式決定＞
＜補助⾦を活⽤したグランド整備

スピードの向上＞
＜⽇本クリケットのショーケース

の場の確保＞

学校時代の地域での活動
＜廃校活⽤以前から地域での活動をスタート＞

＜グランドの広さから活⽤を希望＞
＜定期的な⼤会実施の実績＞
＜河川敷での活動には限界あり＞
＜他の候補地の存在と打診の連続＞

事業パートナー
として官⺠連携

＜⾃治体から官⺠連携の事業を提案＞
＜共感できる理念を有する⽇本クリケット
協会とのパートナー関係を構築＞

＜減免制度により、クリケット協会利⽤時
のコストを低減＞

＜芝⽣の維持管理のみ、有識団体に委託＞

⽇本クリケットの聖地へ
＜将来的に⺠間が運営できる施設を、市が整

備している段階＞
＜インバウンド受け⼊れ体制の強化が必要＞

⾃治体 スポーツ事業経営体

影響を与えた要因②
＜市の最重要施策であるスポーツツーリズムの⼀⼤

拠点として整備が決定＞
＜他の活⽤案に⽐べ、費⽤対効果や期待感が⾼い＞
＜既存施設の活⽤が増えている現代の時代背景＞

暫定活⽤期間
＜県⽴学校時代からの
活⽤により廃校後も
活⽤継続可能に＞
＜他の団体による
活⽤案あり＞

⽇本クリケットの聖地へ
＜施設の更なるクオリティ向上を⽬指す＞法的な制限

＜校舎が活⽤できないことで廃校
活⽤のメリットを享受できない

可能性あり＞

図５-２：事例② 佐野国際クリケット場の廃校活⽤プロセス 
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第３項 事例③「スポーツ＆カルチャーしおかぜみなと」の廃校活⽤プロセス 

事例③のスポーツ＆カルチャーしおかぜみなとは、ひたちなか市が所有し、地域住⺠と

総合型地域スポーツクラブみなと waiwai クラブによって組織されるスポーツ＆カルチャ

ーしおかぜみなとによって管理運営される、公共所有、⺠間運営の開放型スポーツ施設で

ある。旧学校名は、茨城県⽴那珂湊第⼆⾼等学校で、茨城県が実施した県⽴⾼等学校の再

編により、2011 年に茨城県⽴那珂湊第⼀⾼等学校と統合され、茨城県⽴那珂湊⾼等学校と

なり、第⼀⾼等学校の施設を活⽤している。同時に、那珂湊第⼆⾼等学校は廃校となるが、

震災の影響もあり、施設は市内⼩中学校の仮校舎として、2018 年までの 6 年間、暫定活⽤

された。また、暫定活⽤期間中の 2012 年 9 ⽉に、ひたちなか市が茨城県から施設を買収

し、所有がひたちなか市に移⾏した。 

2018 年に暫定活⽤期間が終了するにあたり、2016 年に＜活⽤検討委員会を設置＞し、

⾃治体側から、活⽤の可能性がある⺠間団体や商⼯会をはじめとする公共団体に、活⽤の

提案を⾏なった。提案の結果、地域の複数施設を拠点に活動していた総合型地域スポーツ

クラブ、みなと waiwai クラブのみ活⽤の意思を⽰したため、みなと waiwai クラブの活動

拠点として、整備することが決定した。また、E ⽒（事例③）は「活⽤する団体を探した

時に、どこも⼿が挙がらなかったら、取り壊して⼟地を売却してたと思いますね。」と述べ

たように、旧那珂湊第⼆⾼等学校をひたちなか市で運営する意思はなく、解体して売却す

る可能性や遊休施設として⼀定期間保有する可能性があったことを⽰唆した。 

活⽤を希望した、みなと waiwai クラブが運営せずに、新しくスポーツ＆カルチャーしお

かぜみなとを設⽴した理由は、G ⽒（事例③）が「当時はここを利活⽤するだけって考え
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てたんですね。そしたら、⾏政の⽅から、活⽤するにあたって、地域の⽅と運営もしてみ

ないか？という⾵になって。そんな流れでしたね。」と述べた通り、みなと waiwai クラブ

のみで運営することが困難だと考えたひたちなか市が、みなと waiwai クラブと地域住⺠

が協⼒し運営するため、新団体のスポーツ＆カルチャーしおかぜみなとを組織することを

提案した経緯がある。 

現在、ひたちなか市としおかぜみなとは、管理協定を締結しており、運営にかかる費⽤

は、ひたちなか市から補助⾦が出ているものの、施設利⽤費は、ひたちなか市ではなく、

スポーツ＆カルチャーしおかぜみなとの運営資⾦となる。また、施設利⽤費に関して、み

なと waiwai クラブをはじめとする、多数の地域住⺠が参加するような、公共⽬的での利⽤

時の利⽤料は、減免制度により無料となっており、個⼈利⽤や部活動など、私的な利⽤の

み、施設利⽤料を徴収している。 

従って、事例③は、廃校活⽤検討時、⾃治体に対する地域等からの要望はなかったが、

⾃治体側から活⽤の提案を⾏ったところ、活⽤希望のスポーツ事業経営体が存在し、活⽤

⽅法が決定した。また、＜⾃治体で運営する意思はない＞という意⾒から、活⽤団体に地

域住⺠と協⼒し、運営することを提案し、⺠間による運営が協定で決定した流れが明らか

になった。
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廃校発⽣
県⽴⾼校のため、詳しい経緯は不明

仮校舎としての
暫定活⽤中に所管が移⾏
＜地域の⼩中学校の仮校舎として活⽤＞

＜県から市に所管が移⾏＞

活⽤⽅針の決定要因
＜活⽤検討委員会を設置＞

＜⾃治体側からのアプローチ（提案）＞
＜競合がいなかった＞

＜⾃治体で運営する意思はない＞

施設の貸出と運営の委託
＜スポーツ環境の整備＞
＜地域活性化のシンボル＞
＜遊休施設の活⽤（防犯⾯）＞
＜施設の活⽤範囲が拡⼤＞

スポーツ＆カルチャー
しおかぜみなとの設⽴
＜活動拠点集約の⽬的で廃校を活⽤＞
＜⾃治体から運営⽅法についての提案＞

＜地域と総合型地域スポーツクラブの協⼒体制＞

総合型地域スポーツクラブ
として他施設で活動

新団体の設⽴を提案
＜⾃治体から運営⽅法についての提案＞
＜地域活性化のシンボルとなること

に対する喜び＞

運営委託費と
施設使⽤料を相殺

未活⽤施設は解体予定

⾃治体

総合型地域スポーツクラブ
として廃校活⽤を検討
＜活動拠点集約の⽬的で廃校を活⽤＞

＜⾃治体側からのアプローチ（提案）＞

スポーツ事業経営体

図５-３：事例③ スポーツ＆カルチャーしおかぜみなとの廃校活⽤プロセス 
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第４項 事例④「泊まれる学校さる⼩」の廃校活⽤プロセス 

 事例④の泊まれる学校さる⼩は、みなかみ町が所有し、活⽤団体である⼀般社団法⼈猿

ヶ京⼩学校スポーツアカデミーが管理運営を⾏う、公共所有、⺠間運営の宿泊型スポーツ

施設で、旧学校名は町⽴猿ヶ京⼩学校である。廃校の発⽣要因としては、＜町内の少⼦化

により廃校＞と＜児童の男⼥⽐を考慮し統合＞というコードが抽出された。また、廃校か

ら 3 年間は教育委員会が所有しており、他団体による活⽤はあったが、町役場の企画部⾨

に所管が移⾏する際に活⽤はなく、I ⽒（事例④）が「お荷物状態というか。３年間空いて

ましたからね。それでもなかったって事で、使ってくれるなら使ってくれって感じでした

ね。」と述べた通り、他の活⽤案はなく、地域住⺠が廃校活⽤の⽬的で設⽴した、⼀般社団

法⼈猿ヶ京⼩学校スポーツアカデミーからの要望により活⽤が決定した。 

⼀般社団法⼈猿ヶ京⼩学校スポーツアカデミーが旧猿ヶ京⼩学校を活⽤した理由として、

J ⽒（事例④）の回答から、＜貴重な⽊造校舎の活⽤＞と＜施設活⽤のタイミング＞のコー

ドが抽出された。従って、活⽤団体は、未活⽤の施設であるが故に、円滑な活⽤⽅針の決

定につながったと考えている。運営を⺠間が⾏う理由は、＜⾃治体で運営する意思はない

＞が故に、⺠間が運営と施設の改修を⾏うことを前提に活⽤⽅針を決定したが、J ⽒（事例

④）も、「廃校になった場所に費⽤をかけるならもっと地域に必要な部分に費⽤をかけるべ

き。⼦育てや年寄りなどの⽀援含む。」と回答しており、地域住⺠として、⾃治体の負担を

軽減するため、運営も⺠間で⾏う経緯が明らかになった。また、宿泊型のスポーツ施設と

して活⽤することになった理由は、I ⽒（事例④）が「その活⽤したいって⾔ってきた⼈た

ちの専⾨性というか、その⼈たちが、元々旅館業とかをやってたからって感じだね。」と述
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べたように、＜活⽤者の専⾨性を⽣かした活⽤⽤途の決定＞である。 

⼊浴施設の建設や改修⼯事には、合計で 3,000 万円から 4,000 万円かかったが、その費

⽤は⺠間が負担しており、I ⽒（事例④）が「こちらから改修費が、全部で 3,000 万円〜

4,000 万円かな。（それ）を、払ってるわけではないので、逆に⾔えば、いくらお客さんが

⼊って、儲かろうと、それを町がピンハネするような事もない。あくまで、⽕災保険とか

電気、⽔道代みたいな物だけ、納めてもらうと。」と述べた通り、施設はみなかみ町が無償

で貸し出しているが、⽔道代、電気代、⽕災保険費などの諸経費のみ、みなかみ町に納め

ている。 

従って、事例④は、⺠間からの活⽤の要望が存在したことに加え、運営については、⾃

治体の運営意思がなかったため、地域で宿泊業を⾏うメンバーが新団体を設⽴し、⺠間で

の運営が決定したという流れが明らかになった。 

図５-：事例④ 泊まれる学校さる⼩の廃校活⽤プロセス 
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廃校発⽣
＜町内の少⼦化により廃校＞
＜児童の男⼥⽐を考慮し統合＞

所管が移⾏
＜所管が教育委員会から企画部⾨に移⾏＞

＜プロポーザルはなし＞

活⽤⽅針の決定
＜プロポーザルはなし＞

＜活⽤団体からの要望により活⽤⽤途が決定＞
＜競合がいなかった＞

＜⾃治体で運営する意思はない＞
＜施設活⽤のタイミング＞

無償で施設を貸出
＜⾃治体の財政的負担を低減＞

＜施設利⽤料はなく、諸経費のみ⾃治体
に納める＞

⼀般社団法⼈猿ヶ京⼩学校
スポーツアカデミーの設⽴

宿泊施設としての
活⽤と運営の要望

＜活⽤団体からの要望により活⽤⽤途が決定＞
＜活⽤者の専⾨性を⽣かした活⽤⽤途の決定＞

＜⺠間による運営＞
＜貴重な⽊造校舎の活⽤＞
＜施設活⽤のタイミング＞

⾃治体

＜以前の事業が失敗＞

⺠間による施設の運営
＜⾃治体の財政的負担を低減＞

＜施設利⽤料はなく、諸経費のみ⾃治体
に納める＞

＜⺠間による運営＞

⺠間による施設の改修
＜改修費は⺠間が負担＞

＜改修コストの負担が⼤きい＞

スポーツ事業経営体

図５-４：事例④ 泊まれる学校さる⼩の廃校活⽤プロセス 
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第５項 事例⑤「銚⼦スポーツタウン」の廃校活⽤プロセス 

 事例⑤の銚⼦スポーツタウンは、活⽤団体の第三セクターである株式会社銚⼦スポーツ

タウンが、所有と管理運営を⾏う、⺠間所有、⺠間運営の宿泊型スポーツ施設で、旧学校

名は、市⽴銚⼦⻄⾼等学校である。 

 廃校の発⽣要因として、＜若年層の減少による統廃合＞がコードとして抽出され、廃校

後、＜約 10 年間の未活⽤期間＞があった事が明らかになった。また、未活⽤の理由とし

て、＜財政難による廃校の未活⽤＞と＜検討委員会がなく、未活⽤期間が⻑期化＞の２点

が抽出された。 

 株式会社銚⼦スポーツタウンは、廃校の所管を⺠間に移⾏させた上で、地⽅創⽣交付⾦

を活⽤するために設⽴した新しいスポーツ事業経営体であるが、L ⽒が「もともとやって

た NPO 法⼈銚⼦スポーツコミュニティでの、⼤会誘致だったりが発展して、これ（銚⼦

スポーツタウン）をやることになったの。」と述べたように、廃校活⽤以前から、NPO 法

⼈銚⼦スポーツコミュニティとして、スポーツイベント誘致などの活動を⾏っており、銚

⼦スポーツタウンは、その事業の⼀部で、活動拠点としての位置づけである。従って、L ⽒

と銚⼦市は、廃校活⽤以前から、⼤会誘致などで官⺠連携の経験がある。その後、銚⼦を

スポーツで地⽅創⽣しようと考える＜⾏政アドバイザーである同志との出会い＞もあり、

旧銚⼦⻄⾼等学校を活⽤した合宿事業を、⺠間から⾃治体に提案した。また、提案後に実

施した＜市場調査の結果が良好＞だったことも、事業の実施に繋がったと、K ⽒ L ⽒（共

に事例⑤）双⽅が述べている。 

 しかし、銚⼦市は、＜財源不⾜により、市が運営することが困難＞と判断し、⺠間のス
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ポーツ施設として活⽤する⽅針を定め、銚⼦市と NPO 法⼈銚⼦スポーツコミュニティが

250 万円ずつ出資した第三セクター、株式会社銚⼦スポーツタウンと⼟地無償貸付、無償

譲渡契約を締結し、所有と管理運営が、株式会社銚⼦スポーツタウンに移⾏した。NPO と

して運営を⾏わず、新たに株式会社を設⽴した経緯は、L ⽒（事例⑤）が「市が半分出資

する株式会社なら、該当しますって電話がきて、最初は第三セクターは嫌だったんだけど、

１億２千万円まで出るって⾔ってたから。改修費がでるならそうしようってなって、株式

会社にしたの。」と述べたように、政府からの地⽅創⽣拠点整備交付⾦を活⽤する⽬的で、

銚⼦スポーツタウンを設⽴し、地⽅創⽣拠点整備交付⾦を活⽤し、体育館を改修した。ま

た、耐震基準を満たしていない校舎は、銚⼦市が起債を発⾏し解体⼯事を⾏った。他にも、

株式会社銚⼦スポーツタウンは、＜クラウドファンディングによる資⾦調達＞や、L ⽒（事

例⑤）が借⼊の連帯保証⼈になるなど、「⼀応市としては、借⼊に関しては債務負担がない

ようにしてくれていて、本当に⺠間に近いような形の第三セクターにはなってますね。」と、

K ⽒（事例⑤）が述べたように、銚⼦市の負担を軽減していることが窺える。 

 株式会社銚⼦スポーツタウンは、2019年から銚⼦市が所有する、旧銚⼦市⽴猿⽥⼩学校

も銚⼦スポーツタウンの⼀部として運営しており、銚⼦市は、スポーツ合宿誘致を核とし

たスポーツタウンブランディング事業として、地⽅創⽣推進交付⾦の活⽤や PR を⾏うこ

とで、官⺠連携体制を構築している。 

 従って、事例⑤は、約 10 年間未活⽤だった廃校施設が、⺠間からの提案を受け、活⽤⽅

針が固まったが、⾃治体での運営が困難だったため、新しい事業経営体を設⽴し、⺠間が

所有と管理運営を⾏い、活⽤していることが明らかになった。 

図５-：事例⑤ 銚⼦スポーツタウンの廃校活⽤プロセス 
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廃校発⽣
＜若年層⼈⼝の減少による統廃合＞

約10年間の未活表期間
＜財政難による廃校の未活⽤＞

＜検討委員会がなく、未活⽤期間が⻑期化＞
＜約10年間の未活⽤期間＞

＜廃校活⽤以前から、スポーツイベントを頻
繁に開催＞

⼟地無償貸付、
無償譲渡契約の締結

＜財源不⾜により市が運営することが困難＞
＜廃校施設の無償譲渡＞
＜⼟地の無償貸与＞

未活⽤施設の解体
＜⾃治体による解体⼯事＞

株式会社銚⼦スポーツタウンの設⽴
＜クラウドファンディングによる資⾦調達＞

＜交付⾦活⽤のために、法⼈格を株式会社として、新た
な団体を設⽴＞

＜所有と運営を⺠間で⾏う＞

NPO法⼈銚⼦スポーツ
コミュニティとして活動

評議会の設置
＜「評議会」を設置し、⽅針を決定＞
＜活⽤前後の⾦融機関から多様な⽀援＞

⾃治体

廃校を活⽤した
合宿誘致事業を提案

＜⺠間から⾃治体へ合宿施設としての活
⽤を提案＞

官⺠連携体制の構築
＜廃校活⽤以前から官⺠協⼒体制の構築＞

＜⾏政アドバイザーである同志との出会い＞

市場調査の実施
＜「地⽅創⽣加速化交付⾦」を活⽤し、

市場調査の実施＞
＜市場調査の結果が良好＞

⺠間のスポーツ施設に転⽤

⺠間による施設の改修
＜「地⽅創⽣拠点整備交付⾦」を活⽤し、

体育館を改修＞
＜⺠間による改修⼯事＞

＜本職で得たリノベーションの専⾨知識
を応⽤＞

ブランディング事業
と⾃治体の⽀援

＜⾃治体が⾏う事業の拠点＞
＜「地⽅創⽣推進交付⾦」を活⽤したソフ

ト⾯での⽀援＞
＜⾃治体が資本⾦の半額を出資＞
＜⾃治体の債務負担はなし＞

スポーツ事業経営体

図５-５：事例⑤ 銚⼦スポーツタウンの廃校活⽤プロセス 
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第２節 スポーツ事業経営体による廃校活⽤の効果 

第１項 スポーツ事業経営体が得られる廃校活⽤の効果 

 スポーツ事業経営体が廃校を活⽤することで、活⽤者にあたるスポーツ事業経営体が得

られる効果として、インタビュー中のテクストから、SCAT で抽出されたコードは、表５

-１に⽰した通り、＜時間的制約がなく活⽤可能＞、＜利⽤料⾦を軽減可能＞、＜補助⾦を

活⽤したグランド整備スピードの向上＞、＜⽇本クリケットのショーケースの場の確保＞、

＜施設の活⽤範囲が拡⼤＞、＜広⼤な⼟地を活⽤可能＞、＜利⽤料⾦を低価格に設定可能

＞、＜ランニングコストの削減＞、＜「地⽅創⽣拠点整備交付⾦」を活⽤し、体育館を改

修＞、＜初期投資の低減＞が抽出され、それらのカテゴリーに分類すると、【事業ツールの

確保】、【運営コストの低減】、【初期コストの低減】に分類された。 

 

 

表５-１ SCAT で抽出されたスポーツ事業経営体が得られる廃校活⽤の効果  

 

  

【カテゴリー】 ＜コード＞ 事例 テクスト番号

時間的制約がなく活用可能 ①, ③ 41,69, 222

利用料金を軽減可能 ① 73

補助金を活用したグランド整備スピードの向上 ② 155

日本クリケットのショーケースの場の確保 ② 168

施設の活用範囲が拡大 ③ 232

広大な土地を活用可能 ⑤ 368

利用料金を低価格に設定可能 ③ 222

ランニングコストを削減 ④, ⑤ 264, 364

「地方創生拠点整備交付金」を活用し、体育館を改修 ⑤ 340

初期投資の低減 ⑤ 368

事業ツールの確保

初期コストの低減

運営コストの低減
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従って、本研究における、スポーツ事業経営体側が得られた効果は、カテゴリーとして抽

出された 3 つであり、先⾏研究（波出⽯ら, 2014）と同様の効果に加え、ソーシャルビジ

ネスを⾏う事業経営体では抽出されなかった、【運営コストの低減】が効果として抽出され

た。また、本研究では、【運営コストの低減】は、運営を⺠間に委ねた場合のみ抽出され、

【初期コストの低減】については、所管が⺠間に移⾏した事例⑤の場合のみ抽出される結

果となった。 

第２項 ⾃治体が得られる廃校活⽤の効果 

 スポーツ事業経営体が廃校を活⽤することで、廃校を所有する、もしくは、所有してい

た⾃治体が得られる効果として、インタビュー中のテクストから、SCAT で抽出されたコ

ードは、表５-に⽰した通り、＜空き施設の減少＞、＜維持コストの削減＞、＜⼈的コスト

の削減＞、＜財政的な負担の軽減＞、＜交流⼈⼝の増加＞、＜域内消費額の増加＞、＜ス

ポーツ環境の整備＞、＜補助⾦活⽤上の⽤途決定＞、＜地⽅創⽣プロジェクトのフラグシ

ップ事業として選出される＞、＜メディア露出効果＞が抽出され、それらのコードをカテ

ゴリーに分類すると、【遊休施設の活⽤】、【地域経済の活性化】、【スポーツ環境の整備】、

【助成⾦の活⽤が可能】、【メディアへの露出】に分類された。 
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表５-２ SCAT で抽出された⾃治体が得られる廃校活⽤の効果 

 

 

 従って、本研究における、⾃治体側が得られた効果は、カテゴリーとして抽出された 5

つであり、先⾏研究（波出⽯ら, 2014）と同様の効果は、【遊休施設の活⽤】と【地域経済

の活性化】の 2 つのみで、【地域コミュニティの再⽣】と【地域雇⽤の創出】については抽

出されなかった。また、【スポーツ環境の整備】については、主な利⽤者が地域住⺠となる

開放型のスポーツ施設として活⽤している、事例①と事例③のみで抽出された効果となっ

た。さらに、【助成⾦の活⽤が可能】については、公共所有、公共運営のスポーツ施設にあ

たる、事例①と事例②のみで抽出された効果となった。 

第３項 運営主体ごとのメリットと地域住⺠が得られる廃校活⽤の効果 

 本研究では、インタビューの中で、事例①、事例②では、「運営を⾃治体で⾏う理由とメ

リット」を質問し、事例③、事例④では、「運営を⺠間で⾏う理由とメリット」について、

事例⑤では、「所有と運営を⺠間で⾏う理由とメリット」について質問した。その結果、表

５-３に⽰した通り、＜迅速で柔軟な対応が可能＞、＜意思決定や実⾏までの時間を短縮可

【カテゴリー】 ＜コード＞ 事例 テクスト番号

空き施設の減少 ③, ④ 231, 259

維持コストの削減 ①, ③, ④ 58, 77, 198, 259

人的コストの削減 ④ 259

財政的な負担の軽減 ④, ⑤ 277, 280, 310

交流人口の増加 ②, ⑤ 121, 312

域内消費額の増加 ② 121

スポーツ環境の整備 スポーツ環境の整備 ①, ③ 41, 76, 218

補助金活用上の用途決定 ① 15

地方創生プロジェクトのフラグシップ事業として選出される ② 121

メディアへの露出 メディア露出効果 ④ 259

助成金の活用が可能

遊休施設の活用

地域経済の活性化
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能＞というコードが抽出され、⺠間運営のメリットとして、【施設運営の⾃由度が向上】が

明らかになった。 

また、⺠間所有のメリットは、表５-４の通り、＜⺠間体育施設になったことで、耐震基

準を満たし、活⽤可能になった＞というコードが抽出され、【法的規制の緩和】がメリット

として明らかになった。 

 

表５-３ SCAT で抽出された廃校を⺠間で運営するメリット 

 

 

表５-４ SCAT で抽出された廃校を⺠間で所有するメリット 

 

 

また、事例③は、活⽤団体及び運営を⾏うスポーツ事業経営体、スポーツ＆カルチャー

しおかぜみなとのメンバーとして、地域住⺠の代表であるH⽒（事例③）に、調査するこ

とができたため、地域住⺠としての意⾒を得ることができたが、本研究では、他の事例に

おいて、地域住⺠の意⾒を収集することができていない点を考慮し、地域住⺠が得られる

効果は、スポーツ事業経営体や⾃治体が得られる効果には含めず、表５-５に⽰すこととし

た。 

【カテゴリー】 ＜コード＞ 事例 テクスト番号

迅速で柔軟な対応が可能 ④ 281

意思決定や実行までの時間を短縮可能 ⑤ 310
施設運営の自由度が向上

【カテゴリー】 ＜コード＞ 事例 テクスト番号

法的規制の緩和
民間体育施設になったことで、耐震基準を満たし、活用可能に

なった
⑤ 381
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結果としては、＜スポーツ環境の整備＞、＜空き施設の減少＞、＜地域のシンボルとな

ることに対する喜び＞というコードが抽出され、【利⽤者の住環境を向上】と【地域活性化

への喜び】に分類された。従って、スポーツ事業経営体による廃校活⽤により、地域住⺠

が得られる効果として、【利⽤者の住環境を向上】と【地域活性化への喜び】が明らかにな

った。 

 

表５-５ SCAT で抽出された地域住⺠が得られる廃校活⽤の効果 

 

 

第３節 スポーツ事業経営体による廃校活⽤における課題 

 スポーツ事業経営体が廃校を活⽤する際、所有者、運営者、活⽤者にあたる⾃治体とス

ポーツ事業経営体が感じる課題は、表５-６に⽰した通り、17 の抽出されたコードから分

類された【地域住⺠等からの不満】、【事業内容とツールの相違】、【法的規制】、【活⽤時の

コスト負担】、【施設の⽼朽化】の 5 つである。 

  【地域住⺠等からの不満】については、B⽒（事例①）が、「市と⾔うより、議員さんと

かね。いろんな活⽤案とかがあるようで、結構⾔ってきたりしますね。」と述べたように、

公共所有、公共運営の開放型スポーツ施設の場合、公共施設であるが故、地域住⺠や議員

から、活⽤⽅法についての不満が、スポーツ事業経営体や⾃治体に寄せられるという課題

がある。また、事例④のように、運営主体が⺠間に移⾏することで、＜町の公共施設とし

【カテゴリー】 ＜コード＞ 事例 テクスト番号

スポーツ環境の整備 ③ 218

空き施設の減少 ③ 231

地域活性化への喜び 地域活性化のシンボルとなることに対する喜び ③ 226

利用者の住環境を向上
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ての活⽤機会が減少＞するという課題も抽出された。 

 【事業内容とツールの相違】について、廃校施設であるが故、活⽤⽅法によっては、必

要な事業ツールが備わっているとは限らず、域外からの誘客を⽬的とした事例②の活⽤⽅

法であれば、＜駐⾞場のキャパシティ不⾜＞により、⼤会時に課題を感じている。また、

宿泊施設として活⽤した事例④の場合、＜間取りが広い＞ため、教室を客室にした場合、

貸切での活⽤になってしまう点や、廃校施設にはない＜浴室の整備が必要＞な点を課題と

して挙げている。従って、スポーツ事業経営体が得られる効果でも抽出された【事業ツー

ルの確保】は、事業内容や活⽤⽅法によっては、享受されない可能性があるという結果に

なった。 

 

表５-６ SCAT で抽出されたスポーツ事業経営体による廃校活⽤における課題 

【カテゴリー】 ＜コード＞ 事例 テクスト番号

施設の空きが目立つと利用方法への苦情につながる ① 69

利用方法に対する不満 ① 75

活用方針について、議員や自治体の意向の影響を強く受ける ① 79

町の公共施設としての活用機会が減少 ④ 262

駐車場のキャパシティ不足 ② 169

間取りが広い ④ 266

浴室の整備が必要 ④ 266

法的な理由により、施設の建設や設置に制限がある ② 125

法的理由で活用方法に制限がある ②, ③ 169, 200

法的条件への順応が必要 ③ 200

維持管理コストの高騰 ② 119

改修コストがかかる（短期的目線） ③ 198

改修コストの負担が大きい ④ 278

施設が古いことで、既存施設の活用が困難 ② 125

施設修繕の負担が課題 ④ 283

未活用期間長期化のリスク ④ 278

未活用期間の長期化により、活用時の負担が増大する ⑤ 369

地域住民等からの不満

事業内容とツールの相違

法的規制

活用時のコスト負担

施設の老朽化
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 【法的規制】について、⽇本クリケット協会の D ⽒（事例②）は、「今の状態の校舎っ

てのは、私からするとお荷物に⾒えることもある。」と述べており、事業ツールにもなり得

る校舎が、耐震基準を含む建築法規上の問題で活⽤できない場合、施設活⽤上の課題とな

る可能性も窺える。また、建物の耐震基準に限らず、⽤途地域や市街化調整区域など、都

市計画法上の理由により、施設の活⽤⽤途や開発・建設⾏為に制限がかかる場合もある。

さらに、上記の法的条件に適応する場合、⾦銭的コストや時間的なコストを要することが

明らかになった。 

 【活⽤時のコスト負担】について、E⽒（事例③）は、「活⽤がなければないで、維持費

にはそれほどの費⽤はかからないと思うんですね。だから逆に、短期的に⾒れば、改修費

がかかった分、費⽤はかかったのかなと。」と述べており、短期的な⽬線で⾒れば、改修費

⽤が維持費を上回ると考えられる。また、事例④のように、⺠間が独⾃で改修を⾏う場合、

スポーツ事業経営体にとって、＜改修コストの負担が⼤きい＞という課題が抽出された。 

 【施設の⽼朽化】については、運営していく上で、＜施設修繕の負担が課題＞と感じて

いることがコードとして抽出され、既存施設のリノベーションであるが故の課題が明らか

になった。また、L ⽒（事例⑤）が「猿⽥⼩の⽅は、廃校になって 2年だし、それまでも

ちょくちょく⼈が⼊ってたからまだ良い。まだね。そりゃ悪いとこもあるけど、ここ（⻄

⾼）は酷かった。」と述べたように、＜未活⽤期間の⻑期化により、活⽤時の負担が増⼤す

る＞ことが明らかになった。 
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第６章 考察 

第 1 節 スポーツ事業経営体による廃校活⽤プロセスに対しての考察 

 第５章では、スポーツ事業経営体による廃校活⽤プロセスを、事例ごとにまとめ、スト

ーリーラインを形成した。結果、表６-１に⽰した通り、事例①においては、⾃治体が政策

で、活⽤団体であるスポーツ事業経営体の設⽴を推進し、事例③においては、⾃治体が活

⽤団体であるスポーツ事業経営体に、廃校活⽤の提案を⾏っており、第１章で挙げた「地

域等からの要望がない」（⽂部科学省, 2019）状況であった事が明らかになった。事例①に

ついては、地域住⺠による暫定活⽤があったため、活⽤⽤途の変更にあたるが、事例③に

ついては、⾃治体側のアプローチが廃校活⽤に繋がったと⾔える。従って、この結果から、

北海道の⼩規模⾃治体における廃校活⽤（久保ら, 2009）と同様に、⺠間運営の廃校活⽤

においても、「地域等からの要望がない」（⽂部科学省, 2019）状況下で、⾃治体から活⽤⾒

込みの団体に、ヒアリングや提案を⾏うことで、廃校活⽤に繋がる可能性が⽰唆された。 

 

表６-１ 廃校活⽤の提案主体のまとめ 

 

事例 類型 廃校活用の提案主体 検討委員会等 スポーツ事業経営体の廃校以前の活動 活用後の自治体による事業

① 公共/公共 a 　自治体 → 活用団体設立 あり 　なし 　なし　

② 公共/公共 b 　活用団体 → 学校＆自治体（注１ あり 　地域内であり 　「さのクリケットチャレンジ」

③ 公共/民間 a 　自治体 → 活用団体 → 別団体設立 あり 　地域内であり 　なし

④ 公共/民間 c 　活用団体設立 → 自治体 なし 　なし 　なし

⑤ 民間/民間 c 　活用団体 → 自治体 → 別団体設立 なし 　地域内であり（NPO法人） 　「ブランディング事業」

注１：スポーツ官民連携事業である、「さのクリケットチャレンジ」は、佐野市の事業であり、自治体からスポーツ事業経営体に事業の提案を行ったが、廃校活用の提案については、スポーツ事業経営体が、学校時の校長や自治体に対して活用の要望を伝えていた。
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 表６-１の通り、事例①、事例②、事例③では、活⽤検討委員会の設置や協議会の開催が

明らかになった⼀⽅、事例④と事例⑤では、⾃治体による廃校活⽤に向けた検討はされて

いなかった。これは、K ⽒（事例⑤）が「現在、財政的に苦しい状況でして、財政難の中

で、市費を投⼊した利活⽤の⽅針ってのが、ずっと定まらない状況で、まぁ 10年近く、廃

校のまま活⽤されない状況、何ていうか、ほったらかしというか。そういう状態が続いて

たんですね。」と述べたように、財政的状況の影響や、E⽒（事例③）が「運営する⼈もい

ないし、状況的に厳しいだろうと。」述べたように、⼈材不⾜の影響によって、廃校の活⽤

に対する優先度が、⾃治体によって異なる事が理由と考えられる。特に、財務状況につい

ては、第１章で述べた通り、過疎地域⾃⽴促進特別措置法（総務省, 2000）により規定され

る、過疎地域を保有しない⼀般市区町村では、⾃治体の財政悪化が、廃校の発⽣に影響を

及ぼしている（藤野, 2010）ことから、廃校を保有している時点で、厳しい財政状況下に置

かれている可能性も推察できる。 

 ⼀⽅、スポーツ事業経営体の側⾯から考察すると、D⽒（事例②）が「学校時代からの

実績がなかったら、ここを使いたいという、他の団体に使われてたんじゃないかと思う。」

と述べたように、他の活⽤希望団体や、活⽤案が存在する場合、廃校活⽤以前に施設を活

⽤することや、⾃治体とスポーツ事業経営体の良好な関係構築が重要だと推察される。 

 また、事例④と事例⑤のスポーツ事業経営体から、廃校後の未活⽤期間が⻑かったこと

により、活⽤後の管理⾯でのハードルが上がる事が明らかになり、齋藤（2008）が、施設

の未活⽤期間が⻑い程、建物の⽼朽化が進み、存続予定の校舎が解体される事例が多いと

指摘した様に、未活⽤期間の⻑期化は、解体されずに存続した廃校においても、課題に繋
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がると解釈できる。 

 

第 2 節 スポーツ事業経営体による廃校活⽤の効果に対しての考察 

 第５章では、スポーツ事業経営体と⾃治体、双⽅の視点から廃校活⽤の効果を抽出した。

その結果、他分野の事業経営体による廃校活⽤事例の効果（波出⽯ら, 2014）と同様の効

果と、異なる効果の両⽅が抽出された。 

第１項 先⾏研究と同様に抽出された効果 

 スポーツ事業経営体が得られる効果の【事業ツールの確保】は、事例④以外の事例から

抽出され、スポーツ事業経営体による廃校活⽤において、最も期待できる効果と⾔えるだ

ろう。 

L⽒（事例⑤）が、「これだけまとまった⼟地を使えるってのは、なかなか難しい事なん

で。ここまで広い⼟地を使おうってなると、開発⾏為になっちゃうから...。」と述べたよう

に、廃校施設が有する広⼤な⼟地や資源を、事業ツールとして活⽤できることは⼤きな効

果と⾔えるだろう。しかし、＜⽇本クリケットのショーケースの場の確保＞と＜広⼤な⼟

地を活⽤可能＞といったコードが抽出された、事例②と事例⑤は、旧⾼等学校の廃校施設

である。従って、旧⼩学校のような⼩規模な廃校施設や、都市部の廃校施設では、同様の

効果が抽出されない可能性を考慮する必要がある。 

 また、総合型地域スポーツクラブによる活⽤事例である、事例①と事例③で抽出された、

＜時間的制約がなく活⽤可能＞のコードについては、学校解放事業との⽐較によって感じ

られた効果であると推察される。 
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 本研究では、【初期コストの低減】が効果として抽出された事例が事例⑤のみとなったが、

波出⽯らの研究（2014）では、調査対象の運営主体が全て、廃校活⽤以前から事業を⾏っ

ていた⺠間であるのに対し、本研究では⾃治体運営の事例も対象としたため、それらの事

例は除外されることとなる。また、本研究では、廃校活⽤⽬的で運営主体を新たに設⽴し

た事例もある事から、事例⑤以外からは抽出されなかったと考えられるが、以前から活動

のある⺠間であれば、波出⽯らの研究（2014）と同様に効果として抽出されると解釈でき

る。 

 続いて、⾃治体側が得られる効果は、【遊休施設の活⽤】が最も⼤きな効果と⾔える。調

査対象の中には、本来、未活⽤だった廃校施設が活⽤された事例もあり、それらの事例に

おける未活⽤の理由が、財政難や運営⼈材の不⾜だった事から、【遊休施設の活⽤】によっ

て、「財政的な負担」が軽減される事や、運営を⺠間に委ねる事で、「⼈的コスト」を削減

できる事が、⾃治体にとって⼤きな効果となっていると解釈できる。 

 また、【地域経済の活性化】については、＜交流⼈⼝の増加＞や＜域内消費額の増加＞と

⾔った、域外からの誘客が⾒込める事例でのみ抽出された効果である。これは、無償貸与

契約を⾏っている事例が多く、廃校活⽤されている事が、必ずしも地域経済の活性化につ

ながるわけでは無いため、このような結果になったと考えられる。 

第２項 スポーツ事業経営体による廃校活⽤事例で抽出された新たな効果 

 波出⽯ら（2014）の研究では抽出されず、本研究で抽出された事業経営体側の効果であ

る【運営コストの低減】については、2 つの要因が影響していると考えられる。 

１点⽬は、補助⾦や【助成⾦の活⽤が可能】な点である。＜地⽅創⽣交付⾦の使⽤可能
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範囲が拡⼤＞したことにより、＜交流⼈⼝の増加＞などによる【地域経済の活性化】が⾒

込めるスポーツ施設として整備する場合、⾃治体は、内閣府から得た地⽅創⽣推進交付⾦

が活⽤可能で、廃校活⽤後もその資⾦を廃校活⽤事業に充てる事ができる。しかし、C⽒

（事例②）が「もちろん国からは、『クリケット振興のためにはお⾦（地⽅創⽣交付⾦）は

使っちゃダメだよ。」って⾔われてる。」と述べた通り、スポーツ事業経営体の⽀援に直接

投資することはできないため、事例⑤のように事業 PR のために活⽤するなど、間接的に

⽀援する事で、スポーツ事業経営体の【運営コストの低減】に影響を与えている。また、

上記のように、スポーツ事業経営体の【運営コストの低減】に影響を与えている【地域経

済の活性化】と【助成⾦の活⽤が可能】は、⾃治体側の効果としても同様に抽出された。 

２点⽬は、無償貸与契約である。I⽒（事例④）が、「あのまま猿ヶ京⼩学校を放ってお

くと、施設は傷むし、⽕災保険はつけておかなきゃいけないし、電気も通電しておかなき

ゃいけないし、財産管理で⼈は付けておかなきゃいけないし、って部分で、そう⾔った⾯

で、プラスにはならないかもしれないけど、今までマイナスだったものが０にはなるので。」

と述べたように、未活⽤の廃校はコストセンターとして⾃治体の負担になるため、直接的

な経済効果がなくとも、【遊休施設の活⽤】によって、維持コストが０になることが効果だ

と感じている事が明らかになった。実際に、会計検査院は、未活⽤の廃校施設等 554 校の

残存価格の合計を、646億 5,340万余円と⾒積もっており（会計検査院, 2010）、【遊休施設

の活⽤】や＜維持コストの削減＞といった効果の⼤きさが窺える。従って、事例①、事例

④、事例⑤のように、施設の無償貸与契約を締結することに繋がり、結果として、スポー

ツ事業経営体側の【運営コストの低減】に影響を与えていると解釈できる。 
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また、⾃治体側の効果として抽出された、【スポーツ環境の整備】については、スポーツ

基本計画（⽂部科学省, 2017）からも分かるように、国⺠や地域住⺠のスポーツ環境を整

備する事が、⾏政の役割だと認識していることから、その役割を達成する事が⾃治体にと

って⼀つの効果だと認識していると解釈した。 

最後に、⾃治体側の効果として抽出された、【メディアへの露出】は、貴重な⽊造校舎を

活⽤した、事例④のみから抽出された効果で、⽊造校舎という希少性が、よりノスタルジ

ーを感じさせることで、＜メディア露出効果＞が⾼まっている可能性も考えられる。しか

し、権（2012）は、廃校そのものが、地域住⺠ノスタルジーを感じさせることを指摘して

おり、⽊造校舎という付加価値の可能性は⽰唆しつつ、廃校そのもののノスタルジックな

要因が【メディアへの露出】効果に影響したと考えられる。 

第３項 スポーツ事業経営体による廃校活⽤事例では抽出されなかった効果 

⾃治体側の効果として、「地域雇⽤の創出」が抽出されなかった要因については、I⽒（事

例④）が「⼤きな宿泊施設ではなくて、2、3 ⼈で回してるような感じだから、地域雇⽤っ

て⾔っても、たくさんの⼈がってわけではないんだけどね。」と述べたように、スポーツ事

業経営体が経営規模の⼩さな事業経営体であるが故、抽出されなかったと考えられる。実

際に、スポーツ競技団体の雇⽤に関する調査研究では、調査対象の雇⽤状況を⽰しており、

⽇本体育協会加盟のスポーツ競技団体で平均 9.4.⼈、スポーツリーグ事務局で平均 11.8⼈

（注４、プロスポーツクラブで平均 46.5 ⼈、企業スポーツクラブで 7.2 ⼈であった（澤井ら, 

2007）。この規模は、中⼩企業基本法（中⼩企業庁）によると、⼩規模企業者や中⼩企業者

の経営規模に該当する。また、採⽤⽅法についても、コネクションに頼る傾向が強い（澤
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井ら, 2007）ことから、スポーツ事業経営体による廃校活⽤では、「地域雇⽤の創出」効果

が抽出されなかったと推察される。また、同様に、本研究では抽出されなかった「地域コ

ミュニティの再⽣」については、本研究の調査対象が、主にスポーツ事業経営体と⾃治体

のみで、地域住⺠の意⾒があまり反映されていない事が影響していると考えられる。 

 

第３節 スポーツ事業経営体による廃校活⽤の課題についての考察 

 本研究では、先⾏研究では明らかにされてこなかった廃校活⽤の課題の抽出を⾏った。

地域活性化に資する廃校を活⽤したソーシャルビジネスに関する研究では、廃校活⽤時の

デメリットは全ての事例で「特になし」との回答であり（波出⽯ら, 2014）、活⽤団体側に

は課題や不満がないとの結果が⽰されていた。波出⽯らの研究（2014）は、運営が全て⺠

間に移⾏している点と、調査が活⽤事例の⽂献調査のみである点で、本研究とは異なる。

本研究は、調査対象を⾃治体にも広げ、半構造化⾯接法での調査を⾏ったことで、課題が

抽出されたと考えられる。 

 【地域住⺠等からの不満】は主に、事例①で抽出されたが、これはサービスの経済化と

旧⼩学校の特性が影響していると考える。サービスの経済化について、鄭（2005）は、業

態の転換により、企業にとっての付加サービスをサービス主体化させる事ができ、その場

合、サービスが「無償性」から「有償性」へ質の転換をする事が、有料のサービスとして

客に受け⼊れられると述べており、スポーツ環境を「有償化」した、事例①については、

廃校を活⽤するスポーツ事業経営体や運営主体の⾃治体が、エンドユーザーである地域住

⺠（事例①の場合）に提供する質を向上させる必要があり、それが不⼗分な場合、【地域住
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⺠等からの不満】に繋がってしまうと考えられる。また、⾏實ら（2003）は、事例①のよ

うに、⾏政主導で作られたクラブを住⺠の⾃主運営に切り替えていくことの困難性を明ら

かにしており、以前まで、無料で利⽤できていた廃校施設が、⾏政主導で有償化し、その

サービスの質に地域住⺠が満⾜していないため、【地域住⺠等からの不満】という課題が抽

出されたと推察できる。さらに、⼩学校は、周辺住⺠との強い結びつきがあり、地域の核

として、廃校後も活⽤され続けられるポテンシャルが⾼い（河野ら, 2006）という旧⼩学

校の特性から、地域の核であるが故、【地域住⺠等からの不満】が⼤きくなってしまってい

ることも⾔えるだろう。 

 【事業内容とツールの相違】については、廃校活⽤が⽤途転⽤であり、必ずしも活⽤主

体が求める事業ツールを確保できるとは限らない事を意味している。しかし、事業内容や

廃校の活⽤⽤途ごとに、不⾜する施設は異なるため、事業ツールが⽋如しているわけでは

なく、あくまで【事業内容とツールの相違】が起こる可能性を含んでいると解釈した。 

 【法的規制】については、スポーツ事業経営体による廃校活⽤において、⼤きな課題と

⾔えるだろう。波出⽯ら（2012）は、⺠間がビジネスで廃校活⽤する際の知⾒として、耐

震基準対策の必要性と、都市計画場の⽤途地域や、各種条例など通常の法規場の制限のほ

か、その⽤途に応じた様々な制限があるため、注意が必要だと述べている。これは、本研

究での課題と同様の内容であり、スポーツ事業経営体による廃校活⽤の課題ではなく、廃

校活⽤全体の課題である可能性が⽰唆される。また、建築法規が廃校後の公⽴⼩学校の⽤

途変更に及ぼす影響についての研究では、⼩学校を多様な⽤途に変更し、廃校舎を使い続

けるためには、建築基準法や消防法の規定の改正や国庫補助⾦の制度改正、⾏政財産使⽤
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に関する規制緩和などをはかる必要がある（河野ら, 2006）と述べられており、本研究に

おいても同様の解決策の必要性を説くこととする。 

 【施設の⽼朽化】については、前述の通り、未活⽤期間の⻑期化が影響していると推察

でき、廃校決定から廃校活⽤までの期間を短縮するため、活⽤検討委員会などの取り組み

の実施が必要だと⾔える。 
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第７章 結論 

第 1 節 まとめと提⾔ 

 本研究のまとめとして、研究結果から、以下のことが明らかとなった。まず、第２章の

⽬的１、スポーツ事業経営体による廃校活⽤プロセスについては、「地域等からの要望」が

決め⼿となり、廃校活⽤に⾄った事例のみならず、⾃治体による活⽤団体への提案や、活

⽤団体を新たに設⽴した事例も⾒られ、今後、⾃治体は廃校活⽤に向けた多様なアプロー

チが重要になると推察される結果となった。また、複数の活⽤案が存在する場合、スポー

ツ事業経営体と⾃治体の協⼒体制の構築に加え、経済効果をはじめとする、スポーツの外

在的価値（中⻄, 2012）を⽣み出せるかが重要になる。 

続いて、スポーツ事業経営体による効果については、スポーツ事業経営体が得られる効

果と⾃治体が得られる効果が、相互に作⽤し合っている事が分かり、両者に効果が享受さ

れることから、スポーツ事業経営体による廃校活⽤は、スポーツ事業経営体と⾃治体、両

者にとって有益な事業であると⾔えるだろう。しかし、波出⽯らの研究(2014）で挙げられ

たメリットとは異なる効果が抽出されたことや、本研究からは抽出されなかった効果も存

在した。また、本研究の研究背景や⽬的から、調査対象を、廃校活⽤主体であるスポーツ

事業経営体と、⾃治体に設定したことにより、権（2012）が指摘したストック建造物とし

ての側⾯を持つ廃校活⽤の効果や、プラグマティックな側⾯にあたる廃校活⽤の効果は、

本研究で明らかになったが、ノスタルジックな側⾯に関する廃校活⽤の効果は、本研究の

調査対象からは、あまり抽出されない結果となった。 

最後に、本研究を通して、スポーツ事業経営体による廃校活⽤には、いくつかの課題も
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含んでいる事が明らかになった。従って、今後の廃校活⽤を考える上で、それらの知⾒を

考慮し、最適な⽅法で廃校を活⽤する必要性がある。 

第１項 スポーツ事業経営体に対する提⾔ 

 今後、廃校活⽤を考えるスポーツ事業経営体に知⾒を提供すべく、本研究では、所有と

運営の主体に加え、施設の活⽤形態ごとに類型化し、5 つの事例で効果を抽出した。結果、

事例によって抽出された効果が異なる場合もあったため、スポーツ事業経営体は、いかな

る⽬的で廃校を活⽤するのか⼗分に考慮した上で、いかなる運営形態を選択するか判断す

る必要がある。 

例えば、「廃校活⽤事例集」〜未来につなごう〜みんなの廃校プロジェクト（⽂部科学省, 

2019）や、先⾏研究（波出⽯ら, 2014）で挙げられていた、【初期コストの低減】という効

果は、本研究では、事例⑤のみで抽出された効果であり、⺠間で運営する事で初めて享受

できる効果である事が明らかになった。従って、【初期コストの低減】を⽬的に廃校を活⽤

するにも関わらず、運営を⾃治体に委ねたまま、廃校を活⽤したところで、その⽬的は達

成できない可能性がある。 

また、【事業内容とツール相違】を起こさないために、スポーツ事業経営体の事業内容に

適した廃校施設を選択する必要がある。例えば、前述の通り、＜広⼤な⼟地を活⽤可能＞

というコードは、旧⼩学校のような規模の廃校施設や、都市部の廃校施設では抽出されな

いと考えられる。校舎の耐震状況や都市計画法上の制限と⾔った【法的規制】や【施設の

⽼朽化】も同様であり、スポーツ事業経営体は、活⽤する廃校施設が有するツールの特徴

と状況を確認した上で、活⽤を検討する必要があるだろう。 
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⼀⽅で、事例④のように、廃校活⽤を⽬的として、新たな事業をスタートさせる事例の

存在も確認できた。このような事例においては、廃校施設が有するツールに合わせた事業

内容や活⽤⽅法を考案する事も効果的だと推察できる。 

最後に、他の事業経営体による活⽤案がある場合、廃校活⽤以前の活動や⾃治体の関係

性が影響する事が明らかになった事から、⾃治体とのコミュニケーションや協⼒関係を構

築しておくべきである。また、費⽤対効果や、コンテンツへの期待感が廃校活⽤主体の決

定要因に影響する事も明らかになり、スポーツの有する外在的価値（中⻄、2012）を、い

かに提供できるかという視点の重要性も考慮すべきであろう。 

第２項 ⾃治体に対する提⾔ 

 本研究では、現在未活⽤の廃校を、今後の活⽤に繋げるため、これまであまり明らかに

されてこなかった廃校活⽤のプロセスや、⾃治体が得られる効果を明らかにした。 

 結果、プロセスの⾯においては、廃校施設活⽤状況実態調査の活⽤⽤途が決まっていな

い理由として挙げられていた、「地域等からの要望がない」状況でも、⾃治体側からのアプ

ローチによって活⽤に繋げた事例を明らかにする事ができた。従って、今後は、検討委員

会や公募のみならず、【遊休施設の活⽤】を促進すべく、⾃治体側から活⽤の可能性がある

事業経営体に対して提案を⾏っていく必要もあるだろう。 

 また、財務状況や⼈材不⾜により、⾃治体での運営が困難である場合、⺠間に管理運営

を委ねること、または、施設の無償譲渡や無償貸与を含め、＜維持コストの削減＞を⽬的

とした⾃治体の対応も必要だろう。施設の無償貸与は、前述の「三好市休廃校等活⽤事業」

が成果をあげている要因の⼀つ（波出⽯ら, 2017）としても述べられており、効果が期待
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できると推察できる。さらに、斎尾の研究（2008）と同様に、未活⽤期間の⻑期化がもた

らすリスクの⼤きさが明らかになった事からも、廃校決定後から、実際に廃校するまでの

間に、廃校後の活⽤について検討すべきであろう。 

 ⼀⽅で、廃校活⽤の課題として明らかになった、【法的規制】に対する順応は、⾮常に重

要だと考える。また、河野ら（2006）の指摘にもあるように、今後、廃校施設を継続的に

活⽤する上では、法律の規制緩和も含めた検討が必要だと⾔える。 

 最後に、廃校施設は、地域住⺠の「⾝近な公共施設」であり、「共通の財産」である（権, 

2012）ため、地域住⺠のニーズに沿った活⽤形態を選択する必要がある。しかし、＜地⽅

創⽣交付⾦の使⽤可能範囲が拡⼤＞した事など、⾃治体を取り巻く環境や、制度の変化を

考慮すれば、今⽇まで頻繁に⾒られた、地域住⺠のための運動施設としてだけではなく、

事例②で⾒られたような、【地域経済の活性化】を促進するツールとして、廃校という公共

施設を活⽤することも、持続的に運営し続けられるスポーツ環境の整備において、⾃治体

が考慮すべき、重要な視点と⾔えるだろう。 

第２節 研究の限界と今後の展望 

 本研究における研究の限界と今後の展望は、以下の４点である。 

１点⽬は、研究範囲と調査対象の限定である。研究範囲について、本研究では、関東⼀

都六県に研究範囲を限定したが、今後は、他の地域や、都道府県単位での調査も有効だと

考えられる。また、調査範囲の教育委員会に、廃校の実態を問い合わせたが、旧県⽴の廃

校や所管が移動した廃校については、追跡が困難であり、市区町村⽴の学校に⽐べると、

有効回答を収集できなかった点も研究の限界である。調査対象については、本研究の背景
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や研究⽬的から、スポーツ事業経営体と⾃治体を対象として、調査を実施したが、今後、

スポーツ施設として廃校を活⽤した際の評価を明らかにする場合、エンドユーザーの視点

が重要である。特に、権（2012）が、廃校が求められる理由として挙げた要因のうち、ノ

スタルジックな側⾯は、地域住⺠の廃校に対する意識から抽出されたものであるが、この

側⾯に着⽬した研究を⾏うことは、今後、廃校活⽤の評価や有⽤性を考察する上で、重要

だと推察される。従って、今後は地域住⺠やエンドユーザーを対象とした、廃校活⽤に関

する研究も必要だろう。 

 ２点⽬は、調査対象が類型化されたカテゴリーの、代表性を担保し切れていない点であ

る。本研究では、類型化を⾏った後、事業性の有無を考慮し、調査対象を選定したが、類

型に偏りがある点などに、更なる検討の余地があった。従って、本研究では、事例ごとに

効果と課題を抽出し、スポーツ事業経営体による廃校活⽤の効果及び課題として、カテゴ

リーを⽣成したが、その中には、特定の事例のみで抽出された効果もあり、それらが、廃

校活⽤の効果及び課題と⾔えるか検証するため、類型化ごとの研究も必要だと考えられる。

また、同様に運営主体ごとや、旧学校区分ことの研究も必要と⾔えるだろう。 

 ３点⽬は、本研究が、定点的な研究になる点である。まず、本研究の類型化において、

関東における廃校の実態を把握したが、廃校の発⽣が予定されている学校も存在した。上

記の学校については、無論、廃校施設の定義に該当しないが、今後は廃校数の増加が予測

できる。⼀⽅で、解体予定の廃校施設も存在し、本研究の研究範囲である、関東地域の廃

校数⾃体が、今後、時間の経過とともに変動する事が予測される。また、廃校施設の有効

活⽤は、状況によって左右されるという指摘（権, 2012）を考慮すれば、今後、廃校施設の
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ある地域や社会のニーズの変化によって、廃校活⽤の効果は変動する可能性がある。従っ

て、本研究で抽出された効果や課題が、不変的なものと⾔えるかは、検討の余地があるだ

ろう。 

 ４点⽬は、他の事業経営体での研究の必要性である。本研究は、スポーツの有する外在

的価値（中⻄, 2012）と廃校活⽤により⾃治体が得られる効果が近く、活⽤のポテンシャ

ルが⾼いと考え、スポーツ事業経営体による廃校活⽤事例を対象としたが、今後、更なる

廃校活⽤の促進を考えた場合、様々な分野や事業経営体による廃校活⽤事例を研究する必

要があると⾔えるだろう。 
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注釈 

注１：社会体育施設については、⽂部科学省が、⼀般の利⽤に供する⽬的で地⽅公共団体

が設置した体育館、⽔泳プール、運動場等のスポーツ施設と定義しており、⺠間が設置し

た同様の施設は、⺠間体育施設と定義している（⽂部科学省）。 

注２：体育・スポーツ施設現況調査における施設数とは、施設種別ごとの数であり、例え

ば、１つの建物に体育館とプールがある場合には、2 施設となる。 

注３：運営が建物（校舎・体育館）によって異なる廃校が１校。合計数での重複はなし。

注４：スポーツリーグ事務局の雇⽤状況のみ、平均値がなかったため、筆者が⾃ら算出、

⼩数点以下第⼆位を四捨五⼊した。 
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⾯接承諾書 
1. 調査の表題 ⼤学院修⼠論⽂執筆のための調査 

2. 調査代表者 粕⾕ 純平 

3. 論⽂タイトル スポーツ経営体による廃校活⽤の類型化と活⽤プロセスに関する研究 

- 関東の複数の事業経営体に着⽬して- 

4. 調査代表者の所属 早稲⽥⼤学⼤学院スポーツ科学研究科 スポーツビジネスマネジメント研究室 原⽥宗彦ゼミ 

5. 調査代表者の連絡先 〒22-0021 東京都⻄東京市東伏⾒ 2-7-5 早稲⽥⼤学 75-2 体育教室棟 305 

6. 電話番号 /  e-mail  090-1454-1795  /  junpei.tiger59@fuji.waseda.jp 

 

1. 以下の確認事項をお読みください。 

(1) 被験者の権利についての確認事項 

 ① ⾯接への参加は⾃由意志による。 

 ② ⾯接の最中でも⾯接の中⽌を求める事ができる。 

 ③ 質問への回答を拒否する事ができる。 

 ④ 録⾳・筆記を停⽌・中⽌させる事ができる。 

 ⑤ 希望すれば⾯接記録を確認する事ができる。 

⑵ プライバシー保護についての確認事項 

 ① ⾯接の記録は厳重に保管される。 → 保管者：粕⾕ 純平 

 ② ⾯接内容を知る事ができるのは、調査代表者及びその関係者のみである。 

 ③ 論⽂執筆後の⾯接記録の破棄・消去は、調査代表者が責任を持って⾏う。 

⑶ ⾯接記録の論⽂執筆についての確認事項 

 ⾯接記録を⽤いて、分析後、論⽂執筆を⾏う予定である。ただし、執筆においては被験者のプライバシーが侵害さ

れないよう、最⼤限の注意を払い、個⼈名や所属先、事柄が特定されないように配慮する。 

 

2. 以下の筆問を読んで、当てはまる選択肢のどちらかに○をつけてください。 
⑴ ⾯接内容を記録する⽅法として、録⾳・記録を認めて頂けますか。       はい   /	 	 	 	 	 	 いいえ	
⑵ 録⾳・筆記した記録を、論⽂執筆後に保管してもよろしいでしょうか。     はい   /      いいえ 

⑶ 論⽂の公表を認めて頂けますか。（学会での発表・掲載等）           はい   /      いいえ 

⑷ 論⽂の送付を希望しますか。                        希望する   /    希望しない 

※ 御希望される⽅ 

送付先住所                                                

以上、ご確認頂けましたら、お⼿数ですが、以下に⽇付と御⽒名をご記⼊ください。 
また、捺印もしくはご署名を御願い致します。     

                                                 ⽇付：                年      ⽉     ⽇ 

 

                         御⽒名：                        印 
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体
登
録
を
行
っ
た
団
体
（
サ
ー
ク
ル
な
ど
）
に
の
み
貸
出
（
ス
ポ
ッ
ト
利
用
は
不
可
）

（
契
約
期
間
は
各
団
体
と
調
整
）

町
立
中
之
郷
小
学
校

基
本
的
に
は
、
団
体
登
録
を
行
っ
た
団
体
（
サ
ー
ク
ル
な
ど
）
に
の
み
貸
出
（
ス
ポ
ッ
ト
利
用
は
不
可
）

（
契
約
期
間
は
各
団
体
と
調
整
）

町
立
樫
立
小
学
校

町
内
体
育
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
み
使
用

町
立
上
野
台
中
学
校

小
川
町
（
埼
玉
県
）

小
川
町
（
埼
玉
県
）

特
定
団
体
に
の
み
貸
出
（
暫
定
利
用
）
※

市
立
谷
原
中
学
校

特
定
団
体
に
の
み
貸
出
（
暫
定
利
用
）
※

市
立
宝
珠
花
小
学
校

市
内
の
部
活
動
に
の
み
校
庭
を
貸
出

市
立
川
口
高
等
学
校

川
口
市
（
埼
玉
県
）

川
口
市
（
埼
玉
県
）

学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
（
暫
定
利
用
）

：
学
校
時
代
に
利
用
し
て
い
た
団
体
の
み
に
貸
出

市
立
吾
野
小
学
校

学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
（
暫
定
利
用
）

：
学
校
時
代
に
利
用
し
て
い
た
団
体
の
み
に
貸
出

市
立
東
吾
野
小
学
校

複
数
の
登
録
団
体
に
の
み
、
暫
定
的
に
貸
出

町
立
岩
和
田
小
学
校

御
宿
町
（
千
葉
県
）

御
宿
町
（
千
葉
県
）

体
育
館
と
校
庭
を
登
録
し
て
い
る
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に

の
み
貸
出
（
通
年
、
１
ヶ
月
）

市
立
神
戸
小
学
校

体
育
館
と
校
庭
を
登
録
し
て
い
る
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に

の
み
貸
出
（
通
年
、
１
ヶ
月
）

市
立
富
崎
小
学
校

土
地
（
屋
内
運
動
場
、
武
道
場
、
技
術
棟
を
含
む
）
を
、
市
内
に
あ
る
「
亀
田
医
療
大
学
」
を
運
営
す
る
学
校

法
人
鉄
蕉
館
に
貸
出
（
校
舎
は
取
壊
し
）

市
立
鴨
川
中
学
校

鴨
川
市
（
千
葉
県
）

鴨
川
市
（
千
葉
県
）

暫
定
活
用
と
し
て
、
以
前
か
ら
活
用
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
の
み
施
設
を
貸
出

市
立
花
見
川
第
二
中
学
校

暫
定
活
用
と
し
て
、
以
前
か
ら
活
用
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
の
み
施
設
を
貸
出

市
立
幸
町
第
一
小
学
校

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
単
一
団
体
向
け
に
貸
出
）

市
立
三
波
川
東
小
学
校

藤
岡
市
（
群
馬
県
）

藤
岡
市
（
群
馬
県
）

体
育
館
：
山
前
南
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
ひ
ま
わ
り
（
平
日
の
み
）
、
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
（
平
日
の
み
）

校
庭
：
山
前
野
球
ク
ラ
ブ
に
の
み
貸
出
（
暫
定
利
用
）

市
立
山
前
南
小
学
校

体
育
館
：
中
村
ク
ラ
ブ
（
平
日
の
み
）
、
K
VC
（
土
曜
の
み
）

校
庭
：
中
村
ク
ラ
ブ
に
の
み
貸
出
（
暫
定
利
用
）

市
立
中
村
東
小
学
校

体
育
館
：
あ
す
な
ろ
（
平
日
の
み
）
、
ベ
リ
ー
ジ
ェ
イ
（
平
日
の
み
）
、
ロ
ッ
キ
ー
ズ
（
土
曜
の
み
）

校
庭
：
FC
中
村
（
土
日
の
み
）
に
の
み
貸
出
（
暫
定
利
用
）

市
立
中
村
南
小
学
校

校
庭
を
単
一
団
体
の
み
に
貸
出
（
定
期
）

市
立
金
鹿
小
学
校

さ
く
ら
市
（
栃
木
県
）

さ
く
ら
市
（
栃
木
県
）

「
学
校
法
人
開
桜
学
院
日
々
輝
学
園
高
等
学
校
」
に
貸
出

町
立
大
宮
中
学
校

塩
谷
町
（
栃
木
県
）

塩
谷
町
（
栃
木
県
）

登
録
し
た
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
団
体
）
に
の
み
貸
出

（
チ
ー
ム
名
は
非
公
開
）

町
立
石
崎
小
学
校

登
録
し
た
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
団
体
）
に
の
み
貸
出

（
チ
ー
ム
名
は
非
公
開
）

町
立
広
浦
小
学
校

登
録
し
た
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
団
体
）
に
の
み
貸
出

（
チ
ー
ム
名
は
非
公
開
）

町
立
川
根
小
学
校

登
録
し
た
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
団
体
）
に
の
み
貸
出

（
チ
ー
ム
名
は
非
公
開
）

町
立
上
野
合
小
学
校

定
期
契
約

専
有
型

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

同
一
自
治
体
継
続
活
用
型

運
営
タ
イ
プ

公
共
/公
共

春
日
部
市
（
埼
玉
県
）

台
東
区
（
東
京
都
）

江
戸
川
区
（
東
京
都
）

台
東
区
（
東
京
都
）

江
戸
川
区
（
東
京
都
）

真
岡
市
（
栃
木
県
）

春
日
部
市
（
埼
玉
県
）

館
山
市
（
千
葉
県
）

千
葉
市
（
千
葉
県
）

飯
能
市
（
埼
玉
県
）

八
丈
町
（
東
京
都
）

八
丈
町
（
東
京
都
）

飯
能
市
（
埼
玉
県
）

館
山
市
（
千
葉
県
）

千
葉
市
（
千
葉
県
）

真
岡
市
（
栃
木
県
）

茨
城
町
（
茨
城
県
）

茨
城
町
（
茨
城
県
）
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登
録
し
た
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
団
体
）
に
の
み
貸
出

（
チ
ー
ム
名
は
非
公
開
）

町
立
沼
前
小
学
校

登
録
し
た
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
団
体
）
に
の
み
貸
出

（
チ
ー
ム
名
は
非
公
開
）
及
び
教
育
委
員
会
の
庁
舎
（
校
舎
）

町
立
駒
場
小
学
校

「
ア
ツ
マ
ー
レ

 」
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
練
習
場
（
校
庭
）

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
校
舎
の
一
部
）

町
立
七
会
中
学
校

城
里
町
（
茨
城
県
）

城
里
町
（
茨
城
県
）

特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
の
み
貸
出
（
団
体
名
非
公
開
）

市
立
牛
堀
第
二
小
学
校

特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
の
み
貸
出
（
団
体
名
非
公
開
）

市
立
八
代
小
学
校

「
学
童
ク
ラ
ブ
」
（
校
舎
）
及
び
体
育
館
は

特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
の
み
貸
出
（
団
体
名
非
公
開
）

※
市
立
鉾
田
小
学
校

鉾
田
市
（
茨
城
県
）

鉾
田
市
（
茨
城
県
）

特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
の
み
貸
出

（
団
体
名
非
公
開
、
暫
定
活
用
、
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
伊
野
小
学
校

特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
の
み
貸
出

（
団
体
名
非
公
開
、
暫
定
活
用
、
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
小
文
間
小
学
校

「
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
」
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
の
み
貸
出

（
団
体
名
非
公
開
、
暫
定
活
用
、
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
戸
頭
西
小
学
校

「
子
ど
も
の
遊
び
場
」

※
区
立
今
川
中
学
校

千
代
田
区
（
東
京
都
）

千
代
田
区
（
東
京
都
）

「
文
京
総
合
体
育
館
」

区
立
第
四
中
学
校

「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
江
戸
川
橋
体
育
館
」

※
区
立
第
五
中
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
隅
田
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
木
下
川
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
向
島
中
学
校

身
体
障
害
者
教
育
施
設
・
施
設
開
放
　

※
区
立
第
二
中
学
校

目
黒
区
（
東
京
都
）

目
黒
区
（
東
京
都
）

施
設
開
放

 ※
区
立
羽
田
旭
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
蓮
沼
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
北
蒲
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
希
望
ヶ
丘
中
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
守
山
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
花
御
堂
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
本
町
小
学
校

渋
谷
区
（
東
京
都
）

渋
谷
区
（
東
京
都
）

施
設
開
放
（
土
日
の
み
）

※
区
立
旧
沼
袋
小
学
校

中
野
区
（
東
京
都
）

中
野
区
（
東
京
都
）

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
：
地
域
住
民
と
校
舎
を
利
用
し
て
い
る
民
間
の
保
育
施
設
利
用
者
の
み
利
用
可
能
（
保
育
園
が
優
先
）

区
立
若
杉
小
学
校

杉
並
区
（
東
京
都
）

杉
並
区
（
東
京
都
）

施
設
開
放
（
暫
定
活
用
、
校
庭
・
庭
球
場
）

区
立
第
十
中
学
校

施
設
開
放
（
暫
定
活
用
）

区
立
平
和
小
学
校

「
ふ
る
さ
と
千
川
館
」
施
設
開
放

（
登
録
者
の
み
、
体
育
館
の
み
）

区
立
千
川
小
学
校

「
豊
島
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
リ
ー
ナ
」
（
体
育
館
）

※
「
豊
島
北
ス
ポ
ー
ツ
多
目
的
広
場
」
（
校
庭
：
登
録
者
の
み
、
抽
選
の
場
合
あ
り
）

区
立
豊
島
北
中
学
校

「
新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
リ
ー
ナ
」

※
区
立
新
町
中
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
板
橋
第
九
小
学
校

定
期
契
約

専
有
型

開
放
型

（
ス
ポ
ッ
ト
利
用
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

同
一
自
治
体
継
続
活
用
型

公
共

/公
共

墨
田
区
（
東
京
都
）

板
橋
区
（
東
京
都
）

北
区
（
東
京
都
）

北
区
（
東
京
都
）

大
田
区
（
東
京
都
）

世
田
谷
区

板
橋
区
（
東
京
都
）

墨
田
区
（
東
京
都
）

文
京
区
（
東
京
都
）

大
田
区
（
東
京
都
）

世
田
谷
区
（
東
京
都
）

豊
島
区
（
東
京
都
）

文
京
区
（
東
京
都
）

茨
城
町
（
茨
城
県
）

茨
城
町
（
茨
城
県
）

潮
来
市
（
茨
城
県
）

潮
来
市
（
茨
城
県
）

取
手
市
（
茨
城
県
）

取
手
市
（
茨
城
県
）

豊
島
区
（
東
京
都
）
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施
設
開
放

 ※
区
立
高
島
第
七
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
光
が
丘
第
二
小
学
校

施
設
解
放
（
暫
定
利
用
）

※
区
立
光
が
丘
第
七
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
松
上
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
西
渋
江
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
小
谷
野
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
東
堀
切
小
学
校

施
設
開
放

 ※
区
立
松
南
小
学
校

施
設
開
放
（
登
録
者
の
み
）

※
市
立
稲
荷
山
小
学
校

八
王
子
市
（
東
京
都
）

八
王
子
市
（
東
京
都
）

施
設
開
放

 ※
市
立
拝
島
第
四
小
学
校

昭
島
市
（
東
京
都
）

昭
島
市
（
東
京
都
）

不
登
校
生
徒
向
け
の
教
育
施
設
（
通
常
）

一
般
利
用
者
向
け
の
施
設
開
放
（
空
き
時
間
）

※
市
立
忠
生
第
四
小
学
校

町
田
市
（
東
京
都
）

町
田
市
（
東
京
都
）

「
平
山
台
健
康
・
市
民
支
援
セ
ン
タ
ー
」

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
平
山
台
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

市
立
平
山
台
小
学
校

日
野
市
（
東
京
都
）

日
野
市
及
び
自
主
管
理
委
員
会

（
統
合
先
の
各
小
学
校
）

「
百
草
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

百
草
台
小
学
校

日
野
市
（
東
京
都
）

日
野
市
及
び
自
主
管
理
委
員
会

（
統
合
先
の
各
小
学
校
）

施
設
開
放
（
登
録
者
の
み
）

※
市
立
狛
江
第
四
小
学
校

狛
江
市
（
東
京
都
）

狛
江
市
（
東
京
都
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
ワ
ク
ワ
ク
健
康
プ
ラ
ザ
」

（
体
育
館
の
み
）

市
立
滝
山
小
学
校

東
久
留
米
市
（
東
京
都
）

東
久
留
米
市
（
東
京
都
）

施
設
開
放
（
校
庭
・
体
育
館
）

※
市
立
北
貝
取
小
学
校

「
東
永
山
複
合
施
設
」
施
設
開
放

（
教
室
・
校
庭
・
体
育
館
）

※
市
立
東
永
山
小
学
校

社
会
教
育
施
設
（
複
合
施
設
）
「
ふ
れ
ん
ど
平
尾
」

※
市
立
稲
城
第
八
小
学
校

稲
城
市
（
東
京
都
）

稲
城
市
（
東
京
都
）

レ
ジ
ャ
ー
・
文
化
施
設
「
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
」
校
庭
・
体
育
館
（
地
域
住
民
１
０
人
以
上
）

※
市
立
小
宮
小
学
校

あ
き
る
野
市
（
東
京
都
）

あ
き
る
野
市
（
東
京
都
）

「
西
原
総
合
教
育
施
設
」

（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
登
録
者
の
み
）

 ※
市
立
西
原
第
二
小
学
校

西
東
京
市
（
東
京
都
）

西
東
京
市
（
東
京
都
）

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
の
み
）

※
町
立
古
里
中
学
校

奥
多
摩
町
（
東
京
都
）

奥
多
摩
町
（
東
京
都
）

校
舎
は
民
間
団
体
「
株
式
会
社
ジ
ェ
リ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」

施
設
開
放

 ※
村
立
若
郷
小
学
校

新
島
村
（
東
京
都
）

新
島
村
（
東
京
都
）

鍵
の
貸
し
出
し
の
み
：
若
郷
支
所

村
の
体
育
館
（
体
育
館
の
み
）

村
立
阿
古
小
学
校

ボ
ル
タ
リ
ン
グ
施
設
（
体
育
館
）

村
立
坪
田
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
磯
野
台
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
沢
井
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
牧
郷
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
三
崎
中
学
校

三
浦
市
（
神
奈
川
県
）

三
浦
市
（
神
奈
川
県
）

「
鹿
島
山
北
高
等
学
校
」
（
校
舎
部
分
）

：
校
庭
を
地
域
住
民
に
貸
出

 ※
町
立
三
保
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
清
水
小
学
校
・
中
学
校

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
及
び

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
湯
本
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
箱
根
小
学
校

社
会
体
育
施
設
「
岩
ふ
れ
あ
い
館
」

町
立
岩
小
学
校

真
鶴
町
（
神
奈
川
県
）

真
鶴
町
（
神
奈
川
県
）

施
設
開
放
（
閉
校
施
設
体
育
施
設
開
放
事
業
）

※
県
立
毛
呂
山
高
等
学
校

埼
玉
県

埼
玉
県

施
設
開
放

 ※
町
立
長
若
中
学
校

施
設
開
放

 ※
町
立
三
田
川
中
学
校

施
設
開
放

 ※
町
立
両
神
中
学
校

施
設
開
放

 ※
町
立
倉
尾
小
学
校

開
放
型

（
ス
ポ
ッ
ト
利
用
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

同
一
自
治
体
継
続
活
用
型

公
共

/公
共

葛
飾
区
（
東
京
都
）

葛
飾
区
（
東
京
都
）

板
橋
区
（
東
京
都
）

相
模
原
市
（
神
奈
川
県
）

相
模
原
市
（
神
奈
川
県
）

板
橋
区
（
東
京
都
）

小
鹿
野
町
（
埼
玉
県
）

練
馬
区
（
東
京
都
）

多
摩
市
（
東
京
都
）

多
摩
市
（
東
京
都
）

山
北
町
（
神
奈
川
県
）

山
北
町
（
神
奈
川
県
）

箱
根
町
（
神
奈
川
県
）

箱
根
町
（
神
奈
川
県
）

三
宅
村
（
東
京
都
）

三
宅
村
（
東
京
都
）

小
鹿
野
町
（
埼
玉
県
）

練
馬
区
（
東
京
都
）
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施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
倉
尾
中
学
校

「
神
川
町
多
目
的
交
流
施
設
」

（
校
庭
、
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
等
）

※
町
立
神
泉
中
学
校

神
川
町
（
埼
玉
県
）

神
川
町
（
埼
玉
県
）

施
設
開
放

 ※
市
立
芝
東
小
学
校

川
口
市
（
埼
玉
県
）

川
口
市
（
埼
玉
県
）

教
育
セ
ン
タ
ー
及
び
施
設
開
放
（
校
庭
・
体
育
館
）

※
市
立
古
谷
東
小
学
校

川
越
市
（
埼
玉
県
）

川
越
市
（
埼
玉
県
）

平
日
：
登
録
団
体
に
施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

休
日
：
施
設
開
放
（
校
舎
・
校
庭
・
体
育
館
）

※
町
立
小
見
野
小
学
校

平
日
：
登
録
団
体
に
施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

休
日
：
施
設
開
放
（
校
舎
・
校
庭
・
体
育
館
）

※
町
立
出
丸
小
学
校

「
栗
橋
公
民
館
」
（
団
体
の
み
、
体
育
館
・
校
庭
）

※
町
立
東
第
一
小
学
校
（
栗
橋
町
合
併
前
）

「
栗
橋
い
き
い
き
活
動
セ
ン
タ
ー
し
ず
か
館
」

（
16
歳
以
上
利
用
可
能
）

※
町
立
北
小
学
校
（
栗
橋
町
合
併
前
）

「
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
」

（
校
庭
は
並
木
地
区
の
登
録
団
体
に
の
み
貸
出
）

※
市
立
並
木
東
小
学
校

所
沢
市
（
埼
玉
県
）

所
沢
市
（
埼
玉
県
）

施
設
開
放

 ※
市
立
北
川
小
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
南
川
小
学
校

「
三
郷
市
瑞
沼
市
民
セ
ン
タ
ー
」

※
市
立
瑞
沼
小
学
校

三
郷
市
（
埼
玉
県
）

三
郷
市
（
埼
玉
県
）

「
あ
し
が
く
ぼ
笑
楽
校
」

※
町
立
芦
ヶ
久
保
小
学
校

横
瀬
町
（
埼
玉
県
）

横
瀬
町
（
埼
玉
県
）

施
設
開
放
（
校
庭
の
み
）

※
市
立
八
千
代
台
東
第
二
小
学
校

八
千
代
市
（
千
葉
県
）

八
千
代
市
（
千
葉
県
）

施
設
開
放
（
暫
定
利
用
、
校
庭
の
み
）

※
市
立
根
木
内
東
小
学
校

地
域
住
民
と
近
隣
保
育
園
向
け
の
施
設
開
放

（
暫
定
利
用
、
校
庭
・
体
育
館
）

※
市
立
古
毛
崎
南
小
学
校

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
「
豊
住
ふ
れ
あ
い
健
康
館
」

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
体
育
館
・
多
目
的
室
）

※
市
立
豊
住
中
学
校

「
十
余
三
運
動
施
設
」
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
東
小
学
校

「
滑
河
運
動
施
設
」
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
滑
河
小
学
校

「
高
岡
運
動
施
設
」
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
高
岡
小
学
校

施
設
開
放
（
学
校
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
宗
像
小
学
校

施
設
開
放
（
学
校
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
本
埜
第
二
小
学
校

「
旧
白
井
第
二
小
学
校
平
塚
分
校
」
（
教
室
・
校
庭
）

※
：
校
庭
を
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
貸
出
も
可
能
だ
が
、
現
状
は
駐
車
場
と
し
て
の
活
用
の
み

市
立
白
井
第
二
小
学
校
平
塚
分
校

白
井
市
（
千
葉
県
）

白
井
市
（
千
葉
県
）

施
設
開
放
（
体
育
館
・
プ
ー
ル
）

※
町
立
多
古
第
三
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
多
古
第
二
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
北
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
興
津
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
郁
文
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
山
武
南
中
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
豊
岡
小
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
千
町
小
学
校

い
す
み
市
（
千
葉
県
）

い
す
み
市
（
千
葉
県
）

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
東
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
菱
田
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
、
地
域
住
民
以
外
も
利
用
可
）

※
町
立
昭
栄
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
、
地
域
住
民
以
外
も
利
用
可
）

※
町
立
水
上
小
学
校

IT
交

流
施

設
「

⻑
南

集
学

校
」

（
校

舎
）

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
町
立
長
南
小
学
校

長
南
町
（
千
葉
県
）

長
南
町
（
千
葉
県
）

校
舎
は
株
式
会
社
リ
ン
グ
ロ
ー

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
住
民
に
施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

町
立
上
瀑
小
学
校

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
住
民
に
施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

町
立
総
元
小
学
校

開
放
型

（
ス
ポ
ッ
ト
利
用
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

同
一
自
治
体
継
続
活
用
型

公
共

/公
共

長
柄
町
（
千
葉
県
）

長
柄
町
（
千
葉
県
）

大
多
喜
町
（
千
葉
県
）

大
多
喜
町
（
千
葉
県
）

久
喜
市
（
埼
玉
県
）

久
喜
市
（
埼
玉
県
）

飯
能
市
（
埼
玉
県
）

松
戸
市
（
千
葉
県
）

小
鹿
野
町
（
埼
玉
県
）

飯
能
市
（
埼
玉
県
）

小
鹿
野
町
（
埼
玉
県
）

川
島
町
（
埼
玉
県
）

勝
浦
市
（
千
葉
県
）

山
武
市
（
千
葉
県
）

山
武
市
（
千
葉
県
）

松
戸
市
（
千
葉
県
）

成
田
市
（
千
葉
県
）

成
田
市
（
千
葉
県
）

印
西
市
（
千
葉
県
）

多
古
町
（
千
葉
県
）

多
古
町
（
千
葉
県
）

芝
山
町
（
千
葉
県
）

芝
山
町
（
千
葉
県
）

勝
浦
市
（
千
葉
県
）

印
西
市
（
千
葉
県
）

川
島
町
（
埼
玉
県
）
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施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
市
東
第
二
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
高
滝
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
平
三
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
富
山
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
里
見
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
大
山
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
主
基
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
江
見
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
太
海
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
小
湊
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
の
み
）

市
立
平
群
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
の
み
）

市
立
七
浦
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
の
み
）

市
立
忽
戸
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
開
放

市
立
前
橋
中
央
小
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
第
二
中
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
白
川
小
学
校
赤
城
山
分
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
西
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
南
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
昭
和
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
川
内
北
小
学
校

施
設
開
放
（
校
庭
の
み
）

※
市
立
北
中
学
校

「
境
島
公
民
館
」
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
境
島
小
学
校

伊
勢
崎
市
（
群
馬
県
）

伊
勢
崎
市
（
群
馬
県
）

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
小
野
上
中
学
校

渋
川
市
（
群
馬
県
）

渋
川
市
（
群
馬
県
）

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
松
井
田
西
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
上
後
閑
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
坂
本
小
学
校

「
民
俗
資
料
館
」
（
校
舎
）
及
び
施
設
開
放

 ※
村
立
尾
澤
小
学
校

南
牧
村
（
群
馬
県
）

南
牧
村
（
群
馬
県
）

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
第
二
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
第
三
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
町
立
西
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
町
立
名
久
田
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
町
立
沢
田
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
町
立
名
久
田
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
村
立
田
代
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
村
立
干
俣
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
村
立
武
尊
根
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
村
立
片
品
小
学
校
東
小
川
分
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
村
立
片
品
小
学
校
越
本
分
校

「
映
画
撮
影
所
」
（
校
舎
）
及
び
施
設
開
放
（
体
育
館
）

※
町
立
入
須
川
小
学
校

み
な
か
み
町
（
群
馬
県
）

み
な
か
み
町
（
群
馬
県
）

開
放
型

（
ス
ポ
ッ
ト
利
用
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

同
一
自
治
体
継
続
活
用
型

公
共

/公
共

市
原
市
（
千
葉
県
）

市
原
市
（
千
葉
県
）

鴨
川
市
（
千
葉
県
）

鴨
川
市
（
千
葉
県
）

南
房
総
市
（
千
葉
県
）

南
房
総
市
（
千
葉
県
）

甘
楽
町
（
群
馬
県
）

中
之
条
町
（
群
馬
県
）

中
之
条
町
（
群
馬
県
）

嬬
恋
村
（
群
馬
県
）

桐
生
市
（
群
馬
県
）

桐
生
市
（
群
馬
県
）

片
品
村
（
群
馬
県
）

片
品
村
（
群
馬
県
）

前
橋
市
（
群
馬
県
）

前
橋
市
（
群
馬
県
）

安
中
市
（
群
馬
県
）

安
中
市
（
群
馬
県
）

甘
楽
町
（
群
馬
県
）

嬬
恋
村
（
群
馬
県
）
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施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
栗
山
中
学
校

日
光
市
（
栃
木
県
）

日
光
市
（
栃
木
県
）

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
町
立
中
央
小
学
校

市
貝
町
（
栃
木
県
）

市
貝
町
（
栃
木
県
）

施
設
開
放

 ※
町
立
稲
ヶ
田
小
学
校

施
設
開
放

 ※
町
立
芳
志
戸
小
学
校

施
設
開
放

 ※
町
立
与
能
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
現
存
）

※
町
立
高
橋
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
金
鹿
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
河
戸
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
鷲
宿
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
穂
積
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
七
合
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
向
田
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
野
上
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
舟
生
小
学
校

こ
ど
も
の
遊
び
場
「
し
お
ら
ん
ど
」
及
び
体
育
館
は
開
放

※
町
立
大
久
保
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
熊
ノ
木
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
健
武
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
武
茂
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
大
山
田
下
郷
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
小
川
南
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
大
山
田
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
谷
川
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
佐
久
山
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
黒
羽
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
川
西
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
両
郷
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
須
賀
川
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
須
佐
木
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
寒
井
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
片
田
小
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
寺
子
小
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
穴
沢
小
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
金
沢
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
船
津
川
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
野
上
小
学
校

教
育
セ
ン
タ
ー
及
び
社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
の
み
開
放
）

※
市
立
吾
妻
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
東
中
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
東
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
佐
城
小
学
校

開
放
型

（
ス
ポ
ッ
ト
利
用
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

同
一
自
治
体
継
続
活
用
型

公
共

/公
共

さ
く
ら
市
（
栃
木
県
）

さ
く
ら
市
（
栃
木
県
）

那
須
烏
山
市
（
栃
木
県
）

那
須
烏
山
市
（
栃
木
県
）

塩
谷
町
（
栃
木
県
）

塩
谷
町
（
栃
木
県
）

那
珂
川
町
（
栃
木
県
）

校
舎
は
民
間
団
体
が
運
営

那
珂
川
町
（
栃
木
県
）

那
珂
川
町
（
栃
木
県
）

大
田
原
市
（
栃
木
県
）

大
田
原
市
（
栃
木
県
）

那
須
塩
原
市
（
栃
木
県
）

那
須
塩
原
市
（
栃
木
県
）

佐
野
市
（
栃
木
県
）

佐
野
市
（
栃
木
県
）

笠
間
市
（
茨
城
県
）

笠
間
市
（
茨
城
県
）

芳
賀
町
（
栃
木
県
）

芳
賀
町
（
栃
木
県
）
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施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
箱
田
小
学
校

社
会
体
育
施
設

市
立
長
田
小
学
校

社
会
体
育
施
設

市
立
山
方
小
学
校
舟
生
分
校

社
会
体
育
施
設

市
立
小
場
小
学
校

「
常
陸
大
宮
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
野
口
小
学
校

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ひ
た
ま
る

25
」

市
立
大
場
小
学
校

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
校
庭
・
体
育
館
）

※
市
立
戸
多
小
学
校

那
珂
市
（
茨
城
県
）

学
童
保
育
施
設
（
校
庭
・
体
育
館
）

※
市
立
本
米
崎
小
学
校

那
珂
市
（
茨
城
県
）

校
舎
は

N
PO
法
人
が
運
営

施
設
開
放

 ※
市
立
橘
小
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
小
川
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
大
貫
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
夏
海
小
学
校

地
域
交
流
施
設
「
ア
ツ
マ
ー
レ

 」
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・

BB
Qな
ど
）

※
町
立
七
会
中
学
校

城
里
町
（
茨
城
県
）

城
里
町
（
茨
城
県
）

宿
泊
施
設
「
高
原
自
然
体
験
交
流
施
設
た
か
は
ら
自
然
塾
」

体
育
館
の
み
開
放
（
宿
泊
者
は
無
料
）

 ※
市
立
高
原
小
学
校

日
立
市
（
茨
城
県
）

日
立
市
（
茨
城
県
）

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
小
里
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
賀
美
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
関
本
第
一
小
学
校

北
茨
城
市
（
茨
城
県
）

北
茨
城
市
（
茨
城
県
）

「
行
方
市
立
北
浦
幼
稚
園
」
（
校
舎
）

体
育
館
・
校
庭
を
開
放

 ※
市
立
津
澄
小
学
校

行
方
市
（
茨
城
県
）

行
方
市
（
茨
城
県
）

施
設
開
放
（
暫
定
活
用
、
体
育
館
の
み
）

※
市
立
巴
第
一
小
学
校

施
設
開
放
（
暫
定
活
用
、
体
育
館
の
み
）

※
市
立
得
宿
小
学
校

施
設
開
放
（
暫
定
活
用
、
体
育
館
の
み
）

※
市
立
諏
訪
小
学
校

施
設
開
放
（
暫
定
活
用
、
体
育
館
の
み
）

※
市
立
大
竹
小
学
校

施
設
開
放
（
暫
定
活
用
、
体
育
館
の
み
）

※
市
立
当
間
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
宍
塚
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
藤
沢
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
山
ノ
荘
小
学
校

施
設
開
放
（
団
体
の
み
、
体
育
館
・
校
庭
）

※
市
立
城
南
中
学
校

施
設
開
放
（
団
体
の
み
、
体
育
館
の
み
）

※
市
立
有
明
中
学
校

施
設
開
放
（
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
・

柔
剣
道
場
）

※
市
立
筑
波
西
中
学
校

施
設
開
放
（
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
・

柔
剣
道
場
）

※
市
立
筑
波
東
中
学
校

施
設
開
放
（
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
・

柔
剣
道
場
）

※
市
立
北
条
小
学
校

施
設
開
放
（
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
・

柔
剣
道
場
）

※
市
立
田
井
小
学
校

施
設
開
放
（
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
・

柔
剣
道
場
）

※
市
立
筑
波
小
学
校

施
設
開
放
（
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
・

柔
剣
道
場
）

※
市
立
小
田
小
学
校

施
設
開
放
（
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
・

柔
剣
道
場
）

※
市
立
作
岡
小
学
校

施
設
開
放
（
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
・

柔
剣
道
場
）

※
市
立
菅
間
小
学
校

施
設
開
放
（
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
、
体
育
館
・
校
庭
・

柔
剣
道
場
）

※
市
立
田
水
山
小
学
校

開
放
型

（
ス
ポ
ッ
ト
利
用
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

同
一
自
治
体
継
続
活
用
型

公
共

/公
共

鉾
田
市
（
茨
城
県
）

鉾
田
市
（
茨
城
県
）

笠
間
市
（
茨
城
県
）

笠
間
市
（
茨
城
県
）

常
陸
大
宮
市
（
茨
城
県
）

常
陸
大
宮
市
（
茨
城
県
）

那
珂
市
（
茨
城
県
）

つ
く
ば
市
（
茨
城
県
）

つ
く
ば
市
（
茨
城
県
）

小
美
玉
市
（
茨
城
県
）

大
洗
町
（
茨
城
県
）

大
洗
町
（
茨
城
県
）

常
陸
太
田
市
（
茨
城
県
）

常
陸
太
田
市
（
茨
城
県
）

小
美
玉
市
（
茨
城
県
）

土
浦
市
（
茨
城
県
）

土
浦
市
（
茨
城
県
）

石
岡
市
（
茨
城
県
）

石
岡
市
（
茨
城
県
）
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社
会
教
育
施
設
「
も
り
や
学
び
の
里
」

（
レ
ジ
ャ
ー
体
験
・

B
B

Q）
及
び
体
育
館
・
校
庭
の
開
放

 ※
市
立
大
井
沢
小
学
校

守
谷
市
（
茨
城
県
）

守
谷
市
（
茨
城
県
）

施
設
開
放
（
減
免
登
録
者
制
度
の
登
録
者
の
み
に
貸
出
）

※
市
立
牛
渡
小
学
校

施
設
開
放
（
減
免
登
録
者
制
度
の
登
録
者
の
み
に
貸
出
）

※
市
立
佐
賀
小
学
校

施
設
開
放
（
減
免
登
録
者
制
度
の
登
録
者
の
み
に
貸
出
）

※
市
立
安
飾
小
学
校

施
設
開
放
（
減
免
登
録
者
制
度
の
登
録
者
の
み
に
貸
出
）

※
市
立
下
大
津
小
学
校

施
設
開
放
（
減
免
登
録
者
制
度
の
登
録
者
の
み
に
貸
出
）

※
市
立
志
士
庫
小
学
校

ス
ポ
ー
ツ
団
体
向
け
に
施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
実
穀
小
学
校

ス
ポ
ー
ツ
団
体
向
け
に
施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
町
立
吉
原
小
学
校

無
料
で
施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
町
立
河
内
中
学
校

無
料
で
施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
町
立
金
江
津
中
学
校

無
料
で
施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
町
立
生
板
小
学
校

施
設
開
放
（
体
育
館
の
み
）

※
市
立
蚕
飼
小
学
校

下
妻
市
（
茨
城
県
）

下
妻
市
（
茨
城
県
）

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
紫
尾
小
学
校

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
の
み
現
存
、
体
育
館
・
校
庭
）

市
立
真
壁
小
学
校

定
期
契
約

専
有
型

ス
ポ
ー
ツ
施
設
：
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場

県
立
田
沼
高
等
学
校
（
栃
木
県
）

佐
野
市
（
栃
木
県
）

佐
野
市
（
栃
木
県
）

施
設
開
放

 ※
市
立
小
渕
小
学
校

相
模
原
市
緑
区
藤
野
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
神
奈
川
県
）

相
模
原
市
緑
区
藤
野
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
神
奈
川
県
）

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※
県
立
喜
連
川
高
等
学
校
（
栃
木
県
）

さ
く
ら
市
（
栃
木
県
）

さ
く
ら
市
（
栃
木
県
）

施
設
開
放

 ※
市
立
く
ぬ
ぎ
台
小
学
校

横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
（
神
奈
川
県
）

施
設
開
放

 ※
市
立
光
が
丘
小
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
左
近
山
小
高
小
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
若
葉
台
西
中
学
校

施
設
開
放

 ※
市
立
い
ち
ょ
う
小
学
校

横
浜
市
泉
区
（
神
奈
川
県
）

施
設
開
放

 ※
市
立
俣
野
小
学
校

横
浜
市
戸
塚
区
（
神
奈
川
県
）

施
設
開
放
（
太
極
拳
）

※
市
立
庄
戸
中
学
校

横
浜
市
栄
区
（
神
奈
川
県
）

施
設
開
放

 ※
市
立
河
原
町
小
学
校

川
崎
市
幸
区
（
神
奈
川
県
）

施
設
開
放

 ※
市
立
白
山
中
学
校

川
崎
市
麻
生
区
（
神
奈
川
県
）

他
自
治
体
売
却
・

第
三
セ
ク
タ
ー
運
営
型

以
前
と
は
異
な
る

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

ス
ポ
ー
ツ
経
営
体

開
放
型

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
み
な
と

w
ai

w
ai
ク
ラ
ブ
」

県
立
那
珂
湊
第
二
高
等
学
校
（
茨
城
県
）

ひ
た
ち
な
か
市
（
茨
城
県
）

「
ス
ポ
ー
ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
し
お
か
ぜ
み
な
と
」

区
立
永
福
南
小
学
校

杉
並
区
（
東
京
都
）

杉
並
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
共
同
事
業
体

区
立
長
崎
中
学
校

豊
島
区
（
東
京
都
）

ア
シ
ッ
ク
ス
・
ハ
リ
マ
・
日
本
水
泳
振
興
会

共
同
事
業
体

市
立
多
摩
川
小
学
校

立
川
市
（
東
京
都
）

N
P

O
法

⼈
⾃

転
⾞

環
境

整
備

機
構

N
P

O
法

⼈
ア

ー
ト

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
ジ

ャ
パ

ン

市
立
大
町
小
学
校

調
布
市
（
東
京
都
）

SH
C

ク
ラ

ブ

市
立
南
豊
ヶ
丘
小
学
校

多
摩
市
（
東
京
都
）

一
般
社
団
法
人
東
京
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ

リ
ン
ク

市
立
上
の
台
小
学
校

横
須
賀
市
（
神
奈
川
県
）

N
P

O
法

⼈
よ

こ
す

か
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ

県
立
騎
西
高
等
学
校

埼
玉
県

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

市
立
高
根
台
第
一
小
学
校

船
橋
市
（
千
葉
県
）

体
育
施
設
管
理
団
体
（
地
域
団
体
）

市
立
猿
田
小
学
校

銚
子
市
（
千
葉
県
）

株
式
会
社
銚
子
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン

町
立
猿
ヶ
京
小
学
校

み
な
か
み
町
（
群
馬
県
）

一
般
社
団
法
人
猿
ヶ
京
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

開
放
型

（
ス
ポ
ッ
ト
利
用
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

同
一
自
治
体
継
続
活
用
型

公
共

/公
共

公
共

/民
間

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

ス
ポ
ー
ツ
経
営
体

民
間
・
第
三
セ
ク
タ
ー
運
営
型

他
自
治
体
運
営
型

以
前
と
同
じ

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

以
前
と
は
異
な
る

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

開
放
型

（
ス
ポ
ッ
ト
利
用
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設

「
東
京
多
摩
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
南
豊
ヶ
丘
フ
ィ
ー
ル
ド
」

「
よ
こ
す
か
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
地
域
住
民
に
開
放

ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
埼
玉
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

（
校
舎
・
校
庭
・
体
育
館
）

「
船
橋
市
立
特
別
支
援
学
校
」

：
登
録
し
て
い
る
地
域
の
団
体
に
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
・
プ
ー
ル
）

※

合
宿
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
銚
子
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
」

宿
泊
施
設
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
「
泊
ま
れ
る
学
校
さ
る
小
」

※
校
庭
・
体
育
館
（
多
目
的
ホ
ー
ル
、
ボ
ル
タ
リ
ン
グ
）
・
プ
ー
ル
・
キ
ャ
ン
プ
・

B
B

Q

他
自
治
体
売
却
型

以
前
と
は
異
な
る

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

以
前
と
は
異
な
る

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

開
放
型

「
杉
並
区
永
福
体
育
館
」
体
育
館
・
校
舎
の
一
部
を
改
修
し

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
ビ
ー
チ
コ
ー
ト
と
し
て
開
放

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
お
よ
び
展
示
場
）
「
た
ち
か
わ
創
造
舎
」

※

ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
豊
島
区
立
長
崎
南
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」

ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
会
議
室
「
市
民
大
町
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」

横
浜
市
旭
区
（
神
奈
川
県
）

桜
川
市
（
茨
城
県
）

阿
見
町
（
茨
城
県
）

河
内
町
（
茨
城
県
）

河
内
町
（
茨
城
県
）

桜
川
市
（
茨
城
県
）

か
す
み
が
う
ら
市
（
茨
城
県
）

か
す
み
が
う
ら
市
（
茨
城
県
）

川
崎
市
（
神
奈
川
県
）

阿
見
町
（
茨
城
県
）

横
浜
市
（
神
奈
川
県
）
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区
立
錬
成
中
学
校

千
代
田
区
（
東
京
都
）

合
同
会
社
コ
マ
ン
ド

A

区
立
大
森
第
六
小
学
校

大
田
区
（
東
京
都
）

NP
O法

⼈
⼤

森
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン

区
立
大
明
小
学
校

豊
島
区
（
東
京
都
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
い
け
ぶ
く
ろ
大
明

市
立
三
本
松
小
学
校

八
王
子
市
（
東
京
都
）

デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

市
立
中
諏
訪
小
学
校

NP
O法

⼈
あ

い
フ

ァ
ー

ム

市
立
南
落
合
小
学
校

学
校
法
人
常
陽
学
園

市
立
戸
倉
小
学
校

あ
き
る
野
市
（
東
京
都
）

新
四
季
創
造
株
式
会
社

町
立
小
河
内
中
学
校

奥
多
摩
町
（
東
京
都
）

一
般
社
団
法
人
小
河
内
振
興
財
団

町
立
日
原
小
学
校

奥
多
摩
町
（
東
京
都
）

日
原
保
勝
会

町
立
小
河
内
小
学
校

奥
多
摩
町
（
東
京
都
）

株
式
会
社
東
京
・
森
と
市
庭

市
立
吉
野
小
学
校

学
校
法
人
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
園

市
立
菅
井
小
学
校

一
般
社
団
法
人
藤
野
観
光
協
会

市
立
篠
原
小
学
校

相
模
原
市
（
神
奈
川
県
）

篠
原
地
区
振
興
協
議
会
（
地
域
団
体
）

市
立
入
船
北
小
学
校

浦
安
市
（
千
葉
県
）

ビ
ソ
ー
工
業
株
式
会
社
船
橋
支
店

市
立
久
住
第
二
小
学
校

成
田
市
（
千
葉
県
）

リ
オ
ン
不
動
産
株
式
会
社

市
立
清
海
小
学
校

勝
浦
市
（
千
葉
県
）

株
式
会
社
パ
ク
チ
ー

町
立
瑞
沢
小
学
校

睦
沢
町
（
千
葉
県
）

株
式
会
社

R.
pr

oj
ec

t

町
立
西
小
学
校

長
南
町
（
千
葉
県
）

株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
地
域
創
生

町
立
東
小
学
校

長
南
町
（
千
葉
県
）

株
式
会
社
ク
ラ
フ
テ
ィ

市
立
上
粕
尾
小
学
校

鹿
沼
市
（
栃
木
県
）

NP
O法

⼈
ル

ネ
サ

ン
ス

町
立
逆
川
中
学
校

茂
木
町
（
栃
木
県
）

特
定
非
営
利
法
人
茂
木
施
設
管
理
組
合

市
立
日
新
小
学
校

市
立
長
井
小
学
校

市
立
上
伊
佐
野
小
学
校

町
立
大
宮
中
学
校

塩
谷
町
（
栃
木
県
）

学
校
法
人
開
桜
学
院

町
立
熊
ノ
木
小
学
校

塩
谷
町
（
栃
木
県
）

NP
O法

⼈
く

ま
の

⽊
⾥

の
暮

ら
し

（
校

舎
の

み
）

市
立
山
根
小
学
校

水
戸
市
（
茨
城
県
）

学
校
法
人
リ
リ
ー
文
化
学
園

民
間

/民
間

売
却
型

ス
ポ
ー
ツ
経
営
体

民
間
団
体

ス
ポ
ー
ツ
経
営
体

民
間
団
体

県
立
銚
子
西
高
等
学
校

銚
子
市
（
千
葉
県
）

株
式
会
社
銚
子
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン

公
共

/民
間

自
治
体
組
織

（
教
育
委
員
会
含
む
）

そ
の
他
民
間
団
体

民
間
・
第
三
セ
ク
タ
ー
運
営
型

「
学
園
都
市
大
学
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
専
門
学
校
」

（
委
員
会
入
会
者
の
み
体
育
館
利
用
可
）

※

教
育
セ
ン
タ
ー
・
学
童
ク
ラ
ブ
・
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

「
諏
訪
い
き
い
き
元
気
セ
ン
タ
ー
」
教
室
等
で
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

 ※

施
設
開
放
（
校
庭
）

※

宿
泊
施
設
「
秋
川
渓
谷
戸
倉
体
験
研
修
セ
ン
タ
ー
戸
倉
し
ろ
や
ま
テ
ラ
ス
」

体
育
館
解
放
（
宿
泊
者
の
み
）

※

施
設
開
放
（
校
庭
）

※

施
設
開
放
（
校
庭
・
体
育
館
）

※

「
東
京
・
森
と
市
庭
：
木
の
学
校
」

（
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
・
体
育
館
・
校
庭
）

※

「
日
新
体
育
館
」
「
日
新
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
」

※

「
上
伊
佐
野
体
育
館
」
（
校
庭
も
利
用
可
能
）

※

美
術
館
「
ア
ー
ツ
千
代
田

33
31
」
体
育
館
を
開
放

 ※

複
合
施
設
「
こ
ら
ぼ
大
森
」
グ
ラ
ン
ド
・
体
育
館
・
校
舎
を
開
放

 ※

生
涯
学
習
施
設
「
み
ら
い
館
大
明
」

※

宿
泊
施
設
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
「
星
ふ
る
学
校
く
ま
の
木
」

（
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
川
遊
び
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
）

※

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
所
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
リ
リ
ー
学
童
ク
ラ
ブ
」

※

合
宿
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
銚
子
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
」

「
学
校
法
人
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
園
高
等
部
」
体
育
館
の
開
放
　

※

サ
イ
ク
ル
チ
ー
ム
「

Te
am

UK
YO
」
に
合
宿
施
設
と
し
て
貸
出

レ
ジ
ャ
ー
施
設
・
宿
泊
施
設
（
キ
ャ
ン
プ
、
登
山
の
中
継
地
点
）

地
域
交
流
複
合
施
設
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
プ
ラ
ザ
」

体
育
館
・
校
庭
を
登
録
団
体
に
貸
出

 ※

合
宿
施
設
・
ド
ミ
ト
リ
ー
「

Re
ad

y t
o 

Fl
ig

hi
t! 

NA
RI

TA
〜
旅
の
準
備
を
す
る
宿
　
く
ず
み
第
二
小
学
校
〜
」

※

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
・
宿
泊
施
設
「
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
清
海
学
園
」

（
BB

Q・
キ
ャ
ン
プ
の
み
）

※

宿
泊
施
設
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
「

kit
み
ず
さ
わ
」

※
宿
泊
者
以
外
で
も
校
庭
・
体
育
館
・
提
携
施
設
「
パ
ー
ク
む
つ
ざ
わ
」
が
利
用
可
能

宿
泊
施
設
「
仲
間
と
泊
ま
る
学
校

 ち
ょ
う
な
ん
西
小
」

施
設
利
用
者
向
け
に
体
育
館
・
校
庭
を
開
放

 ※

「
越
後
屋
長
南
東
小
学
校
ス
タ
ジ
オ
」
企
業
向
け
の
運
動
会
等
で
の
使
用
あ
り

 ※

「
ヘ
ル
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
（
鬼
ご
っ
こ
、
散
歩
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
）

校
庭
の
み
開
放

 ※

施
設
開
放
（
体
育
館
・
校
庭
）

※

「
学
校
法
人
開
桜
学
院
日
々
輝
学
園
高
等
学
校
」
に
貸
出

「
長
井
体
育
館
」
（
校
庭
も
利
用
可
能
）

※

多
摩
市
（
東
京
都
）

一
般
社
団
法
人
矢
板
市
施
設
管
理
公
社

相
模
原
市
（
神
奈
川
県
）

矢
板
市
（
栃
木
県
）
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 番
号

発
話
者

テ
ク
ス
ト

<
1>
テ
ク
ス
ト
中
の
注
⽬
す
べ
き
語
句

<
2>
テ
ク
ス
ト
中
の
語
句
の
⾔
い
換
え

<
3>
左
を
説
明
す
る
よ
う
な

テ
ク
ス
ト
外
の
概
念

<
4>
テ
ー
マ
・
構
成
概
念

1
筆
者

ま
ず
⻄
原
第
⼆
⼩
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
要
因
か
ら
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。

2
A

廃
校
に
⾄
る
ま
で
の
状
況
は
、
も
と
も
と
⻄
原
総
合
教
育
施
設
は
、
⻄
原
第
⼆
⼩
学
校
と
い
う
名
前

で
し
た
。
新
⻘
梅
街
道
を
挟
ん
だ
南
側
に
は
、
け
や
き
⼩
学
校
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
は
、
⻄
原
⼩

学
校
と
い
う
名
前
で
し
た
。
形
と
し
て
は
、
旧
⻄
原
第
⼆
⼩
学
校
と
旧
⻄
原
⼩
学
校
が
合
併
し
て
、

け
や
き
⼩
学
校
に
な
り
ま
し
た
。

3
A

⻄
原
総
合
教
育
施
設
の
隣
に
、
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
と
い
う
団
地
が
あ
り
、
そ
の
計
画
が
関
係
し
て
い

て
、
周
辺
の
区
域
内
に
、
学
校
や
保
育
園
な
ど
を
配
置
す
る
と
い
う
計
画
の
も
と
、
旧
⻄
原
第
⼆
⼩

学
校
が
作
ら
れ
た
ん
で
す
。
た
だ
、
児
童
数
の
減
少
な
ど
も
あ
り
ま
し
て
、
単
独
校
と
し
て
は
、
適

切
で
は
な
い
規
模
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
旧
⻄
原
⼩
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
旧
⻄
原
⼩
学
校
が
あ
っ
た
場
所
に
、
け
や
き
⼩
が
建
て
ら
れ
、
残
っ
て
し
ま
っ
た
旧
⻄
原
第

⼆
⼩
が
、
（
⻄
原
総
合
）
教
育
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

児
童
数
の
減
少
な
ど
も
あ
り
ま
し
て
、
単
独
校
と

し
て
は
、
適
切
で
は
な
い
規
模
に
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
、
旧
⻄
原
⼩
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

児
童
数
の
減
少
に
伴
う
統
合

市
全
体
と
し
て
⼤
き
な
⼈
⼝
減
少
は
な
い

＜
若
年
層
割
合
が
低
下
し
廃
校
が
発
⽣
＞

4
筆
者

つ
ま
り
、
廃
校
に
な
っ
た
⼤
き
な
要
因
は
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
事
で
宜
し

い
で
し
ょ
う
か
？

5
A

は
い
。
そ
れ
が
⼤
き
な
要
因
だ
っ
た
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

6
筆
者

⻄
東
京
市
全
体
と
し
て
も
、
⼈
⼝
減
少
は
進
ん
で
い
る
状
況
な
の
で
し
ょ
う
か
？

7
A

⻄
東
京
市
全
体
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
⼤
き
な
⼈
⼝
減
少
が
あ
る
訳
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

8
筆
者

実
際
に
こ
う
し
た
流
れ
で
、
⻄
原
第
⼆
⼩
の
校
舎
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
何
年
に
そ

れ
ら
が
起
こ
っ
た
の
か
、
年
数
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

9
A

⽥
無
市
と
保
⾕
市
が
合
併
し
た
の
が
H
12
年
だ
か
ら
、
H
13
年
の
4⽉
1⽇
に
統
廃
合
さ
れ
た
っ
て
こ
と

で
す
ね
。
で
、
今
の
⻄
原
総
合
教
育
施
設
に
な
っ
た
の
は
、
H
16
年
の
4⽉
1⽇
で
、
⻄
原
⼩
跡
地
に
け

や
き
⼩
の
新
し
い
校
舎
が
で
き
る
H
15
年
12
⽉
ま
で
は
、
け
や
き
⼩
の
仮
校
舎
と
し
て
使
⽤
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

10
筆
者

つ
ま
り
、
廃
校
後
け
や
き
⼩
の
仮
校
舎
と
し
て
活
⽤
さ
れ
て
い
た
期
間
が
あ
っ
た
為
、
廃
校
後
活
⽤

が
な
か
っ
た
期
間
と
い
う
の
は
、
H
15
年
12
⽉
か
ら
翌
年
4⽉
ま
で
の
約
３
〜
４
ヶ
⽉
と
い
う
こ
と
で

宜
し
い
で
し
ょ
う
か
？

11
A

そ
う
で
す
ね
。

12
筆
者

そ
の
流
れ
の
中
で
、
現
在
の
⻄
原
総
合
教
育
施
設
で
の
活
⽤
を
検
討
さ
れ
、
活
⽤
⽅
法
が
決
定
し
た

時
期
と
い
う
の
は
、
い
つ
頃
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

13
A

⻄
原
第
⼆
⼩
の
廃
校
が
決
定
し
た
時
点
か
ら
、
協
議
が
⾏
わ
れ
て
い
た
記
録
は
残
っ
て
い
ま
す
。

が
、
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
通
り
、
団
地
計
画
に
基
づ
い
て
で
き

た
学
校
な
の
で
、
要
す
る
に
、
あ
の
ー
、
学
校
施
設
の
延
⻑
線
上
と
し
て
活
⽤
し
て
い
く
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
他
の
活
⽤
⽅
法
と
な
る
場
合
、
団
地
計
画
の
よ
う
な
地
域
の
計
画
を

変
更
す
る
必
要
が
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
。
つ
ま
り
、
廃
校
の
活
⽤
を
考
え
る
際
に
、
地
域
の
計
画

を
⼀
か
ら
練
り
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
。

廃
校
が
決
定
し
た
時
点
か
ら
、
協
議
が
⾏
わ
れ
て

い
た
記
録
は
残
っ
て
い
ま
す
。

＜
中
略
＞

他
の
活
⽤
⽅
法
と
な
る
場
合
、
団
地
計
画
の
よ
う

な
地
域
の
計
画
を
変
更
す
る
必
要
が
出
て
き
て
し

ま
う

廃
校
決
定
当
時
か
ら
、
市
で
活
⽤
⽤
途
の
協
議
を

実
施

他
の
⽤
途
と
し
て
活
⽤
す
る
場
合
、
上
位
計
画
で

あ
る
団
地
計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

①
＜
廃
校
決
定
後
に
活
⽤
協
議
を
実
施
＞

②
＜
団
地
計
画
あ
り
き
の
活
⽤
⽅
針
＞

14
A

も
う
⼀
つ
⾔
え
る
の
は
、
団
地
計
画
で
出
来
た
学
校
な
の
で
、
団
地
や
周
辺
住
⺠
の
⽅
々
は
、
⾔
い

⽅
が
ア
レ
で
す
け
ど
「
俺
ら
の
学
校
」
と
い
う
意
識
も
強
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
う
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
て
、
新
し
い
施
設
に
来
る
⼈
た
ち
の
満
⾜
度
と
か
も
考
え
て
い
く
と
、
他

の
⽤
途
で
活
⽤
し
て
⾏
こ
う
っ
て
の
は
難
し
い
部
分
も
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。

団
地
計
画
で
出
来
た
学
校
な
の
で
、
団
地
や
周
辺

住
⺠
の
⽅
々
は
、
⾔
い
⽅
が
ア
レ
で
す
け
ど
「
俺

ら
の
学
校
」
と
い
う
意
識
も
強
か
っ
た
ん
で
す

よ
。

地
域
住
⺠
の
廃
校
に
対
す
る
想
い
が
強
か
っ
た

＜
地
域
住
⺠
の
廃
校
に
対
す
る
強
い
想
い
＞
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15
A

あ
と
、
学
校
施
設
な
の
で
、
補
助
も
あ
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、
学
校
施
設
を
取
り
や
め
る
と
、
補
助

⾦
の
返
還
と
か
も
あ
り
ま
す
し
、
も
し
、
他
の
⽤
途
に
っ
て
な
っ
た
ら
、
か
な
り
の
期
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
と
い
う
と
こ
ろ
も
危
惧
さ
せ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

だ
か
ら
、
年
配
の
⽅
々
の
こ
と
も
考
慮
し
、
⾃
動
扉
を
設
置
す
る
よ
う
な
、
細
か
な
改
修
⼯
事
を
し

た
上
で
、
学
校
で
は
な
い
け
ど
、
教
育
施
設
と
し
て
使
っ
て
も
ら
う
の
が
、
使
う
側
（
地
域
住
⺠
）

も
ス
ム
ー
ズ
に
使
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
施
設
な
の
で
、
補
助
も
あ
る
わ
け
な
ん
で
す

が
、
学
校
施
設
を
取
り
や
め
る
と
、
補
助
⾦
の
返

還
と
か
も
あ
り
ま
す
し
、
も
し
、
他
の
⽤
途
に
っ

て
な
っ
た
ら
、
か
な
り
の
期
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う

教
育
施
設
と
し
て
の
活
⽤
に
よ
り
補
助
⾦
が
使
⽤

で
き
る
。

他
⽤
途
の
場
合
、
活
⽤
ま
で
期
間
を
要
す
る

①
＜
補
助
⾦
活
⽤
上
の
⽤
途
決
定
＞

②
＜
未
活
⽤
期
間
の
短
縮
＞

16
筆
者

で
は
、
主
に
団
地
計
画
が
影
響
し
て
、
な
る
べ
く
早
く
、
施
設
の
活
⽤
が
で
き
る
も
の
で
、
地
域
の

需
要
も
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
今
の
活
⽤
⽅
法
が
決
ま
っ
た
と
い
う
流
れ
で
す
か
ね
？

17
A

そ
う
で
す
ね
。
あ
と
は
、
学
校
施
設
の
補
助
⾦
と
。
っ
て
感
じ
で
す
か
ね
。

18
筆
者

⻄
原
総
合
教
育
施
設
が
始
ま
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
体
育
館
等
の
運
動
施
設
も
、
現
在
の
よ
う
に
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
活
⽤
が
始
ま
っ
た
状
況
で
し
ょ
う
か
？

19
A

体
育
館
は
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
を
活
⽤
し
て
い
る
の
で
、
特
に
改
修
⼯
事
等
は
⾏
っ
て
い
ま
せ

ん
。

た
だ
、
流
れ
と
し
て
は
、
学
校
運
営
課
が
管
理
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
貸
出
を
し
て
い
る

状
況
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
、
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
さ
ん
（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
）
に
貸
し
出
し
て
い
る
状
況
な
の
で
、
い
つ
か
ら
（
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
）
貸
出
し
て

る
か
、
学
校
運
営
課
と
し
て
は
把
握
し
て
な
い
ん
で
す
。

20
筆
者

⻄
原
総
合
教
育
施
設
の
体
育
館
や
校
庭
を
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
活
⽤
す
る
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
や
、
決
定
要
因
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。

21
A

体
育
館
や
校
庭
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
が
、
全
体
的
に
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ

う
に
、
教
育
施
設
等
へ
の
転
⽤
と
し
て
、
国
に
申
請
で
き
る
範
囲
で
、
具
体
的
な
活
⽤
内
容
を
決
め

て
い
っ
た
流
れ
で
す
ね
。
実
際
に
こ
う
⾔
っ
た
（
ど
の
よ
う
に
活
⽤
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
ニ
ー

ズ
を
知
る
）
ア
ン
ケ
ー
ト
も
⾏
っ
て
い
た
の
で
。

22
筆
者

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
地
域
住
⺠
な
の
か
、
活
⽤
希
望
の
団
体
な
の
か
、
ど
う
い
っ
た
⽅
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
の
で
し
ょ
う
か
？

23
A

書
類
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
結
果
の
み
に
な
る
の
で
す
が
、
内
容
を
み
る
と
、
お
そ
ら
く
周
辺
住

⺠
に
と
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

24
筆
者

と
い
う
こ
と
は
、
施
設
の
活
⽤
⽅
法
は
、
市
⻑
の
意
向
や
、
政
策
な
ど
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
⾏
わ
れ

た
と
い
う
よ
り
、
住
⺠
の
意
⾒
な
ど
を
聞
き
⼊
れ
て
、
活
⽤
⽅
法
を
考
え
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

25
A

⼤
枠
の
活
⽤
⽅
法
だ
っ
た
り
、
想
定
す
る
利
⽤
法
と
い
う
の
は
、
調
査
の
以
前
か
ら
あ
ら
か
じ
め
決

ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
細
か
い
活
⽤
⽅
法
で
あ
っ
た
り
は
、
住
⺠
の
意
向
を
反
映

す
る
形
に
な
っ
て
い
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
部
分
は
住
⺠
の
運
動
で
き
る
場

所
の
提
供
と
い
う
こ
と
で
、
社
会
体
育
施
設
と
し
て
の
活
⽤
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
、
⻄
東
京
市
は
、
他
の
学
校
で
も
学
校
開
放
事
業
を
⾏
っ
て
い
る
の
で
、
（
体
育
施
設
を
）

当
時
使
っ
て
い
た
団
体
等
も
含
め
、
施
設
を
使
⽤
す
る
要
望
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
に
し
は
ら
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
経
過
は
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
。

⼤
枠
の
活
⽤
⽅
法
だ
っ
た
り
、
想
定
す
る
利
⽤
法

と
い
う
の
は
、
調
査
の
以
前
か
ら
あ
ら
か
じ
め
決

ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
細
か
い

活
⽤
⽅
法
で
あ
っ
た
り
は
、
住
⺠
の
意
向
を
反
映

す
る
形
に
な
っ
て
い
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

⻄
原
総
合
教
育
施
設
と
し
て
の
活
⽤
は
決
ま
っ
て

い
る
中
で
、
施
設
へ
の
要
望
を
利
⽤
者
に
調
査
を

実
施

廃
校
の
活
⽤
⽅
法
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
定

＜
利
⽤
者
に
施
設
へ
の
要
望
を
調
査
＞

26
筆
者

に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
⻄
原
第
⼆
⼩
時
代
か
ら
の
活
⽤
が
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

27
A

ん
ー
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
お
そ
ら
く
あ
っ
た
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
、
当
時
は
、
教
育
委
員
会
の

ス
ポ
ー
ツ
担
当
の
と
こ
が
や
っ
て
い
て
、
今
は
そ
れ
が
教
育
委
員
会
の
外
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）
に

移
動
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
。
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28
筆
者

先
程
の
⾃
動
扉
で
あ
っ
た
り
、
改
修
⼯
事
な
ど
は
、
⻄
東
京
市
で
⾏
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
？

29
A

そ
う
で
す
。
そ
れ
ら
は
全
て
⻄
東
京
市
で
⾏
い
ま
し
た
。

30
筆
者

改
め
て
、
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
⻄
東
京
市
の
現
在
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
た
い

の
で
す
が
、
現
在
、
⻄
東
京
市
が
施
設
の
運
営
を
⾏
っ
て
い
く
上
で
、
ボ
ー
ル
で
あ
っ
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
⽤
具
な
ど
に
つ
い
て
も
、
⻄
東
京
市
が
全
て
⾏
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

31
A

基
本
的
に
は
、
そ
う
な
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
も
⾔
っ
た
よ
う
に
、
全
体
の
管
理
を
⾏
っ
て
い
る
学
校

運
営
課
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
貸
出
を
し
て
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
貸
し
出
し
て
い
る
の
で
、
⽤
具
等
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
と
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
任
せ

て
い
て
、
そ
の
責
任
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
ね
。

に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
受
付
⾃
体
は
、
⻄
原
総
合
教
育
施
設
内
に
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
運
営
は
、
も
ち
ろ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
⾃
分
た
ち
で
⾏
っ
て
い
ま
す
。

32
筆
者

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
運
営
を
委
託
せ
ず
に
、
⾃
治
体
が
運
営
を
⾏
う
理
由
で
あ
っ
た

り
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
お
伺
い
し
て
も
宜
し
い
で
し
ょ
う
か
？

33
A

ま
ず
、
市
と
し
て
、
政
府
か
ら
教
育
施
設
と
し
て
活
⽤
す
る
た
め
の
補
助
⾦
を
も
ら
っ
て
い
て
、
そ

の
運
営
を
外
部
に
丸
投
げ
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
⼀
番
の
理
由
に
な
り
ま

す
。
た
だ
、
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
の
は
...
。

運
営
を
外
部
に
丸
投
げ
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
が
⼀
番
の
理
由

⾏
政
と
し
て
公
共
施
設
運
営
へ
の
責
任
感

明
確
な
⽬
的
と
⽬
に
⾒
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い

＜
⾏
政
と
し
て
施
設
運
営
に
対
す
る
責
任
感
＞

34
筆
者

メ
リ
ッ
ト
と
い
う
と
こ
ろ
で
い
う
と
、
⽬
に
⾒
え
る
よ
う
な
も
の
は
な
か
な
か
な
い
と
い
う
の
が
現

状
で
し
ょ
う
か
？

35
A

ん
ー
、
そ
う
で
す
ね
ー
。
難
し
い
で
す
ね
...
。

36
筆
者

⾃
治
体
に
よ
っ
て
は
、
体
育
館
で
あ
っ
た
り
、
廃
校
全
体
の
運
営
を
市
が
所
有
し
つ
つ
、
⺠
間
の
団

体
や
第
三
セ
ク
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
⻄
原
総
合
教
育
施
設
と
し
て
は
、
今

後
も
そ
う
⾔
っ
た
予
定
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
宜
し
い
で
し
ょ
う
か
？

37
A

そ
う
で
す
ね
。
今
後
も
そ
う
⾔
っ
た
予
定
は
な
く
、
今
の
ま
ま
の
活
⽤
形
態
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

38
筆
者

⻄
原
総
合
教
育
施
設
は
、
廃
校
施
設
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
廃
校
施
設
を
⻄
原
総
合
教
育
施
設

の
よ
う
な
施
設
と
し
て
活
⽤
す
る
こ
と
で
、
⾃
治
体
や
地
域
住
⺠
の
与
え
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
に
つ
い

て
お
伺
い
し
た
い
で
す
。
例
え
ば
、
⾃
治
体
に
使
⽤
料
⾦
が
⼊
る
。
と
か
も
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
廃
校
は
活
⽤
さ
れ
な
け
れ
ば
、
維
持
費
も
か
か
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
⾔
っ
た
施

設
を
使
う
こ
と
で
、
市
と
し
て
利
益
に
な
っ
て
い
る
。
み
た
い
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
？

39
A

そ
れ
で
い
う
と
、
会
議
室
、
体
育
館
な
ど
の
使
⽤
料
は
取
っ
て
い
な
い
の
で
、
⾃
治
体
に
直
接
的
な

収
⼊
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
し
て
、
活
動
す
る
場
合
に

は
、
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
会
費
を
払
う
こ
と
に
は
な
っ
て
る
と
思
い
ま
す
け
ど
。
⻄
東
京

市
の
⽅
に
お
⾦
が
⼊
る
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
市
が
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
何
か

⽀
援
を
す
る
よ
う
な
こ
と
も
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

⾃
治
体
に
直
接
的
な
収
⼊
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＜
中
略
＞

市
が
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
何
か
⽀
援
を

す
る
よ
う
な
こ
と
も
な
い

所
有
⾃
治
体
に
対
し
て
施
設
使
⽤
料
は
払
っ
て
い

な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
⽀
援
は
な
い
。

無
償
賃
貸
借
契
約

①
＜
施
設
使
⽤
料
が
な
い
＞

②
＜
活
⽤
団
体
へ
の
⽀
援
は
な
い
＞

40
筆
者

廃
校
以
前
も
学
校
開
放
事
業
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
⻄
原
総
合
教
育
施
設
の
周
辺
の
運
動
施
設

は
、
他
に
も
充
実
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
と
い
う
の
も
、
学
校
開
放
事
業
で
活
⽤
し
て
い
た
団

体
や
、
周
辺
の
住
⺠
か
ら
し
た
ら
、
廃
校
に
な
っ
て
も
活
動
で
き
る
代
替
に
な
る
運
動
環
境
が
あ
っ

た
の
か
を
伺
い
た
い
の
で
す
が
。
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41
A

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
い
う
と
、
⻄
原
の
⽅
に
は
そ
う
⾔
っ
た
グ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
場
所
は
少
な
い

の
で
、
周
辺
住
⺠
の
運
動
環
境
を
担
保
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
⼤
い
に
役
⽴
っ
て
る
と
思
い
ま
す
。

あ
と
、
学
校
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
通
常
学
校
で
あ
れ
ば
授
業
が
あ
る
時
間
で
も
使
⽤
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

周
辺
住
⺠
の
運
動
環
境
を
担
保
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
⼤
い
に
役
⽴
っ
て
る
。

＜
中
略
＞

通
常
学
校
で
あ
れ
ば
授
業
が
あ
る
時
間
で
も
使
⽤

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

地
域
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

時
間
的
制
限
が
な
く
施
設
を
活
⽤

可
能

⾏
政
と
し
て
の
運
動
環
境
を
担
保
す
る

義
務

学
校

解
放
事
業
に

⽐
べ
た
活
⽤
者
側
の
メ
リ
ッ
ト

①
＜
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
＞

②
＜
時
間
的
制
約
が
な
く
活
⽤

可
能
＞

42
筆
者

⼀
⽅
で
、
廃
校
活
⽤
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る

デ
メ
リ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

43
A

ま
ぁ
、
廃
校
の
運
営
を
⾃
治
体
で
⾏
っ
て
い
る
か
ら
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
⾃
分
た
ち
で
運
営

し
て
る
分
、
（
⾃
治
体
の
）
想
定
外
の
使
わ
れ
⽅
を
し
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
な
い

で
す
し
、

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
感
じ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
ま
り
な
い
で
す
ね

44
筆
者

 廃
校
を
活
⽤
す
る
前
の
計
画

段
階
と
実
際
に
活
⽤
が
始
ま
っ
て
か
ら
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
は

何
か
あ
り
ま
し
た
か
？

45
A

私
は
計
画
前
の
こ
と
を

完
全
に
把
握
で
き
て
い
な
い
の
で
、

ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
⻄
原
総
合
教
育
施
設
と
し
て
活
⽤
さ
れ
て
か
ら
、
何
年
も

同
じ
形
で
活
⽤
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
⼤
き
な

ギ
ャ
ッ
プ
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

46
筆
者

最
後
に
、
今
後
の
廃
校
活
⽤
計
画
に
つ
い
て
、
⻄
原
総
合
教
育
施
設
の
活
⽤
と
、
⻄
原
総
合
教
育
施

設
以
外
の
廃
校
が
出
て
き
た
時
に
ど
う
活
⽤
す
る
か
の
⽅
針
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
を
お
伺
い
し
た

い
の
で
す
が
。

47
A

⻄
原
総
合
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
⼀

応
暫
定
活
⽤
と
⾔
い
な
が
ら
、
ず
っ
と
⻄
原
総
合
教

育
施
設
と
し
て
活
⽤
し
て
い
る
状
況
な
ん
で
す
が
、
今
後
も
ず
っ
と
今
の
活
⽤
⽅
法
の
ま
ま
活
⽤
し

て
い
く
予
定
で
す
。

48
A

他
の
廃
校
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
廃
校
が
決
ま
っ
て
い
る
学
校
や
、
廃
校
に
な
っ
た
学
校
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
活
⽤
⽅
法
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、
活
⽤
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
よ

う
な
も
の
は
な
く
、
経
費
等
も
含
め
て
、
他
校
の
仮
校
舎
や
建
て
替
え
⼯
事
な
ど
を
⾏
っ
て
い
る
感

じ
で
す
ね
。
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番
号

発
話

者
テ

ク
ス

ト
<

1>
テ

ク
ス

ト
中

の
注

⽬
す

べ
き

語
句

<
2>

テ
ク

ス
ト

中
の

語
句

の
⾔

い
換

え
<

3>
左

を
説

明
す

る
よ

う
な

テ
ク

ス
ト

外
の

概
念

<
4>

テ
ー

マ
・

構
成

概
念

49
筆

者
ま
ず
、
に
し
は
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
以
下
、

N 
S 

Cと
略
す
）
は
旧
西
原
第
二
小
学
校
（
以
下
、
旧

二
小
と
略
す
）
が
廃
校
に
な
る
以
前
も
活
動
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

50
B

い
え

。
う

ち
は

い
わ

ゆ
る

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

で
、

廃
校

が
出

来
て

か
ら

設
⽴

し
ま

し
た

。
当

時
、

こ
こ

は
地

域
の

⼈
た

ち
が

勝
⼿

に
使

え
る

状
況

だ
っ

た
ん

で
す

ね
。

そ
こ

を
当

時
の

市
⻑

さ
ん

が
、

ま
ぁ

⽂
部

科
学

省
か

ど
こ

か
の

⼈
か

ら
、

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

を
各

市
町

村
に

1個
作

れ
。

と
⾔

う
こ

と
で

、
元

々
廃

校
に

な
っ

て
か

ら
、

各
々

活
動

し
て

い
た

⼈
た

ち
は

い
た

ん
だ

け
れ

ど
も

、
そ

こ
に

⼊
っ

た
の

が
初

め
て

で
す

。

こ
こ

は
東

京
都

で
も

早
い

⽅
だ

と
思

い
ま

す
よ

。

う
ち

は
い

わ
ゆ

る
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
で

、
廃

校
が

出
来

て
か

ら
設

⽴
し

ま
し

た
。

市
⻑

や
政

策
の

意
向

に
よ

っ
て

、
廃

校
後

に
総

合
型

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
が

設
⽴

＜
市

⻑
や

政
策

の
⽅

針
に

よ
る

設
⽴

＞

51
B

当
時

、
私

が
体

育
指

導
員

の
時

代
に

、
勉

強
は

し
て

い
た

ん
で

す
け

ど
、

私
た

ち
と

市
の

職
員

と
、

勉
強

会
⾒

た
い

の
も

あ
っ

て
。

で
、

こ
こ

を
活

⽤
す

る
に

あ
た

っ
て

も
、

説
明

会
を

や
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
み

ん
な

反
対

。
使

っ
て

た
⼈

た
ち

は
ね

。
「

な
ん

で
、

今
ま

で
た

だ
で

使
え

て
い

た
の

に
、

⾦
を

払
っ

て
ス

ポ
ー

ツ
を

し
な

き
ゃ

な
ら

な
い

ん
だ

」
っ

て
ね

。
当

時
は

み
ん

な
そ

う
⾔

う
考

え

だ
っ

た
ん

で
す

ね
。

「
な

ん
で

、
今

ま
で

た
だ

で
使

え
て

い
た

の

に
、

⾦
を

払
っ

て
ス

ポ
ー

ツ
を

し
な

き
ゃ

な
ら

な
い

ん
だ

」
っ

て
ね

。
当

時
は

み
ん

な
そ

う
⾔

う
考

え
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。

無
料

で
利

⽤
し

て
い

た
地

域
住

⺠
か

ら
、

有
料

化
に

対
す

る
反

発
の

声
が

あ
が

る
。

<
有

料
化

へ
の

反
発

＞

52
B

で
、

そ
ん

な
状

況
で

ー
、

元
々

は
H

16
年

の
5⽉

に
ね

、
設

⽴
準

備
検

討
委

員
会

っ
て

の
で

、
市

が
10

名
を

選
ん

だ
の

が
始

ま
り

な
ん

で
す

ね
。

学
識

経
験

者
と

か
、

⼤
き

な
ス

ポ
ー

ツ
団

体
の

⽅
、

⼀
般

の
⽅

２
⼈

と
か

、
で

私
は

体
育

指
導

員
と

い
う

こ
と

で
、

そ
の

10
名

の
う

ち
の

１
⼈

っ
て

こ
と

に

な
っ

た
ん

で
す

ね
。

設
⽴

準
備

検
討

委
員

会
っ

て
の

で
、

市
が

10
名

を
選

ん
だ

の
が

始
ま

り
な

ん
で

す
ね

。
市

が
設

⽴
準

備
検

討
委

員
会

を
設

⽴
＜

設
⽴

準
備

検
討

委
員

会
の

設
⽴

＞

53
筆

者
と

い
う

こ
と

は
、

そ
の

設
⽴

準
備

検
討

委
員

会
が

設
⽴

さ
れ

た
の

も
廃

校
に

な
っ

て
か

ら
っ

て
こ

と

で
す

ね
？

54
B

そ
う

で
す

。
当

初
は

⼤
変

で
し

た
ね

ー
。

そ
れ

で
、

H
17

年
に

設
⽴

検
討

委
員

会
に

名
前

が
変

わ
っ

て
、

H
17

年
9⽉

に
運

営
委

員
会

に
名

前
が

変
わ

っ
て

、
三

回
名

前
が

変
わ

り
ま

し
た

ね
。

で
、

H
17

年
の

11
⽉

に
N

 S
 C

が
設

⽴
し

た
っ

て
経

緯

で
す

の
で

、
結

構
ま

ぁ
早

い
⽅

で
す

ね
。

流
れ

と
し

て
は

。
反

対
は

た
く

さ
ん

あ
っ

た
ん

で
す

が
。

H
17

年
の

11
⽉

に
N

 S
 C

が
設

⽴
し

た
っ

て
経

緯
で

す
H

17
年

、
に

し
は

ら
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

が
設

⽴
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

設
⽴

＜
に

し
は

ら
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
設

⽴
＞

55
筆

者
当

時
活

⽤
し

て
い

て
、

反
対

さ
れ

て
い

た
と

い
う

の
は

、
地

域
住

⺠
の

⽅
々

で
お

間
違

い
あ

り
ま

せ

ん
か

？

56
B

そ
う

で
す

。
そ

う
で

す
。

野
球

チ
ー

ム
と

か
、

サ
ッ

カ
ー

と
か

ね
。

だ
か

ら
当

時
は

、
無

料
で

貸
し

て
た

け
ど

、
市

が
こ

こ
を

管
理

す
る

の
に

は
お

⾦
が

か
か

っ
て

た
ん

だ
よ

ね
。

年
間

で
ー

、
確

か
45

0万
円

と
か

？
⾔

っ
て

ま
し

た
ね

。
維
持
費

が
。

地
域

の
⼈

に
お

⾦
を

お
ろ

し
て

や
っ

て
も

ら
っ

て
た

み
た

い
け

ど
。

市
が

こ
こ

を
管

理
す

る
の

に
は

お
⾦

が
か

か
っ

て
た

ん
だ

よ
ね

。
年

間
で

ー
、
確

か
45

0万
円

と
か

？
⾔

っ
て

ま
し

た
ね

。
維
持
費

が
。

市
が
維
持

管
理
費

を
負
担

コ
ス

ト
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
廃

校
施

設
＜
維
持
コ

ス
ト

の
削
減

＞

57
筆

者
つ

ま
り

当
時

は
、

市
か

ら
し

た
ら
⽀

出
し

か
な

い
状

況
だ

っ
た

と
い

う
こ

と
で

す
ね

？

58
B

そ
う

で
す

ね
。

貸
す

の
は
タ

ダ
で

す
か

ら
ね

。
当
然
⽔
道
費

と
か
電
気

代
も

か
か

る
で

し
ょ

う
し

ね
。

59
筆

者
で

は
、

N
 S

 C
は

、
廃

校
後

に
市

が
作

っ
た

と
い

う
こ

と
な

ん
で

す
ね

？

60
B

そ
う

で
す

ね
ー

。

61
筆

者

先
ほ

ど
、

「
N

 S
 C

の
活

⽤
以

前
は

、
市

が
維
持
費

を
負
担

し
て

い
た

」
と

お
っ

し
ゃ

っ
て

い
ま

し
た

が
、

N
 S

 C
が

活
⽤

す
る

よ
う

に
な

っ
て

か
ら

の
⾦
銭

の
流

れ
と

⾔
い

ま
す

か
、
⻄

東
京

市
と

N
 S

 C

間
の

運
営
費

や
施

設
使

⽤
料

の
流

れ
と

い
う

も
の

を
教

え
て

い
た

だ
け

ま
す

か
？
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62
B

現
在

は
で

す
ね

ー
、

H2
5年

ま
で

は
補
助

⾦
を

い
た

だ
い

て
お

り
ま

し
た

ね
。

で
す

が
、

今
は

、
H2

6
年

か
ら

は
、
（

N 
S 

Cは
）
完
全

に
⼀
本

⽴
ち

で
、
（
補
助

⾦
は
）

な
し

で
運

営
し

て
ま

す
。

当
時

は
、

私
ど

も
は

N 
P 
Oで

は
な

く
て
法

⼈
格

も
取

っ
て

い
な

い
の

で
、
to
to

の
補
助

⾦
と

か
を

使
わ

せ
て

も
ら

っ
て

ま
し

た
ね

。
た

だ
今

は
、
完
全

に
私
益

で
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

ね
。

体
育
館

と
か

⼤
き

な
と

こ
ろ

に
関

し
て

は
、

す
こ

ー
し

だ
け

出
し

て
も

ら
っ

て
た

り
も

し
ま

す
け

ど
、
基
本
的

に
は

、
私

た
ち
（

N 
S 

C）
で

運
営

し
て

ま
す

ね
。

H2
5年

ま
で

は
補
助

⾦
を

い
た

だ
い

て
お

り
ま

し
た

ね
。

で
す

が
、

今
は

、
H2

6年
か

ら
は

、
（

N 
S 

Cは
）
完
全

に
⼀
本

⽴
ち

で
、
（
補
助

⾦
は
）

な
し

で
運

営
し

て
ま

す
。

H2
5年

ま
で

、
補
助

⾦
の

活
⽤

以
降

は
補
助

⾦
な

し
①

＜
補
助

⾦
の

活
⽤

＞
②

＜
現
在

は
補
助

⾦
な

し
＞

63
筆

者
と

い
う

こ
と

は
、
逆

に
、

N 
S 

Cか
ら
⻄

東
京

市
へ
施

設
使

⽤
料

の
⽀

払
い

は
な

い
と

い
う

こ
と

で
し
ょ

う
か

？

64
B

は
、

な
い

で
す

ね
。

無
償

で
借

り
て

る
状

況
で

す
。
⾃
販
機

を
置

い
て

る
と

こ
ろ

だ
け

、
⼟

地
を
借

り
て

る
の

で
、

ち
ょ

っ
と

だ
け

払
っ

て
ま

す
け

ど
。
笑

無
償

で
借

り
て

る
状

況
で

す
。

施
設

の
無
償
賃

貸
借
契
約

＜
施

設
の

無
償
賃

貸
借
契
約

＞

65
筆

者
ボ

ー
ル

で
あ

っ
た

り
、

ス
ポ

ー
ツ

⽤
具

に
関

し
て

は
、

N 
S 

Cの
⽅

で
準

備
す

る
の

で
し
ょ

う
か

？

66
B

⼀
番

初
め

に
関

し
て

は
、
何

も
な

い
状

況
か

ら
だ

っ
た

の
で

、
市

に
準

備
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

ね
。

そ
の

後
は
補
助

⾦
で
購

⼊
し

た
り

と
⾔

っ
た

と
こ
ろ

で
し
ょ

う
か

。

67
筆

者
次

に
、

廃
校

を
活

⽤
す

る
こ

と
で
感
じ

る
メ
リ

ッ
ト

で
あ

っ
た

り
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な
効
果

に
つ

い
て

お
伺

い
し

た
い

の
で

す
が

。

68
B

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

こ
と

で
⾔

う
と

ー
...

。
こ

こ
は

す
ぐ
裏

に
グ
リ

ー
ン
ハ
イ

ツ
っ

て
⾔

う
団

地
が

あ
っ

て
、

そ
の
奥

は
、

東
久
留
⽶

市
な

ん
で

す
ね

。
な

ん
で

、
こ

の
す
ご

い
⽴

地
状

況
の
悪

い
地

域
で

で
き

る
の

か
な

っ
て

思
っ

て
た

ん
で

す
よ

。
そ

う
⾔

っ
た

中
で

、
地

域
に
根
付

い
た
施

設
な

ん
で

、
最

初
に

反
対

し
て

い
た

地
域

の
⼈

た
ち

を
役

員
と

し
て
取

り
込

ん
だ

ん
で

す
ね

。

69
B

あ
と

、
こ

こ
は
通

年
で

、
平
⽇

も
時

間
も
関
係

な
く

使
え

る
っ

て
メ
リ

ッ
ト

は
あ

る
ん

で
す

が
、
逆

に
埋

ま
っ

て
な

い
と

、
「
空

い
て

る
の

に
な

ん
で

貸
さ

な
い

ん
だ

。
市

の
も

の
で

し
ょ

？
」

っ
て

（
⾮

会
員

か
ら
）

⾔
わ

れ
て

し
ま

う
。

だ
か

ら
施

設
の
規
模

が
⼤

き
け

れ
ば

い
い

っ
て

も
ん

で
も

な
く

て
、

市
⺠

の
⼈

や
議

員
の

⼈
と

か
が

⾔
っ

て
く

る
ん

で
。

と
に

か
く
空

け
る

と
⽬

⽴
っ

ち
ゃ

う
ん

で
。

こ
こ

は
通

年
で

、
平
⽇

も
時

間
も
関
係

な
く

使
え

る
っ

て
メ
リ

ッ
ト

は
あ

る
ん

で
す

が
、
逆

に
埋

ま
っ

て
な

い
と

、
「
空

い
て

る
の

に
な

ん
で

貸
さ

な
い

ん
だ

。
市

の
も

の
で

し
ょ

？
」

っ
て

（
⾮

会
員

か
ら
）

⾔
わ

れ
て

し
ま

う
。

通
年

で
時

間
的
制
約

が
な

く
使

え
る
メ
リ

ッ
ト

と
空

き
が

⽬
⽴
つ

こ
と

へ
の
苦
情

学
校
解
放

や
複
数

の
拠
点

を
活

⽤
す

る
場

合
、

時
間
的

な
制
限

が
あ

る
。

市
の
所

有
物

で
も

、
特

に
廃

校
は

住
⺠
全

員
が

⾃
由

に
使

え
て

当
た

り
前

と
⾔

う
考

え

①
＜

時
間
的
制
限

が
な

く
活

⽤
可
能

＞
②

＜
施

設
の
空

き
が

⽬
⽴
つ

と
利

⽤
⽅
法

へ
の

苦
情

に
つ

な
が

る
＞

70
筆

者
そ

う
⾔

っ
た

声
は

、
今

で
も

あ
る

ん
で

し
ょ

う
か

？

71
B

2年
前

く
ら

い
ま

で
は

あ
り

ま
し

た
ね

。
や

っ
ぱ

り
空

い
て

い
る

の
は

ダ
メ

な
ん

で
、
何

を
や

る
か

と
か

も
考

え
な

い
と

ね
。

前
は

体
育
館

で
体
操

な
ん

か
も

や
っ

た
り

し
て

ま
し

た
け

ど
、

な
か

な
か

う
ま

く
い

か
な

く
て

、
辞

め
ち

ゃ
い

ま
し

た
ね

。
う

ち
の

体
育
館

は
冷
暖
房

も
つ

い
て

な
い

し
、

な
か

な
か

ね
。

ヨ
ガ

と
フ

ラ
ダ

ン
ス

に
関

し
て

は
、

今
は

会
議
室

を
お
借

り
し

た
り

し
て

、
使

わ
せ

て
も

ら
っ

た
り

、
⼯
夫

し
て

や
っ

て
ま

す
け

ど
ね

。
結

構
、

こ
う

⾔
う

の
は

プ
ロ

が
（

運
営

を
）

や
っ

て
も
キ

ツ
い

と
思

い
ま

す
ね

。

72
筆

者
実
際

に
廃

校
を

活
⽤

し
て

い
る

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

と
い

う
こ

と
で

、
他

の
ク

ラ
ブ

に
⽐

べ
て

、
利

⽤
者

の
利

⽤
料

を
抑

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

り
も

す
る

の
で

し
ょ

う
か

？

73
B

そ
れ

は
あ

る
と

思
い

ま
す

ね
。
グ

ラ
ン
ド

は
⼀

回
10

0円
で

す
か

ら
ね

。
体

育
館

は
電
気

代
と

か
も

あ
る

ん
で

、
20

0円
で

す
け

ど
。

あ
と

は
、

も
ち
ろ

ん
年

会
費

も
あ

り
ま

す
け

ど
ね

。
で

も
や

っ
ぱ

り
安

い
と

思
い

ま
す

よ
。

そ
れ

は
あ

る
と

思
い

ま
す

ね
。
グ

ラ
ン
ド

は
⼀

回
10

0円
で

す
か

ら
ね

。
体

育
館

は
電
気

代
と

か
も

あ
る

ん
で

、
20

0円
で

す
け

ど
。

他
の

ク
ラ

ブ
に
⽐

べ
、

利
⽤

料
を
軽
減
可
能

＜
利

⽤
料

⾦
を
軽
減
可
能

＞

74
筆

者
逆

に
廃

校
活

⽤
し

て
い

て
デ
メ
リ

ッ
ト

に
感
じ

る
よ

う
な

こ
と

も
あ

っ
た

り
し

ま
す

か
？



 94 

 
 

75
B

や
は

り
さ

っ
き

⾔
っ

た
よ

う
に

、
団

地
の

住
⺠

た
ち

か
ら

す
る

と
、
⾃
分

た
ち

の
物

っ
て
想

い
が

強
い

み
た

い
で

、
そ

う
す

る
と

、
苦
情

も
よ

く
⾔

っ
て

く
る

⼈
と

か
は

い
ま

す
よ

ね
。

ま
ぁ

こ
こ

は
市

に
い

く
ん

で
す

け
ど

ね
。

う
ち
じ

ゃ
な

く
て

。
で

も
ま

ぁ
ど

こ
に

で
も

い
る

と
思

い
ま

す
よ

。
そ

う
⾔

う
⼈

は
。

だ
か

ら
体

育
館

を
使

う
と

き
は

、
団

地
側

の
窓

を
閉

め
る

ん
で

す
よ

。
う

る
さ

い
っ

て
⾔

わ
れ

る
か

ら
。

団
地

の
住

⺠
た

ち
か

ら
す

る
と

、
⾃
分

た
ち

の
物

っ
て
想

い
が

強
い

み
た

い
で

、
そ

う
す

る
と

、
苦
情

も
よ

く
⾔

っ
て

く
る

⼈
と

か
は

い
ま

す
よ

ね
。

団
地

や
住

⺠
の

も
の

と
い

う
想

い
が

強
い

か
ら

こ
そ

の
活

⽤
で

き
な

い
こ

と
へ

の
苦
情

市
の
所

有
物

で
も

、
特

に
廃

校
は

住
⺠
全

員
が

⾃
由

に
使

え
て

当
た

り
前

と
⾔

う
考

え

①
＜

団
地

や
住

⺠
の

も
の

と
い

う
想

い
の

強
さ

＞ ②
＜

利
⽤

⽅
法

に
対

す
る
不
満

＞

76
B

で
も

、
や

っ
ぱ

り
近

く
の

⼈
た

ち
の

利
⽤

が
多

く
て

、
や

っ
ぱ

り
着
替

え
も

も
た
ず

に
、
フ

ラ
っ

と
来

れ
る
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
そ

う
⾔

う
地

域
に

と
っ

て
の

運
動

す
る
場
所

っ
て

の
が
近

く
に

あ
る

っ
て

の
は
メ
リ

ッ
ト

だ
と

思
い

ま
す

ね
。

今
96

3名
が

会
員

で
す

か
ら

。

地
域

に
と

っ
て

の
運

動
す

る
場
所

っ
て

の
が
近

く
に

あ
る

っ
て

の
は
メ
リ

ッ
ト

地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
環
境

を
整

備
＜

地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
環
境

を
整

備
＞

77
B

あ
と

は
、

こ
こ

は
⾬

の
時

に
校
庭

が
陥
没

す
る

ん
で

す
よ

。
昔

の
こ

こ
を

作
る

と
き

の
業

者
が

い
い

加
減

だ
っ

た
ん

で
し
ょ

う
ね

。
⼦
供

だ
っ

た
ら

１
⼈

⼊
れ

ち
ゃ

う
よ

う
な
⽳

が
空

い
ち

ゃ
っ

て
、

そ
の
度

に
市

が
直

し
て

る
。

ち
ゃ

ん
と
直

す
な

ら
10

00
万
円

く
ら

い
か

か
る

と
思

い
ま

す
よ

。
や

ら
な

い
け

ど
。

ま
ぁ

で
も

、
今

ま
で

は
毎

年
45

0万
円

く
ら

い
か

か
っ

て
た

の
が

、
今

は
補
助

⾦
も

無
く

な
っ

て
、
⽀

出
が
ほ

と
ん

ど
な

い
わ

け
で

す
か

ら
。

市
と

し
て

は
い

い
こ

と
な

ん
じ

ゃ
な

い
で

す
か

ね
。

ま
ぁ

で
も

、
今

ま
で

は
毎

年
45

0万
円

く
ら

い
か

か
っ

て
た

の
が

、
今

は
補
助

⾦
も

無
く

な
っ

て
、
⽀

出
が
ほ

と
ん

ど
な

い
わ

け
で

す
か

ら
。

市
と

し
て

は
い

い
こ

と
な

ん
じ

ゃ
な

い
で

す
か

ね
。

遊
休
施

設
の

活
⽤

に
よ

り
、
コ

ス
ト
セ

ン
タ

ー
を

な
く

す
こ

と
が

で
き

た
＜
維
持
コ

ス
ト

の
削
減

＞

78
筆

者
市

と
し

て
は

、
今

後
も
同
様

に
活

⽤
し

て
い

く
予
定

と
仰

っ
て

ま
し

た
が

、
N 

S 
Cと

し
て

も
同
様

の
考

え
で

し
ょ

う
か

？

79
B

そ
う

⾔
っ

て
ま

し
た

か
？
笑

で
も

ま
ぁ

ね
、

い
ろ

い
ろ

な
考

え
が

あ
る

ら
し

い
で

す
け

ど
ね

。
市

と
⾔

う
よ

り
、
議

員
さ

ん
と

か
ね

。
い
ろ

ん
な

活
⽤
案

と
か

が
あ

る
よ

う
で

、
結

構
⾔

っ
て

き
た

り
し

ま
す

ね
。

た
だ

運
動
環
境

を
提
供

す
る

こ
と

は
必
要

で
す

し
、

ス
ポ

ー
ツ

っ
て
形

が
な

く
な

る
っ

て
こ

と
は

な
い

と
は

思
い

ま
す

け
ど

ね
。

い
ろ

い
ろ

な
考

え
が

あ
る

ら
し

い
で

す
け

ど
ね

。
市

と
⾔

う
よ

り
、
議

員
さ

ん
と

か
ね

。
い

ろ
ん

な
活

⽤
案

と
か

が
あ

る
よ

う
で

、
結

構
⾔

っ
て

き
た

り
し

ま
す

ね
。

廃
校

の
活

⽤
案

に
つ

い
て
様

々
な

意
⾒

が
あ

る
。

議
員

に
よ

っ
て

は
現

状
の

活
⽤

状
況

を
良

し
と

し
て

い
な

い
場

合
も

あ
る

。

賃
貸
借
契
約

で
あ

り
、

⽅
針

に
よ

っ
て

は
活

⽤
の

状
況

が
⼤

き
く

変
わ

る
可
能
性

あ
り

。

＜
活

⽤
⽅

針
に
つ

い
て

、
議

員
や
⾃
治

体
の

意
向

の
影
響

を
強

く
受

け
る

＞

80
筆

者
廃

校
施

設
で

あ
っ

た
り

、
市

が
運

営
す

る
公
共
施

設
だ

か
ら

こ
そ

、
そ

う
⾔

っ
た

政
策

と
か

、
議

員
さ

ん
毎

の
考

え
に

よ
っ

て
、

N 
S 

Cを
取

り
巻

く
状

況
に

も
⼤

き
く
影
響

を
及
ぼ

し
て

し
ま

う
場

合
も

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

？

81
B

そ
う

で
す

ね
。

そ
う

⾔
っ

た
こ

と
は
本

当
に

よ
く

あ
り

ま
す

し
、

結
構

⼤
変

で
す

ね
。

82
筆

者
ま

ぁ
、

活
⽤

し
て

い
る
側

か
ら

し
て

い
る

と
、

こ
の

ま
ま

こ
こ

で
活

動
し

て
い

く
っ

て
思

い
が

強
い

わ
け

で
す

よ
ね

。

83
B

そ
う

で
す

ね
。

こ
こ

ま
で
⾊

々
や

っ
て

き
ま

し
た

か
ら

ね
。
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番
号

発
話

者
テ

ク
ス

ト
<

1>
テ

ク
ス

ト
中

の
注

⽬
す

べ
き

語
句

<
2>

テ
ク

ス
ト

中
の

語
句

の
⾔

い
換

え
<

3>
左

を
説

明
す

る
よ

う
な

テ
ク

ス
ト

外
の

概
念

<
4>

テ
ー

マ
・

構
成

概
念

84
筆

者
始

め
に

廃
校

の
発

⽣
要

因
を

お
伺

い
し

た
い

の
で

す
が

、
旧

⽥
沼

⾼
校

は
県

⽴
の

学
校

と
い

う
事

で
、

そ
の

部
分

に
つ

い
て

、
佐

野
市

で
は

詳
し

く
把

握
し

て
い

ま
せ

ん
か

？

85
C

そ
う

で
す

ね
。

県
教

育
委

員
会

の
⽅

針
の

も
と

、
当

時
県

⽴
⾼

等
学

校
の

再
編

が
⾏

わ
れ

て
、

（
佐

野
市

も
含

む
）

安
⾜

地
域

で
は

、
⽥

沼
⾼

校
と

松
陽

⾼
校

か
な

。
そ

れ
が

統
合

し
て

、
松

桜
⾼

校
に

な
っ

て
ー

。
ま

ぁ
で

も
根

本
に

は
少

⼦
化

と
か

⼈
⼝

減
少

が
影

響
し

て
る

と
思

い
ま

す
よ

。
そ

う
な

る
と

、
学

校
と

し
て

も
キ

ャ
パ

が
多

す
ぎ

ち
ゃ

う
こ

と
に

な
る

ん
で

、
県

は
そ

の
波

に
乗

っ
た

形
だ

と
思

い
ま

す
。

（
県

教
育

委
員

会
の

H
 P

を
⾒

な
が

ら
）

や
っ

ぱ
H

16
年

〜
H

17
年

あ
た

り
だ

ね
。

あ
そ

こ
（

旧
⽥

沼

⾼
校

）
が

廃
校

に
な

っ
た

の
が

H
24

年
だ

か
ら

。
そ

の
辺

。

根
本

に
は

少
⼦

化
と

か
⼈

⼝
減

少
が

影
響

し
て

る
と

思
い

ま
す

よ
。

そ
う

な
る

と
、

学
校

と
し

て
も

キ
ャ

パ
が

多
す

ぎ
ち

ゃ
う

こ
と

に
な

る

少
⼦

化
に

伴
う

、
⽣

徒
数

減
少

の
影

響
に

よ
り

、
県

は
県

⽴
⾼

校
の

再
編

を
⾏

い
、

⽥
沼

⾼
校

が
廃

校

県
⽴

⾼
校

を
佐

野
市

が
県

か
ら

譲
渡

さ
れ

、
佐

野
市

の
所

有
物

に
な

る
＜

⽣
徒

数
減

少
に

よ
り

県
⽴

⾼
校

が
廃

校
＞

86
筆

者

廃
校

に
な

っ
て

か
ら

、
実

際
に

所
有

が
栃

⽊
県

か
ら

佐
野

市
に

移
っ

た
と

思
う

の
で

す
が

、
そ

れ

は
、

廃
校

に
な

っ
て

か
ら

、
栃

⽊
県

か
ら

「
佐

野
市

が
所

有
し

て
く

れ
」

と
な

っ
た

の
か

、
廃

校
に

な
る

以
前

か
ら

、
「

予
め

活
⽤

⽅
法

考
え

と
い

て
」

と
な

っ
た

の
か

。
そ

の
経

緯
に

つ
い

て
お

話
頂

け
ま

す
で

し
ょ

う
か

？

87
C

そ
れ

は
後

者
で

す
ね

。
や

っ
ぱ

り
「

廃
校

に
な

っ
て

か
ら

考
え

て
。

」
だ

と
困

っ
ち

ゃ
う

の
で

、
廃

校
の

⽅
針

が
出

た
段

階
で

、
「

佐
野

市
が

活
⽤

す
る

ん
な

ら
ど

う
ぞ

。
」

っ
て

形
だ

と
思

い
ま

す
。

県
と

し
て

は
、

各
市

町
村

が
活

⽤
す

る
の

を
最

優
先

し
て

る
ん

だ
と

思
い

ま
す

。
隣

の
⾜

利
市

と
か

も
そ

の
流

れ
で

、
フ

ィ
ル

ム
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
が

使
っ

て
る

ん
で

。
だ

か
ら

、
廃

校
ま

で
の

期
間

に
、

県
と

市
で

⾊
々

競
技

と
か
交
渉

を
し

て
、

市
が

譲
渡

し
て

も
ら

っ
た

っ
て
感
じ

だ
よ

ね
。

ま
ぁ

実
際

は
う

ま
く

出
来

て
な

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

。

あ
と

、
形
的

に
は
⼀
応

、
佐

野
市

か
ら

く
だ

さ
い

。
っ

て
形

だ
と

思
う

ん
だ

よ
な

。
「

こ
う

や
っ

て

使
い

た
い

ん
で

譲
渡

し
て

く
だ

さ
い

。
」

っ
て
書
類

を
提

出
し

て
る

ん
で

。

県
と

し
て

は
、

各
市

町
村

が
活

⽤
す

る
の

を
最

優
先

し
て

る
ん

だ
と

思
い

ま
す

。

＜
中
略

＞

形
的

に
は
⼀
応

、
佐

野
市

か
ら

く
だ

さ
い

。
っ

て
形

だ
と

思
う

ん
だ

よ
な

。
「

こ
う

や
っ

て
使

い
た

い
ん

で
譲

渡
し

て
く

だ
さ

い
。

」
っ

て
書
類

を
提

出
し

て

る

佐
野

市
か

ら
栃

⽊
県

に
廃

校
の

譲
渡
申
請

を
⾏

い
、

所
管

が
佐

野
市

に
移

⾏

多
⽬
的
運
動
場

と
し

て
の

活
⽤

を
予
定

し
、

県
に
申

請 名
⽬
上

の
活

⽤
⽤
途

で
、

実
態

は
な

か
っ

た

元
々

活
⽤

し
て

た
団
体
向

け
に

、
約
１

年
間

の
暫
定

活
⽤

期
間

①
＜

市
か

ら
県

に
申
請

し
所
管

が
移

⾏
＞

②
＜
具
体
的

な
活

⽤
案

の
⽋
如

＞

88
筆

者

廃
校

以
前

に
活

⽤
⽅

法
の
検
討

も
⾏

わ
れ

て
い

た
と

い
う

こ
と

で
、

実
際

に
廃

校
に

な
っ

て
か

ら

は
、

ス
ム

ー
ズ

に
活

⽤
に

移
れ

た
の

で
し

ょ
う

か
？

廃
校

を
活

⽤
し

て
い

る
側

の
宮

地
さ

ん
（
⽇

本

ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
事
務
局
⻑

）
の

お
話

で
は

、
廃

校
前

に
活

⽤
し

て
い

た
か

ら
、
暫
定

活
⽤

と
し

て

活
⽤

さ
せ

て
も

ら
っ

て
い

た
時

期
が

あ
っ

た
と
仰

っ
て

い
た

ん
で

す
が

、
市

と
し

て
活

⽤
⽤
途

が
決

ま
っ

て
い

な
い

時
期

が
あ

っ
た

と
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
か

？

89
C

は
い

。
あ

り
ま

し
た

ね
。

H
25

年
3⽉

に
閉

校
、

H
26

年
4⽉

に
譲
与

を
受

け
た

っ
て

こ
と

で
、
丸
１

年

空
い

て
る

ん
で

す
ね

。
こ

の
頃

は
、
貰

う
、
貰

わ
な

い
っ

て
所

だ
っ

た
り

、
佐

野
市

と
し

て
ど

う
い

う
⾵

に
使

っ
て

い
き

ま
す

っ
て

こ
と

を
協
議

し
て

い
た

期
間

で
ー

。

当
時

、
そ

こ
は
担

当
し

て
な

か
っ

た
ん

で
、
書
類

と
か

⾒
な

が
ら

に
な

っ
ち

ゃ
い

ま
す

け
ど

、
こ

こ

で
は

、
当
然

ク
リ
ケ

ッ
ト

な
ん

て
⾔
葉

は
⼀
切

出
て

き
て

な
く

て
、
元

々
使

っ
て

た
団
体

と
か
...

、

そ
こ

に
は

ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
も

含
ま

れ
て

る
け

ど
、

当
時

は
地

域
の

野
球

と
か
ソ

フ
ト

の
団
体

も

使
っ

て
た

ん
で

、
そ

の
団
体

が
使

え
る
グ
ラ

ン
ド

と
し

て
。

あ
と

は
昼

も
使

え
る

よ
う

に
な

る
ん

で
、

そ
の
延
⻑
線

の
多

⽬
的

な
⽤
途

、
ま

ぁ
よ

く
あ

る
多

⽬
的
運
動
場

と
し

て
使

っ
て

い
き

ま
す

。

み
た

い
な
書

き
振

り
で

、
県

に
申
請

し
て

い
た

と
思

い
ま

す
。

だ
か

ら
、

ク
リ
ケ

ッ
ト
専
⾨
み

た
い

な
話

は
当

時
は
全

く
な

く
て

、
１

ス
ポ

ー
ツ
団
体

で
し

か
な

か
っ

た
。

そ
れ

が
宮

地
さ

ん
の

⾔
う
暫

定
活

⽤
っ

て
こ

と
だ

と
思

う
。

90
筆

者
で

は
、

こ
の

1年
間

で
、

ク
リ
ケ

ッ
ト
場

に
し

て
い

こ
う

と
⾔

う
検
討

も
進

め
て

い
た

の
で

し
ょ

う

か
？
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91
C

う
う
ん
。
そ
の
間
は
、
さ
っ
き
⾔
っ
た
県
に
活
⽤
プ
ラ
ン
を
出
す
た
め
の
1年
で
、
設
置
条
例
と
か
も

作
っ
て
実
際
に
市
が
も
ら
っ
て
か
ら
、
じ
ゃ
あ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
ど
う
し
ま
し
ょ
う
？
っ
て
こ

と
で
、
こ
こ
ス
ポ
ー
ツ
⽴
市
推
進
課
が
担
当
に
な
っ
て
、
H2
6年
度
か
ら
本
格
的
に
考
え
始
め
た
。

92
C

そ
う
。
で
、
本
当
は
そ
の
（
交
渉
期
間
の
）
1年
間
で
、
今
使
え
な
い
建
物
が
あ
る
ん
で
、
そ
れ
を
除

却
す
る
の
か
、
そ
れ
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
お
⾦
を
県
か
ら
取
り
出
す
の
か
と
か
、
本
当
は

交
渉
す
る
べ
き
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
全
く
出
来
て
な
か
っ
た
。

地
⾯
も
、
国
有
地
が
⼊
っ
て
る
。
あ
そ
こ
み
た
い
な
昔
の
ま
ま
だ
と
、
昔
の
道
と
か
⽔
路
と
か
が

⼊
っ
て
て
、
そ
こ
は
国
の
も
の
だ
か
ら
、
そ
こ
は
外
し
て
市
が
貰
っ
て
る
ん
で
。
だ
か
ら
、
好
き
に

は
ま
だ
使
え
な
い
ん
だ
け
ど
、
本
当
は
そ
う
⾔
う
の
を
整
理
し
て
、
貰
う
べ
き
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、

そ
れ
が
出
来
て
な
か
っ
た
。

で
、
そ
の
あ
と
ス
ポ
ー
ツ
（
⽴
市
推
進
課
）
に
き
て
、
H2
7年
の
12
⽉
に
約
１
年
半
か
け
て
こ
れ
（
旧

⽥
沼
⾼
校
跡
地
利
⽤
基
本
⽅
針
）
を
作
っ
た
。

本
当
は
そ
の
（
交
渉
期
間
の
）
1年
間
で
、
今
使
え
な

い
建
物
が
あ
る
ん
で
、
そ
れ
を
除
却
す
る
の
か
、
そ

れ
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
お
⾦
を
県
か
ら
取

り
出
す
の
か
と
か
、
本
当
は
交
渉
す
る
べ
き
だ
っ
た

ん
だ
け
ど
、
全
く
出
来
て
な
か
っ
た
。

＜
中
略
＞

そ
の
あ
と
ス
ポ
ー
ツ
（
⽴
市
推
進
課
）
に
き
て
、

H2
7年
の
12
⽉
に
約
１
年
半
か
け
て
こ
れ
（
旧
⽥
沼

⾼
校
跡
地
利
⽤
基
本
⽅
針
）
を
作
っ
た
。

建
物
や
⼟
地
は
、
法
的
な
制
限
や
国
有
地
の
関
係

上
、
⾃
由
に
活
⽤
出
来
ず
、
そ
の
制
限
を
取
り
払
う

交
渉
期
間
を
有
効
に
は
使
え
な
か
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
⽴
市
推
進
課
に
担
当
が
移
⾏
し
、
跡
地
利

⽤
⽅
針
を
作
成

国
有
地
や
耐
震
上
の
問
題
に
よ
り
、
活
⽤
出
来
な
い

建
物
が
あ
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
⽇
本
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
「
旧

⽥
沼
⾼
校
跡
地
利
⽤
基
本
⽅
針
」
の
作
成
を
依
頼

①
＜
法
的
な
理
由
に
よ
る
活
⽤
⽤
途
へ
の
制
限
＞

②
＜
県
と
の
交
渉
期
間
を
有
効
に
使
⽤
で
き
ず
、
課

題
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
＞

③
＜
担
当
部
⾨
の
移
⾏
＞

④
＜
「
跡
地
利
⽤
基
本
⽅
針
」
の
作
成
＞

93
筆
者

そ
う
す
る
と
実
際
の
活
⽤
が
始
ま
っ
た
の
は
H2
8年
度
く
ら
い
か
ら
と
⾔
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

94
C

そ
う
。
H2
8年
の
4⽉
に
今
の
「
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
条
例
」
が
出
来
た
。

今
の
「
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
条
例
」
が
出
来
た
。

＜
条
例
の
制
定
＞

95
筆
者

先
ほ
ど
の
お
話
の
中
で
も
、
運
動
施
設
と
し
て
活
⽤
し
て
い
く
と
⾔
う
お
話
が
あ
っ
た
中
で
、
⽥
沼

⾼
校
は
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
と
思
う
の
で
す
が
。

96
C

使
っ
て
た
、
使
っ
て
た
。

97
筆
者

と
な
る
と
、
運
動
施
設
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
⽤
を
決
め
た
理
由
と
い
う
の
は
、
地
域
か
ら
の
要

望
が
多
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
の
よ
う
な
活
⽤
団
体
か
ら
の
要
望
が
⼤
き

か
っ
た
の
か
、
政
策
や
市
⻑
の
意
向
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
ま
っ
た
の
か
を
お

伺
い
し
た
い
ん
で
す
が
。
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C

今
の

で
⾔

う
と

、
3つ

あ
っ

た
う

ち
の

2番
（

活
⽤
団
体

か
ら

の
要
望

）
と

3番
（
政
策

）
の

合
わ

せ
技

の
よ

う
な

形
だ

と
思

い
ま

す
。

ま
ず

、
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
は

、
学

校
と

し
て

使
っ

て
た

時
か

ら
利

⽤
し

て
た

っ
て

事
が

あ
る

。
ま

ぁ
、
政
策

部
分

で
⾔

う
と

、
当

時
市
⻑

が
⾔

っ
て

た
の

は
、

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ

ム
か

。
あ

、
市
⻑

は
変

わ
っ

て
な

い
け

ど
ね

。
佐

野
市

の
リ

ー
デ

ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

っ
て

い
う

の
を
掲
げ

て
、

ス
ポ

ー
ツ

⽴
市

っ
て

い
う

⾔
葉

を
使

っ
て

る
の

ね
。
総

合
計
画

っ
て

い
う

、
佐

野
市

の
最
上
位
計
画

の
中

で
最

も
重

要
な

の
が
観
光

と
ス
ポ

ー
ツ

っ
て

い
う

の
を
掲
げ

て
た

。
そ

れ
は

、
市
⺠

の
ス
ポ

ー
ツ

と
か

も
あ

る
ん

だ
け

ど
、

ス
ポ

ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
っ

て
こ

と
で

、
観
光

を
含

め
、

外
か

ら
ス
ポ

ー
ツ

し
に

く
る

⼈
を
増

や
そ

う
っ

て
こ

と
を

や
っ

て
た

の
ね

。
そ

の
⼀
環

で
、

ク
リ
ケ

ッ
ト

っ
て

い
う

の
は

、
市
⺠

で
や

っ
て

る
⼈

が
少

な
く

て
も

、
外

か
ら

⼈
が

来
る

コ
ン

テ
ン
ツ

と
し

て
は

、
伸
び
代

が
あ

る
っ

て
こ

と
...

。
当

時
か

ら
多

か
っ

た
わ

け
で

は
な

く
て

ね
。

で
も
今

後
、
世
界

で
は

競
技

⼈
⼝

も
多

く
て

、
イ

ン
バ
ウ

ン
ド

も
含

め
、
伸
び

る
ん
じ

ゃ
な

い
か

と
。

ス
ポ

ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
推
進
基

本
計
画
...

。
総

合
計
画

っ
て

の
は
全
体

の
最
上
位
計
画

、
そ

れ
を
受

け
た

各
部
⾨
毎

に
い
ろ

ん
な
計
画

を
作

る
ん

だ
け

ど
、

ス
ポ

ー
ツ

部
⾨

で
は

ス
ポ

ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
に
関

す
る
計
画

を
作

っ
て

て
、

そ
の

中
の
特

出
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
、

ク
リ
ケ

ッ
ト

を
位
置
付

け
て

あ
っ

た
の

。
だ

か
ら

、
そ

の
計
画

を
体
現

す
る
拠
点

と
し

て
、

こ
こ

（
旧

⽥
沼

⾼
校

）
を

使
お

う
っ

て
こ

と
に

な
っ

た
の

。
だ

か
ら

、
計
画
上
位
置
付

け
て

あ
っ

た
も

の
を
体
現

す
る

た
め

の
場

所
っ

て
感
じ

だ
っ

た
ん

だ
よ

ね
。

そ
れ

に
加

え
て

、
隣
接

す
る
唐
沢
⼭

（
城
跡

）
が
同
じ
頃

、
H2

6年
3⽉

18
⽇

と
か

か
な

？
に

、
国
指

定
（
史
跡

）
に

な
っ

た
の

。
だ

か
ら

、
そ

こ
を

ス
ポ

ー
ツ

と
観
光

の
⼀
⼤
拠
点

に
し

よ
う

っ
て

流
れ

だ
っ

た
ん

だ
よ

ね
。

佐
野

市
の

最
上
位
計
画

の
中

で
最

も
重

要
な

の
が
観

光
と

ス
ポ

ー
ツ

っ
て

い
う

の
を
掲
げ

て
た

。
そ

れ
は

、
市
⺠

の
ス
ポ

ー
ツ

と
か

も
あ

る
ん

だ
け

ど
、

ス
ポ

ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
っ

て
こ

と
で

、
観
光

を
含

め
、

外
か

ら
ス
ポ

ー
ツ

し
に

く
る

⼈
を
増

や
そ

う
っ

て
こ

と
を

や
っ

て
た

の
ね

。

＜
中
略

＞

世
界

で
は

競
技

⼈
⼝

も
多

く
て

、
イ

ン
バ
ウ

ン
ド

も
含

め
、
伸
び

る
ん
じ

ゃ
な

い
か

と
。

＜
中
略

＞

隣
接

す
る
唐
沢
⼭

（
城
跡

）
が
同
じ
頃

、
H2

6年
3⽉

18
⽇

と
か

か
な

？
に

、
国
指
定

（
史
跡

）
に

な
っ

た
の

。
だ

か
ら

、
そ

こ
を

ス
ポ

ー
ツ

と
観
光

の
⼀
⼤
拠

点
に

し
よ

う
っ

て
流

れ
だ

っ
た

ん
だ

よ
ね

。

政
策

の
リ

ー
デ

ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
を
掲
げ

て
い

た
。

中
で

も
、

ク
リ
ケ

ッ
ト

は
、
世
界
的

に
競

技
⼈

⼝
が

多
く

、
イ

ン
バ
ウ

ン
ド

を
含

め
伸
び
代

が
あ

る
と
感

じ
、
特

出
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
据

え
て

い
た

。
 従

っ
て

、
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
が

活
動

し
て

い
た

廃
校

を
活

⽤
し

、
近

隣
の
観
光
資
源

と
併

せ
た
拠
点

と
し

て
整
備

す
る

こ
と

に
決
定

し
た

。

ク
リ
ケ

ッ
ト

は
、

競
技

⼈
⼝

が
サ

ッ
カ

ー
に
次

い
で

世
界

2位
。

以
前

か
ら
暫
定

活
⽤

し
て

い
た

、
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
な

ら
び

に
サ
ポ

ー
タ

ー
ズ

ク
ラ
ブ

か
ら

の
強

い
要
望

が
あ

っ
た

。

①
＜

市
の

最
重

要
施
策

で
あ

る
ス
ポ

ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
の
⼀
⼤
拠
点

と
し

て
整
備

が
決
定

＞
②

＜
ク
リ
ケ

ッ
ト

と
い

う
コ

ン
テ

ン
ツ

の
特
徴
へ

の
期
待
感

＞
③

＜
活

⽤
団
体

か
ら

の
要
望

＞

99
C

実
際

は
H2

6年
度

は
、

ス
ポ

ー
ツ

で
持

っ
て

て
、

い
ろ

ん
な
関
係
課

と
活

⽤
の

話
は
進

め
て

た
ん

だ
け

ど
、

な
か

な
か
上
⼿

く
ま

と
ま

ら
な

か
っ

た
の

。
で

、
H2

7年
度

に
な

っ
て

、
私

が
企
画
サ
イ
ド

に
い

た
ん

で
、

そ
っ

ち
で
吸

い
上
げ

た
の

こ
れ

（
活

⽤
案

）
を

。
で

、
同
じ
様

に
会
議

を
や

っ
て

、
こ

こ
は

市
街

化
調
整
区

域
っ

て
い

う
都

市
計
画
上

の
規
制

が
あ

っ
て

、
⾊

ん
な

事
は

出
来

な
い

ん
だ

け
ど

ー
。

そ
れ

を
踏

ま
え

て
計
画

を
作

っ
て

も
⼀
向

に
前

に
進

ま
な

い
ん

で
ー

、
ま
ず

は
⽅

針
だ

け
固

め
よ

う
っ

て
こ

と
で

、
こ

の
⽅

針
（

旧
⽥

沼
⾼

校
跡

地
利

⽤
基

本
⽅

針
）

を
作

っ
た

。
内
容

は
ク
リ

ケ
ッ

ト
協

会
に

お
願

い
し

て
作

っ
て

も
ら

っ
た

ん
だ

け
ど

。
だ

か
ら

、
こ

こ
に

は
当

時
の

ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
の
想

い
が
詰

ま
っ

て
る

。
全

部
こ

の
通

り
に

は
⾏

っ
て

な
い

け
ど

ね
。
笑

こ
こ

は
市
街

化
調
整
区

域
っ

て
い

う
都

市
計
画
上

の
規
制

が
あ

っ
て

、
⾊

ん
な

事
は

出
来

な
い

ん
だ

け
ど

ー
。

＜
中
略

＞

こ
の

⽅
針

（
旧

⽥
沼

⾼
校
跡

地
利

⽤
基

本
⽅

針
）

を
作

っ
た

。
内
容

は
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
に

お
願

い
し

て
作

っ
て

も
ら

っ
た

ん
だ

け
ど

。

法
的

な
理
由

に
よ

る
活

⽤
⽤
途

の
制
限

パ
ー

ト
ナ

ー
で

あ
る
⽇

本
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
に

「
旧

⽥
沼

⾼
校
跡

地
利

⽤
基

本
⽅

針
」

の
作

成
を
依
頼

10
0

筆
者

先
ほ

ど
の

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

る
活

⽤
と

い
う

の
は

い
つ
頃

の
話

で
し

ょ
う

か
？

10
1

C

H2
5年

す
ぎ

に
は

や
っ

て
た

と
思

い
ま

す
。

使
え

る
よ

う
に

な
っ

て
か

ら
は

ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
と
F 

C
（

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

）
は
共
存

し
て

い
ま

し
た

。
で

も
、

そ
れ

は
上
⼿

く
い

っ
て

は
な

か
っ

た
。

や
っ

ぱ
⾼

校
の

校
舎

な
ん

で
、

学
園

も
の

の
撮

影
す

る
に

し
て

も
、
⼩

学
校

と
か
じ

ゃ
⼩

さ
い

か
ら
需

要
は

あ
っ

た
み

た
い

な
ん

だ
け

ど
。
条
例

で
国

際
ク
リ
ケ

ッ
ト
場

に
な

る
っ

て
な

っ
て

、
共

存
も
難

し
い

っ
て

な
っ

た
ら

、
F 

C側
が
徐

々
に
ひ

い
て

っ
た

ん
だ

よ
ね

。
ま

ぁ
、
他

に
も

（
ロ
ケ

地
は

）
い

っ
ぱ

い
あ

る
し

ね
。

あ
と

は
、
F 

Cは
佐

野
市

と
し

て
も

や
る

と
⾔

っ
て

た
ん

だ
け

ど
、
投
資

し
た
額

に
対

し
て

成
果

と
か

が
⾒

え
な

か
っ

た
。

だ
っ

た
ら

、
今

後
伸
び

し
ろ

が
期
待

で
き

る
ク
リ
ケ

ッ
ト

で
や

っ
て

い
こ

う
っ

て
な

っ
た

ん
だ

よ
ね

。
ま

ぁ
、
今

も
F 

Cが
ど

う
し

て
も

使
い

た
い

っ
て

な
っ

た
ら

、
絶
対
ダ
メ

っ
て

わ
け

で
は

な
い

か
ら

ね
。

使
え

る
よ

う
に

な
っ

て
か

ら
は

ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
と

F 
C（

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

）
は
共
存

し
て

い
ま

し
た

。
で

も
、

そ
れ

は
上
⼿

く
い

っ
て

は
な

か
っ

た
。

他
の
団
体

に
よ

る
活

⽤
も

あ
っ

た
が

、
共
存
関
係

が
う

ま
く

い
か

な
か

っ
た

。
費

⽤
対
効
果

や
伸
び
代

の
⾯

に
お

い
て

優
れ

て
い

る
ク
リ
ケ

ッ
ト
場

と
し

て
の
み

の
活

⽤
に

シ
フ

ト

＜
他

の
活

⽤
案

に
⽐

べ
、
費

⽤
対
効
果

や
期
待
感

が
⾼

い
＞

10
2

筆
者

最
近

、
ト
イ
レ

の
改
修

を
⾏

っ
た

と
お

伺
い

し
た

の
で

す
が

、
実

際
そ

う
⾔

っ
た
改
修
費

で
あ

っ
た

り
、
観
客
席

の
設
置

や
芝

⽣
な

ど
の
整
備

は
市

が
⾏

な
っ

た
ん

で
す

よ
ね

？
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10
3

C

う
ん

。
実

際
整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
実

際
に

ク
リ
ケ

ッ
ト
条
例

が
で

き
て

、
当
初

は
学

校
の
グ
ラ

ン
ド

の
ま

ま
、

で
、
プ
レ

ー
を

す
る
ピ

ッ
チ

っ
て

⾔
わ

れ
る

部
分

、
グ
ラ

ン
ド

の
真

ん
中

ね
。

あ
そ

こ
は

、
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
が
独
⾃

で
お
⾦

を
出

し
て
⼊

れ
て

く
れ

て
た

の
。

だ
か

ら
そ

の
時
点

で
、

佐
野

市
の

も
の

で
は

あ
る

け
ど

、
芝

の
管
理

と
か

は
少

し
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
が

出
し

て
く

れ
て

た
の

。
で

、
こ

う
い

う
⽅

針
も
書

い
て

い
た

け
ど

、
い

つ
何

を
整
備

す
る

と
か

は
書

け
て

な
く

て
、
具
体
的

に
い

つ
こ

れ
が

で
き

る
か

っ
て

の
は

⾒
え

て
な

か
っ

た
の

。
そ

う
い

う
流

れ
だ

っ
た

ん
だ

け
ど

、
国

の
地

⽅
創

⽣
っ

て
動

き
の

中
で

、
ソ

フ
ト

と
ハ

ー
ド

っ
て

事
業

分
け

が
あ

っ
て

、
ハ

ー
ド

の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で

、
元

は
、
農
産

物
の
６
次
加
⼯

（
6次
産
業

）
と

か
、

観
光
案
内

所
の

お
⼟
産
販
売
店

と
か

そ
う

い
う

の
に

し
か

使
え

な
か

っ
た

も
の

が
、
制
度

が
変

わ
っ

て
、

ス
ポ

ー
ツ
施
設

も
O 
Kに

な
っ

て
、

ス
タ
ジ
ア

ム
作

っ
て

も
O 
Kよ

っ
て

な
っ

た
か

ら
、

そ
れ

を
⾒
逃

さ
ず

に
...

。
そ

れ
に

地
⽅
創

⽣
の
交
付
⾦

っ
て

「
市
⺠

が
運
動

す
る

た
め

の
ス
ポ

ー
ツ
施
設

を
整
備

し
ま

す
。

」
だ

と
補
助
⾦

で
な

い
の

ね
。

そ
れ

は
、

ス
ポ

ー
ツ
庁

と
か

か
ら
貰

う
し

か
な

い
か

ら
。

で
も

、
「

ど
の

よ
う

に
そ

れ
を

使
っ

て
、

佐
野

が
地

域
に

⼈
を
呼

ん
で

、
そ

れ
を

経
済
界

に
い

か
に
良

い
影

響
を
及
ぼ

す
か

。
」

ま
で

を
⾔

え
な

い
と

い
け

な
い

の
ね

。
そ

う
⾔

っ
た
ハ

ー
ド

の
部

分
と

、
今

、
地

⽅
創

⽣
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
秋
⼭

さ
ん

を
雇

っ
て

や
っ

て
い

る
ソ

フ
ト

の
部

分
を
併

せ
て

や
る

事
で

、
ク
リ
ケ

ッ
ト

の
聖

地
を

⽬
指

す
と

。
地

域
の

外
か

ら
ク
リ
ケ

ッ
ト

を
す

る
⼈

を
増

や
す

事
で

、
佐

野
の

地
⽅
創

⽣
に
繋
げ

ま
す

っ
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作

っ
た

の
。

で
、
ハ

ー
ド

の
補
助
⾦

が
降

り
た

ん
で

、
⼤
急

ぎ
で

H2
9年
度

に
⼯

事
を

し
た

の
。

ハ
ー
ド

の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で

、
元

は
、
農
産

物
の
６
次

加
⼯

（
6次
産
業

）
と

か
、
観
光
案
内

所
の

お
⼟
産
販

売
店

と
か

そ
う

い
う

の
に

し
か

使
え

な
か

っ
た

も
の

が
、
制
度

が
変

わ
っ

て
、

ス
ポ

ー
ツ
施
設

も
O 
Kに

な
っ

て
、

ス
タ
ジ
ア

ム
作

っ
て

も
O 
Kよ

っ
て

な
っ

た
か

ら

＜
中
略

＞

地
⽅
創

⽣
の
交
付
⾦

っ
て

「
市
⺠

が
運
動

す
る

た
め

の
ス
ポ

ー
ツ
施
設

を
整
備

し
ま

す
。

」
だ

と
補
助
⾦

で
な

い
の

ね
。

そ
れ

は
、

ス
ポ

ー
ツ
庁

と
か

か
ら
貰

う
し

か
な

い
か

ら
。

で
も

、
「

ど
の

よ
う

に
そ

れ
を

使
っ

て
、

佐
野

が
地

域
に

⼈
を
呼

ん
で

、
そ

れ
を

経
済
界

に
い

か
に
良

い
影

響
を
及
ぼ

す
か

。
」

ま
で

を
⾔

え
な

い
と

い
け

な
い

地
⽅
創

⽣
交
付
⾦

の
制
度
変
更

に
よ

り
、

域
外

か
ら

の
交

流
⼈

⼝
を
増

や
す

た
め

の
施
設
整
備

に
も

使
⽤

可
能

に
な

っ
た

。

「
地

⽅
創

⽣
交
付
⾦

」
の

フ
ラ
グ

シ
ッ
プ

事
業

と
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

で
唯
⼀
認
定

さ
れ

、
ハ

ー
ド
⾯

で
、

内
閣
府

か
ら
１
億
円
交
付

さ
れ

た
。

ま
た

、
ハ

ー
ド

と
は
別

に
ソ

フ
ト

の
交
付
⾦

も
採
択

さ
れ

、
UR
都

市
開

発
部
⾨

の
地

⽅
創

⽣
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
⺠

間
か

ら
登

⽤
し

た
。

＜
地

⽅
創

⽣
交
付
⾦

の
使

⽤
可
能
範
囲

が
拡
⼤

＞

10
4

筆
者

プ
ロ
グ
ラ

ム
が

始
ま

っ
た

の
も

、
H2
9年
度

な
の

で
し

ょ
う

か
？

10
5

C

い
や

、
実

は
プ
ロ
グ
ラ

ム
⾃
体

の
ス
タ

ー
ト

は
H2

8年
度

で
、
国

の
事
業

は
採
択

さ
れ

た
ん

だ
け

ど
、

基
本
的

に
こ

っ
ち

（
佐

野
市

）
が

や
り

た
い

こ
と

は
否
定

さ
れ

た
の

。
た

だ
、

「
着

⽬
点

は
良

い
か

ら
、

も
っ

と
勉
強

し
ろ

」
っ

て
事

で
、

H2
8年
度

は
調
査

し
か

で
き

な
か

っ
た

の
。

で
、

H2
9年
度

に
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
変
更

し
て

、
今

の
ス
タ
イ

ル
...

、
⺠

間
か

ら
登

⽤
し

て
進

め
て

い
く

こ
と

に
な

っ
た

の
。

プ
ロ
グ
ラ

ム
⾃
体

の
ス
タ

ー
ト

は
H2

8年
度

で
、
国

の
事
業

は
採
択

さ
れ

た
ん

だ
け

ど
、
基

本
的

に
こ

っ
ち

（
佐

野
市

）
が

や
り

た
い

こ
と

は
否
定

さ
れ

た
の

。

当
初

の
案

は
否
定

さ
れ

、
半

年
間

の
調
査

の
末

、
修

正
し

、
現

⾏
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
変
更

＜
事
業
案

の
修
正

に
よ

る
調
査

の
実
施

と
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
変
更

＞

10
6

筆
者

秋
⼭

さ
ん

と
い

う
⽅

は
、

ど
う

⾔
っ

た
⽅

な
の

で
し

ょ
う

か
？

10
7

C
UR

の
賃
貸

部
⾨
じ

ゃ
な

く
て

、
都

市
開

発
部
⾨

の
⽅

。

10
8

筆
者

実
際

に
、

廃
校

の
運
営

を
⺠

間
な

ど
に
任

せ
て

し
ま

っ
て

し
ま

っ
て

い
る
ケ

ー
ス

は
増

え
て

き
て

い
て

、
⽥

沼
⾼

校
で

あ
れ
ば

、
主

な
活

⽤
団
体

で
あ

る
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
に
運
営

を
任

せ
る

こ
と

も
可

能
だ

と
思

う
の

で
す

が
、

そ
れ

を
ま

だ
佐

野
市

で
運
営

し
て

い
る

⽬
的

や
感
じ

ら
れ

る
メ
リ

ッ
ト

は
あ

り
ま

す
か

？
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10
9

C

地
⽅
創
⽣
の
中
で
、
将
来
的
に
は
任
せ
た
い
。
た
だ
、
任
せ
る
に
し
て
も
...
、
例
え
ば
、
佐
野
市
が

⽇
本
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
運
営
を
委
託
す
る
場
合
、
佐
野
市
が
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
お
⾦
を
払
っ
て

運
営
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
。
今
が
10
0%
だ
と
し
た
ら
、
（
運
営
を
委
託
す
る
こ
と

で
）
80
%
に
抑
え
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
ど
、
そ
れ
よ
り
も
、
佐
野
市
と
し
て
は
そ

れ
を
０
に
す
る
こ
と
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
を
０
に
す
る
た
め
に
地
⽅
創
⽣
に
乗
り
出
し

て
い
る
か
ら
。

そ
う
。
だ
か
ら
、
外
か
ら
⼈
が
き
て
、
地
域
の
経
済
が
潤
う
っ
て
の
も
も
ち
ろ
ん
⼤
き
い
⽬
標
な
ん

だ
け
ど
、
⼩
さ
い
⽬
標
と
い
う
か
、
役
所
と
し
て
の
成
功
っ
て
と
こ
ろ
で
⾔
う
と
、
こ
の
地
⽅
創
⽣

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
秋
⼭
さ
ん
が
、
⾃
ら
や
る
の
か
、
そ
う
⾔
う
企
業
体
を
作
る
の
か
、
⾒
つ
け
る
の

か
は
さ
て
置
き
、
あ
る
事
業
体
が
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
を
中
⼼
に
事
業
を
回
し
て
収
益
を
上
げ
て
、

そ
の
ア
ガ
リ
で
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
を
運
営
す
る
。
だ
か
ら
、
⺠
間
に
貸
す
の
か
、
あ
げ
ち
ゃ
う
の
か

は
、
⾏
政
と
し
て
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
⾏
政
が
お
⾦
を
使
わ
な
く
て
も
、
完
全
に
⺠
間
で
「
⽇
本
⼀

の
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
」
と
し
て
、
継
続
的
に
回
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
今
、
ハ
ー
ド
で
グ
ラ
ン
ド

を
整
備
し
て
、
ソ
フ
ト
で
実
際
に
秋
⼭
さ
ん
に
仕
組
み
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
る
っ
て
と
こ
だ
ね
。

地
⽅
創
⽣
の
中
で
、
将
来
的
に
は
任
せ
た
い
。
た

だ
、
任
せ
る
に
し
て
も
...
、
例
え
ば
、
佐
野
市
が
⽇

本
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
運
営
を
委
託
す
る
場
合
、
佐

野
市
が
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
お
⾦
を
払
っ
て
運
営
し

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
。

＜
中
略
＞

⾏
政
が
お
⾦
を
使
わ
な
く
て
も
、
完
全
に
⺠
間
で

「
⽇
本
⼀
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
」
と
し
て
、
継
続
的
に

回
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
今
、
ハ
ー
ド
で
グ
ラ

ン
ド
を
整
備
し
て
、
ソ
フ
ト
で
実
際
に
秋
⼭
さ
ん
に

仕
組
み
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
る
っ
て
と
こ
だ
ね
。

現
段
階
は
、
運
営
を
⺠
間
に
委
託
す
る
際
、
市
が
委

託
コ
ス
ト
を
⽀
払
う
必
要
が
あ
る
が
、
地
⽅
創
⽣
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
⽬
的
を
考
え
る
と
、
将
来
的
に
完
全

に
⺠
間
で
継
続
的
に
運
営
で
き
る
「
⽇
本
⼀
の
ク
リ

ケ
ッ
ト
場
」
に
す
べ
く
、
市
が
運
営
し
て
な
が
ら
整

備
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

芝
⽣
の
維
持
管
理
の
み
⽇
本
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
委

託
し
、
そ
れ
以
外
は
全
て
佐
野
市
で
管
理
運
営
を

⾏
っ
て
い
る
。

①
＜
委
託
コ
ス
ト
を
抑
え
、
⾃
治
体
で
運
営
す
る
⽅

針
＞

②
＜
将
来
的
に
⺠
間
が
運
営
で
き
る
施
設
を
、
市
が

整
備
し
て
い
る
段
階
＞

11
0

筆
者

先
ほ
ど
の
、
廃
校
を
整
備
す
る
際
の
観
客
席
に
設
置
等
を
ど
ち
ら
が
負
担
し
た
か
と
い
う
の
は
分

か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
の
関
係
性
と
い
い
ま
す
か
、
⽀
援
の
有
無
に
つ
い
て
、
少
し
お
伺
い
し
て

も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？

11
1

C

元
々
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
が
、
佐
野
で
活
動
を
始
め
た
経
緯
に
も
戦
略
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
佐
野
が
受

け
⼊
れ
た
訳
だ
け
ど
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
僕
か
ら
宮
地
さ
ん
に
提
案

し
た
か
ら
ね
。
だ
か
ら
、
⼀
つ
の
団
体
と
か
で
は
な
く
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
考
え
て
る
。
そ
れ

は
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
の
理
念
も
そ
う
だ
し
、
取
り
組
み
に
共
感
し
て
の
こ
と
で
、
も
ち
ろ
ん
選
⼿

の
強
化
と
か
も
や
っ
て
る
け
ど
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
持
つ
精
神
的
な
こ
と
と

か
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
だ
か
ら
出
来
る
国
際
的
な
こ
と
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
も
佐
野
に
返
し
て
い
こ
う

と
か
、
⼦
供
た
ち
に
返
し
て
い
こ
う
っ
て
の
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
⼿

を
組
め
る
ん
で
す
よ
ね
。

今
は
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
し
か
ユ
ー
ザ
ー
は
い
ま
せ
ん
し
、
毎
週
末
の
⼟
⽇
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
が

使
っ
て
る
状
況
で
す
け
ど
、
今
後
は
他
に
も
地
域
の
⼈
も
含
め
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
を
使
い
た
い
っ
て

⾔
う
団
体
が
増
え
て
く
る
事
が
理
想
だ
と
は
思
っ
て
ま
す
。

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
持
つ
精
神

的
な
こ
と
と
か
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
だ
か
ら
出
来
る
国
際

的
な
こ
と
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
も
佐
野
に
返
し
て

い
こ
う
と
か
、
⼦
供
た
ち
に
返
し
て
い
こ
う
っ
て
の

を
考
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

⼿
を
組
め
る
ん
で
す
よ
ね
。

ク
リ
ケ
ッ
ト
の
有
す
る
特
徴
や
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会

の
理
念
や
取
り
組
み
に
共
感
で
き
る
部
分
が
多
く
、

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
構
築
で
き
る
。

ク
リ
ケ
ッ
ト
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
地
域
住
⺠
の
繋
が
り
や
⻘
少
年
の
育
成
に
寄
与

す
る
取
り
組
み
を
⾏
っ
て
い
る
。

＜
共
感
で
き
る
理
念
を
有
す
る
⽇
本
ク
リ
ケ
ッ
ト
協

会
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
構
築
＞

11
2

筆
者

先
ほ
ど
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
実
際
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
た
の
は
、
萱
原
さ
ん

の
⽅
か
ら
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

11
3

C

そ
う
。
こ
こ
に
は
企
画
調
整
課
っ
て
計
画
を
⽴
て
る
部
署
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
部
⾨

を
持
つ
ん
だ
よ
。
そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
と
農
業
ま
で
⾒
て
て
、
⾃
分
が
ち
ょ
う
ど

地
⽅
創
⽣
の
担
当
で
、
企
画
書
と
か
も
⾒
て
た
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
や
ろ
う
っ
て
な
っ

て
...
。
本
当
は
そ
れ
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
天
明
鋳
物
で
何
か
で

き
な
い
か
と
か
、
唐
沢
⼭
を
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
み
た
い
の
も
あ
っ
た
け
ど
、
⾃
分
の
担
当
だ
っ
た

の
も
あ
っ
て
、
宮
地
さ
ん
に
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
初
め
て
会
っ
て
、
こ
っ
ち
か
ら
話
し
た
の
。

⾃
分
の
担
当
だ
っ
た
の
も
あ
っ
て
、
宮
地
さ
ん
に
、

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
初
め
て
会
っ
て
、
こ
っ
ち
か
ら

話
し
た
の
。

地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
す
る
段
階
で
、
市

か
ら
当
時
暫
定
活
⽤
だ
っ
た
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案

当
時
、
内
閣
府
に
関
わ
っ
て
い
た
職
員
の
存
在
に
よ

り
、
地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
⾏
う
こ
と
が
決

定
。

１
活
⽤
団
体
か
ら
、
地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

パ
ー
ト
ナ
ー
に
⽴
場
が
変
化

＜
⾃
治
体
か
ら
官
⺠
連
携
の
事
業
を
提
案
＞

11
4

筆
者

現
在
の
⾦
銭
的
な
⽀
援
と
⾔
い
ま
す
か
、
活
⽤
団
体
で
あ
る
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
⽀
払
っ
て
い
る
⾦

額
と
い
う
の
は
、
芝
⽣
の
維
持
管
理
費
の
み
と
⾔
う
事
で
お
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
？
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11
5

C

そ
う

だ
ね

。
も

ち
ろ

ん
あ

そ
こ

は
佐

野
市

の
も

の
だ

し
、

た
だ

、
芝

⽣
の
維
持
管
理

に
関

し
て

は
、

佐
野

市
で

は
で

き
な

い
か

ら
、
業
務

委
託

し
て

る
っ

て
形

で
、

そ
の

委
託

先
が

た
ま

た
ま

ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
っ

て
だ

け
。

あ
と

、
芝

⽣
に

つ
い

て
も

、
⼀

部
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
が
投
資

し
て

る
っ

て
お

話
あ

っ
た

と
思

う
け

ど
、

そ
れ

も
、
グ
ラ

ン
ド

を
⾃

分
た

ち
が

使
う

し
、

ち
ゃ

ん
と

し
た
試

合
を

し
た

い
か

ら
っ

て
事

で
、

ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
が

お
⾦

を
投
資

し
て

、
よ

り
レ
ベ

ル
の

⾼
い
グ
ラ

ン
ド

に
保

っ
て

く
れ

て
る

っ
て

事
。

や
っ

ぱ
そ

う
い

う
と

こ
が

、
パ

ー
ト
ナ

ー
と

し
て
⼿

を
組

め
る

事
だ

よ
ね

。

芝
⽣

の
維
持
管
理

に
関

し
て

は
、

佐
野

市
で

は
で

き
な

い
か

ら
、
業
務

委
託

し
て

る
っ

て
形

で
、

そ
の

委
託

先
が

た
ま

た
ま

ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
っ

て
だ

け
。

＜
芝

⽣
の
維
持
管
理

の
み

、
有
識
団
体

に
委
託

＞

11
6

筆
者

グ
ラ

ン
ド

利
⽤

時
の
費

⽤
と

い
う

の
は

？

11
7

C

そ
れ

は
、
ユ

ー
ザ

ー
に

な
る

の
で

、
も

ち
ろ

ん
グ
ラ

ン
ド

を
利

⽤
す

る
っ

て
な

っ
た

時
の
費

⽤
っ

て
の

は
頂

い
て

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
減
免
制
度

っ
て

の
も

あ
る

ん
で

、
そ

う
⾔

っ
た

分
は
引

い
た

り
し

て
ま

す
け

ど
、

ち
ゃ

ん
と
契
約

に
基
づ

い
て

や
っ

て
ま

す
。

つ
ま

り
、
費

⽤
は

発
⽣

し
て

い
て

、
免
除

し
て

る
部

分
が

多
い

っ
て

形
で

す
か

ね
。

費
⽤

は
発

⽣
し

て
い

て
、
免
除

し
て

る
部

分
が

多
い

減
免
制
度

に
よ

り
、

ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
の

利
⽤

コ
ス

ト
を
低

減
し

て
い

る
＜

減
免
制
度

に
よ

り
、

ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
利

⽤
時

の
コ

ス
ト

を
低

減
＞

11
8

筆
者

こ
の

活
⽤
団
体

が
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
の

よ
う

に
継
続
的

に
い

る
の

は
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
に

と
っ

て
、

遊
休
施
設

が
活

⽤
さ

れ
て

い
る
点

で
、
⼀

つ
メ
リ

ッ
ト

に
な

り
う

る
の

か
な

と
感
じ

た
の

で
す

が
、

他
に

も
メ
リ

ッ
ト

だ
っ

た
り

、
効
果

と
し

て
感
じ

ら
れ

る
も

の
は

あ
り

ま
す

か
？

11
9

C

ま
だ

、
活

⽤
団
体

が
⼊

る
か

ら
そ

こ
だ

け
を

⾒
れ
ば
収
益

だ
け

ど
、
投
資

に
対

し
て

は
ま

だ
全

く
の

⾚
字

な
の

で
。

あ
そ

こ
の
グ
ラ

ン
ド

を
作

る
の

に
４
億
円

以
上

か
け

て
る

の
に

、
毎

年
⼊

っ
て

く
る

の
は
何
⼗
万
円

し
か
⼊

っ
て

こ
な

い
の

で
。

で
、
プ
ラ

ス
維
持
管
理
費

で
何
千
万
円
払

っ
て

る
の

で
、
単
純

に
考

え
る

と
、

そ
こ

で
の
収
益

が
あ

る
と

は
⾔

え
な

く
て

、
０
円

で
は

な
い

っ
て

だ
け

で
。
元

々
廃

校
の

ま
ま

の
維
持
費

だ
っ

た
ら

こ
こ

ま
で

は
か

か
っ

て
な

い
ん

で
ー

。
た

だ
、
今

後
は

先
⾔

っ
た

よ
う

に
ど

ん
ど

ん
収
益
上
げ

て
い

か
な

い
と

っ
て

話
。

あ
そ

こ
の
グ
ラ

ン
ド

を
作

る
の

に
４
億
円

以
上

か
け

て
る

の
に

、
毎

年
⼊

っ
て

く
る

の
は
何
⼗
万
円

し
か

⼊
っ

て
こ

な
い

の
で

。
で

、
プ
ラ

ス
維
持
管
理
費

で
何
千
万
円
払

っ
て

る
の

で
、
単
純

に
考

え
る

と
、

そ
こ

で
の
収
益

が
あ

る
と

は
⾔

え
な

く
て

、
０
円

で
は

な
い

っ
て

だ
け

で
。
元

々
廃

校
の

ま
ま

の
維
持
費

だ
っ

た
ら

こ
こ

ま
で

は
か

か
っ

て
な

い

現
時
点

で
は

、
投
資

に
⾒

合
っ

た
収
益

が
な

く
、
維

持
管
理
費

も
未

活
⽤

時
に
⽐

べ
⾼
騰

し
て

い
る

。
＜
維
持
管
理

コ
ス

ト
の

⾼
騰

＞

12
0

筆
者

実
際

、
交

流
⼈

⼝
に

つ
い

て
は

、
な

か
な

か
把

握
し

き
れ

な
い
状
況

で
し

ょ
う

か
？

12
1

C

実
は

、
も

う
ス
ポ

ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ

ム
で

や
っ

て
い

こ
う

っ
て

な
っ

た
段

階
で

、
ク
リ
ケ

ッ
ト
協

会
が

独
⾃

に
、

ど
れ

く
ら

い
の

⼈
が
来

て
る

か
み

た
い

な
の

を
把

握
し

て
く

れ
て

い
る

ん
だ

よ
。

で
、

外
か

ら
こ

れ
く

ら
い

の
⼈

が
来

て
、

ど
れ

く
ら

い
の

⼈
が
宿
泊

し
て

い
る

か
っ

て
の

は
、

数
値

で
出

し
て

ま
す

。
あ

と
は

、
統
計
的

に
⼀
泊

あ
た

り
6,
00
0円

で
計
算

し
て

、
ど

れ
く

ら
い

の
地

域
経
済

に
落

ち
て

る
よ

っ
て

の
は

出
し

て
ま

す
。
プ
ラ

ス
、

地
域

に
⼈

が
く

れ
ば

、
何

か
⾷

べ
た

り
、

お
酒
飲

ん
だ

り
し

て
る

わ
け

で
、

そ
の
へ

ん
の
デ

ー
タ

も
出

し
て

ま
す

。
（
資
料

あ
り

）
事
業

と
し

て
報
告

す
る

の
に

、
K 

P 
Iも
作

ら
な

い
と

い
け

な
い

か
ら

ね
。

当
時

、
佐

野
市

の
職

員
が

内
閣
府

に
⾏

っ
て

た
ん

だ
よ

。
そ

れ
で

、
こ

の
事
業

も
聞

き
つ

け
て

、
「
ぜ
ひ

出
そ

う
！

」
っ

て
な

っ
た

の
。

で
、
計
画

を
⽴

て
て

、
出

し
た

か
ら

に
は

、
ち

ゃ
ん

と
数
字

も
出

さ
な

い
と

い
け

な
い

っ
て

事
で

、
毎

年
や

っ
て

る
の

。
あ

く
ま

で
概
算

だ
け

ど
ね

。
こ

う
い

う
の

は
本
気

で
取
ろ

う
と

す
る

と
リ
サ

ー
チ

会
社

に
頼

ん
で
何
百
万
円

っ
て

か
か

る
か

ら
。

ま
ぁ

、
だ

か
ら

、
メ
リ

ッ
ト

で
⾔

う
と

、
こ

う
い

う
数
値
的

な
も

の
と

か
、

地
⽅
創

⽣
の

フ
ラ
グ

シ
ッ
プ

事
業

に
な

っ
た

事
だ

っ
た

り
じ

ゃ
な

い
か

な
。

メ
リ

ッ
ト

で
⾔

う
と

、
こ

う
い

う
数
値
的

な
も

の
と

か
、

地
⽅
創

⽣
の

フ
ラ
グ

シ
ッ
プ

事
業

に
な

っ
た

事
だ

っ
た

り
じ

ゃ
な

い
か

な
。

ま
た

、
地

⽅
創

⽣
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
フ
ラ
グ

シ
ッ
プ

事
業

に
ス
ポ

ー
ツ

で
唯
⼀
認
定

さ
れ

、
そ

の
補
助
⾦

を
活

⽤
し

た
事
業

と
い

う
こ

と
で

、
実

際
に
KP
Iを

算
出

し
、

域
外

か
ら

の
交

流
⼈

⼝
や
宿
泊

者
数

が
増

加
し

た
こ

と
が

数
値

と
し

て
現

れ
て

い
る

。

廃
校

を
活

⽤
し

た
事
業

だ
か

ら
こ

そ
、

地
⽅
創

⽣
の

フ
ラ
グ

シ
ッ
プ

事
業

に
選

出
さ

れ
、
補
助
⾦

が
交
付

さ
れ

た
可
能
性

を
⽰
唆

し
て

い
る

。

想
像

以
上

の
交

流
⼈

⼝
の
増
加

①
＜

地
⽅
創

⽣
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
フ
ラ
グ

シ
ッ
プ

事
業

に
認
定

＞
②

＜
交

流
⼈

⼝
の
増
加

＞
③

＜
域
内
消
費
額

の
増
加

＞

12
2

筆
者

実
際

、
廃

校
活

⽤
し

た
っ

て
の

と
、
更

地
に
新

し
く

ク
リ
ケ

ッ
ト
場

を
作

り
ま

す
と

い
う

の
は
違

い
ま

す
も

ん
ね

。

12
3

C
そ

う
だ

と
思

う
。

お
そ

ら
く
ポ
イ

ン
ト

に
は
加
算

さ
れ

て
る

よ
ね

。
笑

12
4

筆
者

⼀
⽅

で
、

も
し

あ
れ
ば

で
す

が
、

廃
校

を
活

⽤
す

る
事

で
、

市
と

し
て
感
じ

る
デ
メ
リ

ッ
ト

と
⾔

い
ま

す
か

、
ネ
ガ

テ
ィ
ヴ

な
⾯

は
何

か
ご
ざ

い
ま

す
か

？
先
ほ

ど
の
規
制

の
⾯

も
踏

ま
え

て
、

お
話

し
い

た
だ

き
た

い
の

で
す

が
。
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12
5

C

市
と
し
て
...
。
も
ち
ろ
ん
建
物
が
古
い
か
ら
、
何
か
し
た
く
て
も
...
、
今
漏
電
し
て
る
の
で
、
イ
ベ

ン
ト
で
電
気
取
ら
せ
て
く
れ
っ
て
⾔
わ
れ
て
も
、
今
電
気
取
れ
な
い
の
よ
。
さ
っ
き
の
話
の
中
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
ト
イ
レ
を
わ
ざ
わ
ざ
作
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
も
、
廃
校
に
な
っ
た
あ
と
学
校
の

電
源
を
全
部
⽌
め
ち
ゃ
っ
た
か
ら
...
、
公
共
下
⽔
じ
ゃ
な
く
て
、
浄
化
槽
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ

も
⽌
め
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
動
か
せ
る
よ
う
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
⼯
事
を
始
め

て
る
ん
で
ー
。
そ
れ
は
、
元
々
浄
化
槽
だ
っ
た
っ
て
の
も
あ
る
け
ど
、
廃
校
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、
当

然
必
要
な
分
だ
け
の
浄
化
槽
だ
け
作
れ
ば
い
い
し
、
作
る
に
し
て
も
今
度
は
、
ま
た
場
所
の
制
限
と

か
ね
。

建
物
が
古
い
か
ら
、
何
か
し
た
く
て
も
...
、
今
漏
電

し
て
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
で
電
気
取
ら
せ
て
く
れ
っ

て
⾔
わ
れ
て
も
、
今
電
気
取
れ
な
い
の
よ
。

＜
中
略
＞

廃
校
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、
当
然
必
要
な
分
だ
け
の
浄

化
槽
だ
け
作
れ
ば
い
い
し
、
作
る
に
し
て
も
今
度

は
、
ま
た
場
所
の
制
限
と
か
ね
。

建
物
が
古
い
こ
と
に
よ
り
、
漏
電
し
て
い
る
な
ど
、

す
ぐ
に
使
え
る
状
態
で
は
な
い
も
の
が
多
い
。
さ
ら

に
、
施
設
の
改
修
や
設
置
を
⾏
う
際
、
制
限
が
あ

る
。

耐
震
の
問
題
で
校
舎
の
活
⽤
が
出
来
な
い
。

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、
施
設
の
建
設
に
制
限
が

あ
る
。

⼟
地
に
国
有
地
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
全
て
を

⾃
由
に
活
⽤
で
き
る
訳
で
は
な
い
。

①
＜
施
設
が
古
い
こ
と
で
、
既
存
施
設
の
活
⽤
が
困

難
＞
②
＜
法
的
な
理
由
に
よ
り
、
施
設
の
建
設
や
設
置
に

制
限
が
あ
る
＞

12
6

C

た
だ
、
メ
リ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
こ
こ
が
真
っ
平
だ
っ
た
ら
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
は
で
き
な
か
っ
た
。

廃
校
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
活
⽤
し
な
き
ゃ
っ
て
い
う
ス
タ
ー
ト
が
あ
る
か
ら
、
何
か
に
使
う
の
で

あ
っ
て
、
平
ら
な
⼟
地
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
こ
ま
で
財
源
を
投
資
し
て
っ
て
出
来
な
か
っ
た
と
思

う
。
元
々
、
県
に
「
く
だ
さ
い
！
」
っ
て
⾔
っ
て
も
ら
っ
て
る
も
の
だ
か
ら
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
す
る
わ

け
に
も
い
か
な
い
し
、
活
⽤
し
ま
す
っ
て
事
で
も
ら
っ
て
る
か
ら
ね
。
よ
り
良
い
も
の
に
変
え
て
い

け
る
よ
う
に
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
メ
リ
ッ
ト
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
政
策
と
し

て
や
っ
て
い
か
な
い
と
っ
て
事
だ
よ
ね
。

12
7

C

根
本
的
に
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
と
し
て
使
う
⽬
的
で
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
り
ゃ
そ
れ
に
⽐

べ
た
ら
使
い
勝
⼿
は
よ
く
な
い
よ
ね
。
例
え
ば
校
舎
を
宿
泊
施
設
に
す
る
っ
て
⾔
っ
た
っ
て
、
０
か

ら
作
る
よ
り
安
く
は
済
む
だ
ろ
う
け
ど
、
そ
れ
を
⽬
的
に
作
っ
た
物
に
⽐
べ
た
ら
使
い
に
く
い
だ
ろ

う
し
。
た
だ
時
代
は
、
そ
う
⾔
っ
た
も
の
を
受
け
⼊
れ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
、
ち
ゃ
ん
と
や
れ
ば
。

悪
く
な
っ
た
か
ら
捨
て
る
じ
ゃ
な
く
て
、
ま
た
使
え
る
よ
う
に
、
延
命
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
、
新
し
く

使
う
っ
て
い
う
ね
。

時
代
は
、
そ
う
⾔
っ
た
も
の
を
受
け
⼊
れ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
し
、
ち
ゃ
ん
と
や
れ
ば
。
悪
く
な
っ
た
か
ら

捨
て
る
じ
ゃ
な
く
て
、
ま
た
使
え
る
よ
う
に
、
延
命

じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
、
新
し
く
使
う
っ
て
い
う
ね
。

現
代
の
社
会
状
況
も
踏
ま
え
る
と
、
既
存
施
設
を
利

活
⽤
し
た
ロ
ー
コ
ス
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
受
け
⼊

れ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

＜
既
存
施
設
の
活
⽤
が
増
え
て
い
る
現
代
の
時
代
背

景
＞

12
8

筆
者

ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
そ
こ
を
使
う
こ
と
に
対
し
て
だ
っ
た
り
、
地
域
住
⺠
に
向
け
て
と
い
う
よ
り
、

（
域
外
か
ら
の
誘
客
を
意
識
し
た
）
現
在
の
活
⽤
⽅
法
で
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
と
し
て
使
っ
て
い
く
か
ら

こ
そ
、
地
域
住
⺠
か
ら
そ
の
⽅
法
に
つ
い
て
、
意
⾒
だ
っ
た
り
不
満
と
い
う
も
の
が
出
て
く
る
の

か
。
そ
れ
と
も
、
市
内
に
あ
る
他
の
地
域
住
⺠
に
向
け
て
開
放
し
て
い
る
廃
校
施
設
に
対
す
る
不
満

と
何
ら
変
わ
り
な
い
の
か
。
そ
こ
の
⾵
当
た
り
の
強
さ
が
違
う
の
か
み
た
い
な
部
分
を
お
伺
い
し
た

い
の
で
す
が
。

12
9

C

や
っ
ぱ
り
、
（
旧
⽥
沼
⾼
校
は
）
特
別
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
、
な
ん
で
⽥
沼
⾼
校
の
ほ
う
、
国
際
ク
リ

ケ
ッ
ト
場
は
特
別
な
声
が
出
る
か
っ
て
い
う
と
、
ま
ず
、
市
⺠
の
意
識
と
し
て
、
「
市
⺠
が
納
め
た

税
⾦
を
使
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
市
⺠
が
使
う
べ
き
だ
。
」
っ
て
い
う
考
え
が
あ
っ
て
、
た

だ
、
そ
こ
は
佐
野
市
は
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い
る
か
ら
、
市
⺠
が
使
う

の
は
全
然
い
い
し
、
使
っ
て
も
ら
っ
て
構
わ
な
い
ん
だ
け
ど
、
あ
く
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
る
っ
て
こ
と
な
ん
で
、
そ
こ
に
ま
ず
差
が
⽣
ま
れ
る
。

特
に
、
廃
校
云
々
の
前
に
、
こ
の
⾦
が
な
く
て
ー
、
例
え
ば
、
他
の
市
⺠
体
育
館
の
床
が
、
怪
我
す

る
く
ら
い
な
の
に
直
せ
な
い
と
か
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
昔
の
ま
ま
で
、
床
が
ボ
コ
ボ
コ
な
の
に
、

「
市
⺠
が
誰
も
や
ら
な
い
よ
う
な
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
に
何
億
円
も
か
け
て
い
る
ん
だ
。
」
っ
て
い
う
、

ク
リ
ケ
ッ
ト
と
か
、
廃
校
活
⽤
⽅
法
云
々
じ
ゃ
な
く
て
、
佐
野
市
の
財
源
の
投
資
の
仕
⽅
に
対
す
る

不
満
が
す
ご
く
⽬
⽴
つ
。

市
⺠
の
意
識
と
し
て
、
「
市
⺠
が
納
め
た
税
⾦
を

使
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
市
⺠
が
使
う
べ
き

だ
。
」
っ
て
い
う
考
え
が
あ
っ
て
、
た
だ
、
そ
こ
は

佐
野
市
は
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と
し
て
整

備
し
て
い
る
か
ら
、
市
⺠
が
使
う
の
は
全
然
い
い

し
、
使
っ
て
も
ら
っ
て
構
わ
な
い
ん
だ
け
ど
、
あ
く

ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と
し
て
整
備

し
て
る
っ
て
こ
と
な
ん
で
、
そ
こ
に
ま
ず
差
が
⽣
ま

れ
る
。

＜
中
略
＞

廃
校
活
⽤
⽅
法
云
々
じ
ゃ
な
く
て
、
佐
野
市
の
財
源

の
投
資
の
仕
⽅
に
対
す
る
不
満
が
す
ご
く
⽬
⽴
つ
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
対
す
る
考
え
⽅
の
違
い
か
ら
、
地

域
住
⺠
か
ら
の
不
満
は
あ
る
が
、
廃
校
の
活
⽤
⽤
途

に
対
し
て
で
は
な
く
、
⾃
治
体
の
財
源
の
投
資
の
仕

⽅
に
対
す
る
不
満
が
多
い
。
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13
0

C

で
、
ま
た
、
佐
野
市
と
し
て
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
直
接
投
資
し
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
ク
リ

ケ
ッ
ト
っ
て
い
う
⾔
葉
が
出
る
か
ら
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
が
「
あ
い
つ
ら
は
」
っ
て
⾒
ら
れ
て
し
ま

う
事
が
多
分
に
あ
っ
て
、
宮
地
さ
ん
は
最
近
そ
れ
を
す
ご
く
感
じ
て
い
る
。
佐
野
市
に
不
信
感
を
抱

く
く
ら
い
。
「
こ
れ
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
た
め
に
や
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
佐
野
市
の
た
め
に
や
っ

て
る
ん
だ
！
」
っ
て
の
を
佐
野
市
が
も
っ
と
説
明
し
て
い
か
な
い
と
、
勘
違
い
さ
れ
て
⾃
分
た
ち

（
⽇
本
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
）
の
肩
⾝
が
狭
く
な
っ
て
い
っ
ち
ゃ
う
か
ら
ね
。

プ
ラ
ス
、
今
回
秋
⼭
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
の
も
、
⾦
突
っ
込
ん
で
３
年
間
や
る
こ
と
に
な
っ
て
る
ん

で
、
そ
れ
は
単
に
地
⽅
創
⽣
事
業
な
ん
だ
け
ど
、
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
活
⽤
し
た
〜
」
っ
て
頭
に
つ
い

ち
ゃ
う
か
ら
、
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
た
め
に
ま
た
⾦
を
使
っ
て
る
」
っ
て
、
（
地
域
住
⺠
に
は
）
思
わ

れ
ち
ゃ
う
。

地
⽅
創
⽣
事
業
な
ん
だ
け
ど
、
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
活

⽤
し
た
〜
」
っ
て
頭
に
つ
い
ち
ゃ
う
か
ら
、
「
ク
リ

ケ
ッ
ト
の
た
め
に
ま
た
⾦
を
使
っ
て
る
」
っ
て
、

（
地
域
住
⺠
に
は
）
思
わ
れ
ち
ゃ
う
。

13
1

筆
者

佐
野
市
を
潤
す
た
め
に
や
っ
て
い
る
事
が
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
の
た
め
の
⽀
援
だ
と
勘
違
い
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
す
ね
？

13
2

C

そ
う
そ
う
。
も
ち
ろ
ん
国
か
ら
は
、
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
振
興
の
た
め
に
は
お
⾦
（
地
⽅
創
⽣
交
付
⾦
）

は
使
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
。
」
っ
て
⾔
わ
れ
て
る
ん
で
。
前
に
⾔
っ
た
、
⼀
回
（
申
請
が
）
却
下
さ
れ

ち
ゃ
っ
た
の
は
、
当
時
の
事
業
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
勘
違
い
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。
国
の
役
⼈

に
。
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
場
合
は
、
内
閣
府
じ
ゃ
な
く
て
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
し
ょ
？
」
っ
て
。
そ
れ
が

バ
ツ
だ
っ
た
と
こ
ろ
。

も
ち
ろ
ん
国
か
ら
は
、
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
振
興
の
た
め

に
は
お
⾦
（
地
⽅
創
⽣
交
付
⾦
）
は
使
っ
ち
ゃ
ダ
メ

だ
よ
。
」
っ
て
⾔
わ
れ
て
る

13
3

筆
者

活
⽤
前
の
計
画
も
こ
れ
だ
け
⼤
き
な
事
業
で
あ
れ
ば
、
密
に
計
画
を
⽴
て
て
い
た
と
思
う
の
で
す

が
、
そ
れ
と
現
在
の
状
況
に
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
予
想
外
の
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
、

意
外
と
こ
ん
な
デ
メ
リ
ッ
ト
あ
る
ん
だ
。
で
あ
っ
た
り
、
重
複
し
て
し
ま
っ
て
も
構
わ
な
い
の
で
お

伺
い
し
た
い
で
す
。

13
4

C

活
⽤
前
の
計
画
っ
て
の
が
、
こ
の
事
業
の
計
画
っ
て
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
ん
で
す
。
て
⾔

う
の
も
、
県
に
申
請
し
た
時
は
、
ま
だ
実
態
を
伴
う
活
⽤
案
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
ー
。
そ
の
後
の
、

跡
地
活
⽤
基
本
⽅
針
も
具
体
性
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
⽅
針
...
、
こ
こ
を
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
と
し
て
活

⽤
し
て
い
く
っ
て
決
め
た
だ
け
な
ん
で
ー
。

だ
か
ら
、
こ
の
地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
っ
て
時
に
初
め
て
、
ギ
ャ
ッ
プ
の
も
と
に
な
る

と
⾔
う
か
、
そ
う
⾔
う
計
画
を
作
っ
た
ん
で
、
そ
こ
と
の
⽐
較
に
な
る
と
思
う
。
で
も
、
当
時
は
そ

の
後
の
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
こ
ま
で
い
ろ
ん
な
こ
と
は
想
定
し
て
な
か
っ
た
。

13
5

C

た
だ
、
現
状
と
し
て
は
、
毎
週
休
祝
⽇
、
プ
ラ
ス
春
休
み
、
夏
休
み
は
ほ
と
ん
ど
利
⽤
が
あ
る
状

況
。
っ
て
こ
と
は
、
ま
ぁ
ま
ぁ
回
っ
て
る
ん
だ
な
っ
て
印
象
。

⽥
沼
⾼
校
の
前
は
河
川
敷
で
や
っ
て
た
ん
で
、
ほ
と
ん
ど
⼈
⽬
に
触
れ
な
い
か
っ
た
ん
で
ー
。
で
、

あ
ん
な
グ
ラ
ン
ド
が
で
き
た
か
ら
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
も
海
外
の
⾊
ん
な
と
こ
か
ら
チ
ー
ム
を
呼
ん

で
来
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
年
は
イ
ギ
リ
ス
の
⼥
⼦
陸
軍
チ
ー
ム
を
招
待
し
て
、
⼥
⼦
⽇
本
代
表

と
試
合
し
た
り
と
か
、
彼
⼥
た
ち
は
東
京
に
観
光
⾏
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
か
。
だ
か
ら
、
こ
こ
を
拠

点
に
⾊
ん
な
と
こ
ろ
に
⾏
っ
た
り
っ
て
こ
と
に
繋
が
っ
て
る
よ
ね
。
あ
と
今
年
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
代

表
が
来
た
り
、
W
杯
の
予
選
も
や
っ
た
ん
で
、
そ
の
時
は
５
チ
ー
ム
だ
か
ら
、
４
カ
国
が
佐
野
に
来

て
ー
、
そ
の
時
は
２
週
間
い
た
か
ら
ね
。
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
、
こ
れ
だ
け

の
⼈
が
地
域
の
外
か
ら
佐
野
に
来
る
ん
だ
な
っ
て
思
っ
た
ね
。
夏
は
当
然
⼤
学
⽣
の
合
宿
も
や
っ
て

る
し
。
そ
う
⾔
う
意
味
で
は
、
あ
あ
や
っ
て
、
⽬
に
⾒
え
る
も
の
（
佐
野
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
）
が

で
き
た
の
は
⼤
き
い
の
か
な
っ
て
。
た
だ
、
佐
野
市
の
ほ
と
ん
ど
の
⼈
が
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
よ
り
南
に

住
ん
で
る
か
ら
、
そ
の
⼈
た
ち
か
ら
す
る
と
変
わ
ん
な
い
ん
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ー
、
あ
の
辺
に
住

ん
で
る
⼈
か
ら
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
や
っ
て
ん
な
ー
っ
て
思
う
よ
ね
。

だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
、
こ
れ

だ
け
の
⼈
が
地
域
の
外
か
ら
佐
野
に
来
る
ん
だ
な
っ

て
思
っ
た
ね
。
夏
は
当
然
⼤
学
⽣
の
合
宿
も
や
っ
て

る
し
。
そ
う
⾔
う
意
味
で
は
、
あ
あ
や
っ
て
、
⽬
に

⾒
え
る
も
の
（
佐
野
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
）
が
で
き

た
の
は
⼤
き
い
の
か
な
っ
て
。

想
像
以
上
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
交
流
⼈
⼝
の
増

加 試
合
が
な
い
⽇
の
東
京
観
光
が
あ
る
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13
6

C

ま
ぁ
こ
れ
か
ら
も
っ
と
海
外
か
ら
来
て
く
れ
る
の
を
増
や
せ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
宿
泊
し
な
き
ゃ
い
け

な
い
か
ら
、
経
済
効
果
も
あ
る
だ
ろ
う
し
ね
。
だ
か
ら
、
そ
の
た
め
の
受
け
⼊
れ
体
制
も
も
っ

と
...
、
事
業
者
側
も
整
え
て
⾏
っ
て
欲
し
い
し
、
本
当
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
そ
の
辺
の
フ
ォ

ロ
ー
も
し
て
っ
て
ほ
し
い
な
っ
て
。
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
だ
け
じ
ゃ
出
来
な
い
こ
と
も
、
例
え
ば
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
側
と
飲
⾷
店
で
コ
ラ
ボ
し
て
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
料
理
作
っ
た
り
、
英
語
の
メ
ニ
ュ
ー
置
い

た
り
ね
。
先
⽇
も
浅
草
の
EX
PO
⾒
て
き
た
け
ど
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
と
も
コ
ラ
ボ
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
る
よ
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
海
外
か
ら
来
て
く
れ
る
の
を
増
や

せ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
宿
泊
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
か

ら
、
経
済
効
果
も
あ
る
だ
ろ
う
し
ね
。
だ
か
ら
、
そ

の
た
め
の
受
け
⼊
れ
態
勢
も
も
っ
と
...
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
る
こ
と
が
経
済
効
果
に
つ
な

が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
今
後
は
更
な
る
増
加

の
為
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
⼊
れ
態
勢
を
整
え
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

＜
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
⼊
れ
体
制
の
強
化
が
必
要
＞

13
7

筆
者

最
後
に
、
今
後
、
市
内
の
廃
校
施
設
を
ど
の
よ
う
に
活
⽤
し
て
い
く
か
の
⽅
針
と
、
現
在
国
際
ク
リ

ケ
ッ
ト
場
と
し
て
活
⽤
し
て
い
る
旧
⽥
沼
⾼
校
の
活
⽤
⽅
針
だ
っ
た
り
計
画
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
が
。

13
8

C

ま
ず
、
市
内
は
、
こ
の
よ
う
に
活
⽤
⽅
針
を
決
め
て
い
て
、
こ
れ
に
沿
っ
て
活
⽤
⽤
途
を
決
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
感
じ
だ
ね
。
ど
っ
か
に
書
い
て
あ
る
と
思
う
け
ど
、
ま
ず
は
地
域
で
利
⽤
で
き
る

か
っ
て
と
こ
で
、
次
に
佐
野
市
で
活
⽤
す
る
か
っ
て
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
も
無
い
よ
う
な
ら
⺠

間
っ
て
形
に
な
る
ん
だ
け
ど
ー
。
ま
ぁ
廃
校
に
な
る
原
因
が
少
⼦
化
で
、
実
際
地
域
に
は
⼈
が
い
な

か
っ
た
り
、
い
て
も
⾼
齢
者
ば
っ
か
り
っ
て
な
る
と
活
⽤
⽤
途
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
表
向
き
に

は
⾔
わ
な
い
け
ど
、
財
源
が
な
い
っ
て
な
っ
た
ら
、
維
持
管
理
費
の
関
係
も
出
て
く
る
ん
で
、
な
か

な
か
難
し
い
の
か
な
。

た
だ
、
例
え
ば
、
⼭
間
部
だ
っ
た
り
す
れ
ば
、
都
市
計
画
上
の
制
限
も
な
い
ん
で
、
宿
泊
施
設
と
か

⼯
場
に
な
っ
た
り
も
す
る
し
。
耐
震
か
も
終
わ
っ
て
る
ん
で
、
⽥
沼
⾼
校
に
⽐
べ
た
ら
だ
い
ぶ
使
い

勝
⼿
が
い
い
。

13
9

C

で
、
⽥
沼
⾼
校
の
⽅
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
⽬
的
を
達
成
す
る
た
め
に
...
、
実
際
国
か
ら
お
⾦
も

ら
え
る
の
は
、
今
年
⼀
年
と
来
年
度
残
り
（
R2
年
度
ま
で
）
な
の
で
、
そ
の
中
で
、
最
終
的
な
ゴ
ー

ル
、
そ
こ
で
あ
げ
た
収
益
で
そ
こ
を
回
し
て
い
け
る
っ
て
⾔
う
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
に
、
あ
と
1

年
や
っ
て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
⼒
だ
っ
た
り
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
の
⼒

も
お
借
り
し
て
...
、
佐
野
市
だ
け
じ
ゃ
出
来
な
い
こ
と
な
の
で
。

だ
か
ら
、
こ
れ
も
今
現
状
で
⾔
う
と
、
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
よ
る
廃
校
活
⽤
」
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

⽤
紙
に
記
載
）
じ
ゃ
な
く
て
、
「
佐
野
市
に
よ
る
」
な
ん
だ
よ
ね
。
で
、
そ
れ
も
佐
野
市
が
直
接
や

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
秋
⼭
さ
ん
の
名
付
け
た
「
さ
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
っ
て
⾔
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
っ
て
形
だ
ね
。
そ
れ
に
、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＝
廃
校
活
⽤
」
じ
ゃ
な
く
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
収
益
を
あ
げ
る
っ
て
こ
と
な
ら
、
廃
校
を
必
ず
し
も
使
わ
な
く
て
い
い
ん
だ
け

ど
、
今
回
は
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と
し
て
、
廃
校
活
⽤
っ
て
も
の
も
掲
げ
て
る
っ
て
こ
と
だ

ね
。

「
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
よ
る
廃
校
活
⽤
」
（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
⽤
紙
に
記
載
）
じ
ゃ
な
く
て
、
「
佐
野
市
に

よ
る
」
な
ん
だ
よ
ね
。
で
、
そ
れ
も
佐
野
市
が
直
接

や
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
秋
⼭
さ
ん
の
名
付
け
た

「
さ
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
っ
て
⾔
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
名
っ
て
形
だ
ね
。
そ
れ
に
、
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
＝
廃
校
活
⽤
」
じ
ゃ
な
く
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
収
益
を
あ
げ
る
っ
て
こ
と
な
ら
、
廃
校
を

必
ず
し
も
使
わ
な
く
て
い
い
ん
だ
け
ど
、
今
回
は
そ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と
し
て
、
廃
校
活
⽤
っ
て
も

の
も
掲
げ
て
る

廃
校
活
⽤
は
佐
野
市
の
地
⽅
創
⽣
事
業
「
さ
の
ク
リ

ケ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
核
で
あ
り
、
⽇
本
ク
リ

ケ
ッ
ト
協
会
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
位
置
づ
け

＜
地
⽅
創
⽣
事
業
の
核
と
し
て
の
廃
校
活
⽤
＞

14
0

筆
者

あ
と
も
う
⼀
点
、
お
伺
い
し
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
佐
野
市
の
⼈
⼝
の
推
移
を
お
伺
い
し
て
お
き

た
く
て
...
、
と
⾔
う
の
も
、
そ
れ
が
地
域
住
⺠
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
や
域
外
か
ら
の
誘
客
を
⽬
的
と
し
た
活
⽤
に
影
響
し
て
い
る
の
か
。
と
い
う
点
と
併
せ
て
ご
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

14
1

C

児
童
⽣
徒
数
は
、
教
育
委
員
会
が
や
っ
て
る
ん
だ
け
ど
...
、
あ
、
あ
る
じ
ゃ
ん
。
ち
ょ
っ
と
古
い

ね
。
ま
ぁ
、
昭
和
50
年
か
ら
、
平
成
26
年
で
、
⼤
体
半
分
だ
ね
。
あ
、
⾒
込
み
も
あ
る
じ
ゃ
ん
。
で

も
、
こ
れ
を
⾒
な
が
ら
、
統
廃
合
を
決
め
て
る
か
ら
、
こ
の
ト
レ
ン
ド
は
変
わ
ら
な
い
ん
だ
ろ
う

ね
。
佐
野
市
⼈
⼝
ビ
ジ
ョ
ン
っ
て
⾒
た
こ
と
あ
る
？
そ
れ
が
、
地
⽅
創
⽣
の
そ
も
そ
も
の
ス
タ
ー
ト
な
ん

だ
よ
。
ま
ず
⼈
⼝
の
と
こ
ろ
⾒
て
ー
、
ト
レ
ン
ド
の
と
こ
⾒
て
ー
、
こ
の
ま
ま
だ
と
こ
う
な
る
、
こ

う
い
う
こ
と
し
た
ら
、
こ
れ
く
ら
い
出
⽣
率
が
増
加
し
て
こ
う
な
る
。
と
か
ね
。

＜
中
略
＞
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14
2

筆
者

⼈
⼝
ビ
ジ
ョ
ン
は
国
も
出
し
て
ま
す
よ
ね
？

14
3

C

出
し
て
る
出
し
て
る
。
ま
ず
、
消
滅
可
能
性
都
市
っ
て
の
が
出
て
き
た
こ
と
で
、
国
が
後
追
い
で
地

⽅
創
⽣
っ
て
概
念
を
作
っ
て
、
地
⽅
が
弱
く
な
っ
て
い
っ
た
ら
、
国
も
弱
く
な
っ
て
い
ち
ゃ
う
か

ら
、
そ
う
な
ら
な
い
為
に
、
各
⾃
治
体
が
知
恵
を
絞
っ
て
強
く
し
な
さ
い
よ
っ
て
、
そ
の
為
に
お
⾦

も
出
し
ま
す
よ
っ
て
な
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
流
れ
に
乗
っ
た
ん
だ
よ
。
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番
号
発
話
者

テ
ク
ス
ト

<
1>
テ
ク
ス
ト
中
の
注
⽬
す
べ
き
語
句

<
2>
テ
ク
ス
ト
中
の
語
句
の
⾔
い
換
え

<
3>
左
を
説
明
す
る
よ
う
な

テ
ク
ス
ト
外
の
概
念

<
4>
テ
ー
マ
・
構
成
概
念

14
4
筆
者

ま
ず
は
、
⽇
本
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
が
旧
⽥
沼
⾼
校
を
活
⽤
す
る
に
⾄
る
ま
で
の
経
緯
を
お
伺
い
し
た

い
の
で
す
が
。

14
5

D

（
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
が
）
こ
こ
（
旧
⽥
沼
⾼
校
）
に
⾄
る
ま
で
と
か
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
⾏
く
の
か

と
い
う
点
で
、
場
所
と
い
う
の
は
⼀
つ
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
が
⽬
指
す
も
の
と
必
要
な
も
の
に
す
ご

く
強
い
関
連
が
あ
り
ま
す
。

14
6

D

ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
と
し
て
は
、
書
き
⽅
に
⼯
夫
を
し
て
て
、
少
し
深
い
意
味
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

「
健
や
か
で
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
」
を
作
ら
な
い
と
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
る
意
味
が

な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
。
も
ち
ろ
ん
「
⾦
メ
ダ
ル
を
獲
る
事
を
⽬
指
し
ま
す
！
」
と
⾔
う
の
も
あ

る
し
、
そ
う
⾔
う
こ
と
も
重
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
『
⽬
標
』
で
あ
っ
て
、
『
⽬
的
』
で

は
な
い
の
で
。

 
じ
ゃ
あ
、
な
ん
の
た
め
に
や
っ
て
る
か
と
⾔
う
と
、
結
局
的
に
⾦
メ
ダ
ル
を
獲
る
こ
と
も
多
く
の

⼈
が
「
健
や
か
で
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
」
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
や
っ
て
い
る
の
で
。

14
7

D

段
階
と
し
て
は
、
20
08
年
か
ら
本
格
的
な
普
及
活
動
を
始
め
た
と
き
に
、
活
動
拠
点
の
整
備
が
必
要

に
な
っ
た
。
既
存
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
が
な
い
こ
と
は
困
る
が
、
都
内
に
近

い
程
、
広
さ
の
グ
ラ
ン
ド
を
確
保
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
２
⾯
の
よ
う
な
ク
リ

ケ
ッ
ト
場
に
で
き
る
よ
う
な
広
い
⼟
地
が
あ
っ
て
も
、
サ
ッ
カ
ー
に
⽐
べ
て
需
要
が
少
な
い
か
ら
、

使
え
る
と
限
ら
な
い
ん
で
す
。

14
8

D

し
か
し
、
全
国
に
拠
点
を
整
備
す
る
第
⼀
歩
⽬
と
し
て
、
都
内
か
ら
１
時
間
程
度
で
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
な
、
半
径
10
0k
m
圏
内
に
最
初
の
拠
点
を
構
え
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
東
⻄
南
北
10
0k
m

圏
内
で
候
補
地
を
模
索
し
ま
し
た
。
南
と
⻄
は
、
⼭
や
海
、
地
形
の
問
題
と
⼈
⼝
の
多
さ
、
東
は
都

内
以
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
か
ら
断
念
し
、
未
開
拓
で
あ
る
北
に
拠
点
を
整
備
す
る
の
は
ど
う

か
。
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
（
佐
野
市
の
あ
る
）
両
⽑
地
域
は
⾼
崎
市
か
ら
桐
⽣

市
に
か
け
、
「
群
⾺
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
ク
ス
」
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

⼈
が
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
教
え
て
い
る
活
動
が
あ
っ
た
の
で
、
⼈
⼝
10
万
⼈
を
超
え
る
く
ら
い
で
、
広
さ

や
⼟
地
も
あ
っ
て
、
都
⼼
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
、
佐
野
市
周
辺
で
拠
点
整
備
で
き
れ
ば
、
近
隣

に
国
際
的
な
活
動
を
⾏
っ
て
い
る
対
戦
相
⼿
（
群
⾺
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
ク

ス
）
も
い
て
、
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
ま
た
、
市
役
所
の
⽅
と
話
し
て
も
、
⼈
⼝
減
少
が
進
む
佐
野

市
を
ど
う
に
か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
⺠
間
の
⼈
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
、
ま
ち
が
盛
り
上

が
っ
て
く
れ
る
事
、
地
域
が
活
性
化
す
る
事
が
重
要
と
考
え
て
い
た
の
で
、
⾃
分
た
ち
（
ク
リ
ケ
ッ

ト
協
会
）
の
よ
う
な
域
外
か
ら
⼈
が
来
る
こ
と
に
オ
ー
プ
ン
だ
っ
た
し
、
積
極
的
、
積
極
的
と
い
う

か
、
来
る
ひ
と
は
拒
ま
な
い
「
ど
う
ぞ
。
ど
う
ぞ
。
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
。
市
⻑
の
⼈
柄
も

そ
う
で
す
け
ど
ね
。
外
か
ら
⼈
が
来
る
こ
と
は
⾯
⽩
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

⼈
⼝
10
万
⼈
を
超
え
る
く
ら
い
で
、
広
さ
や
⼟
地

も
あ
っ
て
、
都
⼼
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
、
佐

野
市
周
辺
で
拠
点
整
備
で
き
れ
ば
、
近
隣
に
国
際

的
な
活
動
を
⾏
っ
て
い
る
対
戦
相
⼿
（
群
⾺
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
ク
ス
）
も

い
て
、
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
ま
た
、
市
役
所
の

⽅
と
話
し
て
も
、
⼈
⼝
減
少
が
進
む
佐
野
市
を
ど

う
に
か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
⺠
間
の

⼈
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
、
ま
ち
が
盛
り
上
が
っ
て

く
れ
る
事
、
地
域
が
活
性
化
す
る
事
が
重
要
と
考

え
て
い
た

活
動
拠
点
の
選
定
理
由
は
、
⼈
⼝
10
万
⼈
以
上
、

都
⼼
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
い
い
、
広
い
⼟
地
、
近

隣
に
対
戦
相
⼿
が
い
た
こ
と
。

そ
し
て
域
外
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
来
る
こ
と

を
容
認
し
て
く
れ
た
こ
と
。

佐
野
市
で
の
活
動
は
廃
校
前
か
ら
。

廃
校
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
。

＜
廃
校
活
⽤
以
前
か
ら
地
域
で
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
＞

14
9
筆
者

そ
の
中
で
、
な
ぜ
⽥
沼
⾼
校
だ
っ
た
の
か
。
市
役
所
の
⽅
か
ら
聞
い
た
話
だ
と
、
廃
校
に
な
る
以
前

か
ら
、
当
時
は
県
⽴
⾼
校
だ
っ
た
、
⽥
沼
⾼
校
を
使
い
た
い
と
当
時
の
校
⻑
に
お
話
し
て
い
た
と

伺
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
辺
も
合
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

〜
中
略
（
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
理
念
に
つ
い
て
）
〜

〜
中
略
（
ア
ス
リ
ー
ト
の
⼈
間
形
成
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
）
〜
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15
0

D

ま
ぁ
、
職
業
病
で
す
よ
。
ス
ペ
ー
ス
を
⾒
る
と
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
に
出
来
な
い
か
な
？
っ
て
考
え

ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
笑

40
0m
ト
ラ
ッ
ク
と
野
球
場
が
⼀
か
所
に
纏
ま
っ
て
取
れ
る
よ
う
な
、
縦
も
横
も
こ
こ
ま
で
広
く
取
れ

る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
は
な
か
な
か
な
く
て
。
⼩
学
校
・
中
学
校
レ
ベ
ル
の
敷
地
だ
と
、
こ
こ
ま
で
広

⼤
な
⼟
地
は
な
い
し
。
結
局
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
が
２
⾯
（
⼥
⼦
コ
ー
ト
の
場
合
）
取
れ
る
わ
け
だ

し
。
あ
そ
こ
い
い
な
！
と
な
り
ま
し
た
。

40
0m
ト
ラ
ッ
ク
と
野
球
場
が
⼀
か
所
に
纏
ま
っ
て

取
れ
る
よ
う
な
、
縦
も
横
も
こ
こ
ま
で
広
く
取
れ

る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
は
な
か
な
か
な
く
て
。

学
校
（
廃
校
前
）
で
の
活
動
理
由
は
、
グ
ラ
ン
ド

の
広
さ
に
魅
⼒
を
感
じ
た

廃
校
以
前
（
県
⽴
⾼
校
時
代
）
に
国
際
⼤
会
の
開

催
＜
グ
ラ
ン
ド
の
広
さ
か
ら
活
⽤
を
希
望
＞

15
1

D

そ
の
時
、
20
12
年
に
、
⽇
本
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
外
交
関
係
樹
⽴
60
周
年
っ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
っ

て
、
⽇
本
で
も
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
楽
し
ん
で
る
パ
キ
ス
タ
ン
⼈
が
沢
⼭
い
る
し
、
記
念
に
何
か
⼀
緒
に

や
り
た
い
よ
ね
。
と
話
し
て
ま
し
た
。
当
時
、
⽇
本
の
⼥
⼦
チ
ー
ム
は
ア
ジ
ア
⼤
会
で
3位
に
な
っ
た

り
、
結
構
強
か
っ
た
の
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
⼥
⼦
Aチ
ー
ム
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
次
の
カ
テ
ゴ

リ
）
を
招
待
し
、
記
念
試
合
を
開
催
す
る
事
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
駐
⽇
⼤
使
も
賛

同
し
て
く
れ
た
が
、
そ
う
⾔
っ
た
試
合
を
す
る
の
に
、
（
当
時
の
活
動
拠
点
で
あ
る
）
河
川
敷
で
や

る
の
は
申
し
訳
な
い
し
、
今
後
の
（
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
の
）
活
動
を
考
え
て
も
、
当
時
廃
校
に
な
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
⽥
沼
⾼
校
で
や
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
れ
に
あ
た
っ
て
、
当
時
の
校
⻑
や
、
県
教
育
委
員
会
、
パ
キ
ス
タ
ン
⼤
使
と
⼀
緒
に
佐
野
市
⻑
の

所
に
伺
っ
て
交
渉
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
校
⻑
も
賛
同
し
て
く
れ
て
。
と
⾔
う
の
も
、
⾃
分
が
今
ま
で
勤
め
て
き
た
、
思
い
⼊
れ

の
あ
る
場
所
が
廃
れ
て
い
く
の
は
、
残
念
な
こ
と
だ
し
、
今
後
も
使
わ
れ
続
け
て
欲
し
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
の
よ
う
に
、
世
界
か
ら
⼈
が
集
ま
る
、
国
際
的
な
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
は
、

⽥
沼
⾼
校
の
未
来
と
し
て
、
⾮
常
に
楽
し
み
だ
し
、
喜
ば
し
い
こ
と
。
だ
と
考
え
て
く
れ
た
の
で
、

賛
同
し
て
く
れ
ま
し
た
。

20
12
年
は
、
学
校
と
し
て
最
後
の
年
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
際
に
、
地
盤
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
⼊
れ
さ

せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
記
念
試
合
後
も
、
学
校
機
能
を
持
っ
た
状
態
で
、
何
度

か
使
⽤
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
延
⻑
線
上
で
、
廃
校
後
も
活
⽤
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
感
じ
で
す

ね
。

そ
う
⾔
っ
た
試
合
を
す
る
の
に
、
（
当
時
の
活
動

拠
点
で
あ
る
）
河
川
敷
で
や
る
の
は
申
し
訳
な
い

し
、
今
後
の
（
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
の
）
活
動
を
考

え
て
も
、
当
時
廃
校
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

た
⽥
沼
⾼
校
で
や
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

＜
中
略
＞

思
い
⼊
れ
の
あ
る
場
所
が
廃
れ
て
い
く
の
は
、
残

念
な
こ
と
だ
し
、
今
後
も
使
わ
れ
続
け
て
欲
し

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
の
よ
う

に
、
世
界
か
ら
⼈
が
集
ま
る
、
国
際
的
な
ハ
ブ
に

な
る
こ
と
は
、
⽥
沼
⾼
校
の
未
来
と
し
て
、
⾮
常

に
楽
し
み
だ
し
、
喜
ば
し
い
こ
と
。
だ
と
考
え
て

く
れ
た
の
で
、
賛
同
し
て
く
れ
ま
し
た
。

＜
中
略
＞

記
念
試
合
後
も
、
学
校
機
能
を
持
っ
た
状
態
で
、

何
度
か
使
⽤
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
延
⻑
線
上

で
、
廃
校
後
も
活
⽤
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
感
じ

で
す
。

学
校
関
係
者
に
よ
る
廃
校
後
の
遊
休
施
設
に
な
る

こ
と
へ
の
危
機
感
と
、
国
際
的
な
活
⽤
⽅
法
へ
の

期
待
感

学
校
関
係
者
に
よ
る
活
⽤
へ
の
賛
同

県
⽴
学
校
時
代
か
ら
の
定
期
的
な
⼤
会
開
催
に
よ

る
、
廃
校
後
の
暫
定
活
⽤

活
⽤
団
体
側
か
ら
活
⽤
の
提
案

県
⽴
⾼
校
の
廃
校
が
決
定
し
て
い
た

①
＜
定
期
的
な
⼤
会
実
施
の
実
績
＞

②
＜
活
⽤
団
体
か
ら
の
提
案
＞

③
＜
学
校
関
係
者
に
よ
る
活
⽤
へ
の
賛
同
＞

④
＜
県
⽴
学
校
時
代
か
ら
の
活
⽤
に
よ
り
廃
校
後

も
活
⽤
継
続
可
能
に
＞

15
2

D

今
回
の
、
廃
校
活
⽤
は
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
す
け
ど
、
成
功
ば
か
り
で
は

な
く
て
、
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
今
ま
で
は
、
河
川
敷
と
か
、
使
っ
て
な
い
場
所
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
き
た
だ
け
な
の

で
、
今
回
の
よ
う
に
、
違
う
⽤
途
だ
っ
た
場
所
を
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
と
し
て
活
⽤
す
る
の
は
初
め
て
な

ん
で
す
。

⽥
沼
⾼
校
も
他
の
団
体
が
、
活
⽤
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
、
廃
校
に
な
る
前
か

ら
活
⽤
し
て
い
た
と
い
う
実
績
は
、
廃
校
後
の
活
⽤
に
⼤
き
く
影
響
し
た
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り

ク
リ
ケ
ッ
ト
は
政
治
⼒
が
強
く
な
い
し
。
佐
野
市
は
、
扉
を
あ
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
当
時
、
何
か

⽀
援
し
て
く
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
⽀
援
し
て
く
れ
た
訳
で
も
な
い

し
、
た
だ
、
（
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
主
導
で
）
何
か
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
応
援
し
て
く
れ
た
だ
け
な

ん
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
も
、
こ
こ
使
っ
た
ら
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
り
、
協
⼒
し
て
く
れ
た
の
は

あ
り
が
た
い
け
ど
、
⾃
分
達
で
お
⾦
を
か
け
て
整
備
し
た
し
。

⽥
沼
⾼
校
も
他
の
団
体
が
、
活
⽤
し
た
い
と
考
え

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
、
廃
校
に
な
る
前
か

ら
活
⽤
し
て
い
た
と
い
う
実
績
は
、
廃
校
後
の
活

⽤
に
⼤
き
く
影
響
し
た
と
思
い
ま
す
。

他
の
団
体
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
た
が
、
以
前
か
ら

活
⽤
し
て
い
た
こ
と
が
、
活
⽤
継
続
へ
の
⼤
き
な

要
因
に

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
国
体
開
催
地
と
し
て

の
廃
校
活
⽤
案
が
あ
っ
た
。

①
＜
他
の
団
体
に
よ
る
活
⽤
案
あ
り
＞

②
＜
県
⽴
学
校
時
代
か
ら
の
活
⽤
に
よ
り
廃
校
後

も
活
⽤
継
続
可
能
に
＞

〜
中
略
〜
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学
校
時
代
か
ら
の
実
績
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
こ
を
使
い
た
い
と
い
う
、
他
の
団
体
に
使
わ
れ
て
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
今
ま
で
使
っ
て
た
実
績
が
あ
る
か
ら
、
「
今
ま
で
使
っ
て
た
ん
だ
か
ら
、
使

わ
せ
て
下
さ
い
よ
」
と
い
う
こ
と
が
⾔
え
る
。
で
も
、
当
時
、
佐
野
市
は
⼀
般
の
⼈
に
対
し
て
は
、

「
現
在
、
利
活
⽤
の
⽅
法
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
暫
定
的
に
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
と
し
て
使
っ
て
ま

す
。
」
と
い
う
⾵
に
⾔
っ
て
い
た
。
当
時
は
市
内
に
あ
る
⾼
校
の
野
球
部
が
使
⽤
し
て
い
て
、
そ
の

野
球
部
と
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
の
よ
う
に
以
前
か
ら
使
っ
て
た
と
こ
ろ
に
の
み
、
貸
し
出
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
佐
野
市
と
し
て
⾦
が
か
か
る
こ
と
で
も
な
い
し
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
の
頑
張
り
次
第
で

は
、
佐
野
市
が
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
聖
地
に
な
っ
て
、
海
外
か
ら
も
⼈
が
集
ま
っ
て
き
て
、
地
域
が
活
性

化
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
こ
の
ま
ま
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
と
し
て
活
⽤
す
る
の
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
っ
て
（
佐
野
市
が
）
条
例
で
名
前
も
変
わ
っ
て
、
活
⽤
⽅
法
が
正
式
に
決
ま
っ
た
の
が
20
14
年

か
な
。

そ
れ
ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
よ
。
笑

特
に
国
体
が
あ
る
の
で
、
ラ
グ
ビ
ー
場
に
し
よ
う
と
か
、
半
分
天
然
芝
で
、
半
分
⼈
⼯
芝
に
し
よ
う

と
か
ね
。
折
衷
案
な
ん
て
⼀
番
最
悪
で
す
か
ら
ね
。
笑

佐
野
市
と
し
て
⾦
が
か
か
る
こ
と
で
も
な
い
し
、

ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
の
頑
張
り
次
第
で
は
、
佐
野
市

が
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
聖
地
に
な
っ
て
、
海
外
か
ら
も

⼈
が
集
ま
っ
て
き
て
、
地
域
が
活
性
化
す
る
か
も

し
れ
な
い
し
、
こ
の
ま
ま
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
と
し
て

活
⽤
す
る
の
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
っ
て

（
佐
野
市
が
）
条
例
で
名
前
も
変
わ
っ
て
、
活
⽤

⽅
法
が
正
式
に
決
ま
っ
た
の
が
20
14
年
か
な
。

⽇
本
初
の
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
を
整
備
し
、
聖
地

化
す
る
こ
と
で
、
地
⽅
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
期
待
か
ら
、
市
が
条
例
を
制

定
。

佐
野
市
が
ク
リ
ケ
ッ
ト
条
例
を
制
定
し
、
名
称
が

「
佐
野
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
」
に
な
る
。

①
＜
⽇
本
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
聖
地
と
し
て
の
期
待
＞

②
＜
地
⽅
活
性
化
へ
の
期
待
＞

③
＜
条
例
の
制
定
で
廃
校
を
活
⽤
し
た
事
業
が
正

式
決
定
＞

15
4

D

で
も
、
最
終
的
に
佐
野
市
が
理
解
を
⽰
し
て
く
れ
て
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
れ
に
は
、
地
元
の
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
（
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ま
ち
佐
野
」
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
）
の
⽀
援
が
⼤
き
か
っ
た
で
す
。
や
は
り
、
他
の
団
体
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
⼤
き
か
っ
た

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
や
っ
て
他
の
活
⽤
案
が
浮
か
ん
だ
時
に
、
当
時
は
10
0も
な
か
っ
た
け

ど
、
今
は
約
12
0く
ら
い
の
企
業
も
応
援
し
て
く
れ
て
る
組
織
で
、
そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
（
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
ビ
ジ
ョ
ン
）
「
元
気
な
佐
野
」
・
「
夢
あ
る
佐
野
」
・
「
世
界
を
繋

が
る
佐
野
」
を
つ
く
る
。
そ
の
4本
の
柱
で
あ
る
「
⻘
少
年
の
健
全
育
成
」
「
市
⺠
の
夢
づ
く
り
」

「
佐
野
市
の
経
済
活
性
化
」
「
佐
野
市
の
国
際
化
」
と
⾔
っ
た
も
の
を
使
っ
て
、
佐
野
を
⼤
き
く
し

よ
う
よ
！
と
（
佐
野
市
に
）
⾔
っ
て
く
れ
た
の
で
、
今
に
⾄
っ
て
ま
す
。

地
元
の
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
（
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
の

ま
ち
佐
野
」
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）
の
⽀
援
が

⼤
き
か
っ
た
で
す
。

ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
の
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
（
地
域

住
⺠
を
含
む
）
が
廃
校
活
⽤
⽅
法
へ
の
後
押
し
を

⾏
な
っ
た
。

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
国
体
開
催
地
と
し
て

の
廃
校
活
⽤
案
が
あ
っ
た
。

＜
⽀
援
団
体
等
か
ら
の
廃
校
活
⽤
に
対
す
る
後
押

し
＞

15
5

D

そ
れ
か
ら
は
、
こ
こ
は
年
間
で
維
持
管
理
に
年
間
で
数
百
万
か
か
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
今
は
50
万

く
ら
い
は
佐
野
市
が
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ぁ
、
20
13
、
14
年
く
ら
い
か
ら
、
ク
リ

ケ
ッ
ト
協
会
で
グ
ラ
ン
ド
を
整
備
し
て
い
こ
う
っ
て
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
⽅
創
⽣
と
⾔
う
政

府
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
で
き
て
、
佐
野
市
も
何
を
や
ろ
う
と
な
り
初
め
て
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
よ
り
先

に
、
⿊
唐
揚
げ
や
ム
ス
リ
ム
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
何
か
や
ろ

う
っ
て
な
っ
て
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
が
⼊
っ
て
き
た
ん
で
す
。
具
体
的
に
は
、
20
13
年
頃
、
ス
ポ
ー
ツ
⽴

市
推
進
計
画
と
い
う
も
の
が
で
き
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
も
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
が
佐
野
に
来
な
か
っ
た
ら

で
き
て
な
い
と
は
思
い
ま
す
。
市
⻑
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
⼒
⼊
れ
て
ま
し
た
が
、
ク

リ
ケ
ッ
ト
は
海
外
か
ら
の
注
⽬
度
や
、
交
流
⼈
⼝
の
増
加
を
考
え
た
ら
、
地
⽅
創
⽣
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
よ
る
廃
校
活
⽤
と
い
う
も
の
を
提
出
し
た
ん
で
す
。
（
佐
野
市
と

し
て
も
）
場
所
全
体
の
利
活
⽤
も
課
題
だ
っ
た
し
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
と
し
て
も
、
10
年
間
と
か
で

の
整
備
は
で
き
る
と
⾒
込
ん
で
い
た
が
、
す
ぐ
に
整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
持
っ
て
進
め
て
い
け
る
ぞ
と
感
じ
ま
し
た
。
少

な
か
ら
ず
、
グ
ラ
ン
ド
の
レ
ベ
ル
を
⼀
気
に
よ
い
状
態
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
⽅
創
⽣
の
ソ
フ

ト
事
業
の
⽅
で
⾊
々
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
佐
野
市
も
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
に
す
る
効
果
が
早
く
出
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考
え
で
地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
申
請
を
し
た
ら
通
っ
た
と
い
う
形
で
す
。

で
、
こ
こ
は
ハ
ー
ド
で
国
か
ら
１
億
の
補
助
⾦
が
出
て
る
ん
で
す
。
他
に
、
ス
ポ
ー
ツ
で
、
１
億
で

て
る
と
こ
な
ん
て
な
く
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
は
唯
⼀
国
か
ら
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
⾯
で
は
今
2年
⽬
で
、
今
年
と
来
年
ま
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
「
佐
野
ク

リ
ケ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
秋
⼭
さ
ん
が
⼊
っ
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
利
活
⽤
を
ど
う
や
っ
て
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
っ
て
の
を
考
え
て
ま
す
。

ク
リ
ケ
ッ
ト
は
海
外
か
ら
の
注
⽬
度
や
、
交
流
⼈

⼝
の
増
加
を
考
え
た
ら
、
地
⽅
創
⽣
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
よ
る
廃
校
活

⽤
と
い
う
も
の
を
提
出
し
た
ん
で
す
。

＜
中
略
＞

グ
ラ
ン
ド
の
レ
ベ
ル
を
⼀
気
に
よ
い
状
態
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
地
⽅
創
⽣
の
ソ
フ
ト
事
業
の
⽅

で
⾊
々
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
佐
野
市
も
ク
リ

ケ
ッ
ト
場
に
す
る
効
果
が
早
く
出
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
考
え
で
地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
申

請
を
し
た
ら
通
っ
た
と
い
う
形
で
す
。
で
、
こ
こ

は
ハ
ー
ド
で
国
か
ら
１
億
の
補
助
⾦
が
出
て
る
ん

で
す
。
他
に
、
ス
ポ
ー
ツ
で
、
１
億
で
て
る
と
こ

な
ん
て
な
く
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
は
唯
⼀
国
か

ら
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

交
流
⼈
⼝
増
加
を
⽬
的
と
し
た
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会

に
よ
る
廃
校
活
⽤
事
業
を
地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
政
府
に
提
案

ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て
は
唯
⼀
、
地
⽅
創
⽣
フ
ラ

グ
シ
ッ
プ
事
業
に
認
定

地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
補
助
⾦
を
活
⽤
し
、

グ
ラ
ン
ド
整
備
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速

「
佐
野
と
世
界
を
つ
な
げ
る
」
⼿
段
と
し
て
の
ク

リ
ケ
ッ
ト

①
＜
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
交
流
⼈
⼝
増
加
を
⾒

込
め
る
活
動
＞

②
＜
地
⽅
創
⽣
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ
事
業
に
認
定
＞

③
＜
補
助
⾦
を
活
⽤
し
た
グ
ラ
ン
ド
整
備
ス
ピ
ー

ド
の
向
上
＞
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15
6
筆
者

こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
整
理
す
る
と
、
20
08
年
に
さ
の
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
時
点

で
は
、
⽥
沼
⾼
校
が
廃
校
に
な
る
こ
と
は
、
知
ら
な
か
っ
た
？

15
7

D
遅
く
と
も
、
20
12
年
の
記
念
試
合
の
段
階
で
は
知
っ
て
た
と
思
い
ま
す
け
ど
、
こ
こ
に
来
る
以
前
か

ら
は
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

15
8
筆
者

や
は
り
、
佐
野
へ
の
決
め
⼿
は
、
最
初
に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
通
り
な
ん
で
す
ね
。

15
9

D

は
い
。

こ
れ
が
5個
⽬
の
グ
ラ
ン
ド
な
ん
で
、
河
川
敷
の
グ
ラ
ン
ド
が
4つ
あ
っ
て
。
本
格
的
な
グ
ラ
ン
ド
探

し
は
20
08
年
の
前
か
ら
や
っ
て
て
ー
。
1個
⽬
の
グ
ラ
ン
ド
を
河
川
敷
の
と
こ
ろ
に
作
っ
て
、
20
10
年

に
⼥
⼦
の
国
際
⼤
会
を
や
れ
ば
2個
⽬
が
で
き
る
だ
ろ
う
っ
て
こ
と
で
。
国
際
⼤
会
を
開
催
し
て
。
少

し
⼩
さ
い
ん
で
す
け
ど
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
評
議
会
も
認
め
て
く
れ
た
ん
で
。

16
0

D

で
も
、
そ
こ
（
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
）
み
た
い
な
天
然
芝
の
グ
ラ
ン
ド
は
河
川
敷
じ
ゃ
で
き
な
い
ん

で
す
よ
。
芝
を
管
理
す
る
機
械
が
置
け
な
い
か
ら
。
で
、
⽔
も
な
い
。
川
は
あ
り
ま
す
け
ど
。
笑

倉
庫
が
な
い
と
...
。
ロ
ー
ラ
ー
と
か
、
そ
こ
の
芝
刈
り
機
も
85
0万
円
く
ら
い
の
芝
刈
り
機
な
ん
で
す

よ
。
そ
う
い
う
も
の
を
置
い
と
く
場
所
も
河
川
敷
に
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
平
じ
ゃ
な
い
ん
で
、
い

い
機
械
買
っ
て
も
意
味
な
い
ん
で
。
い
い
グ
ラ
ン
ド
は
で
き
な
い
し
、
こ
う
い
う
拠
点
に
は
な
ら
な

い
ん
で
ね
。

で
、
他
に
も
い
く
つ
も
候
補
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
国
際
基
準
の
グ
ラ
ン
ド
が
整
備
で
き
る
広
い
⼟

地
が
あ
る
と
こ
ろ
を
何
個
も
当
た
っ
て
、
そ
の
う
ち
の
⼀
つ
が
こ
こ
で
、
こ
こ
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
。
本
当
に
た
く
さ
ん
当
た
っ
て
ま
す
よ
。
ほ
と
ん
ど
失
敗
ば
っ
か
り
だ
け
ど
。

国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
）
み
た
い
な
天
然
芝
の
グ
ラ

ン
ド
は
河
川
敷
じ
ゃ
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
芝
を

管
理
す
る
機
械
が
置
け
な
い
か
ら
。

他
に
も
い
く
つ
も
候
補
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
国

際
基
準
の
グ
ラ
ン
ド
が
整
備
で
き
る
広
い
⼟
地
が

あ
る
と
こ
ろ
を
何
個
も
当
た
っ
て
、
そ
の
う
ち
の

⼀
つ
が
こ
こ
で
、
こ
こ
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

河
川
敷
で
の
活
動
に
は
限
界
で
の
国
際
基
準
の
グ

ラ
ン
ド
を
整
備
不
可

旧
⽥
沼
⾼
校
は
複
数
の
候
補
地
の
う
ち
の
⼀
つ

で
、
活
⽤
の
打
診
を
繰
り
返
し
た
。

①
＜
河
川
敷
で
の
活
動
に
は
限
界
あ
り
＞

②
＜
他
の
候
補
地
の
存
在
と
打
診
の
連
続
＞

16
1
筆
者

以
前
こ
こ
は
映
画
の
ロ
ケ
地
な
ど
で
も
活
⽤
し
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
佐
野
市
は
⽅
針
と
し
て

そ
っ
ち
に
貸
し
出
し
て
い
こ
う
と
推
進
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
が
活
⽤
し
て
い
く

上
で
は
特
に
影
響
が
な
か
っ
た
の
か
。
ど
ち
ら
し
ょ
う
か
？

16
2

D

ま
ぁ
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
で
す
よ
。
笑

佐
野
は
当
時
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
観
光
協
会
に
作
っ
て
、
今
は
結
局
佐
野
市
が
引
き
取
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
そ
れ
は
廃
校
の
利
⽤
と
か
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
て
、
映
画
の
ロ
ケ
地
と
し

て
誘
致
し
て
い
こ
う
と
い
う
中
で
、
そ
の
⼀
部
と
し
て
⽥
沼
⾼
校
も
使
え
な
い
か
っ
て
話
な
ん
で
。

で
も
そ
も
そ
も
こ
こ
は
耐
震
の
問
題
で
校
舎
は
使
え
な
い
の
で
。
こ
の
部
屋
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
場

所
）
は
、
グ
ラ
ン
ド
の
維
持
管
理
す
る
上
で
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
か
、
こ
う
い
う
事
業
し
て
い
く
た

め
に
、
戦
略
⽴
て
る
場
所
が
必
要
っ
て
こ
と
で
、
こ
こ
だ
け
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
る
っ
て
だ
け
な

ん
で
。

た
だ
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
側
の
や
り
⽅
も
良
く
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
当
時
、
グ
ラ
ン
ド
は

ク
リ
ケ
ッ
ト
場
と
し
て
こ
こ
を
活
⽤
し
て
い
こ
う
っ
て
の
が
佐
野
市
と
し
て
も
決
ま
っ
て
て
、
市
⻑

の
印
と
か
も
押
し
て
あ
っ
た
状
態
で
、
校
舎
は
使
っ
て
な
い
か
ら
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
使

う
っ
て
の
は
、
全
然
良
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
。
そ
れ
に
、
ロ
ケ
地
っ
て

結
構
お
⾦
取
れ
る
み
た
い
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
は
タ
ダ
で
や
っ
ち
ゃ
っ
て
た
ん
で
、
そ
の
お
⾦
を

グ
ラ
ン
ド
の
維
持
管
理
と
か
に
使
う
と
か
な
ら
良
か
っ
た
で
す
け
ど
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
ん
で

ね
。
ま
ぁ
駐
⾞
場
と
グ
ラ
ン
ド
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
が
使
っ
て
る
よ
っ
て
中
で
、
イ
ベ
ン
ト
が
重

な
っ
た
り
、
芝
刈
り
の
関
係
だ
っ
た
り
で
共
存
は
出
来
て
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

16
3
筆
者

先
ほ
ど
お
話
し
い
た
だ
い
た
、
施
設
に
つ
い
て
な
ん
で
す
が
、
観
客
席
等
は
市
が
設
置
し
た
ん
で
す

よ
ね
？

〜
中
略
（
グ
ラ
ン
ド
整
備
の
変
遷
に
つ
い
て
）
〜
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16
4

D

20
18
年
の
3⽉
に
⼯
事
が
完
了
し
て
、
始
ま
っ
た
の
は
20
17
年
の
9⽉
と
か
な
ん
だ
け
ど
、
そ
の
整
備

⼯
事
は
佐
野
市
が
や
っ
て
て
、
さ
っ
き
の
国
か
ら
１
億
円
っ
て
話
が
あ
っ
た
と
思
う
け
ど
、
佐
野
市

が
ざ
っ
く
り
⾔
う
と
３
億
円
く
ら
い
払
っ
て
ま
す
。
だ
か
ら
全
部
で
４
億
円
弱
く
ら
い
。
そ
れ
は
う

ち
は
出
し
て
な
い
で
す
。
そ
れ
で
作
っ
た
の
が
、
グ
ラ
ン
ド
と
練
習
施
設
。
あ
れ
は
う
ち
で
作
っ
た

の
を
、
⼯
事
で
す
ぐ
壊
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
、
作
り
直
し
て
く
れ
た
。
天
然
芝
ピ
ッ
チ
の
ま
わ
り
と
観

客
席
を
設
置
し
て
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
も
付
け
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
と
さ
っ
き
⾔
っ
た
ト
イ
レ

の
⼯
事
を
佐
野
市
が
や
っ
て
く
れ
た
。

な
の
で
、
備
品
は
か
な
り
う
ち
が
買
っ
て
ー
、
椅
⼦
と
か
も
な
か
っ
た
ん
で
。

ロ
ー
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
地
⽅
創
⽣
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
前
に
、
市
⻑
に
お
願
い
し
た
ら

買
っ
て
く
れ
た
。
笑

芝
刈
り
機
に
関
し
て
も
、
う
ち
が
買
い
ま
し
た
け
ど
、
グ
ラ
ン
ド
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
、
芝
刈
り
機
も
良
い
も
の
を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
地
⽅
創
⽣
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
グ
ラ
ン
ド
が
⼀
気
に
よ
く
な
っ
た
機
会
を
ど
う
活
か
す
か
っ
て
話
に
な
っ
て
き
ま
す

よ
ね
。

16
5
筆
者

ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
と
し
て
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
っ
た
り
、
計
画
と
い
う
と
、
こ
こ
に
も
あ
る
よ

う
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
場
と
し
て
、
こ
こ
を
整
備
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

16
6

D

そ
れ
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
側
か
ら
の
視
点
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
市
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く

て
。
地
域
の
⼈
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
っ
て
い
う
の
も
、
誰
も
否
定
す
る
話
で
は
な
い
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
事
業
と
し
て
は
、
地
域
の
外
か
ら
⼈
を
呼
び
込
む
こ
と
を
⽬
的
に
し
て
る
か
ら
、

交
流
⼈
⼝
と
か
今
だ
っ
た
ら
関
係
⼈
⼝
の
増
加
と
か
。
「
佐
野
と
世
界
を
つ
な
げ
る
」
っ
て
の
が
⼀

番
の
価
値
と
し
て
や
っ
て
る
部
分
で
。
で
も
、
そ
の
事
業
を
理
解
し
て
も
ら
う
上
で
も
、
地
域
の
⼈

た
ち
の
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
の
場
所
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
場
に
な
っ
て
い
く
こ
と

に
、
私
は
価
値
を
感
じ
て
る
し
、
佐
野
市
も
も
ち
ろ
ん
否
定
は
し
て
な
い
の
で
、
そ
う
⾔
っ
た
⾯
も

感
じ
て
る
と
思
い
ま
す
。

事
業
と
し
て
は
、
地
域
の
外
か
ら
⼈
を
呼
び
込
む

こ
と
を
⽬
的
に
し
て
る
か
ら
、
交
流
⼈
⼝
と
か
今

だ
っ
た
ら
関
係
⼈
⼝
の
増
加
と
か
。
「
佐
野
と
世

界
を
つ
な
げ
る
」
っ
て
の
が
⼀
番
の
価
値
と
し
て

や
っ
て
る
。

16
7
筆
者

旧
⽥
沼
⾼
校
を
活
⽤
す
る
よ
う
に
な
っ
て
感
じ
る
効
果
で
あ
っ
た
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
⾯
に
つ
い
て

お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。

〜
中
略
（
競
技
⼈
⼝
増
加
や
裾
野
の
拡
⼤
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
に
関
わ
る
機
会
の
増
加
、
新
た
な
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
）
〜
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16
8

D

従
来
の
河
川
敷
で
や
っ
て
た
頃
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
っ
て
、
草
野
球
に
も
な
っ
て
な
い
よ
う
な
状
態
な
ん

で
す
よ
。
河
川
敷
だ
か
ら
、
芝
刈
り
機
も
毎
回
持
っ
て
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
ら
、
⼿
⼊
れ
も
出
来

な
い
時
も
あ
る
し
、
周
り
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
だ
し
。
で
も
そ
れ
が
、
こ
こ
だ
と
結
構
本
格
的
な
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
る
よ
う
に
⾒
え
る
。
ち
ゃ
ん
と
こ
こ
で
活
動
し
て
る
っ
て
の
が
⼀
⽬
で
分
か
る
よ
う
に

な
っ
た
。
観
客
席
も
あ
っ
て
、
グ
ラ
ン
ド
も
国
際
基
準
を
満
た
す
も
の
が
２
⾯
ち
ゃ
ん
と
取
れ
て
、

⽇
本
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
す
る
場
所
が
な
か
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
出
来
た
っ
て
の
は
⼤

き
い
こ
と
で
す
ね
。
⽇
本
代
表
の
活
動
拠
点
に
も
使
え
て
る
ん
で
、
⼀
気
に
補
助
⾦
と
か
も
使
っ
て

レ
ベ
ル
の
⾼
い
グ
ラ
ン
ド
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
競
技
⼒
向
上
の
⾯
で
も
良
い
の
で
、
本

当
に
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

た
だ
今
後
は
、
芝
⽣
の
レ
ベ
ル
だ
っ
た
り
...
、
今
は
⼤
き
さ
は
国
際
基
準
を
満
た
し
て
る
け
ど
、
芝

の
質
と
か
は
全
然
ま
だ
ボ
コ
ボ
コ
な
ん
で
、
そ
う
⾔
っ
た
と
こ
も
も
っ
と
よ
く
し
て
い
か
な
き
ゃ
い

け
ま
せ
ん
よ
ね
。

施
設
と
し
て
は
、
⾒
る
場
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
も
必
要
だ
し
、
医
務
室
と
か
、
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン

グ
に
対
応
し
た
施
設
も
必
要
だ
し
、
テ
レ
ビ
放
映
で
き
る
環
境
も
必
要
だ
し
ー
、
そ
し
た
ら
電
気
と

か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
か
も
含
め
て
整
備
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
し
、
⻑
い
年
⽉
を
か
け
て
徐
々
に
整

備
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
と
、
今
の
地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
と

か
、
ど
こ
ま
で
実
現
で
き
る
の
か
っ
て
の
も
考
え
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

観
客
席
も
あ
っ
て
、
グ
ラ
ン
ド
も
国
際
基
準
を
満

た
す
も
の
が
２
⾯
ち
ゃ
ん
と
取
れ
て
、
⽇
本
の
ク

リ
ケ
ッ
ト
を
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
す
る
場
所
が
な
か
っ

た
の
に
、
そ
れ
が
出
来
た
っ
て
の
は
⼤
き
い
こ
と

で
す
ね
。

施
設
と
し
て
は
、
⾒
る
場
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
も

必
要
だ
し
、
医
務
室
と
か
、
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン

グ
に
対
応
し
た
施
設
も
必
要
だ
し
、
テ
レ
ビ
放
映

で
き
る
環
境
も
必
要
だ
し
ー
、
そ
し
た
ら
電
気
と

か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
か
も
含
め
て
整
備
し
な

き
ゃ
な
ら
な
い

補
助
⾦
に
よ
っ
て
、
観
客
席
や
グ
ラ
ン
ド
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
で
、
⽇
本
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
す
る
場
所
が
で
き
た
。

今
後
は
更
に
施
設
と
し
て
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上

や
多
様
な
設
備
が
必
要
と
な
る

廃
校
を
活
⽤
し
た
こ
と
で
、
地
⽅
創
⽣
フ
ラ
グ

シ
ッ
プ
事
業
に
認
定
さ
れ
、
補
助
⾦
が
交
付
さ
れ

た
。

廃
校
だ
か
ら
こ
こ
ま
で
い
い
グ
ラ
ン
ド
に
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

①
＜
⽇
本
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
場
の

確
保
＞

②
＜
施
設
の
更
な
る
ク
オ
リ
テ
ィ
向
上
を
⽬
指
す

＞

16
9

D

あ
と
は
⽴
地
条
件
で
⾏
っ
て
も
、
ア
ク
セ
ス
が
そ
ん
な
に
良
く
な
い
。
公
共
交
通
機
関
使
っ
て
も
駅

か
ら
は
遠
い
し
、
乗
り
換
え
も
含
め
て
ハ
ー
ド
ル
は
⾼
い
し
ー
。
加
え
て
、
駐
⾞
場
が
こ
れ
し
か
な

い
ん
で
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
問
題
が
あ
る
。
で
、
そ
れ
（
駐
⾞
場
）
を
整
備
し
て
い
こ
う
と
し
た
時

に
、
さ
っ
き
⾔
っ
た
史
跡
と
し
て
の
保
護
の
観
点
で
の
制
限
、
市
街
化
調
整
区
域
っ
て
こ
と
で
開
発

⾏
為
は
出
来
な
い
し
、
あ
と
は
学
校
⽤
地
と
し
て
の
制
限
が
あ
っ
て
、
そ
う
⾔
っ
た
の
を
何
か
を
変

え
な
い
と
何
も
出
来
な
く
て
。
か
と
⾔
っ
て
こ
の
ま
ま
使
え
る
か
っ
て
⾔
っ
た
ら
、
校
舎
は
使
え
な

い
し
、
⽼
朽
化
と
か
ア
ス
ベ
ス
ト
も
⼊
っ
て
る
か
も
し
れ
な
い
し
。

だ
か
ら
今
回
、
そ
う
い
う
都
市
開
発
と
か
不
動
産
関
係
に
強
い
秋
⼭
さ
ん
が
⼊
っ
て
き
た
の
は
⼤
き

い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
か
ら
し
た
ら
規
制
を
取
っ
払
っ
て
く
れ
と
し
か
⾔
え
な
い
の
で
。
笑

あ
と
は
、
市
内
に
も
あ
る
他
の
グ
ラ
ン
ド
、
河
川
敷
の
グ
ラ
ン
ド
と
の
連
携
と
か
も
今
後
考
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

ア
ク
セ
ス
が
そ
ん
な
に
良
く
な
い
。
公
共
交
通
機

関
使
っ
て
も
駅
か
ら
は
遠
い
し
、
乗
り
換
え
も
含

め
て
ハ
ー
ド
ル
は
⾼
い
し
ー
。
加
え
て
、
駐
⾞
場

が
こ
れ
し
か
な
い
ん
で
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
問
題

が
あ
る
。

＜
中
略
＞

史
跡
と
し
て
の
保
護
の
観
点
で
の
制
限
、
市
街
化

調
整
区
域
っ
て
こ
と
で
開
発
⾏
為
は
出
来
な
い

し
、
あ
と
は
学
校
⽤
地
と
し
て
の
制
限
が
あ
っ

て
、
そ
う
⾔
っ
た
の
を
何
か
を
変
え
な
い
と
何
も

出
来
な
く
て
。
か
と
⾔
っ
て
こ
の
ま
ま
使
え
る

か
っ
て
⾔
っ
た
ら
、
校
舎
は
使
え
な
い
。

公
共
交
通
機
関
の
ア
ク
セ
ス
⾯
で
の
課
題
と
、
駐

⾞
場
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
⾜
に
課
題
が
あ
る

複
数
の
法
令
に
よ
り
、
活
⽤
⽤
途
が
制
限
さ
れ

る
。

耐
震
基
準
の
問
題
に
よ
り
、
校
舎
や
体
育
館
の
活

⽤
が
で
き
な
い
。

①
＜
駐
⾞
場
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
⾜
＞

②
＜
法
的
理
由
で
活
⽤
⽅
法
に
制
限
が
あ
る
＞

17
0
筆
者

先
ほ
ど
の
駐
⾞
場
問
題
と
か
も
そ
う
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
逆
に
廃
校
を
活
⽤
し
て
る
か
ら
こ
そ
感

じ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？



 111 

 
 

17
1

D

ん
ー
、
そ
れ
は
結
構
難
し
い
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
グ
ラ
ン
ド
な
ん
か
も
廃
校
だ
っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で

良
い
グ
ラ
ン
ド
に
整
備
で
き
た
っ
て
の
も
あ
る
し
、
た
だ
そ
の
分
、
グ
ラ
ン
ド
の
維
持
に
か
か
る
コ

ス
ト
も
上
が
っ
て
る
の
で
ー
。
他
の
場
所
だ
っ
た
と
し
て
も
、
時
間
を
か
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
の
も
の

は
難
し
い
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
あ
る
程
度
の
も
の
が
作
れ
る
の
で
。
で
、
校
舎
と
か
が
使
え
る
っ

て
な
る
と
、
ま
た
別
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
こ
こ
は
校
舎
が
使
え
な
い
の
で
、
グ
ラ
ン
ド
だ
け
で
考

え
る
と
コ
ス
ト
⾯
で
⼤
き
な
違
い
が
あ
る
か
っ
て
⾔
わ
れ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。

校
舎
も
今
⼆
つ
あ
り
ま
す
け
ど
、
こ
れ
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
全
部
ク
リ
ケ
ッ
ト
で

使
う
っ
て
な
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
⼤
き
す
ぎ
る
。
も
ち
ろ
ん
ク
リ
ケ
ッ
ト
だ
け
じ
ゃ
無
い
で
す
け

ど
、
そ
れ
に
し
て
も
...
。
だ
っ
た
ら
、
例
え
ば
、
駐
⾞
場
側
の
校
舎
だ
け
壊
し
て
駐
⾞
場
を
広
げ
る

と
か
、
逆
に
グ
ラ
ン
ド
側
を
壊
し
て
、
（
も
う
⼀
つ
の
）
校
舎
と
グ
ラ
ン
ド
を
繋
ぐ
よ
う
な
ス
ペ
ー

ス
を
作
っ
た
⽅
が
い
い
の
か
。
そ
れ
ら
も
⾊
々
考
え
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
ま
ぁ
な

ん
で
も
で
き
る
と
思
う
ん
で
。

だ
か
ら
、
今
の
状
態
の
校
舎
っ
て
の
は
、
私
か
ら
す
る
と
お
荷
物
に
⾒
え
る
こ
と
も
あ
る
。
笑

た
だ
、
そ
れ
を
お
荷
物
に
し
な
い
た
め
に
、
今
の
制
限
、
例
え
ば
市
街
化
調
整
区
域
が
か
か
っ
て
た

り
と
か
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
を
ど
う
に
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
地
⽅
創
⽣
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
も
あ
る
中
で
、
今
は
ま
だ
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

⼀
概
に
良
い
と
も
悪
い
と
も
⾔
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

廃
校
だ
っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
良
い
グ
ラ
ン
ド
に
整

備
で
き
た
っ
て
の
も
あ
る

＜
中
略
＞

校
舎
と
か
が
使
え
る
っ
て
な
る
と
、
ま
た
別
な
ん

で
し
ょ
う
け
ど
、
こ
こ
は
校
舎
が
使
え
な
い
の

で
、
グ
ラ
ン
ド
だ
け
で
考
え
る
と
コ
ス
ト
⾯
で
⼤

き
な
違
い
が
あ
る
か
っ
て
⾔
わ
れ
た
ら
、
ち
ょ
っ

と
分
か
ら
な
い

校
舎
が
使
え
な
い
た
め
、
初
期
コ
ス
ト
を
抑
え
る

こ
と
が
出
来
る
と
⾔
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
が
定

か
で
は
無
い
。

⼀
般
的
に
⾒
れ
ば
、
廃
校
施
設
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
宝
庫
に
感
じ
る

耐
震
基
準
の
問
題
に
よ
り
、
校
舎
や
体
育
館
の
活

⽤
が
で
き
な
い
。

＜
校
舎
が
活
⽤
で
き
な
い
こ
と
で
廃
校
活
⽤
の
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
な
い
可
能
性
あ
り
＞

17
2
筆
者

最
後
に
確
認
な
ん
で
す
が
、
「
さ
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
つ
い
て
は
、
佐
野
市
が
⾏
う
事

業
と
い
う
こ
と
で
お
間
違
い
無
い
で
し
ょ
う
か
？

17
3

D

そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
事
業
が
始
ま
る
ま
で
は
、
佐
野
市
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
が
や
っ
て
る
こ

と
に
魅
⼒
を
感
じ
て
、
⽀
援
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
応
援
し
て
い
て
く
れ
た
の
が
、
佐
野
国
際
ク

リ
ケ
ッ
ト
場
を
整
備
し
て
、
こ
の
事
業
始
ま
っ
た
ら
、
完
全
に
佐
野
市
が
主
体
に
な
る
わ
け
で
す

よ
。
だ
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
に
⾔
う
と
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
は
協
⼒
者
に
な
る
と
思
い
ま

す
ね
。

こ
の
事
業
始
ま
っ
た
ら
、
完
全
に
佐
野
市
が
主
体

に
な
る
わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
的
に
⾔
う
と
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
は
協
⼒
者

に
な
る
と
思
い
ま
す
ね

17
4
筆
者

ク
リ
ケ
ッ
ト
ド
ー
ム
も
商
⼯
会
議
所
の
寄
贈
な
ん
で
す
ね
。

17
5

D
は
い
。
毎
年
何
か
や
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
さ
っ
き
の
リ
パ
ー
ロ
だ
っ
た
り
、
桜
の
⽊
植
え
て
く

れ
た
り
、
芝
刈
り
機
も
全
額
で
は
無
い
け
ど
お
⾦
出
し
て
く
れ
た
り
と
か
。
あ
と
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

国
際
⼤
会
の
時
に
⾊
々
や
っ
て
く
れ
て
ま
す
。

〜
中
略
〜
（
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
と
ス
ポ
ン
サ
ー
側
に
享
受
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
）
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番
号
発
話
者

テ
ク
ス
ト

<
1>
テ
ク
ス
ト
中
の
注
⽬
す
べ
き
語
句

<
2>
テ
ク
ス
ト
中
の
語
句
の
⾔
い
換
え

<
3>
左
を
説
明
す
る
よ
う
な

テ
ク
ス
ト
外
の
概
念

<
4>
テ
ー
マ
・
構
成
概
念

17
6

筆
者

元
々
県
⽴
の
⾼
校
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
ひ
た
ち
な
か
市
が
把
握
し
て
る
範
囲
で
廃
校
の
要
因

と
、
所
有
が
県
か
ら
ひ
た
ち
な
か
市
に
移
る
経
緯
を
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
。

17
7

E

元
々
、
那
珂
湊
第
⼀
⾼
校
と
那
珂
湊
第
⼆
⾼
校
（
以
下
、
⼆
⾼
と
略
す
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
H
23
年

の
3⽉
に
統
合
さ
れ
て
、
県
⽴
那
珂
湊
⾼
校
っ
て
の
が
で
き
た
ん
で
す
ね
。
元
々
の
那
珂
湊
第
⼀
⾼
校

の
と
こ
ろ
に
。

17
8

E

で
、
そ
の
年
は
東
⽇
本
⼤
震
災
が
あ
っ
て
、
市
内
の
3つ
の
⼩
中
学
校
が
被
災
し
て
校
舎
が
使
え
な
く

な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
な
ん
で
、
⼆
⾼
を
（
被
災
し
た
）
⼩
中
学
校
の
仮
校
舎
と
し
て
使
い
た

い
っ
て
事
で
、
そ
の
4⽉
か
ら
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
中
学
校
、
⼩
学
校
、
⼩
学
校
の
２

年
間
ず
つ
、
計
6年
、
仮
校
舎
と
し
て
暫
定
利
⽤
っ
て
形
で
活
⽤
し
て
い
ま
し
た
。

で
、
実
際
に
市
が
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
H
24
年
の
9⽉
か
ら
。
だ
か
ら
、
最
初
の
1年
と
半

年
く
ら
い
は
県
の
も
の
を
借
り
て
た
っ
て
形
で
、
そ
の
あ
と
は
市
が
所
有
し
た
っ
て
流
れ
で
す
。

実
際
に
市
が
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

H
24
年
の
9⽉
か
ら
。
だ
か
ら
、
最
初
の
1年
と

半
年
く
ら
い
は
県
の
も
の
を
借
り
て
た
っ
て
形

で
、
そ
の
あ
と
は
市
が
所
有
し
た
っ
て
流
れ
で

す
。

⼩
中
学
校
の
暫
定
活
⽤
中
に
所
有
が
県
か
ら
市

に
移
⾏

①
＜
地
域
の
⼩
中
学
校
の
仮
校
舎
と
し
て
活
⽤

＞ ②
＜
県
か
ら
市
に
所
管
が
移
⾏
＞

17
9

筆
者

20
16
年
の
4⽉
に
暫
定
利
⽤
が
終
わ
っ
た
と
い
う
事
で
、
そ
の
後
の
活
⽤
に
つ
い
て
は
、
こ
の
暫
定
利

⽤
期
間
中
に
決
め
て
い
っ
た
と
い
う
形
で
し
ょ
う
か
？

18
0

E
H
26
年
の
5⽉
に
、
第
1回
の
旧
那
珂
湊
⼆
⾼
検
討
委
員
会
っ
て
の
が
開
か
れ
て
、
H
29
年
の
12
⽉
が
最

後
か
な
。
６
回
の
検
討
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

H
26
年
の
5⽉
に
、
第
1回
の
旧
那
珂
湊
⼆
⾼
検

討
委
員
会
っ
て
の
が
開
か
れ
て

暫
定
活
⽤
中
に
利
活
⽤
に
関
す
る
検
討
委
員
会

を
実
施

被
災
し
た
学
校
の
仮
校
舎
と
し
て
６
年
間
の
暫

定
活
⽤

暫
定
活
⽤
中
に
所
有
が
県
か
ら
市
に
移
⾏

＜
活
⽤
検
討
委
員
会
を
設
置
＞

18
1

筆
者

で
は
、
20
16
年
ま
で
は
暫
定
利
⽤
と
い
う
事
で
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
現
在
の
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
⽤
さ
れ
る
ま
で
は
、
活
⽤
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
で
し
ょ
う
か
？

18
2

E
そ
う
で
す
ね
。

18
3

筆
者

現
在
は
、
ス
ポ
ー
ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
し
お
か
ぜ
み
な
と
（
以
下
、
S
＆
C
と
略
す
）
が
活
⽤
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
検
討
委
員
会
が
⾏
わ
れ
て
い
た
際
は
、
今
の
S
＆
C
の
活
⽤
や
ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
⽤
以

外
の
案
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

18
4

E

え
ー
と
、
当
時
は
、
私
の
⽅
で
い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
聞
い
て
回
っ
た
ん
で
す
よ
。
地
元
の
⾃
治
会
、

公
的
に
近
い
機
関
だ
と
、
漁
業
関
係
と
か
商
⼯
会
議
所
と
か
、
そ
の
中
で
、
唯
⼀
⼿
を
あ

げ
て
く
れ

た
の
が
、
み
な
と

w
ai

w
ai
ク
ラ
ブ
（
以
下
、

M
 W

 C
と
略
す
）
さ
ん
だ
け
だ
っ
た
っ
て

感
じ
で
す
か

ね
。
地
域
の
⾃
治
会
と
か
も
、
地
元
な
ん
で
っ
て
の
が
あ
っ
た
り
も
し
て
た
ん
で
す
け

ど
、
実
際
は

（
M

 W
 C
）
だ
け
。
っ
て

感
じ
で
。

唯
⼀
⼿
を
あ

げ
て
く
れ
た
の
が
、
み
な
と

w
ai

w
ai
ク
ラ
ブ
（
以
下
、

M
 W

 C
と
略
す
）

さ
ん
だ
け
だ
っ
た

活
⽤

希
望
し
た
団
体
が

１
団
体
の
み

み
な
と

w
ai

w
ai
ク
ラ
ブ
が

運
営
す
る
に
あ
た
っ

て
、
地
域

住
⺠
と

新
た
な

運
営
団
体
を
設
⽴

＜
競
合
が
い
な
か
っ
た
＞

18
5

筆
者

そ
れ
で
い
う
と
、
活
⽤
の
決
め
て
と
し
て
は
、
活
⽤
団
体
か
ら
の
要

望
と
市
の

意
向
・

政
策
の
２

点
と
⾔
っ
た
形
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

18
6

E
そ
う
で
す
ね
。
で
も
ま

ぁ
、
（
地
域
の
）
⾃
治
会
も

絡
ん
で
き
て
は
い
る
の
で
、
地
域
か
ら
の
要

望
み
た
い
の
も
、
あ
る
に
は
あ
る
ん
で
す
け

ど
。

18
7

筆
者

実
際
に
初
め
は
市
の
⽅
か
ら

プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
と
か
公

募
み
た
い
の
を
⾏
っ
た
形
で
し
ょ
う
か
？

18
8

E

公
募
と
い
う
よ
り
は
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
後
に
、
私
の
⽅
で
活
⽤
し
て
く
れ
そ
う
な
団
体
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を
⾏
っ
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
検
討
委
員
会
に

報
告
し
て
、
で
、
実

質
M

 W
 C
さ
ん
だ
け

だ
ね
。
っ
て
な
っ
て
、
で
、
総
合
型
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
中

⼼
と
し
た
地
域
利
⽤
で
や
っ
て
⾏
こ

う
っ
て
な
り
ま
し
た
。

実
質

M
 W

 C
さ
ん
だ
け
だ
ね
。
っ
て
な
っ
て
、

で
、
総
合
型
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
中

⼼
と
し

た
地
域
利
⽤
で
や
っ
て
⾏
こ
う
っ
て
な
り
ま
し

た
。

ヒ
ヤ

リ
ン

グ
の

結
果
、
活
⽤

希
望
団
体
は

M
W
C
の
み
だ
っ
た

＜
競
合
が
い
な
か
っ
た
＞

18
9

筆
者

先
ほ

ど
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を
⾏
っ
た

対
象
と
い
う
の
は
、
⾃
治
体
の
⽅
で

ピ
ッ
ク

ア
ッ

プ
し
た
の
で

し
ょ
う
か
？
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19
0

E

そ
う
で
す
ね
。
私
の
⽅
で
、
（
活
⽤
し
て
く
れ
る
な
ら
）
こ
の
辺
と
か
こ
の
辺
か
な
と
、
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
。
ま
ぁ
向
こ
う
（
活
⽤
希
望
団
体
）
か
ら
来
て
く
れ
る
の
が
、
⼀
番
良
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
市
と
し
て
も
、
公
に
公
表
し
て
や
っ
て
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
の
は
な

か
っ
た
で
す
ね
。

私
の
⽅
で
、
（
活
⽤
し
て
く
れ
る
な
ら
）
こ
の

辺
と
か
こ
の
辺
か
な
と
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
。
＜
中
略
＞

市
と
し
て
も
、
公
に
公
表
し
て
や
っ
て
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た

公
募
で
は
な
く
、
⾃
治
体
側
が
活
⽤
し
て
く
れ

そ
う
な
団
体
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施

＜
⾃
治
体
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
提
案
）
＞

19
1

筆
者

運
営
を
市
で
は
な
く
、
委
託
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
い
う
の
は
、
ど
う
⾔
っ
た
も
の
で
し
ょ
う

か
？

19
2

E

元
々
、
⾏
政
側
が
運
営
す
る
予
定
と
い
う
も
の
は
な
く
て
。
と
い
う
の
も
、
運
営
す
る
⼈
も
い
な
い

し
、
状
況
的
に
厳
し
い
だ
ろ
う
と
。

な
の
で
、
活
⽤
す
る
団
体
を
探
し
た
時
に
、
ど
こ
も
⼿
が
挙
が
ら
な
か
っ
た
ら
、
取
り
壊
し
て
⼟
地

を
売
却
し
て
た
と
思
い
ま
す
ね
。

⾏
政
側
が
運
営
す
る
予
定
と
い
う
も
の
は
な
く

て
。
と
い
う
の
も
、
運
営
す
る
⼈
も
い
な
い
し

⾃
治
体
側
は
⼈
的
負
担
等
の
⼤
き
さ
か
ら
、
活

⽤
・
運
営
の
意
思
が
な
か
っ
た

現
在
、
市
が
所
有
し
、
S＆
C（
⺠
間
）
が
運
営

し
て
い
る

＜
⾃
治
体
で
運
営
す
る
意
思
は
な
い
＞

19
3

筆
者

⼆
⾼
を
S＆
Cが
活
⽤
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
改
修
⼯
事
も
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
は
市
が

負
担
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

19
4

E
そ
れ
は
全
部
市
で
す
。

19
5

筆
者

そ
の
際
に
政
府
か
ら
の
補
助
⾦
等
は
活
⽤
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

19
6

E
改
修
に
補
助
⾦
は
活
⽤
し
て
ま
せ
ん
。
た
だ
、
今
使
っ
て
る
の
が
、
体
育
館
2つ
と
建
物
1つ
な
ん
で

す
が
、
今
使
っ
て
な
い
3つ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
（
R2
年
度
）
解
体
す
る
予
定
な
の
で
、
そ

の
時
は
解
体
に
使
え
る
補
助
⾦
を
も
ら
う
予
定
で
す
。

19
7

筆
者

市
と
し
て
は
、
廃
校
が
今
の
活
⽤
⽅
法
で
活
⽤
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
感
じ
る
メ
リ
ッ
ト
や
効
果
、
例

え
ば
、
コ
ス
ト
⾯
の
効
果
で
あ
っ
た
り
は
あ
り
ま
す
か
？

19
8

E

ん
ー
、
地
域
や
団
体
か
ら
要
望
が
あ
っ
て
こ
う
な
っ
た
わ
け
な
の
で
ー
。

コ
ス
ト
⾯
と
か
で
は
、
活
⽤
が
な
け
れ
ば
な
い
で
、
維
持
費
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
費
⽤
は
か
か
ら
な
い

と
思
う
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
逆
に
、
短
期
的
に
⾒
れ
ば
、
改
修
費
が
か
か
っ
た
分
、
費
⽤
は
か
か
っ

た
の
か
な
と
...
。
解
体
費
は
同
じ
だ
け
か
か
る
と
し
て
。
た
だ
、
す
ぐ
に
解
体
す
る
っ
て
わ
け
じ
ゃ

な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
改
修
費
の
⽅
が
解
体
費
よ
り
は
安
く
済
む
の
で
、
⻑
い
⽬
で
⾒
れ
ば
、
い
い

の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
と
⾔
わ
れ
た
ら
難
し
い
で
す
よ
ね
...
。

短
期
的
に
⾒
れ
ば
、
改
修
費
が
か
か
っ
た
分
、

費
⽤
は
か
か
っ
た
の
か
な
と
。

＜
中
略
＞

改
修
費
の
⽅
が
解
体
費
よ
り
は
安
く
済
む
の

で
、
⻑
い
⽬
で
⾒
れ
ば
、
い
い
の
か
も
し
れ
な

い
け
ど
。
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
と
⾔

わ
れ
た
ら
難
し
い

改
修
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
短
期
的
に
⾒
れ

ば
、
活
⽤
さ
れ
る
こ
と
が
経
済
的
な
負
担
に
な

る 解
体
費
＞
改
修
費
な
の
で
、
⻑
期
的
に
活
⽤
す

る
な
ら
、
良
か
っ
た
と
も
⾔
え
る

廃
校
を
維
持
す
る
に
も
、
電
気
代
や
⽕
災
保
険

代
等
の
維
持
費
が
か
か
る

①
＜
改
修
コ
ス
ト
が
か
か
る
（
短
期
的
⽬
線
）

＞ ②
＜
維
持
コ
ス
ト
の
削
減
（
⻑
期
的
⽬
線
）
＞

19
9

筆
者

反
対
に
、
市
と
し
て
廃
校
活
⽤
の
際
に
感
じ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

20
0

E

廃
校
活
⽤
と
⼀
⾔
で
⾔
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
実
は
廃
校
っ
て
い
う
の
は
消
防
法
と
か
建
築
基
準
法
の

制
限
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
⾃
由
に
は
使
え
な
い
ん
で
す
よ
。
で
ー
、
千
葉
と
か
に
は
廃
校
を
宿
泊

施
設
に
し
て
る
と
こ
と
か
も
あ
り
ま
す
け
ど
ー
、
そ
の
ー
、
⽤
途
地
域
っ
て
都
市
計
画
で
決
ま
っ
て

る
の
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
で
は
そ
う
い
う
の
（
宿
泊
施
設
）
は
、
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
こ

こ
は
、
厳
し
⽬
の
⽤
途
地
域
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
住
⺠
が
集
ま
る
集
会
所
や
公
⺠
館
の
よ
う
に
活

⽤
す
る
っ
て
の
が
決
め
ら
れ
て
て
。
だ
か
ら
、
活
⽤
⽤
途
っ
て
の
は
、
実
は
す
ご
い
限
ら
れ
る
。

廃
校
っ
て
い
う
の
は
消
防
法
と
か
建
築
基
準
法

の
制
限
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
⾃
由
に
は
使
え

な
い
。

＜
中
略
＞

⽤
途
地
域
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
住
⺠
が
集
ま

る
集
会
所
や
公
⺠
館
の
よ
う
に
活
⽤
す
る
っ
て

の
が
決
め
ら
れ
て
て
。
だ
か
ら
、
活
⽤
⽤
途
っ

て
の
は
、
実
は
す
ご
い
限
ら
れ
る
。

廃
校
を
活
⽤
す
る
際
、
法
的
な
条
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
。

都
市
計
画
上
、
活
⽤
⽤
途
が
限
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
。

廃
校
や
学
校
解
放
事
業
の
⽅
が
、
不
特
定
多
数

に
よ
る
利
⽤
と
な
り
、
建
築
基
準
法
や
消
防
法

の
基
準
が
厳
し
く
な
る
。

①
＜
法
的
条
件
へ
の
順
応
が
必
要
＞

②
＜
法
的
理
由
で
活
⽤
⽅
法
に
制
限
が
あ
る
＞

20
1

筆
者

そ
れ
は
元
々
が
旧
学
校
施
設
だ
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
？
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20
2

E

ん
ー
、
旧
学
校
施
設
だ
か
ら
っ
て
い
う
意
味
で
の
制
限
は
、
消
防
設
備
と
か
、
耐
震
の
よ
う
な
、
活

⽤
で
き
る
状
態
に
順
応
す
る
た
め
の
も
の
で
。
で
、
学
校
施
設
の
⽅
が
厳
し
い
の
か
な
と
思
っ
た

ら
、
廃
校
に
な
っ
て
か
ら
と
か
、
学
校
解
放
す
る
っ
て
な
っ
て
か
ら
の
⽅
が
、
実
は
基
準
が
厳
し
く

て
。
と
⾔
う
の
も
、
学
校
の
場
合
は
、
特
定
の
⼈
の
利
⽤
な
の
で
、
そ
れ
が
不
特
定
多
数
の
利
⽤
と

な
る
と
、
そ
の
分
基
準
が
厳
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
そ
う
⾔
っ
た
設
備
の
適
応
云
々
の
前
に
、
そ
も
そ
も
、
⽤
途
地
域
っ
て
縛
り
が
あ
っ
て
、

活
⽤
⽤
途
の
⾃
由
度
っ
て
の
は
か
な
り
狭
ま
る
ん
で
す
よ
。

学
校
の
場
合
は
、
特
定
の
⼈
の
利
⽤
な
の
で
、

そ
れ
が
不
特
定
多
数
の
利
⽤
と
な
る
と
、
そ
の

分
基
準
が
厳
し
く
な
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
そ
う
⾔
っ
た
設
備
の
適
応
云
々
の
前

に
、
そ
も
そ
も
、
⽤
途
地
域
っ
て
縛
り
が
あ
っ

て
、
活
⽤
⽤
途
の
⾃
由
度
っ
て
の
は
か
な
り
狭

ま
る
ん
で
す
よ
。

20
3
筆
者
今
後
の
活
⽤
の
計
画
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

20
4

E
ま
ぁ
、
地
域
住
⺠
の
た
め
の
施
設
っ
て
こ
と
で
、
⽤
途
に
あ
っ
た
活
⽤
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
で
、
先
ほ
ど
も
お
話
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
⾳
楽
や
⽂
化
と
⾔
っ
た
カ
ル

チ
ャ
ー
の
部
分
を
強
化
し
て
い
く
と
⾔
っ
た
と
こ
ろ
で
す
か
ね
。

20
5
筆
者
実
際
、
所
有
は
ま
だ
市
と
⾔
う
こ
と
で
、
利
⽤
料
な
ど
も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

20
6

E
市
と
し
て
は
、
運
営
を
し
て
も
ら
う
に
当
た
っ
て
、
補
助
⾦
を
出
し
て
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
と
施

設
使
⽤
料
っ
て
の
を
相
殺
し
て
い
る
っ
て
形
で
す
ね
。
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番
号

発
話

者
テ

ク
ス

ト
<

1>
テ

ク
ス

ト
中

の
注

⽬
す

べ
き

語
句

<
2>

テ
ク

ス
ト

中
の

語
句

の
⾔

い
換

え
<

3>
左

を
説

明
す

る
よ

う
な

テ
ク

ス
ト

外
の

概
念

<
4>

テ
ー

マ
・

構
成

概
念

20
7

筆
者

現
在

の
運

営
団

体
で

あ
る

ス
ポ

ー
ツ

＆
カ

ル
チ

ャ
ー

し
お

か
ぜ

み
な

と
（

以
下

、
S

＆
C

と
略

す
）

の

⼀
員

で
も

あ
り

、
活

⽤
団

体
で

も
あ

る
、

み
な

と
w

ai
w

ai
ク

ラ
ブ

（
以

下
、

M
 W

 C
と

略
す

）
は

、

廃
校

以
前

か
ら

も
活

動
が

あ
っ

た
と

い
う

お
話

だ
っ

た
の

で
す

が
、

そ
の

中
で

、
こ

の
廃

校
を

運
営

し
て

い
く

た
め

に
、

S
＆

C
を

設
⽴

し
た

と
い

う
流

れ
で

お
間

違
い

無
い

で
し

ょ
う

か
？

20
8

F
そ

の
辺

は
、

M
 W

 C
の

メ
ン

バ
ー

が
中

⼼
と

な
っ

て
、

地
域

住
⺠

の
⽅

た
ち

と
（

S
＆

C
を

）
組

織
し

た
っ

て
流

れ
な

ん
で

す
ね

。

20
9

筆
者

実
際

に
廃

校
を

活
⽤

し
た

い
と

⼿
を

挙
げ

た
の

は
、

M
 W

 C
だ

っ
た

と
思

う
の

で
す

が
、

廃
校

を
活

⽤
し

た
い

と
思

っ
た

理
由

と
、

そ
れ

を
M

 W
 C

と
し

て
で

は
な

く
、

S
＆

C
を

設
⽴

し
て

、
運

営
し

て

い
こ

う
と

考
え

ら
れ

た
理

由
を

教
え

て
い

た
だ

け
ま

す
で

し
ょ

う
か

？

21
0

G

H
28

年
10

⽉
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
後

、
理

事
会

を
開

催
し

ま
し

て
、

そ
の

時
に

活
動

拠
点

が
、

旧
（

那
珂

）

湊
市

内
の

⽅
に

分
散

し
て

ま
し

た
の

で
、

こ
こ

（
旧

⼆
⾼

）
に

集
約

し
て

、
活

動
し

て
い

く
の

が
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

事
で

、
事

務
局

サ
イ

ド
に

も
承

認
を

得
て

、
こ

こ
を

活
⽤

し
よ

う
と

な
り

ま
し

た
。

こ
こ

（
旧

⼆
⾼

）
に

集
約

し
て

、
活

動
し

て

い
く

の
が

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

活
動

拠
点

を
１

カ
所

に
集

約
す

る
⽬

的
で

、

廃
校

施
設

の
活

⽤
を

決
定

⾃
治

体
側

か
ら

、
活

⽤
希

望
団

体
に

ヒ
ア

リ

ン
グ

調
査

を
実

施
＜

活
動

拠
点

集
約

の
⽬

的
で

廃
校

を
活

⽤
＞

21
1

筆
者

地
域

住
⺠

の
⽅

と
⼀

緒
に

と
い

う
⾯

と
い

う
の

は
？

21
2

G

そ
れ

は
、

そ
の

後
に

な
り

ま
す

よ
ね

。
あ

の
ー

、
⾏

政
さ

ん
の

⽅
か

ら
、

こ
こ

を
活

⽤
す

る
に

当

た
っ

て
、

ど
の

よ
う

な
ビ

ジ
ョ

ン
で

や
っ

て
い

く
か

⽂
書

で
提

出
し

て
く

れ
っ

て
事

で
、

５
年

間
く

ら
い

の
ス

パ
ン

で
計

画
を

提
出

し
て

。
で

も
、

当
時

は
こ

こ
を

利
活

⽤
す

る
だ

け
っ

て
考

え
て

た
ん

で
す

ね
。

そ
し

た
ら

、
⾏

政
の

⽅
か

ら
、

活
⽤

す
る

に
あ

た
っ

て
、

地
域

の
⽅

と
運

営
も

し
て

み
な

い
か

？
と

い
う

⾵
に

な
っ

て
。

そ
ん

な
流

れ
で

し
た

ね
。

そ
れ

で
、

そ
の

よ
う

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
て

、
実

際
に

地
域

と
運

営
し

て
い

こ
う

と
な

っ
て

、
ど

う
や

っ
て

活
⽤

し
て

い
く

か
み

た
い

な
検

討
会

、
第

⼀
回

の
フ
ュ

ー
チ

ャ
ー
ズ
ミ

ー
テ
ィ

ン
グ

っ
て

い
う

の
を

開
催

し
た

の
が

H
29

年
の

2⽉
か

な
。

で
、
今

⽉
（

20
19

年
11

⽉
）

で
32
回

⽬
に

な
り

ま
し

た
ね

。

ど
の

よ
う

な
ビ

ジ
ョ

ン
で

や
っ

て
い

く
か

⽂

書
で

提
出

し
て

く
れ

っ
て

事
で

、
５

年
間

く

ら
い

の
ス

パ
ン

で
計

画
を

提
出

し
て

。
で

も
、

当
時

は
こ

こ
を

利
活

⽤
す

る
だ

け
っ

て

考
え

て
た

ん
で

す
ね

。
そ

し
た

ら
、

⾏
政

の

⽅
か

ら
、

活
⽤

す
る

に
あ

た
っ

て
、

地
域

の

⽅
と

運
営

も
し

て
み

な
い

か
？

と
い

う
⾵

に

な
っ

て
。

ビ
ジ

ョ
ン
作

成
と

⾃
治

体
か

ら
地

域
住

⺠
と

協
⼒

し
運

営
す

る
こ

と
を

提
案

＜
⾃

治
体

か
ら

運
営

⽅
法

に
つ

い
て

の
提
案

＞

21
3

筆
者

実
際

に
現

在
の
形

で
活

⽤
が
始

ま
っ

た
の

は
？

21
4

G
20

18
年

の
7⽉

。
4⽉

は
ち

ょ
っ

と
間

に
合
わ

な
か

っ
た

の
で

ね
。

21
5

H

M
 W

 C
は

地
域

に
根
差

し
た

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
っ

て
い

う
活

動
理

念
だ

し
、
独

⽴
採
算

で
や

れ
ば

い

い
っ

て
わ

け
で

も
無

い
と

思
う

し
、

じ
ゃ

あ
、

地
域

で
こ

の
規
模

の
施

設
を

運
営

で
き

る
か

と
⾔
わ

れ
た

ら
難

し
い

し
、
総
合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

M
 W

 C
と
双

⽅
の

メ
リ
ッ

ト
が

あ
っ

て
、
協

⼒
体
制

を
作

っ
た

っ
て
感

じ
で

す
よ

。

総
合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

M
 W

 C
と

双
⽅

の
メ

リ
ッ

ト
が

あ
っ

て
、
協
⼒

体
制

を

作
っ

た

地
域

と
総
合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の
双

⽅
の

メ
リ
ッ

ト
か

ら
協
⼒

体
制

を
構
築

⾃
治

体
が
仲
介

と
な

っ
て

ア
ド

バ
イ

ス

フ
ュ

ー
チ

ャ
ー
ズ

ク
ラ

ブ
の

開
催

＜
地

域
と
総
合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

協
⼒

体
制

＞

21
6

G

こ
の

地
域

は
ね

、
⾏

政
が
頑
張

っ
て

い
ろ

ん
な

こ
と

を
や

っ
て

く
れ

て
い

た
地

域
な

の
で

、
地

域
住

⺠
が

お
⾦

を
払

っ
て
総
合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
に
⼊

る
な

ん
て

考
え

ら
れ

な
い

。
っ

て
い

う
よ

う
な

地
域

だ
っ

た
ん

で
す

よ
。

だ
か

ら
、

そ
の
意
識
改
⾰

は
難

し
か

っ
た

ん
で

す
け

ど
、

こ
こ

に
拠

点
を
置

く
よ

う
に

な
っ

て
、

ま
だ

１
年
半

も
な

い
で

す
け

ど
、
結

構
多

い
で

す
よ

。
こ

の
辺

の
地

域

の
⽅

が
⼊

っ
て

く
れ

る
っ

て
の

が
。

21
7

筆
者

そ
れ

は
や

は
り

地
域

の
廃

校
を

活
⽤

し
て

い
る

か
ら

な
ん

で
し

ょ
う

か
ね

？

21
8

G

そ
う

い
う

の
も

あ
る

と
思

い
ま

す
ね

。
⼝
コ
ミ

で
も

、
あ

そ
こ

で
何

か
や

っ
て

る
よ

と
か

ね
。

あ
と

は
⾼
齢

者
が
多

い
の

で
、

市
⺠

体
育
館

ま
で

⾏
く

の
は
⼤
変

な
の

で
、

っ
て
来

る
⼈

も
結

構
い

ま
す

ね
。

市
⺠

体
育
館

ま
で

⾏
く

の
は
⼤
変

な
地

域
の

ス
ポ

ー
ツ
環
境

の
整
備

周
辺

の
ス

ポ
ー

ツ
環
境

の
少

な
さ

⾼
校

時
は
学

校
解
放

し
て

い
な

か
っ

た
た

め

活
⽤

で
き

な
か

っ
た

＜
ス

ポ
ー

ツ
環
境

の
整
備

＞
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21
9

筆
者

施
設

を
ス

ポ
ー

ツ
施

設
と

し
て

活
⽤

す
る
上

で
、

⽤
具

な
ど

は
S＆

Cが
⽤
意

し
た

の
で

し
ょ

う
か

？

22
0

G
う

ち
が
使

っ
て

た
物

も
あ

り
ま

す
し

、
あ

と
は

市
が

⽤
意

し
て

く
れ

ま
し

た
。
本

当
に
何

も
な

か
っ

た
の

で
。

22
1

筆
者

実
際

に
廃

校
を

活
⽤

し
た

こ
と

で
感

じ
ら

れ
る
効
果

で
あ

っ
た

り
、

メ
リ
ッ

ト
の

よ
う

な
も

の
は

あ
り

ま
す

か
？

22
2

G

ま
ず

、
運

営
を

⾃
分

た
ち

で
や

っ
て

る
の

で
、

市
⺠

体
育
館

で
あ

っ
た

り
、
他

の
施

設
は

、
定
休
⽇

も
決

ま
っ

て
ま

す
し

、
活

⽤
で

き
な

い
時

は
で

き
な

い
け

ど
、

こ
こ

は
、

利
⽤

者
が
使

い
た

い
時

間
に
合
わ
せ

て
解
放

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

、
活

⽤
の
幅

っ
て

の
は
広

が
り

ま
す

よ
ね

。
あ

と
は

、
料
⾦

に
関

し
て

も
、
他

の
施

設
に
⽐

べ
て
安

く
設

定
で

き
て

い
る

の
で

。

利
⽤

者
が
使

い
た

い
時

間
に
合
わ
せ

て
解
放

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

、
活

⽤
の
幅

っ
て

の
は
広

が
り

ま
す

よ
ね

。
あ

と
は

、
料
⾦

に
関

し
て

も
、
他

の
施

設
に

⽐
べ

て
安

く
設

定
で

き
て

い
る

利
⽤

者
の
要

望
に
沿

っ
た

施
設

の
運

営
が
可

能 料
⾦

を
他

の
施

設
に
⽐

べ
、
安

く
設

定
し

て
い

る
。

学
校
解
放

事
業

や
活

動
拠

点
が

い
く
つ

か
あ

っ
た

と
き

は
、

時
間

的
制

約
が

あ
っ

た
。

現
在

、
平
⽇
昼

の
利

⽤
が

あ
る

運
営

に
か

か
る
コ

ス
ト

が
抑

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

で
、
低
価
格

の
利

⽤
料

が
可
能

に

①
＜

時
間

的
制

約
が

な
く

活
⽤
可
能

＞
②

＜
利

⽤
料
⾦

を
低
価
格

に
設

定
可
能

＞

22
3

筆
者

そ
れ

は
実

際
に

、
運

営
か

か
る
コ

ス
ト

を
抑

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

か
ら

と
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
か

？

22
4

G
そ

う
で

す
ね

。

22
5

筆
者

Fさ
ん

は
、
元
々

M
 W

 C
で

は
な

く
、

地
域

住
⺠

の
代
表

と
し

て
、

現
在

S＆
Cの

メ
ン

バ
ー

に
な

っ
て

る
と

思
い

ま
す

が
、

ど
う

で
し

ょ
う

か
？

22
6

H

シ
ン
プ

ル
に
嬉

し
い

で
す

よ
。

地
元

を
中

⼼
に

っ
て

⾔
い

⽅
が
正

し
い

の
か
わ

か
ら

な
い

け
ど

、
地

域
が

こ
こ

を
中

⼼
に
盛

り
上

が
っ

て
く

れ
て

、
⾃

分
た

ち
も

そ
れ

を
活

⽤
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
ん

だ
っ

て
の

は
、
嬉

し
い

で
す

ね
。

ど
こ

も
⼿

を
挙

げ
な

け
れ
ば

、
放

っ
て
置

く
か

、
取

り
壊

し
て

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

て
た

か
も

し
れ

な
い

ん
で

。
だ

か
ら
今

後
は

そ
れ

を
ど

う
活

⽤
さ
せ

る
か

と
か

ね
。

ス
ポ

ー
ツ

＆
カ

ル
チ

ャ
ー

の
、

カ
ル

チ
ャ

ー
の
部

分
を
整
備

し
て

い
く

こ
と

を
や

っ
て

い
こ

う
と

は
思

っ
て

ま
す

ね
。

地
域

が
こ

こ
を

中
⼼

に
盛

り
上

が
っ

て
く

れ
て

、
⾃

分
た

ち
も

そ
れ

を
活

⽤
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
ん

だ
っ

て
の

は
、
嬉

し
い

で
す

。

地
域

活
性
化

の
シ

ン
ボ

ル
と

な
る

こ
と

に
対

す
る
喜
び

＜
地

域
活
性
化

の
シ

ン
ボ

ル
と

な
る

こ
と

に
対

す
る
喜
び

＞

22
7

筆
者

逆
に

廃
校

を
活

⽤
す

る
が
故

に
感

じ
る
デ

メ
リ
ッ

ト
の

よ
う

な
部

分
は

あ
り

ま
す

か
？

22
8

G

建
物

を
お
借

り
し

た
時

か
ら

、
⾬
漏

り
も

し
て

い
ま

し
た

し
、
直

し
て
欲

し
い
部

分
み

た
い

の
は

、
そ

り
ゃ

い
く
つ

か
あ

り
ま

す
け

ど
、

実
際

は
⾃

分
た

ち
で

で
き

る
範
囲

と
い

う
か

、
み

ん
な
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
精
神

も
強

い
ん

で
、
困

っ
た

こ
と

は
特

に
な

い
で

す
か

ね
。

た
だ

、
こ

れ
か

ら
の

ラ
ン
ニ

ン
グ
コ

ス
ト

と
か

を
考

え
た

時
に

、
優
先
度

⾼
い

と
こ
ろ

か
ら
直

し
て

い
く
必
要

は
あ

る
と

思
い

ま
す

ね
。

22
9

筆
者

他
の

事
例

で
は

、
駐
⾞
場

が
少

な
い

と
い

う
よ

う
な

⾯
が

挙
げ

ら
れ

て
い

て
、

こ
こ

は
そ

う
い

う
声

は
特

に
あ

り
ま
せ

ん
か

？

23
0

G
年

に
数
回
⼤

き
な

イ
ベ

ン
ト

が
重

な
る

こ
と

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

の
時

は
駐
⾞
場

が
⾜

り
な

く
な

る
こ

と
も

あ
る

ん
で

す
け

ど
、
近

く
に

市
が
管

理
し

て
る
駐
⾞
場

が
あ

る
の

で
、

そ
こ

を
使
わ
せ

て
も

ら
っ

た
り

し
て

る
の

で
、
特

に
問
題

は
な

い
で

す
ね

。
年

に
1回

あ
る

か
な

い
か

で
す

し
ね

。

23
1

G
あ

、
あ

と
、

（
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

は
、

）
こ

こ
は
暗

い
の

で
、

こ
こ

を
使

っ
て

る
時

、
明

か
り

が
つ

く
の

で
、
防
犯
上

の
⾯

だ
っ

た
り

、
賑
わ

い
じ

ゃ
な

い
で

す
け

ど
、

そ
う

⾔
っ

た
点

で
あ

り
が

た
い

っ
て

い
う

よ
う

な
声

は
あ

り
ま

す
ね

。

防
犯
上

の
⾯

だ
っ

た
り

、
賑
わ

い
じ

ゃ
な

い
で

す
け

ど
、

そ
う

⾔
っ

た
点

で
あ

り
が

た
い

っ
て

い
う

よ
う

な
声

周
辺
環
境
上

、
活

⽤
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
地

域
の
賑
わ

い
や
防
犯

の
⾯

で
、

地
域

の
役

に
⽴

っ
て

い
る

活
⽤

さ
れ

な
い
場
合

、
取

り
壊

し
の
可
能
性

が
⾼

か
っ

た
＜
遊
休

施
設

の
活

⽤
（
防
犯

⾯
）

＞
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23
2

F

そ
れ
と
、
元
々
こ
こ
は
⼥
⼦
校
で
、
⼊
れ
な
か
っ
た
場
所
で
も
あ
る
の
で
、
そ
う
⾔
っ
た
場
所
が
活

⽤
で
き
る
っ
て
の
も
、
⼩
中
学
校
の
廃
校
と
は
違
っ
た
部
分
で
は
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
こ
そ
、
こ
こ

は
学
校
解
放
し
て
な
か
っ
た
の
で
、
地
域
の
⽅
達
か
ら
し
た
ら
近
所
に
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
環
境
が
で

き
た
っ
て
こ
と
に
は
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

元
々
こ
こ
は
⼥
⼦
校
で
、
⼊
れ
な
か
っ
た
場

所
で
も
あ
る
の
で
、
そ
う
⾔
っ
た
場
所
が
活

⽤
で
き
る
っ
て
の
も
、
⼩
中
学
校
の
廃
校
と

は
違
っ
た
部
分
で
は
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
こ

そ
、
こ
こ
は
学
校
解
放
し
て
な
か
っ
た
の

で
、

施
設
の
活
⽤
⽤
途
が
拡
⼤
し
、
利
⽤
者
が
多

様
化

＜
施
設
の
活
⽤
範
囲
が
拡
⼤
＞

23
3

筆
者

さ
ら
に
、
学
校
と
し
て
の
活
⽤
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
時
間
に
縛
ら
れ
ず
、
い
つ
で
も
使
え
る
っ

て
こ
と
で
す
も
ん
ね
。

23
4

G
そ
う
で
す
ね
。
今
だ
っ
た
ら
、
中
学
校
の
部
活
が
体
育
館
の
利
⽤
が
重
な
っ
た
時
に
借
り
に
来
た

り
、
平
⽇
の
昼
と
か
、
本
来
学
校
解
放
じ
ゃ
使
え
な
い
時
間
で
の
利
⽤
っ
て
の
も
あ
り
ま
す
ね
。
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番
号
発
話
者

テ
ク
ス
ト

<
1>
テ
ク
ス
ト
中
の
注
⽬
す
べ
き
語
句

<
2>
テ
ク
ス
ト
中
の
語
句
の
⾔
い
換
え

<
3>
左
を
説
明
す
る
よ
う
な

テ
ク
ス
ト
外
の
概
念

<
4>
テ
ー
マ
・
構
成
概
念

23
5

筆
者

ま
ず
は
、
旧
猿
ヶ
京
⼩
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
経
緯
を
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

23
6

I

元
々
み
な
か
み
町
が
合
併
す
る
前
の
新
治
村
に
は
、
３
校
の
⼩
学
校
が
あ
っ
て
、
須
川
⼩
学
校
と
新

巻
⼩
学
校
、
そ
し
て
猿
ヶ
京
⼩
学
校
。
で
、
合
併
す
る
際
に
、
（
⼩
学
校
の
）
統
合
を
考
え
て
合
併

し
た
経
緯
が
あ
っ
て
、
実
際
に
合
併
し
た
H
17
年
10
⽉
1⽇
、
そ
の
3年
前
く
ら
い
か
ら
統
合
の
話
を
し

な
が
ら
ー
、
で
、
前
の
新
巻
⼩
学
校
の
と
こ
ろ
に
新
治
⼩
学
校
、
須
川
⼩
学
校
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、

新
治
こ
ど
も
園
っ
て
⾔
う
か
、
保
育
園
と
幼
稚
園
を
統
合
し
た
物
を
作
ろ
う
と
⾔
う
流
れ
に
な
っ

て
、
だ
け
ど
、
猿
ヶ
京
⼩
学
校
だ
け
、
ど
う
や
っ
て
活
⽤
し
よ
う
か
。
っ
て
な
っ
ち
ゃ
っ
て
た
ん
だ

よ
ね
。

23
7

I

で
、
そ
も
そ
も
な
ん
で
⼩
学
校
を
統
合
し
よ
う
か
っ
て
な
っ
た
か
っ
て
⾔
う
と
、
少
⼦
化
。
昭
和
42

年
で
⼈
学
年
16
0⼈
く
ら
い
が
居
た
と
こ
ろ
で
、
徐
々
に
減
っ
て
い
っ
て
、
平
成
12
年
で
65
⼈
。
平
成

16
年
の
と
き
で
40
⼈
く
ら
い
。
だ
か
ら
、
ず
っ
と
減
っ
て
い
っ
て
る
中
で
ガ
ク
ッ
と
減
っ
ち
ゃ
っ
た

感
じ
。
で
、
当
時
、
⼊
学
す
る
児
童
が
⼥
の
⼦
１
⼈
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
保
護
者
に
も

相
談
し
て
、
統
合
す
る
流
れ
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
地
元
の
⼈
た
ち
か
ら
す
る
と
、
統
合
を
反
対
す

る
⼈
も
多
か
っ
た
け
ど
、
保
護
者
側
の
⽴
場
か
ら
す
る
と
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
。
と
、
そ
う
⾔
っ
た

流
れ
で
統
合
が
決
ま
り
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
決
ま
っ
て
平
成
20
年
に
廃
校
か
な
。

な
ん
で
⼩
学
校
を
統
合
し
よ
う
か
っ
て
な
っ
た

か
っ
て
⾔
う
と
、
少
⼦
化
。

＜
中
略
＞

で
、
当
時
、
⼊
学
す
る
児
童
が
⼥
の
⼦
１
⼈
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
保
護
者
に
も
相

談
し
て
、
統
合
す
る
流
れ
に
な
っ
た
ん
で
す

ね
。

町
内
の
少
⼦
化
と
児
童
の
男
⼥
⽐
の
を
考
慮
し

た
結
果
、
統
合
が
決
定

①
＜
町
内
の
少
⼦
化
に
よ
り
廃
校
＞

②
＜
児
童
の
男
⼥
⽐
を
考
慮
し
統
合
＞

23
8

I

そ
れ
で
廃
校
に
な
っ
て
か
ら
、
3年
間
は
教
育
委
員
会
の
⽅
で
管
轄
し
て
て
、
当
時
は
⾚
⾕
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
っ
て
⾔
う
⾃
然
保
護
団
体
の
ベ
ー
ス
基
地
に
な
ら
な
い
か
っ
て
こ
と
で
活
⽤
し
て
い
た
。
教
育

委
員
会
は
そ
こ
か
ら
３
年
間
、
地
域
に
管
理
体
制
の
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ
こ
に
毎
年
10
0万
円
く
ら

い
お
⾦
を
渡
し
て
、
管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い

と
。
そ
の
あ
と
は
、
プ
ロ
野
球
選
⼿
と
交
流
す
る
施
設
に
も
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
も
⼀
年
で

ダ
メ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

教
育
委
員
会
は
そ
こ
か
ら
３
年
間
、
地
域
に
管

理
体
制
の
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ
こ
に
毎
年
10
0

万
円
く
ら
い
お
⾦
を
渡
し
て
、
管
理
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
な
か
な
か
う
ま

く
い
か
な
い
と
。

教
育
委
員
会
の
管
轄
で
、
地
域
の
団
体
が
活
⽤

し
て
い
た
が
、
上
⼿
く
い
か
な
か
っ
た
。

＜
以
前
の
活
⽤
が
失
敗
＞

23
9

I

そ
れ
で
、
町
の
企
画
部
⾨
に
移
っ
て
き
て
、
今
の
社
団
（
社
団
法
⼈
猿
ヶ
京
⼩
学
校
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ

デ
ミ
ー
）
で
の
活
⽤
に
な
っ
た
。
け
ど
ま
ぁ
、
基
本
的
に
町
の
施
設
で
、
そ
れ
を
町
が
運
営
す
る
の

で
は
な
く
て
お
願
い
す
る
形
。
業
務
委
託
で
は
な
く
て
貸
付
。
で
、
⽕
災
保
険
と
か
の
費
⽤
は
あ
る

の
で
、
そ
う
⾔
っ
た
分
に
関
し
て
は
、
町
に
納
め
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
、
無
償
で
貸
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
宿
泊
施
設
と
し
て
使
っ
て
る
わ
け
だ
け
ど
、
貸
し
て
か
ら
の
修
理
と
か
整
備
に
は
、

町
は
補
助
⾦
も
出
し
て
な
い
し
、
お
⾦
も
出
し
て
な
い
。

町
の
企
画
部
⾨
に
移
っ
て
き
て
、
今
の
社
団

（
社
団
法
⼈
猿
ヶ
京
⼩
学
校
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
）
で
の
活
⽤
に
な
っ
た
。
け
ど
ま
ぁ
、
基

本
的
に
町
の
施
設
で
、
そ
れ
を
町
が
運
営
す
る

の
で
は
な
く
て
お
願
い
す
る
形
。
業
務
委
託
で

は
な
く
て
貸
付
。

所
管
が
教
育
委
員
会
か
ら
、
企
画
部
⾨
に
移
⾏

し
、
現
在
の
活
⽤
⽅
法
に
な
っ
た
。

運
営
は
⺠
間
だ
が
、
業
務
委
託
で
は
な
く
、
貸

付
の
形
式

①
＜
所
管
が
教
育
委
員
会
か
ら
企
画
部
⾨
に
移

⾏
＞

②
＜
⺠
間
に
よ
る
運
営
＞

24
0

I

で
、
元
々
が
学
校
施
設
な
の
で
、
町
の
⾏
事
や
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
し
っ
か
り
果
た
し
て
く

だ
さ
い
ね
。
と
⾔
う
契
約
で
貸
し
出
し
て
い
る
。
ま
ぁ
実
際
は
お
客
さ
ん
も
い
る
し
難
し
い
ん
だ
け

ど
ね
。
今
は
、
１
団
体
に
貸
切
で
貸
し
て
る
ん
だ
け
ど
、
教
室
の
間
仕
切
り
と
か
も
し
て
な
い
。
あ

と
は
、
家
庭
科
室
を
厨
房
に
し
た
り
、
新
し
く
お
⾵
呂
を
作
っ
た
り
。
お
⾵
呂
を
作
っ
た
の
は
、
こ

こ
2、
3年
で
す
け
ど
。
最
初
は
満
天
の
湯
（
周
辺
の
温
泉
）
を
使
っ
て
も
ら
っ
て
た
み
た
い
で
。

24
1

筆
者

利
⽤
者
は
ど
う
⾔
っ
た
⽅
が
多
い
で
し
ょ
う
か
？

24
2

I

企
業
研
修
と
か
サ
ー
ク
ル
が
多
い
か
な
。
⽊
造
っ
て
の
と
、
周
り
に
何
も
な
い
か
ら
、
夜
騒
い
だ

り
、
校
庭
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
て
も
⼤
丈
夫
だ
し
。
や
っ
ぱ
り
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
を
感
じ

れ
る
っ
て
こ
と
で
。
結
構
、
今
で
は
平
⽇
と
か
も
ほ
ぼ
満
室
で
す
か
ら
。

24
3

筆
者

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う
事
で
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
⽤
っ
て
の
は
、
結
構
あ
り
ま
す
か
？

24
4

I
ま
ぁ
、
体
育
館
は
取
り
壊
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
多
⽬
的
ホ
ー
ル
が
あ
る
ん
で
、
そ
こ
で
ダ
ン
ス

と
か
、
あ
と
は
校
庭
の
活
⽤
は
あ
る
み
た
い
で
す
よ
。
あ
と
、
夏
は
プ
ー
ル
が
使
え
る
の
で
。
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24
5

筆
者

プ
ロ
野
球
選
⼿
と
の
交
流
施
設
の
時
の
運
営
は
、
ど
ち
ら
が
や
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

24
6

I
旧
猿
ヶ
京
⼩
学
校
活
⽤
検
討
委
員
会
っ
て
名
前
で
す
ね
。

24
7

筆
者

当
時
は
ま
だ
、
教
育
委
員
会
の
所
有
と
⾔
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

24
8

I
そ
う
で
す
。
そ
の
後
に
企
画
部
⾨
に
移
っ
て
き
た
。

24
9

筆
者

企
画
部
⾨
に
移
っ
て
か
ら
、
活
⽤
に
⾄
る
ま
で
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
を
⾏
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
、
活
⽤
団
体
側
か
ら
の
要
望
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

25
0

I
そ
っ
ち
（
活
⽤
団
体
側
か
ら
の
要
望
）
で
す
ね
。
当
時
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
⾏
っ
て
な
く
て
、
活
⽤

さ
れ
て
な
い
と
こ
を
活
⽤
し
た
い
っ
て
⾔
う
ん
で
、
承
認
し
た
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

当
時
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
⾏
っ
て
な
く
て
、
活

⽤
さ
れ
て
な
い
と
こ
を
活
⽤
し
た
い
っ
て
⾔
う

ん
で
、
承
認
し
た

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
せ
ず
、
活
⽤
団
体
側
か
ら
の

要
望
に
対
し
て
の
承
認
を
⾏
っ
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
企
画
部
⾨
に
所
管
が
移
り
、

活
⽤
さ
れ
て
い
な
い
状
況
だ
っ
た
。

①
＜
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
な
し
＞

②
＜
活
⽤
団
体
か
ら
の
要
望
に
よ
り
活
⽤
⽤
途

が
決
定
＞

25
1

筆
者

実
際
に
泊
ま
れ
る
学
校
と
し
て
の
活
⽤
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
町
に
施
設
使
⽤
料
が
⼊
る
よ
う
な
こ
と

も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

25
2

I

そ
う
で
す
ね
。
さ
っ
き
も
⾔
っ
た
よ
う
に
、
こ
ち
ら
か
ら
改
修
費
が
、
全
部
で
30
00
万
円
〜
40
00
万

円
か
な
。
（
そ
れ
）
を
、
払
っ
て
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
逆
に
⾔
え
ば
、
い
く
ら
お
客
さ
ん
が

⼊
っ
て
、
儲
か
ろ
う
と
、
そ
れ
を
町
が
ピ
ン
ハ
ネ
す
る
よ
う
な
事
も
な
い
。
あ
く
ま
で
、
⽕
災
保
険

と
か
電
気
、
⽔
道
代
み
た
い
な
物
だ
け
、
納
め
て
も
ら
う
と
。

ま
ぁ
、
今
後
は
そ
う
⾔
っ
た
と
こ
も
精
査
し
な
が
ら
、
地
域
の
⽬
と
か
も
あ
る
ん
で
ね
。
使
⽤
料
と

か
も
考
え
て
く
必
要
も
あ
る
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
ま
だ
、
今
の
と
こ
ろ
は
。

で
、
や
っ
て
る
⼈
た
ち
は
、
基
本
的
に
み
ん
な
み
な
か
み
町
に
移
住
し
て
き
た
⼈
た
ち
。
料
理
⼈
の

⼈
と
か
、
校
⻑
と
か
も
。

こ
ち
ら
か
ら
改
修
費
、
が
、
全
部
で
30
00
万
円

〜
40
00
万
円
か
な
。
を
、
払
っ
て
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
逆
に
⾔
え
ば
、
い
く
ら
お
客
さ
ん

が
⼊
っ
て
、
儲
か
ろ
う
と
、
そ
れ
を
町
が
ピ
ン

ハ
ネ
す
る
よ
う
な
事
も
な
い
。
あ
く
ま
で
、
⽕

災
保
険
と
か
電
気
、
⽔
道
代
み
た
い
な
物
だ

け
、
納
め
て
も
ら
う
と
。

改
修
費
は
全
て
、
⺠
間
が
負
担
す
る
が
、
⼀

⽅
、
収
益
に
関
係
な
く
、
⾃
治
体
に
納
め
る
⾦

額
は
、
諸
経
費
の
み

①
＜
改
修
費
は
⺠
間
が
負
担
＞

②
＜
施
設
利
⽤
料
は
な
く
、
諸
経
費
の
み
⾃
治

体
に
納
め
る
＞

25
3

筆
者

そ
う
な
る
と
、
宿
泊
施
設
と
し
て
活
⽤
し
た
事
で
、
地
域
雇
⽤
も
⽣
ま
れ
た
と
⾔
う
事
で
し
ょ
う

か
？

25
4

I
ん
ー
、
ま
ぁ
で
も
、
⼤
き
な
宿
泊
施
設
で
は
な
く
て
、
2、
3⼈
で
回
し
て
る
よ
う
な
感
じ
だ
か
ら
、

地
域
雇
⽤
っ
て
⾔
っ
て
も
、
た
く
さ
ん
の
⼈
が
っ
て
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
ね
。

25
5

I
そ
れ
で
、
な
ん
で
宿
泊
施
設
と
し
て
の
活
⽤
な
の
か
っ
て
と
こ
ろ
は
、
そ
の
活
⽤
し
た
い
っ
て
⾔
っ

て
き
た
⼈
た
ち
の
専
⾨
性
と
い
う
か
、
そ
の
⼈
た
ち
が
、
元
々
旅
館
業
と
か
を
や
っ
て
た
か
ら
っ
て

感
じ
だ
ね
。

な
ん
で
宿
泊
施
設
と
し
て
の
活
⽤
な
の
か
っ
て

と
こ
ろ
は
、
そ
の
活
⽤
し
た
い
っ
て
⾔
っ
て
き

た
⼈
た
ち
の
専
⾨
性

活
⽤
者
の
専
⾨
性
を
⽣
か
し
た
活
⽤
⽤
途
の
決

定
＜
活
⽤
者
の
専
⾨
性
を
⽣
か
し
た
活
⽤
⽤
途
の

決
定
＞

25
6

筆
者

実
際
に
今
の
活
⽤
案
が
出
た
時
に
、
他
の
活
⽤
案
が
出
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
、
競
合
み
た
い
な
も

の
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

25
7

I
い
や
ー
、
な
か
っ
た
で
す
ね
ー
。
お
荷
物
状
態
と
い
う
か
。
３
年
間
空
い
て
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
れ

で
も
な
か
っ
た
っ
て
事
で
、
使
っ
て
く
れ
る
な
ら
使
っ
て
く
れ
っ
て
感
じ
で
し
た
ね
。

な
か
っ
た
で
す
ね
ー
。
お
荷
物
状
態
と
い
う

か
。

競
合
や
他
の
活
⽤
案
は
な
し

町
と
し
て
運
営
の
意
思
は
な
し

＜
競
合
が
い
な
か
っ
た
＞

25
8

筆
者

実
際
に
施
設
の
使
⽤
料
は
取
っ
て
い
な
い
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
み
な
か
み
町
が
得
ら
れ
る
効
果

は
ど
う
⾔
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

25
9

I

ま
ぁ
、
逆
に
あ
の
ま
ま
猿
ヶ
京
⼩
学
校
を
放
っ
て
お
く
と
、
施
設
は
傷
む
し
、
⽕
災
保
険
は
つ
け
て

お
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
電
気
も
通
電
し
て
お
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
財
産
管
理
で
⼈
は
付
け

て
お
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
っ
て
部
分
で
、
そ
う
⾔
っ
た
⾯
で
、
プ
ラ
ス
に
は
な
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
今
ま
で
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
も
の
が
０
に
は
な
る
の
で
。

あ
と
は
、
泊
ま
れ
る
学
校
と
い
う
事
で
活
⽤
さ
れ
る
事
で
、
廃
校
を
上
⼿
に
活
⽤
し
て
ま
す
っ
て
事

で
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
う
い
う
⾯
で
町
と
し
て
も
⼀
定
の
効
果
が
あ
る
と

は
思
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

今
ま
で
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
も
の
が
０
に
は
な
る

＜
中
略
＞

廃
校
を
上
⼿
に
活
⽤
し
て
ま
す
っ
て
事
で
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
う
い

う
⾯
で
町
と
し
て
も
⼀
定
の
効
果
が
あ
る
と
は

思
い
ま
す
。

廃
校
活
⽤
に
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
を
な

く
す
こ
と
が
で
き
た
。
（
⼈
的
コ
ス
ト
、
維
持

コ
ス
ト
の
削
減
）

有
効
な
活
⽤
が
で
き
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
露
出
効

果
が
あ
る
。

⽂
部
科
学
省
、
廃
校
活
⽤
事
例
集
の
表
紙
に
選

出

①
＜
⼈
的
コ
ス
ト
の
削
減
＞

②
＜
維
持
コ
ス
ト
の
削
減
＞

③
＜
遊
休
施
設
の
活
⽤
＞

④
＜
メ
デ
ィ
ア
露
出
効
果
＞

26
0

I
で
ー
、
そ
れ
が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
り
、
地
域
に
対
し
て
ど
う
貢
献
す
る
か
観
た
い
の
は
、

活
⽤
者
側
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
し
、
⼀
概
に
は
プ
ラ
ス
と
も
マ
イ
ナ
ス
と
も
⾔
え
な

い
ん
だ
と
は
思
う
け
ど
。

26
1

筆
者

反
対
に
町
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
⾯
と
い
う
か
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
⾯
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
か
ね
？
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26
2

I
ん
ー
、
町
の
施
設
な
ん
で
選
挙
の
時
に
使
え
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
こ
と
く
ら
い
か
な
。
笑

ほ
ぼ
⼀
年
中
予
約
が
⼊
っ
て
る
の
で
、
な
か
な
か
使
え
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
空
き
が
出
た
ら
、

Fa
ce
bo
ok
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
た
り
も
す
る
ん
で
。
笑

町
の
施
設
な
ん
で
選
挙
の
時
に
使
え
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
こ
と
く
ら
い
か
な
。

町
⺠
の
活
動
場
所
と
し
て
の
活
⽤
機
会
が
減
少

元
々
が
学
校
施
設
な
の
で
、
町
の
⾏
事
や
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
も
し
っ
か
り
果
た
し
て
く

だ
さ
い
ね
。
と
⾔
う
契
約
で
貸
し
出
し
て
い

る
。

＜
町
の
公
共
施
設
と
し
て
の
活
⽤
機
会
が
減
少

＞

26
3

筆
者

猿
ヶ
京
⼩
学
校
の
廃
校
活
⽤
に
つ
い
て
、
活
⽤
者
側
が
感
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
メ
リ
ッ
ト
の
よ
う
な

も
の
は
何
か
あ
り
ま
す
か
ね
？

26
4

I

や
は
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

⽊
造
校
舎
っ
て
と
こ
だ
と
、
そ
の
雰
囲
気
だ
っ
た
り
を
売
り
に
で
き
る
ん
で
、
実
際
に
校
⻑
も
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
だ
っ
た
ら
、
こ
う
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
と
話
し
て
ま
し
た
し
。
そ
れ
で
ま

た
、
⽊
造
だ
と
経
年
劣
化
し
て
い
か
な
い
の
で
、
そ
う
⾔
っ
た
と
こ
ろ
は
⼤
き
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
ね
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

運
営
コ
ス
ト
の
低
減

＜
運
営
コ
ス
ト
の
低
減
＞

26
5

筆
者

反
対
に
デ
メ
リ
ッ
ト
の
よ
う
な
部
分
も
あ
り
ま
す
か
ね
？
町
に
対
し
て
、
不
満
を
⾔
っ
て
き
た
り
と

か
。

26
6

I

や
っ
ぱ
り
間
仕
切
り
の
と
こ
ろ
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
は
、
部
屋
（
旧
教
室
）
が
広
す
ぎ
る
と
思
う

ん
で
す
ね
。
他
の
（
廃
校
を
活
⽤
し
た
）
宿
泊
施
設
だ
と
、
⾏
政
側
が
整
備
し
て
た
り
す
る
ん
で
。

だ
か
ら
、
１
団
体
貸
切
っ
て
形
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
。
そ
う
す
る
と
、
予
約
が
多
く
て
も
、

収
益
に
繋
が
り
に
く
い
っ
て
の
が
あ
る
と
思
う
ん
で
。

あ
と
は
、
や
っ
ぱ
⾵
呂
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。
だ
か
ら
整
備
し
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
ー
。
満
天
の
湯
ま
で
⾏
く
の
は
遠
い
し
。

宿
泊
施
設
と
し
て
は
、
部
屋
（
旧
教
室
）
が
広

す
ぎ
る
と
思
う
。

＜
中
略
＞

や
っ
ぱ
⾵
呂
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。
だ

か
ら
整
備
し
た
ん
だ
と
思
う
。

宿
泊
施
設
に
し
て
は
、
１
部
屋
の
間
取
り
が
広

す
ぎ
る
。

浴
室
の
整
備
が
必
要
。

活
⽤
当
初
は
近
隣
の
温
泉
を
利
⽤
。
そ
の
後
、

浴
室
を
整
備
し
た
。

①
＜
間
取
り
が
広
い
＞

②
＜
浴
室
の
整
備
が
必
要
＞

26
7

筆
者

最
後
に
、
廃
校
当
初
か
ら
、
町
で
運
営
し
て
い
く
予
定
は
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

26
8

I
教
育
委
員
会
が
ど
う
考
え
て
た
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
活
⽤
協
議
会
と
か
作
っ
て
た
し
、
町
と
し

て
っ
て
の
は
、
考
え
て
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
ね
。
ま
ぁ
学
校
っ
て
ね
、
地
域
の
財
産
っ
て
⾔
う
意

味
合
い
も
⼤
き
い
し
ね
。

活
⽤
協
議
会
と
か
作
っ
て
た
し
、
町
と
し
て
っ

て
の
は
、
考
え
て
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
。

地
域
の
財
産
と
い
う
観
点
か
ら
、
街
で
の
運
営

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

財
政
的
な
要
因
も
廃
校
の
未
活
⽤
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
考
え
て
い
る
。

＜
⾃
治
体
で
運
営
す
る
意
思
は
な
い
＞

26
9

筆
者

他
の
⾃
治
体
で
は
、
財
政
的
な
⾯
で
建
物
⾃
体
譲
渡
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
⾔
っ

た
側
⾯
で
は
な
い
と
。

27
0

I
ま
ぁ
当
然
財
政
的
な
⾯
も
⼤
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

27
1

筆
者

そ
れ
で
最
終
的
に
補
助
⾦
も
使
わ
ず
、
⺠
間
に
貸
し
付
け
る
形
に
⾄
っ
た
と
。

27
2

I

補
助
⾦
使
う
っ
て
な
る
と
運
営
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
ら
ね
。
運
営
と
い
う
か
、
⽬
的
が
あ
っ
て
補

助
⾦
使
う
な
ら
わ
か
る
け
ど
、
そ
う
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
し
ね
。
⽬
的
が
あ
る
施
設
っ
て
の
は
、

⾏
政
財
産
と
し
て
、
設
置
条
例
作
っ
て
み
た
い
な
話
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
、
普
通
財
産
と
し
て
貸
し

付
け
る
と
い
う
事
で
。
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番
号
発
話
者

テ
ク
ス
ト

<
1>
テ
ク
ス
ト
中
の
注
⽬
す
べ
き
語
句

<
2>
テ
ク
ス
ト
中
の
語
句
の
⾔
い
換
え

<
3>
左
を
説
明
す
る
よ
う
な

テ
ク
ス
ト
外
の
概
念

<
4>
テ
ー
マ
・
構
成
概
念

27
3

筆
者

な
ぜ
、
廃
校
（
さ
る
⼩
）
を
活
⽤
し
よ
う
と
思
っ
た
の
か
。

27
4

J

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
借
り
る
事
が
出
来
た
事
。

総
⽊
造
の
校
舎
で
雰
囲
気
が
良
く
こ
こ
な
ら
何
か
⾯
⽩
い
事
で
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
か
ら
。

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
借
り
る
事
が
出
来
た

総
⽊
造
の
校
舎
で
雰
囲
気
が
良
く
こ
こ
な
ら
何

か
⾯
⽩
い
事
で
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た

タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た

⽊
造
校
舎
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ
た

廃
校
施
設
が
未
活
⽤
の
状
態
で
あ
っ
た

①
＜
施
設
活
⽤
の
タ
イ
ミ
ン
グ
＞

②
＜
貴
重
な
⽊
造
校
舎
の
活
⽤
＞

27
5

筆
者

廃
校
を
活
⽤
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

27
6

J
学
校
と
い
う
誰
も
が
通
っ
た
懐
か
し
い
空
間
が
あ
る
。
卒
業
⽣
や
地
域
の
⽅
も
お
客
様
に

な
る
。

卒
業
⽣
や
地
域
の
⽅
も
お
客
様
に
な
る
。

地
域
に
と
っ
て
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
卒
業
⽣
や
地

域
住
⺠
の
利
⽤
も
あ
る
。

＜
卒
業
⽣
や
地
域
住
⺠
も
利
⽤
可
能
＞

27
7

J
廃
校
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
い
て
も
⾃
治
体
に
費
⽤
の
負
担
が
⼤
き
く
の
し
か
か
る
。

⾃
治
体
に
費
⽤
の
負
担
が
⼤
き
く
の
し
か
か

る
。

未
活
⽤
時
は
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
と
な
る

地
域
住
⺠
の
⼀
員
と
し
て
の
危
機
感

＜
⾃
治
体
の
財
政
的
負
担
を
低
減
＞

27
8

J
修
繕
費
が
想
像
以
上
に
か
か
る
。
利
⽤
し
な
い
時
間
が
⻑
い
ほ
ど
リ
ス
ク
が
⼤
き
く
な

る
。

修
繕
費
が
想
像
以
上
に
か
か
る
。

利
⽤
し
な
い
時
間
が
⻑
い
ほ
ど
リ
ス
ク
が
⼤
き

く
な
る
。

改
修
費
の
負
担
が
⼤
き
い

未
活
⽤
期
間
が
⻑
い
ほ
ど
、
活
⽤
時
の
ハ
ー
ド

ル
が
⾼
ま
る
。

①
＜
改
修
コ
ス
ト
の
負
担
が
⼤
き
い
＞

②
＜
未
活
⽤
期
間
⻑
期
化
の
リ
ス
ク
＞

27
9

筆
者

⾃
治
体
で
は
な
く
、
⺠
間
が
活
⽤
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

28
0

J

⾃
治
体
に
費
⽤
が
い
く
ら
で
も
あ
る
と
思
っ
た
ら
⼤
間
違
い
。

廃
校
に
な
っ
た
場
所
に
費
⽤
を
か
け
る
な
ら
も
っ
と
地
域
に
必
要
な
部
分
に
費
⽤
を
か
け

る
べ
き
。
⼦
育
て
や
年
寄
り
な
ど
の
⽀
援
含
む
。

廃
校
に
な
っ
た
場
所
に
費
⽤
を
か
け
る
な
ら

も
っ
と
地
域
に
必
要
な
部
分
に
費
⽤
を
か
け
る

べ
き
。

⺠
間
で
で
き
る
こ
と
は
⺠
間
で
⾏
う
、
官
⺠
協

⼒
体
制
の
構
築

⾃
治
体
の
財
源
不
⾜

＜
⾃
治
体
の
財
政
的
負
担
を
低
減
＞

28
1

J
常
に
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
い
⺠
間
が
活
⽤
し
た
⽅
が
リ
ス
ク
が

少
な
い
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
い
⺠
家
が
活
⽤
し
た
⽅
が
リ

ス
ク
が
少
な
い
。

柔
軟
な
対
応
で
、
利
活
⽤
時
の
リ
ス
ク
を
低
減

で
き
る

①
＜
迅
速
で
柔
軟
な
対
応
が
可
能
＞

②
＜
活
⽤
時
の
リ
ス
ク
を
低
減
＞

28
2

筆
者

さ
る
⼩
を
運
営
す
る
上
で
の
課
題
や
今
後
の
計
画
（
も
し
あ
れ
ば
で
結
構
で
す
。
）

28
3

J
課
題
は
常
に
集
客
・
修
繕
。

集
客
・
修
繕
。

集
客
と
修
繕
に
課
題
を
感
じ
て
い
る

＜
施
設
修
繕
の
負
担
が
課
題
＞
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番
号

発
話

者
テ

ク
ス

ト
<

1>
テ

ク
ス

ト
中

の
注

⽬
す

べ
き

語
句

<
2>

テ
ク

ス
ト

中
の

語
句

の
⾔

い
換

え
<

3>
左

を
説

明
す

る
よ

う
な

テ
ク

ス
ト

外
の

概
念

<
4>

テ
ー

マ
・

構
成

概
念

28
4

筆
者

ま
ず

、
銚

⼦
市

⽴
⻄

⾼
等

学
校

（
以

下
、

⻄
⾼

と
略

す
）

が
廃

校
に

な
っ

た
流

れ
か

ら
、

廃
校

を
活

⽤
す

る
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

教
え

て
頂

き
た

い
の

で
す

が
。

28
5

K

は
い

。
ま

ず
、

前
提

と
し

て
、

こ
の

事
業

は
、

地
⽅

創
⽣

の
交

付
⾦

を
使

っ
た

事
業

な
ん

で
す

ね
。

名
前

は
「

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

誘
致

を
核

と
し

た
ス

ポ
ー

ツ
タ

ウ
ン

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
事

業
」

っ
て

い
う

形
で

、
ま

ぁ
今

あ
る

銚
⼦

ス
ポ

ー
ツ

タ
ウ

ン
（

以
下

、
銚

⼦
S

 T
と

略
す

）
が

メ
イ

ン
っ

て
訳

で
は

な

く
て

、
銚

⼦
市

を
ス

ポ
ー

ツ
タ

ウ
ン

と
し

て
整

備
し

て
い

く
中

で
、

そ
の

拠
点

と
し

て
、

銚
⼦

S
T

が

あ
る

っ
て

い
う

事
業

な
ん

で
す

け
ど

。
そ

の
事

業
が

始
ま

っ
た

経
緯

に
沿

っ
て

話
を

進
め

て
い

く

と
ー

。

銚
⼦

市
を

ス
ポ

ー
ツ

タ
ウ

ン
と

し
て

整
備

し
て

い
く

中
で

、
そ

の
拠

点
と

し
て

、
銚

⼦
S

T
が

あ
る

っ
て

い

う
事

業

銚
⼦

市
を

上
げ

て
⾏

う
「

ス
ポ

ー
ツ

タ
ウ

ン
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

事
業

」
の

拠
点

と
い

う
位

置
づ

け
。

廃
校

活
⽤

決
定

後
に

事
業

を
⽴

ち
上

げ
＜

⾃
治

体
が

⾏
う

事
業

の
拠

点
＞

28
6

K

銚
⼦

市
は

、
若

年
層

⼈
⼝

の
減

少
が

、
課

題
で

。
元

々
、

市
内

に
市

⽴
の

⾼
校

が
２

校
あ

っ
た

ん
で

す
よ

。
そ

れ
が

、
⽣

徒
数

が
減

っ
て

る
こ

と
も

あ
っ

て
、

1つ
に

統
合

さ
れ

た
ん

で
す

。
元

々
、

市
⽴

銚
⼦

⾼
校

と
市

⽴
銚

⼦
⻄

⾼
校

っ
て

の
が

あ
っ

て
、

そ
れ

を
H

23
年

3⽉
に

、
⼆

校
を

⼀
校

に
統

廃
合

し
ま

し
た

。

で
、

旧
⻄

⾼
の

⽅
な

ん
で

す
け

ど
。

今
の

銚
⼦

ス
ポ

ー
ツ

タ
ウ

ン
（

以
下

銚
⼦

S
 T

と
略

す
）

で
す

ね
。

こ
こ

が
、

な
ん

だ
ろ

。
銚

⼦
市

は
現

在
、

財
政

的
に

苦
し

い
状

況
で

し
て

、
財

政
難

の
中

で
、

市
費

を
投

⼊
し

た
利

活
⽤

の
⽅

針
っ

て
の

が
、

ず
っ

と
定

ま
ら

な
い

状
況

で
、

ま
ぁ

10
年

近
く

、
廃

校
の

ま
ま

活
⽤

さ
れ

な
い

状
況

、
何

て
い

う
か

、
ほ

っ
た

ら
か

し
と

い
う

か
。

そ
う

い
う

状
態

が
続

い
て

た
ん

で
す

ね
。

若
年

層
⼈

⼝
の

減
少

が
、

課
題

で
。

元
々

、
市

内
に

市
⽴

の
⾼

校
が

２
校

あ
っ

た
ん

で
す

よ
。

そ
れ

が
、

⽣
徒

数
が

減
っ

て
る

こ
と

も
あ

っ
て

、
1つ

に
統

合
さ

れ
た

＜
中

略
＞

財
政

難
の

中
で

、
市

費
を

投
⼊

し
た

利
活

⽤
の

⽅

針
っ

て
の

が
、

ず
っ

と
定

ま
ら

な
い

状
況

で
、

ま
ぁ

10
年

近
く

、
廃

校
の

ま
ま

活
⽤

さ
れ

な
い

状
況

若
年

層
⼈

⼝
の

減
少

に
よ

り
、

⽣
徒

数
が

減
少

し
、

市
⽴

⾼
校

が
統

廃
合

さ
れ

、
1校

が
廃

校
に

。

財
政

難
に

よ
り

、
⾃

治
体

と
し

て
廃

校
活

⽤
⽅

針
が

定
ま

ら
ず

、
約

10
年

間
未

活
⽤

。

①
＜

若
年

層
⼈

⼝
の

減
少

に
よ

る
統

廃
合

＞

②
＜

財
政

難
に

よ
る

廃
校

の
未

活
⽤

＞

③
＜

約
10

年
間

の
未

活
⽤

期
間

＞
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は
い

。
で

、
⼀

⽅
で

⺠
間

、
こ

こ
で

い
う

と
⼩

倉
さ

ん
（

株
式

会
社

銚
⼦

ス
ポ

ー
ツ

タ
ウ

ン
社

⻑
、

⼩
倉
和
俊
⽒

）
が
や

っ
て

る
NP
O法

⼈
の

銚
⼦

ス
ポ

ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

（
以

下
、

銚
⼦

S
 C

と
略

す
）

で
。

ま
ぁ

⼩
倉

さ
ん

か
ら

話
は
聞

い
て

る
だ

ろ
う

け
ど

、
⼩

倉
さ

ん
は

、
元

々
町

の
⽔
道
屋

さ

ん
で

、
N 
P 
O（

銚
⼦

S
 C

）
と

今
は

（
株

式
会

社
）

銚
⼦

S
 T

の
社

⻑
を
兼
任

し
て

い
る

っ
て

形
で

す
。

そ
れ

で
、

銚
⼦

市
は

ト
ラ

イ
ア

ス
ロ

ン
と

か
マ

ラ
ソ

ン
⼤

会
、

あ
と

は
⼩

倉
さ

ん
た

ち
（

銚
⼦

S
 

C）
が
や

っ
て

る
サ

イ
ク
ル

イ
ベ

ン
ト

と
か

⼀
年

を
通

し
て

、
結

構
ス

ポ
ー

ツ
イ
ベ

ン
ト

が
開
催

さ
れ

て
い

る
ん

で
す

ね
。

そ
れ

は
ま

ぁ
、

銚
⼦

市
っ

て
こ

の
地
図

の
通

り
、
千
葉
県

の
尖

っ
た

と
こ

（
極
東

）
に

あ
っ

て
、
東

京
と

か
に
⽐

べ
る

と
、
夏

は
涼

し
く

て
、
冬

は
暖

か
い

。
⽐
較

的
、

⼀
年

を
通

し
て

ス
ポ

ー
ツ

が
し

や
す

い
気
候

っ
て

と
こ

ろ
で

、
頻
繁

に
ス

ポ
ー

ツ
イ
ベ

ン
ト

が
開
催

さ
れ

て
い

た
ん

で
す

け
ど

ー
。

橋
を
渡

っ
た
神
栖

市
（
茨
城
県

）
の
波
崎

は
、
サ
ッ
カ

ー
の

合
宿

の
聖

地
に

な
っ

て
い

る
ん

で
、

で

も
向

こ
う

は
あ

ん
ま

り
電
⾞

は
⾛

っ
て

な
い

ん
で

、
み

ん
な
⼤

体
銚

⼦
に
泊

ま
っ

て
、
橋
渡

っ
て

あ
っ

ち
（
波
崎

）
に

⾏
く
み

た
い

な
形

で
や

っ
て

て
ー

。

⼀
⽅

で
⺠

間
、

こ
こ

で
い

う
と

⼩
倉

さ
ん

（
株

式
会

社
銚

⼦
ス

ポ
ー

ツ
タ

ウ
ン

社
⻑

、
⼩

倉
和
俊
⽒

）
が

や
っ

て
る
NP
O法

⼈
の

銚
⼦

ス
ポ

ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

（
以

下
、

銚
⼦

S
 C

と
略

す
）

で
。

＜
中

略
＞

そ
れ

で
、

銚
⼦

市
は

ト
ラ

イ
ア

ス
ロ

ン
と

か
マ

ラ
ソ

ン
⼤

会
、

あ
と

は
⼩

倉
さ

ん
た

ち
（

銚
⼦

S
 C

）
が

や
っ

て
る
サ

イ
ク
ル

イ
ベ

ン
ト

と
か

⼀
年

を
通

し

て
、
結

構
ス

ポ
ー

ツ
イ
ベ

ン
ト

が
開
催

さ
れ

て
い

る

ん
で

す
ね

。

＜
中

略
＞

⼀
年

を
通

し
て

ス
ポ

ー
ツ

が
し
や

す
い
気
候

っ
て

と

こ
ろ

で
、
頻
繁

に
ス

ポ
ー

ツ
イ
ベ

ン
ト

が
開
催

さ
れ

て
い

た
。

ス
ポ

ー
ツ

に
適

し
た
気
候

を
⽣

か
し

、
市

内
で

は
、

NP
O法

⼈
（

⺠
間

）
と
協
⼒

し
、

⼀
年

を
通

し
、
頻

繁
に

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

を
開
催

し
て

い
た

。

銚
⼦

市
の
過
疎
化

と
⼈

⼝
減

少
に
危
機
感

を
抱

き
、

域
外

か
ら

の
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ス
ト
増
加

を
⽬

的
と

し
た

⼩
倉
⽒

が
銚

⼦
ス

ポ
ー

ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

を
設

⽴

①
＜

廃
校

活
⽤

以
前

か
ら

、
ス

ポ
ー

ツ
イ
ベ

ン
ト

を

頻
繁

に
開
催

＞

②
＜

廃
校

活
⽤

以
前

か
ら
官

⺠
協
⼒

体
制

の
構
築

＞
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銚
⼦

⾃
体

が
元

々
観
光

地
な

ん
で

、
駅

前
と

か
は
ビ
ジ
ネ

ス
ホ

テ
ル

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
⽝
吠
埼

灯
台

と
か

が
あ

る
⽅

だ
と

、
⼤

体
⼀
泊

12
,0

00
〜

13
,0

00
円

。
今

と
か
普
通

の
週
末

だ
と

。
で

、
初
⽇

の
出

の
時

期
と

か
、
夏

だ
と

も
っ

と
す

る
ん

で
、

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

に
来

る
よ

う
な

⼈
た

ち
が
泊

ま
る

の
に
適
切

な
価
格

の
宿

っ
て

の
が

な
か

っ
た

ん
で

す
ね

。

で
、

そ
う

⾔
っ

た
お
客

さ
ん

が
全
部
波
崎

に
流

れ
ち
ゃ

っ
て

る
と

。
そ

う
⾔

っ
た

状
況

を
な

ん
と

か

し
な

き
ゃ

っ
て

の
を

⼩
倉

さ
ん

た
ち

（
銚

⼦
S

 C
）

は
感
じ

て
た
み

た
い

で
、
じ
ゃ

あ
⻄

⾼
を

使
っ

て

新
し

く
合

宿
施
設

（
銚

⼦
S

 T
）

を
作

っ
て

、
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム

の
拠

点
に

し
た

い
と

、
N 
P 
O

（
銚

⼦
S

 C
）

の
⽅

か
ら

銚
⼦

市
の

⽅
に

提
案

い
た

だ
い

た
っ

て
の

が
、

こ
の

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
き

っ

か
け

に
な

っ
て

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

に
来

る
よ

う
な

⼈
た

ち
が
泊

ま
る

の

に
適
切

な
価
格

の
宿

っ
て

の
が

な
か

っ
た

ん
で

す

ね
。

で
、

そ
う

⾔
っ

た
お
客

さ
ん

が
全
部
波
崎

に
流

れ

ち
ゃ

っ
て

る
と

。
そ

う
⾔

っ
た

状
況

を
な

ん
と

か
し

な
き
ゃ

っ
て

の
を

⼩
倉

さ
ん

た
ち

（
銚

⼦
S

 C
）

は

感
じ

て
た

。

＜
中

略
＞

N 
P 
O（

銚
⼦

S
 C

）
の

⽅
か

ら
銚

⼦
市

の
⽅

に
提
案

合
宿

に
適
切

な
価
格
帯

の
宿

が
な

い
事

で
、

ス
ポ

ー

ツ
イ
ベ

ン
ト

に
来

た
客

が
地
域

外
に

流
れ

る
こ

と
に

危
機
感

を
抱

き
、
NP
O（

⺠
間

）
か

ら
銚

⼦
市

に
、

合
宿
施
設
へ

の
を
転

⽤
を

提
案

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

の
開
催

NP
O法

⼈
銚

⼦
ス

ポ
ー

ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

の
活
動

当
時

、
旧

⻄
⾼

活
⽤

に
関

す
る

プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル

は
実

施
し

て
い

な
い

＜
⺠

間
か

ら
⾃

治
体
へ

合
宿
施
設

と
し

て
の

活
⽤

を

提
案

＞
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で
、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
キ

ー
マ

ン
と

し
て

も
載
せ

て
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
銚

⼦
市
出
⾝

の
元

プ
ロ
野

球
選
⼿

で
、

今
、

銚
⼦

市
の

⾏
政
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
と

株
式

会
社

銚
⼦

S
 T

の
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
を

し
て

も

ら
っ

て
る
⽊
樽
正

明
さ

ん
っ

て
⽅

が
、
野
球

の
ま

ち
銚

⼦
の
復

活
っ

て
こ

と
で

、
銚

⼦
市

の
⾏

政
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

な
っ

て
、

⼩
倉

さ
ん

と
会

っ
て

、
旧

⻄
⾼

を
活

⽤
し

て
（

銚
⼦

S
 T

）
を
や

っ
て

⾏
こ

う
よ

。
っ

て
な

っ
た

っ
て

の
が

流
れ

で
す

ね
。

野
球

の
ま

ち
銚

⼦
の
復

活
っ

て
こ

と
で

、
銚

⼦
市

の

⾏
政
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
に

な
っ

て
、

⼩
倉

さ
ん

と
会

っ

て
、

旧
⻄

⾼
を

活
⽤

し
て

（
銚

⼦
S

 T
）

を
や

っ
て

⾏
こ

う
よ

。
っ

て
な

っ
た

っ
て

の
が

流
れ

で
す

ね
。

⾏
政
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
で

あ
る
同
志

と
出

会
い

、
旧

⻄

⾼
を

活
⽤

し
た

合
宿
施
設

事
業

を
計
画

＜
⾏

政
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
で

あ
る
同
志

と
の
出

会
い

＞

29
0

K

で
、

そ
の
N 
P 
O（

銚
⼦

S
 C

）
か

ら
実
際

に
そ

う
⾔

っ
た

提
案

を
受

け
た

の
が

20
15

年
の

10
⽉

で
、

そ
こ

か
ら

の
流

れ
と

し
て

は
、

12
⽉

に
そ

の
提
案

に
対

す
る
返
答

を
し

て
、

「
基
本

的
に

市
の

財
源

を
使

っ
て

、
公
共
施
設

と
し

て
施
設

を
改
修

し
た

り
、
運
営

し
て

い
く

の
は

で
き

ま
せ

ん
。

」
っ

て

こ
と

と
、

「
⼟

地
と
施
設

に
関

し
て

は
、

市
の

も
の

な
ん

で
、
無
償
貸
与

も
検
討

し
ま

す
よ

。
」

っ

て
こ

と
、

そ
れ

と
「
改
修

に
関

し
て

は
、
N 
P 
O（

銚
⼦

S
 C

）
の

ほ
う

で
実
施

し
て

く
だ

さ
い

ね
。

」
っ

て
話

を
そ

の
際

に
話

し
ま

し
た

。
た

だ
、

そ
の
時

に
市

は
無
償
貸
与

す
る

っ
て

だ
け

で
な

く
、

「
市

の
⼀
般

財
源

を
使

っ
て
全
⾯

的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
す

る
こ

と
は

財
政

的
に
厳

し
い

ん
で

す

け
ど

、
国

の
交

付
⾦

と
か

、
補
助

⾦
と

か
、

市
が
申
請

し
な

い
と

で
き

な
い

よ
う

な
こ

と
は

、
積
極

的
に

活
⽤

し
て
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

き
ま

す
よ

。
」

っ
て

話
も

し
ま

し
た

。

市
は
無
償
貸
与

す
る

っ
て

だ
け

で
な

く
、

「
市

の
⼀

般
財
源

を
使

っ
て
全
⾯

的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
す

る
こ

と
は

財
政

的
に
厳

し
い

ん
で

す
け

ど
、
国

の
交

付
⾦

と
か

、
補
助

⾦
と

か
、

市
が
申
請

し
な

い
と

で
き

な

い
よ

う
な

こ
と

は
、
積
極

的
に

活
⽤

し
て
サ

ポ
ー

ト

し
て

い
き

ま
す

よ
。

」

運
営
や
改
修

に
市

の
財
源

を
を

使
う

こ
と

は
難

し
い

が
、
施
設

の
無
償
譲
渡

と
⼟

地
の
無
償
貸
与

、
並
び

に
国

か
ら

の
補
助

⾦
を
申
請

す
る

な
ど

、
サ

ポ
ー

ト

す
る
旨

を
⺠

間
に
返
答

。

⼟
地
無
償
貸

付
、
建
物
無
償
譲
渡
契

約
の
締
結

廃
校

を
⺠

間
が
運
営

す
る
理
由

は
、

⾃
治

体
が
改
修

や
維
持
管
理

を
⾏

う
の

は
財

政
的

に
困

難
だ

か
ら

①
＜

財
源
不
⾜

に
よ

り
市

が
運
営

す
る

こ
と

が
困

難

＞ ②
＜

廃
校
施
設

の
無
償
譲
渡

＞

③
＜
⼟

地
の
無
償
貸
与

＞

29
1

K

で
、

事
業

に
取

り
組
む

に
あ

た
っ

て
、

市
場
調
査

の
⽅

を
、

「
地

⽅
創

⽣
加
速
化

交
付

⾦
」

を
活

⽤

し
て

、
千
葉
銀

⾏
の

グ
ル

ー
プ

会
社

の
ち
ば
ぎ

ん
総
研

（
ち
ば
ぎ

ん
総

合
研
究
所

）
に
委
託

し
て

、

関
東

近
辺

の
野
球
部

に
対

し
て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実
施

し
て

ー
。

そ
の

中
で

、
こ

う
⾔

っ
た
施
設

（
銚

⼦
S

 T
）

が
出
来

た
ら

利
⽤

し
た

い
？

と
か

、
合

宿
施
設

を
運
営

す
る

に
あ

た
っ

て
の

ポ
イ

ン
ト

、
こ

う
い

う
施
設

な
ら

使
い

た
い

と
か

、
そ

う
⾔

っ
た
調
査

を
し

て
、
⽐
較

的
前
向

き
な
回
答

を
得

ら
れ

た
っ

て
こ

と
で

、
実
際

に
事

業
と

し
て
推

進
す

る
こ

と
を

決
め

て
い

き
ま

し
た

。

市
場
調
査

の
⽅

を
、

「
地

⽅
創

⽣
加
速
化

交
付

⾦
」

を
活

⽤
し

て
、
千
葉
銀

⾏
の

グ
ル

ー
プ

会
社

の
ち
ば

ぎ
ん
総
研

（
ち
ば
ぎ

ん
総

合
研
究
所

）
に
委
託

し

て
、
関
東

近
辺

の
野
球
部

に
対

し
て
ア

ン
ケ

ー
ト

を

実
施

＜
中

略
＞

調
査

を
し

て
、
⽐
較

的
前
向

き
な
回
答

を
得

ら
れ

た
っ

て
こ

と
で

、
実
際

に
事

業
と

し
て
推

進
す

る
こ

と
を

決
め

て
い

き
ま

し
た

。

「
地

⽅
創

⽣
加
速
化

交
付

⾦
」

を
活

⽤
し

、
⾒
込
み

顧
客
へ

の
市
場
調
査

⾏
っ

た
と

こ
ろ

、
結
果

が
良
好

だ
っ

た
為

、
事

業
の
推

進
を

決
定

事
業
主

体
は

銚
⼦

S
T

だ
が

、
補
助

⾦
の
申
請

な
ど

は
、

市
が
全
⾯

的
に
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

①
＜

「
地

⽅
創

⽣
加
速
化

交
付

⾦
」

を
活

⽤
し

、
市

場
調
査

の
実
施

＞

②
＜

市
場
調
査

の
結
果

が
良
好

＞
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29
2

K

で
、

（
20

17
年

）
1⽉

に
、

銚
⼦

市
と
N 
P 
O（

銚
⼦

S 
C）

の
⽅

々
で
半
分

（
25

0万
円

）
ず

つ
出
資

し
た
第
三

セ
ク

タ
ー

を
設

⽴
し

て
、

事
業
主

体
を

こ
の

「
株

式
会

社
銚

⼦
ス

ポ
ー

ツ
タ

ウ
ン

」
に

し
て

い
ま

す
。

で
、

え
ー

と
、

2⽉
に

は
地

⽅
創

⽣
交

付
⾦

の
「

地
⽅

創
⽣

拠
点

整
備

交
付

⾦
」

っ
て

い
う

、
ハ

ー
ド
⾯

に
使

え
る

交
付

⾦
を

使
っ

て
、

体
育
館

を
改
修

し
ま

し
た

。
で

、
そ

こ
か

ら
、
実
際

体
育
館

に
⼊

っ
て
み

て
、
バ

ス
ケ
ッ

ト
ゴ

ー
ル

を
新
規
格

に
し

な
き
ゃ

い
け

な
く

て
ー

。
で

も
、
バ

ス
ケ
ッ

ト
ゴ

ー
ル

の
よ

う
な

備
品

に
は

交
付

⾦
が

使
え

な
い

っ
て

事
で

、
そ

う
⾔

っ
た

も
の

に
は

ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を
実
施

し
て

ー
、

⼀
応
達

成
額

が
1,

20
0万
円

と
い

う
事

で
、

ま
ぁ

少
し
⽋

け
る

く
ら

い
（

11
,7

49
,0

00
円

）
で

す
ね

。
そ

う
⾔

っ
た

も
の

は
ク

ラ
ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
で
調
達

し
て

い
ま

す
。

銚
⼦

市
と
N 
P 
O（

銚
⼦

S 
C）

の
⽅

々
で
半
分

（
25

0万
円

）
ず

つ
出
資

し
た
第
三

セ
ク

タ
ー

を
設

⽴
し

て
、

事
業
主

体
を

こ
の

「
株

式
会

社
銚

⼦
ス

ポ
ー

ツ
タ

ウ
ン

」
に

し
て

い
ま

す
。

＜
中

略
＞

「
地

⽅
創

⽣
拠

点
整

備
交

付
⾦

」
っ

て
い

う
、
ハ

ー
ド
⾯

に
使

え
る

交
付

⾦
を

使
っ

て
、

体
育
館

を
改
修

し
ま

し
た

。

＜
中

略
＞

備
品

に
は

交
付

⾦
が

使
え

な
い

っ
て

事
で

、
そ

う
⾔

っ
た

も
の

に
は

ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を
実

施

NP
Oと

⾃
治

体
の
共
同
出
資

で
、
第
三

セ
ク

タ
ー

「
株

式
会

社
銚

⼦
ス

ポ
ー

ツ
タ

ウ
ン

」
を
設

⽴
し

、
事

業
主

体
に

。
「

地
⽅

創
⽣

拠
点

整
備

交
付

⾦
」

を
活

⽤
し

、
施
設

の
改
修

を
⾏

な
っ

た
が

、
交

付
⾦

の
使

え
な

い
備
品

に
つ

い
て

は
、

ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

て
資

⾦
調
達

⽼
朽
化

と
⻑

期
間

の
放

置
に

よ
り

、
活

⽤
で

き
な

い
施
設

が
存

在
。

①
＜

「
地

⽅
創

⽣
拠

点
整

備
交

付
⾦

」
を

活
⽤

し
、

体
育
館

を
改
修

＞
②

＜
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

よ
る
資

⾦
調
達

＞

29
3

K

で
、

⼀
応

H2
9年
度

か
ら

は
、

「
地

⽅
創

⽣
推

進
交

付
⾦

」
っ

て
の

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
が

3ヵ
年

の
計
画

と
い

う
事

で
、

H2
9年
度

か
ら

今
年
度

（
R元

年
度

）
が
最

後
で

す
ね

。
こ

ち
ら

は
ソ

フ
ト

の
事

業
と

し
て

、
銚

⼦
ST

で
イ
ベ

ン
ト

を
開
催

し
た

り
だ

と
か

ー
、

そ
う

⾔
っ

た
形

で
銚

⼦
ST

を
補
助

し
て

い
る

形
に

な
っ

て
ま

す
ね

。
で

、
H3

0年
2⽉

に
⼯

事
が
完
了

し
て

、
4⽉

に
グ

ラ
ン
ド
オ

ー
プ

ン
し

た
っ

て
の

が
、
ざ

っ
く

り
と

し
た

流
れ

で
す

ね
。

「
地

⽅
創

⽣
推

進
交

付
⾦

」
っ

て
の

が
あ

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
が

3ヵ
年

の
計
画

と
い

う
事

で
、

H2
9年

度
か

ら
今

年
度

（
R元

年
度

）
が
最

後
で

す
ね

。
こ

ち
ら

は
ソ
フ

ト
の

事
業

と
し

て
、

銚
⼦

S 
Tで

イ
ベ

ン
ト

を
開
催

し
た

り
だ

と
か

ー
、

そ
う

⾔
っ

た
形

で
銚

⼦
ST

を
補
助

し
て

い
る

「
地

⽅
創

⽣
推

進
交

付
⾦

」
を

活
⽤

し
、

イ
ベ

ン
ト

開
催

な
ど

、
ソ
フ

ト
⾯

で
銚

⼦
ス

ポ
ー

ツ
タ

ウ
ン

を
⽀
援

＜
「

地
⽅

創
⽣
推

進
交

付
⾦

」
を

活
⽤

し
た
ソ
フ

ト
⾯

で
の
⽀
援

＞

29
4

K

で
、
運
営
主

体
に

つ
い

て
は

、
株

式
会

社
銚

⼦
ST

な
ん

で
す

け
ど

、
銚

⼦
ST

を
ど

う
や

っ
て

進
め

て
い

く
か

と
か

、
ど

ん
な

こ
と

を
し

て
い

く
か
み

た
い

の
を
協
議

す
る
機
関

と
し

て
、

銚
⼦

市
と

か
NP
O（

銚
⼦

SC
）

以
外

に
も

、
観
光
協

会
と

か
、
商
⼯

会
議
所

と
か

、
銚

⼦
信

⽤
⾦
庫

と
か

、
産
官

学
⾦

、
市
全

体
で

⽅
針

を
決

め
る

よ
う

な
銚

⼦
ST
協
議

会
っ

て
の

を
設

置
し

て
て

（
H2

8年
6⽉
設

⽴
）

、
そ

れ
が

、
運
営
主

体
の

（
資
料

の
表

）
下

に
き

て
い

ま
す

。

産
官

学
⾦

、
市
全

体
で

⽅
針

を
決

め
る

よ
う

な
銚

⼦
ST
協
議

会
っ

て
の

を
設

置
し

て
て

「
銚

⼦
ス

ポ
ー

ツ
タ

ウ
ン
評
議

会
」

を
設

置
し

、
⽅

針
を

決
定

運
営
主

体
や

⾏
政

以
外

に
も

、
多

く
の

ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
に

よ
っ

て
⽅

針
を

決
定

（
資
料

）
＜

「
評
議

会
」

を
設

置
し

、
⽅

針
を

決
定

＞

29
5

筆
者

校
舎

を
解

体
し

た
の

は
市

と
お
伺

い
し

た
の

で
す

が
、

財
源

が
な

い
中

で
、

校
舎

の
取

り
壊

し
等
施

設
の
解

体
に
関

し
て

は
市

で
⾏

っ
た

ん
で

す
よ

ね
？

29
6

K

そ
う

で
す

ね
。

財
源

が
な

い
中

で
、
基
本

的
に

は
改
修

し
て

使
え

る
も

の
に
関

し
て

は
、
無
償
譲
渡

と
い

う
こ

と
で

、
N 
P 
O（

銚
⼦

S 
C）

が
改
修

し
て

、
そ

れ
以

外
の
施
設

の
解

体
は

市
で

⾏
い

ま
し

た
。

ま
ぁ
解

体
に

も
か

な
り

費
⽤

が
か

か
る

の
で

、
解

体
費

よ
り

も
今

あ
る

そ
の
建
物

の
価
値

っ
て

の
が
低

い
の

で
、

そ
う

⾔
っ

た
も

の
に
関

し
て

は
無
償
譲
渡

し
て

い
る

ん
で

す
ね

。
あ

と
は

、
そ

の
ま

ま
の

状
態

で
回
収
せ

ず
に

使
え

る
も

の
に
関

し
て

は
、
無
償
貸
与

し
て

る
ん

で
す

ね
。
例

え
ば

、
野
球
場

の
記
録
室

と
バ
ッ

ク
ネ
ッ

ト
と

か
は

⼀
応

ま
だ
所
有

が
市

っ
て

こ
と

に
は

な
っ

て
ま

す
。

あ
と

は
校
舎

が
、

今
の
第

⼆
グ

ラ
ン
ド

の
と

こ
に

あ
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
そ

れ
は

銚
⼦

S 
Tと

し
て

は
使
わ

な
い

し
、
残

し
て
お

い
て

も
⾒
栄

え
と

か
も
悪

い
ん

で
、

市
の

⽅
で
起
債

っ
て

⾔
っ

て
、
借

⾦
を

し
て
解

体
を

し
ま

し
た

。

基
本

的
に

は
改
修

し
て

使
え

る
も

の
に
関

し
て

は
、

無
償
譲
渡

と
い

う
こ

と
で

、
N 
P 
O（

銚
⼦

S 
C）

が
改
修

し
て

、
そ

れ
以

外
の
施
設

の
解

体
は

市
で

⾏
い

ま
し

た
。

改
修

し
て

使
え

る
も

の
は

、
⺠

間
が
改
修

、
活

⽤
し

な
い

も
の

は
、

市
が
解

体
を

⾏
っ

た
。

⼟
地
無
償
貸

付
、
建
物
無
償
譲
渡
契

約
の
締
結

①
＜

⺠
間

に
よ

る
改
修
⼯

事
＞

②
＜

⾃
治

体
に

よ
る
解

体
⼯

事
＞

29
7

K

そ
れ

か
ら

、
基
本

的
に

は
ま

ぁ
、
第
三

セ
ク

タ
ー

で
は

あ
る

ん
で

す
け

ど
、

⼩
倉

さ
ん

が
⾃
分

で
⾦

融
機
関

か
ら

と
か
改
修

費
⽤

を
借

り
⼊

れ
と

か
も

し
て

い
て

、
連
帯
保
証

⼈
に

も
な

っ
て

い
る

の
で

、
⼀
応

市
と

し
て

は
、
借

⼊
に
関

し
て

は
債
務
負
担

が
な

い
よ

う
に

し
て

く
れ

て
い

て
、
本
当

に
⺠

間
に

近
い

よ
う

な
形

の
第
三

セ
ク

タ
ー

に
は

な
っ

て
ま

す
ね

。

⼀
応

市
と

し
て

は
、
借

⼊
に
関

し
て

は
債
務
負
担

が
な

い
よ

う
に

し
て

く
れ

て
い

て
、
本
当

に
⺠

間
に

近
い

よ
う

な
形

の
第
三

セ
ク

タ
ー

に
は

な
っ

て
ま

す
ね

。

⺠
間

に
近

い
第
三

セ
ク

タ
ー

で
あ

り
、

市
の
債
務
負

担
は

な
し

＜
⾃

治
体

の
債
務
負
担

は
な

し
＞
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29
8

筆
者
確
認

で
す

が
、

現
在

銚
⼦

S
 T

が
活

⽤
し

て
る

も
う

⼀
つ

の
廃

校
に

つ
い

て
は

、
所
有

は
現

在
も

銚
⼦

市
で

す
よ

ね
？

29
9

K

そ
う

で
す

。
そ

こ
に

つ
い

て
は

、
市

の
⽅

で
活

⽤
の

プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル

を
実
施

し
て

、
い

く
つ

か
あ

っ

た
応
募

の
中

か
ら

、
ス

ポ
ー

ツ
タ

ウ
ン

の
事

業
の

⼀
環

で
や

っ
て

い
く

っ
て
案

が
最

も
良

か
っ

た
み

た
い

で
、

活
⽤

を
決

め
る
委
員

会
が
選

定
し

た
っ

て
感
じ

で
、

5年
間

か
な
？

70
万
円

の
契

約
で
貸

し

出
し

て
る

っ
て
感
じ

で
す

。

30
0

筆
者

そ
れ

は
年

間
で

70
万
円

で
す

よ
ね
？

30
1

そ
う

で
す

。

30
2

筆
者

そ
の
際

は
、

プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル

を
⾏

っ
た

と
い

う
こ

と
で

し
た

が
、

旧
⻄

⾼
が

活
⽤

さ
れ

て
い

な
か

っ

た
期

間
に

は
、

そ
う

い
っ

た
プ

ロ
ポ

ー
ザ
ル

は
⾏
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
の

で
し
ょ

う
か
？

30
3

は
、

な
か

っ
た

ん
で

す
よ

。
旧

⻄
⾼

の
時

は
、
規
模

も
⼤

き
か

っ
た

っ
て

の
も

そ
う

で
し

た
し

、
市

の
⽅

で
も

教
育
委
員

会
で

も
活

⽤
⽅

針
っ

て
の

が
定

ま
っ

て
な

い
状

況
の

中
で

、
N 
P 
O（

銚
⼦

S
 

C）
側

か
ら

提
案

を
受

け
て

、
そ

れ
を

市
が

⼀
緒

に
や

っ
て

い
き

ま
し
ょ

っ
て

形
に

な
っ

た
ん

で
。

市
の

⽅
で

も
教
育
委
員

会
で

も
活

⽤
⽅

針
っ

て
の

が

定
ま

っ
て

な
い

状
況

の
中

で
、
N 
P 
O（

銚
⼦

S
 C

）

側
か

ら
提
案

を
受

け
て

、
そ

れ
を

市
が

⼀
緒

に
や

っ

て
い

き
ま

し
ょ

っ
て

形

当
時

、
プ

ロ
ポ

ー
ザ
ル

は
な

く
、

⺠
間

か
ら

の
提
案

が
主
導

で
活

⽤
に
⾄

る
。

30
4

あ
と

、
質
問

の
中

に
廃

校
の

発
⽣
要
因

っ
て

の
が

あ
っ

た
の

で
、

市
内

の
⼈

⼝
の
推
移

に
つ

い
て

も

資
料

を
探

し
た

ん
で

す
け

ど
ー

。
11

⽉
1⽇

現
在

で
、

0〜
9才

が
全

体
の

4.
69
%

、
10
〜

19
才

が

7.
35
%

っ
て

こ
と

で
、

若
年

層
っ

て
の

が
全

体
の

10
％

く
ら

い
し

か
い

な
い

ん
だ

な
っ

て
い

う
の

で
、

や
っ
ぱ

ど
ん

ど
ん

減
っ

て
る

ん
だ

な
っ

て
思

っ
て

ー
。
資
料
古

い
ん

で
す

け
ど

、
（

H
25

年
）

教
育
委

員
会

が
出

し
た

⽣
徒

数
の
推
計

も
か

な
り

減
っ

て
っ

て
て

、
そ

う
い

う
の

が
廃

校
の
要
因

に
は

な
っ

て
る

と
思

い
ま

す
。

今
は

銚
⼦

だ
け
じ
ゃ

な
く

て
、
隣
町

の
東
庄
町

も
⼩

学
校

が
5校

あ
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
来

年
度

か
ら

は
そ

れ
を

1校
に

統
合

し
ち
ゃ

っ
て

、
4校
空

き
校
舎

が
で

き
る

ん
で

、
東
庄
町

も
今

活
⽤

の
応
募

を

し
て

る
よ

う
な

形
で

す
ね

。

若
年

層
っ

て
の

が
全

体
の

10
％

く
ら

い
し

か
い

な
い

ん
だ

な
っ

て
い

う
の

で
、
や

っ
ぱ

ど
ん

ど
ん

減
っ

て

る
ん

だ
な

っ
て
思

っ
て

ー
。
資
料
古

い
ん

で
す

け

ど
、

（
H

25
年

）
教
育
委
員

会
が
出

し
た

⽣
徒

数
の

推
計

も
か

な
り

減
っ

て
っ

て
て

、
そ

う
い

う
の

が
廃

校
の
要
因

に
は

な
っ

て
る

と
思

い
ま

す
。

若
年

層
⼈

⼝
の

減
少

が
廃

校
の
要
因

と
考

え
ら

れ

る
。

＜
若

年
層

⼈
⼝

の
減

少
に

よ
り

廃
校

が
発

⽣
＞

30
5

筆
者
所
有

も
銚

⼦
S

 T
で

⾏
う
理
由

と
い

う
の

は
、

あ
く

ま
で

財
政

的
な
⾯

と
い

う
こ

と
で

し
ょ

う
か
？

30
6

そ
う

で
す

ね
。
や

っ
ぱ

、
う

ち
と

し
て

は
、

市
が
所
有

し
て

、
改
修

と
か
維
持
管
理

し
て

い
く

っ
て

の
は
厳

し
い

の
で

、
株

式
会

社
（

銚
⼦

S
 T

）
に
譲
渡

し
て

、
維
持
管
理

も
含

め
て

、
や

っ
て

い
た

だ

く
っ

て
の

で
、
譲
渡

し
た

っ
て

形
で

す
ね

。

30
7

筆
者
関
東

の
中

で
、

ス
ポ

ー
ツ
施
設

と
し

て
活

⽤
さ

れ
て

い
る

廃
校

の
う

ち
、

銚
⼦

S
 T

の
よ

う
に
所
有

が

⺠
間

と
か
第
三

セ
ク

タ
ー

に
移

っ
て

る
っ

て
事
例

は
他

に
な

か
っ

た
ん

で
す

よ
。

30
8

あ
ー

、
そ

う
な

ん
で

す
ね

。
で

も
、

う
ち

は
本
当

に
財

政
的

に
厳

し
く

て
、

市
⽴
病
院

も
⾚
字

だ
っ

た
り

と
か

、
数

年
前

に
ハ

ー
ド

の
整

備
と

か
、
⼤

学
の
建
設

と
か

、
統

廃
合

と
か

の
⽀
出

が
重

な
っ

て
、

そ
う

⾔
っ

た
借

⾦
を
国

に
返

し
て

い
る

と
こ

ろ
な

ん
で

ー
。

だ
か

ら
、

⼩
倉

さ
ん

も
よ

く
⾔

っ
て

る
け

ど
、

「
こ

ん
な

こ
と
や

っ
て

る
の

う
ち

だ
け

だ
よ

」
っ

て
。

で
も

、
本
当

に
、

⾃
治

体
側

か
ら
⾒

て
も

、
こ

う
⾔

っ
た

イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー

な
こ

と
や

っ
て

る
の

は
珍

し
い

と
思

い
ま

す
ね

。

30
9

筆
者

で
は

、
や

は
り

⾃
治

体
と

し
て
感
じ

ら
れ

て
い

る
効
果
や

メ
リ
ッ

ト
も

、
財

政
的

な
⾯

で
負
担

が
軽

減
さ

れ
た

と
い

う
⾯

が
⼤

き
い

の
で

し
ょ

う
か
？

〜
中
略
〜
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31
0

そ
う

で
す

ね
。
本
当

に
お

っ
し
ゃ

る
通

り
で

、
こ

の
事

業
を
官

⺠
連
携

で
⾏

っ
て

い
け

る
っ

て
の

が
⼤

き
い

で
す

ね
。

何
か
新

し
い

事
業
や

っ
て

い
く

中
で

も
、

⼩
倉

さ
ん

の
と

こ
（

銚
⼦

S 
C）

は
例

外
で

、
何

か
や

っ
て

く
れ

っ
て
要
望

が
あ

る
パ

タ
ー

ン
は

あ
っ

て
も

、
⼩

倉
さ

ん
た

ち
（

銚
⼦

S 
C）

は
、

⾏
政

が
で

き
な

い
な

ら
、
俺

た
ち

が
や

る
よ

っ
て

ス
タ

ン
ス

で
や

っ
て

く
れ

て
い

て
、
我

々
も

精
⼀
杯
サ

ポ
ー

ト
は

し
つ

つ
、
主

体
と

な
っ

て
や

っ
て

く
れ

て
る

っ
て

の
は
珍

し
い

と
思

う
の

で
。

そ
う

い
う
意
味

で
は

、
官

⺠
連
携

の
い

い
事
例

と
し

て
注

⽬
さ

れ
て

い
て

、
だ

か
ら

、
い

ろ
ん

な
と

こ
か

ら
視
察

に
来

て
た

り
す

る
ん

だ
と
思

い
ま

す
ね

。
あ

と
は

ー
、

⾏
政

で
や

ろ
う

と
す

る
と

、
何

を
や

ろ
う

と
す

る
に

も
決

め
る

の
に
時

間
が

か
か

る
。

あ
の

ー
、
例

え
ば

市
⻑

が
い

い
っ

て
⾔

っ
て

も
、
議

会
の
承
認

を
得

な
け

れ
ば

い
け

な
か

っ
た

り
と

か
、
条
例

で
何

か
定

め
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

ー
。

こ
れ

が
ダ

メ
だ

っ
た

ら
こ

れ
や

ろ
う

。
と

か
、
や

っ
ぱ

、
そ

う
い

う
の

が
、

⺠
間

だ
と

、
即
座

に
で

き
る

ん
で

、
そ

う
⾔

っ
た

こ
と

は
、

⺠
間

で
や

る
⼤

き
な

メ
リ
ッ

ト
だ

と
思

い
ま

す
ね

。

こ
の

事
業

を
官

⺠
連
携

で
⾏

っ
て

い
け

る
っ

て
の

が
⼤

き
い

で
す

ね
。

＜
中

略
＞

あ
と

は
ー

、
⾏

政
で
や

ろ
う

と
す

る
と

、
何

を
や

ろ
う

と
す

る
に

も
決

め
る

の
に
時

間
が

か
か

る
。

あ
の

ー
、
例

え
ば

市
⻑

が
い

い
っ

て
⾔

っ
て

も
、
議

会
の
承
認

を
得

な
け

れ
ば

い
け

な
か

っ
た

り
と

か
、
条

例
で

何
か

定
め

て
い

か
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

⾃
治

体
と

し
て

は
、
官

⺠
連
携

で
事

業
を

⾏
え

る
こ

と
で

、
財

政
的

な
負
担

を
軽

減
で

き
る

こ
と
や

、
意

思
決

定
や
実

⾏
ま

で
の
時

間
を
短
縮

で
き

る
点

に
メ

リ
ッ

ト
を
感
じ

て
い

る
。

銚
⼦

ス
ポ

ー
ツ

タ
ウ

ン
の
所
有

・
運
営

は
共

に
株

式
会

社
銚

⼦
ス

ポ
ー

ツ
タ

ウ
ン

で
⾏

う
。

①
＜

財
政

的
な
負
担

の
軽

減
＞

②
＜
意
思

決
定
や
実

⾏
ま

で
の
時

間
を
短
縮
可
能

＞

31
1

筆
者

ま
だ
オ

ー
プ

ン
し

て
か

ら
⼀

年
半

ほ
ど

で
、

そ
れ

ほ
ど
顕
著

に
現

れ
て

は
い

な
い

の
か

も
し

れ
ま
せ

ん
が

、
実
際

に
交

流
⼈

⼝
の
増
加

だ
っ

た
り

、
経
済
効
果

の
よ

う
な

も
の

も
明

ら
か

に
な

っ
て

は
い

る
の

で
し
ょ

う
か
？

31
2

ま
ぁ
純
粋

に
、

銚
⼦

S 
Tの

宿
泊

者
数

が
昨

年
（

1年
⽬

）
で

8,
40

0⼈
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。
そ

れ
は
純

粋
に

銚
⼦

市
に
訪

れ
て

、
宿
泊

し
て

く
れ

て
る

⼈
が
増

え
て

る
ん

で
ー

っ
て

の
と

、
あ

と
、

ス
ポ

ー
ツ

タ
ウ

ン
は

、
⽇
帰

り
で

も
イ
ベ

ン
ト

と
か

を
結

構
開
催

し
て

く
れ

て
る

ん
で

す
ね

。
な

の
で

、
そ

う
い

う
と

こ
に
来

て
く

れ
て

る
⼈

も
、

数
字

と
し

て
は
取

れ
て

い
な

い
ん

で
す

け
ど

、
地
域

の
外

か
ら
来

て
く

れ
て

い
る

⼈
が
増

え
て

る
っ

て
こ

と
な

ん
で

、
交

流
⼈

⼝
は
増

え
て

ま
す

ね
。

宿
泊

者
数

が
昨

年
（

1年
⽬

）
で

8,
40

0⼈
だ

っ
た

ん
で

す
ね

。
そ

れ
は
純
粋

に
銚

⼦
市

に
訪

れ
て

、
宿
泊

し
て

く
れ

て
る

⼈
が
増

え
て

る
ん

で

＜
中

略
＞

数
字

と
し

て
は
取

れ
て

い
な

い
ん

で
す

け
ど

、
地
域

の
外

か
ら
来

て
く

れ
て

い
る

⼈
が
増

え
て

る
っ

て
こ

と
な

ん
で

、
交

流
⼈

⼝
は
増

え
て

ま
す

ね
。

デ
ー

タ
は
取

っ
て

い
な

い
が

、
宿
泊

者
数

と
イ
ベ

ン
ト
参
加

者
が
増

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
交

流
⼈

⼝
が

増
加

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
＜

交
流

⼈
⼝

の
増
加

＞

31
3

た
だ

、
当
初

期
待

し
て

た
事

と
し

て
は

合
宿

に
来

て
く

れ
た

⽅
が

、
合

宿
の
最
終
⽇

と
か

、
合

宿
の

空
い

て
る

中
⽇

に
観
光

と
か

に
来

て
く

れ
る

ん
じ
ゃ

な
い

か
っ

て
想

定
し

て
た

ん
で

す
が

、
実
際

に
現

状
と

し
て

は
、

利
⽤

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
と

っ
て

い
く

中
で

、
今

の
と

こ
ろ

そ
う

⾔
っ

た
こ

と
は

、
ほ

と
ん

ど
な

い
と

の
こ

と
で

し
た

。

31
4

筆
者

そ
う

⾔
っ

た
と

こ
ろ

は
活

⽤
前

後
の
ギ
ャ
ッ

プ
で

あ
っ

た
り

、
今

後
強
化

し
て

い
き

た
い

ポ
イ

ン
ト

と
い

う
こ

と
で

す
ね
？

31
5

そ
う

で
す

ね
。

31
6

筆
者

廃
校

を
宿
泊
施
設

と
し

て
活

⽤
し

た
こ

と
に

よ
る

デ
メ
リ
ッ

ト
の

よ
う

な
も

の
も

あ
っ

た
り

は
し

ま
す

か
？
例

え
ば

、
地
域

の
⽅

か
ら

、
⾃
分

た
ち

が
使

え
な

い
こ

と
へ

の
不
満

の
声

が
上

が
る

な
ど

は
な

か
っ

た
の

で
し
ょ

う
か
？
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31
7

僕
も
最
初
は
そ
う
い
う
の
が
あ
る
の
か
な
っ
て
思
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
で
、
や
っ
ぱ
り
、
⽴
ち
上
げ

る
た
め
に
近
隣
の
町
内
会
⻑
さ
ん
と
か
代
表
者
を
集
め
た
町
内
会
み
た
い
の
を
2回
実
施
し
て
い
た
み

た
い
で
、
い
ろ
い
ろ
な
⼈
に
話
を
聞
い
て
み
た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど
、
結
局
反
対
意
⾒
っ
て
の
は
な

か
っ
た
み
た
い
で
ー
。

ま
ぁ
要
望
と
し
て
は
、
他
に
も
⻄
部
地
区
の
中
学
校
再
編
の
際
に
活
⽤
し
よ
う
っ
て
案
も
⼀
部
あ
っ

た
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
、
実
際
活
⽤
さ
れ
て
な
く
て
ー
、
何
年
も
使
っ
て
な
い
か
ら
不
気
味
だ

し
ー
、
今
ま
で
⼦
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
通
っ
て
た
の
に
寂
し
い
っ
て
気
持
ち
が
⼤
き
か
っ
た
み
た
い

で
、
こ
う
や
っ
て
活
⽤
し
て
く
れ
る
な
ら
賛
成
だ
よ
っ
て
の
で
、
反
対
意
⾒
っ
て
の
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
み
た
い
で
す
。

近
隣
の
町
内
会
⻑
さ
ん
と
か
代
表
者
を
集
め
た
町
内

会
み
た
い
の
を
2回
実
施
し
て
い
た
み
た
い
で
、

＜
中
略
＞

実
際
活
⽤
さ
れ
て
な
く
て
ー
、
何
年
も
使
っ
て
な
い

か
ら
不
気
味
だ
し
ー
、
今
ま
で
⼦
供
た
ち
が
た
く
さ

ん
通
っ
て
た
の
に
寂
し
い
っ
て
気
持
ち
が
⼤
き
か
っ

た
み
た
い
で
、
こ
う
や
っ
て
活
⽤
し
て
く
れ
る
な
ら

賛
成
だ
よ
っ
て
の
で
、
反
対
意
⾒
っ
て
の
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
み
た
い
で
す
。

町
内
会
を
実
施
し
、
地
域
住
⺠
の
意
向
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
た
際
、
反
対
意
⾒
は
特
に
な
く
、
遊
休
施
設
が

活
⽤
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
対
す
る
賛
成
の
声

が
⼤
き
か
っ
た
。

約
10
年
間
の
未
活
⽤
期
間
が
あ
っ
た
。

①
＜
町
内
会
を
実
施
し
、
地
域
住
⺠
の
意
⾒
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
＞

②
＜
遊
休
施
設
の
活
⽤
に
つ
い
て
の
賛
同
＞

31
8
筆
者
先
ほ
ど
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
も
少
し
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
課
題
や
計
画
等
は
あ
り
ま

す
か
？

31
9

や
っ
ぱ
り
ー
、
閑
散
期
の
問
題
だ
っ
た
り
予
約
管
理
の
問
題
は
結
構
⼤
き
い
み
た
い
ね
。
結
局
今
の

猿
⽥
⼩
に
つ
い
て
も
、
稼
働
率
だ
っ
た
り
を
上
げ
る
た
め
に
新
し
い
廃
校
を
借
り
た
り
し
て
る
ん

で
。

当
初
（
オ
ー
プ
ン
前
の
計
画
）
は
、
繁
忙
期
だ
け
で
も
な
ん
と
か
な
り
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
。
で

も
、
予
約
管
理
だ
と
、
予
約
時
に
50
⼈
だ
っ
た
の
に
実
際
は
30
⼈
し
か
来
な
か
っ
た
と
か
、
キ
ャ
パ

と
し
て
は
15
0⼈
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
実
際
夏
と
か
で
予
約
が
多
く
て
も
、
フ
ル
で
宿
泊
者
を
埋
め
る

こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
、
だ
か
ら
閑
散
期
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
た
り
だ
と
か
ー
、
⾊
ん
な
業
者

さ
ん
と
連
携
し
て
、
宿
泊
者
を
た
く
さ
ん
呼
べ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
る
っ
て
感
じ
で
す
か

ね
ー
。

あ
と
は
や
っ
ぱ
り
、
⼩
倉
さ
ん
だ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
事
業
は
ま
ず
知
っ
て
も

ら
う
っ
て
の
が
⼀
番
苦
労
す
る
っ
て
⾔
っ
て
た
ん
で
。
そ
こ
で
や
っ
ぱ
り
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
交

付
⾦
を
使
え
る
の
は
有
り
難
い
と
⼩
倉
さ
ん
も
⾔
っ
て
ま
し
た
ね
。

や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
事
業
は
ま
ず
知
っ
て
も
ら
う
っ

て
の
が
⼀
番
苦
労
す
る
っ
て
⾔
っ
て
た
ん
で
。
そ
こ

で
や
っ
ぱ
り
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
交
付
⾦
を
使
え

る
の
は
有
り
難
い
と
⼩
倉
さ
ん
も
⾔
っ
て
ま
し
た

ね
。

事
業
の
PR
に
交
付
⾦
を
利
⽤
で
き
る
こ
と
を
、
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
感
じ
て
い
る
。

＜
「
地
⽅
創
⽣
推
進
交
付
⾦
」
を
活
⽤
し
た
事
業

PR
>
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番
号

発
話
者

テ
ク
ス
ト

<
1>
テ
ク
ス
ト
中
の
注
⽬
す
べ
き
語
句

<
2>
テ
ク
ス
ト
中
の
語
句
の
⾔
い
換
え

<
3>
左
を
説
明
す
る
よ
う
な

テ
ク
ス
ト
外
の
概
念

<
4>
テ
ー
マ
・
構
成
概
念

32
0

筆
者

ま
ず
、
銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
の
事
業
が
始
ま
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
、
先

⽇
頂
い
た
資
料
（
注
１
に
、
以
前
か
ら
N
P
O
法
⼈
の
銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
以
下
、
銚
⼦

S
C
と
略
す
）
と
し
て
活
動
を
⾏
い
つ
つ
、
廃
校
活
⽤
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
株
式
会
社
銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ
タ

ウ
ン
（
以
下
、
銚
⼦
S
T
と
略
す
）
を
設
⽴
し
た
と
あ
る
の
で
す
が
、
廃
校
が
あ
っ
た
か
ら
銚
⼦
S
T
の

よ
う
な
合
宿
施
設
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

32
1

L
そ
う
そ
う
。
（
廃
校
が
）
あ
っ
た
か
ら
（
銚
⼦
S
T
を
）
作
る
こ
と
に
な
っ
た
の
。

（
廃
校
が
）
あ
っ
た
か
ら
（
銚
⼦
S
T
を
）
作
る
こ
と

に
な
っ
た
の
。

廃
校
活
⽤
の
た
め
に
、
⺠
間
が
合
宿
事
業
を
⽴
案

＜
廃
校
活
⽤
の
た
め
に
、
⺠
間
が
合
宿
事
業
を
⽴
案

＞

32
2

筆
者

で
は
、
例
え
ば
、
廃
校
が
な
く
て
新
し
く
合
宿
施
設
を
作
る
計
画
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
な
ん
で
す

ね
。

32
3

L

そ
う
そ
う
。
な
い
な
い
。
な
か
っ
た
。

俺
は
元
々
⽔
道
屋
だ
か
ら
。
で
、
JS
T
A
（
⽇
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
機
構
）
の
中
⼭
さ
ん
（
理
事

⻑
）
に
お
世
話
に
な
っ
て
、
こ
の
前
も
来
た
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
で
、
も
と
も
と
や
っ
て
た
N
P
O
法
⼈

銚
⼦
S
C
で
の
、
⼤
会
誘
致
だ
っ
た
り
が
発
展
し
て
、
こ
れ
（
銚
⼦
S
T
）
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
の
。

も
と
も
と
や
っ
て
た
N
P
O
法
⼈
銚
⼦
S
C
で
の
、
⼤
会

誘
致
だ
っ
た
り
が
発
展
し
て
、
こ
れ
（
銚
⼦
S
T
）
を

や
る
こ
と
に
な
っ
た
の
。

廃
校
活
⽤
以
前
か
ら
N
P
O
法
⼈
銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
活
動
が
あ
り
、
銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ

タ
ウ
ン
は
、
そ
の
事
業
の
拠
点
と
い
う
位
置
づ
け
。

銚
⼦
市
の
過
疎
化
に
危
機
感
が
あ
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
⼤
会
誘
致

廃
校
を
運
営
す
る
た
め
、
⺠
間
に
近
い
第
三
セ
ク

タ
ー
を
新
た
に
設
置

＜
以
前
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
活

動
実
績
＞

32
4

筆
者

元
々
は
N
P
O
法
⼈
の
銚
⼦
S
C
と
い
う
も
の
を
設
⽴
し
て
..
.。

32
5

L

そ
う
そ
う
。
⺠
間
の
後
ろ
盾
の
な
い
N
P
O
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
迷
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
、
JS
T
A
に
加
盟
す
る
時
に
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
じ
ゃ

な
く
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
っ
て
⾔
葉
に
し
た
の
。

そ
れ
で
、
JS
T
A
に
加
盟
し
た
ら
す
ぐ
に
中
⼭
さ
ん
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
当
時
は
「
（
他

の
）
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
み
ん
な
⾃
治
体
と
か
の
後
ろ
盾
が
あ
る
」
っ
て
⾔
っ
て
い
て
、

じ
ゃ
あ
無
理
か
な
と
思
っ
た
ら
、
「
⼩
倉
さ
ん
が
頑
張
れ
ば
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
っ
て
⾔
わ
れ

て
、
や
る
こ
と
に
な
っ
た
の
。

32
6

筆
者

そ
れ
が
中
⼭
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
JS
T
A
と
の
初
め
て
の
接
点
で
す
か
？

32
7

L
そ
う
そ
う
。

32
8

筆
者

で
は
、
そ
の
銚
⼦
S
C
を
設
⽴
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
と
い
う
の
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
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32
9

L

そ
れ
は
JS
TA
の
記
事
。
（
東
⽇
本
⼤
）
震
災
が
あ
っ
た
20
11
年
に
、
⽇
経
新
聞
で
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
っ
て
⾔
葉
を
⾒
て
、
な
ん
だ
こ
れ
？
っ
て
思
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
当
時
さ
い
た
ま
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
て
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
版
だ
っ
て

こ
と
が
わ
か
っ
て
。
そ
の
頃
、
今
の
銚
⼦
SC
の
メ
ン
バ
ー
と
か
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
始
め
た
り
し
て

て
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
か
も
や
っ
て
た
か
ら
、
こ
れ
は
い
け
る
と
思
っ
て
、
そ
れ
で
、
い
ろ
ん
な

情
報
を
集
め
て
ー
。

⼀
回
（
当
時
）
銚
⼦
で
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
か
れ
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
経
済
効
果
と
か
も
⾃
分

で
算
出
し
た
ん
だ
よ
ね
。
で
、
当
時
の
観
光
協
会
の
副
会
⻑
で
、
今
は
NP
O（
銚
⼦
SC
）
の
メ
ン

バ
ー
に
⼊
っ
て
く
れ
て
い
る
先
輩
（
知
⼈
）
に
持
っ
て
た
ら
、
こ
れ
は
良
い
っ
て
⾔
っ
て
、
商
⼯
会

議
所
と
か
に
⾔
っ
て
く
れ
て
、
20
12
年
頃
に
⼀
回
会
議
を
や
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

で
、
当
時
は
結
局
な
く
な
っ
ち
ゃ
た
ん
だ
け
ど
、
今
株
式
会
社
銚
⼦
ST
の
株
主
に
な
っ
て
く
れ
た
先

輩
と
か
は
、
ず
っ
と
良
い
ね
っ
て
⾔
っ
て
く
れ
て
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
し
た
ら
当
時
、
商
⼯
会
議
所
の

副
会
頭
で
、
旧
知
の
先
輩
も
「
ス
ポ
ー
ツ
の
や
つ
や
れ
」
っ
て
⾔
っ
て
く
れ
て
、
や
る
こ
と
に
な
っ

た
ん
だ
け
ど
、
や
り
⽅
が
分
か
ら
な
い
か
ら
、
JS
TA
に
電
話
し
た
ら
、
す
ぐ
会
っ
て
く
れ
て
、
ア
ド

バ
イ
ス
も
ら
い
な
が
ら
、
NP
O（
銚
⼦
SC
）
を
作
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

⽇
経
新
聞
で
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ
て
⾔

葉
を
⾒
て
、
な
ん
だ
こ
れ
？
っ
て
思
っ
て
。
そ
し
た

ら
、
当
時
さ
い
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
て
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ス

ポ
ー
ツ
版
だ
っ
て
こ
と
が
わ
か
っ
て
。
そ
の
頃
、
今

の
銚
⼦
SC
の
メ
ン
バ
ー
と
か
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
始

め
た
り
し
て
て
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
か
も
や
っ
て

た
か
ら
、
こ
れ
は
い
け
る
と
思
っ
て
、
そ
れ
で
、
い

ろ
ん
な
情
報
を
集
め
て
ー
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）
を
⽴
ち
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
銚
⼦
市
を
活
性
化
で
き
る
と
の

期
待
感

33
0

筆
者

普
通
、
市
の
観
光
協
会
と
か
が
作
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
⼩
倉
さ
ん
個
⼈
が
作
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

33
1

L

新
聞
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
（
資
料
）
、
銚
⼦
市
は
⼈
⼝
が
減
少
し
て
い
て
、
地
域
の
１
住
⼈
と
し
て

危
機
感
が
あ
っ
た
。
他
の
と
こ
ろ
は
、
例
え
ば
⽊
更
津
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
か
も
仲
良
い

け
ど
、
あ
そ
こ
は
市
⻑
が
や
ろ
う
と
⾔
っ
た
か
ら
作
っ
た
み
た
い
に
、
そ
っ
ち
が
多
い
中
で
、
う
ち

の
場
合
は
真
逆
だ
か
ら
ね
。

銚
⼦
市
は
⼈
⼝
が
減
少
し
て
い
て
、
地
域
の
１
住
⼈

と
し
て
危
機
感
が
あ
っ
た
。

地
域
の
過
疎
化
に
対
し
て
危
機
感
を
抱
き
、
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
⽴
ち
上
げ
た
。

33
2

筆
者

な
か
な
か
こ
こ
ま
で
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
い
う
か
、
こ
う
⾔
っ
た
事
例
は
珍
し
い
で
す
ね
。

33
3

L

そ
う
だ
ね
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
だ
ね
。
ま
ぁ
珍
し
い
よ
ね
。
そ
も
そ
も
最
初
の
メ
ン
バ
ー
の
13
⼈
中
10

⼈
は
⾃
転
⾞
乗
っ
て
る
仲
間
だ
っ
た
か
ら
ね
。
ま
ぁ
私
も
経
営
者
だ
か
ら
、
経
営
者
の
友
⼈
は
多

か
っ
た
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
危
機
感
持
っ
て
て
、
な
ん
か
し
よ
う
と
し
た
時
に
賛
成
し
て
く
れ
る
⼈

は
多
か
っ
た
ん
だ
よ
。

た
だ
、
NP
O（
銚
⼦
SC
）
作
っ
た
時
は
、
具
体
的
に
な
に
を
す
る
か
決
ま
っ
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ

ね
。
と
り
あ
え
ず
会
費
と
か
集
め
て
、
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
し
て
、
サ
イ
ク
ル
マ
ッ
プ

作
っ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
っ
て
。
で
も
⾜
り
な
い
な
っ
て
な
っ
て
、
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
こ

う
っ
て
な
っ
て
、
JS
TA
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
名
刺
を
交
換
し
て
い
た
（
⼀
般
社
団
法
⼈
）
ル
ー

ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
と
メ
ー
ル
し
た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡

き
て
、
社
⻑
の
中
島
く
ん
が
銚
⼦
に
来
て
く
れ
て
、
1年
半
後
に
⼤
会
を
や
る
こ
と
に
な
っ
て
、
銚
⼦

市
役
所
に
持
っ
て
⾏
っ
た
ら
、
観
光
課
の
⼈
が
賛
同
し
て
く
れ
て
、
都
市
整
備
課
に
⾏
っ
て
、
⽇
程

も
決
ま
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
⼩
さ
い
も
の
か
ら
あ
る
程
度
⼤
き
い
も
の
ま
で
、
去
年
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
ス
ポ
ー
ツ
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
る
ん
で
す
。
我
々
は
、
域
外
か
ら
銚
⼦
に
⼈
を
呼
ぼ
う
と
い
う
⽬
的
だ
か
ら
、

種
⽬
に
も
拘
ら
ず
、
今
年
は
、
グ
ル
メ
ラ
イ
ド
と
い
う
形
で
、
こ
こ
（
銚
⼦
ST
）
を
拠
点
に
し
て

⾏
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
30
0⼈
程
度
だ
っ
た
の
が
、
90
0⼈
ほ
ど
ま
で
に
増
え
た
。

⼩
さ
い
も
の
か
ら
あ
る
程
度
⼤
き
い
も
の
ま
で
、
去

年
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
る
ん
で
す
。
我
々
は
、
域
外
か
ら
銚
⼦
に
⼈
を
呼

ぼ
う
と
い
う
⽬
的
だ
か
ら
、
種
⽬
に
も
拘
ら
ず
、
今

年
は
、
グ
ル
メ
ラ
イ
ド
と
い
う
形
で
、
こ
こ
（
銚
⼦

ST
）
を
拠
点
に
し
て
⾏
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
30
0⼈

程
度
だ
っ
た
の
が
、
90
0⼈
ほ
ど
ま
で
に
増
え
た
。

廃
校
活
⽤
以
前
か
ら
、
定
期
的
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
た
。

銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
活
動
実
績

あ
り

＜
廃
校
活
⽤
以
前
か
ら
、
定
期
的
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
＞
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33
4

L

ま
ぁ
、
そ
ん
な
活
動
を
し
て
い
て
、
中
⼭
さ
ん
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク

で
あ
る
べ
き
だ
っ
て
⾔
わ
れ
た
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
収
⽀
と
か
、
経
済
効
果
と
か
、
（
市
内
に
）
何

⼈
来
た
と
か
を
調
べ
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
と
か
も
取
っ
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
動
向
を
調
査
し

て
公
表
し
て
た
ん
だ
よ
。
あ
と
は
、
商
店
街
と
協
⼒
し
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
や
っ
て
た
ら
、
⽊
樽

さ
ん
（
銚
⼦
出
⾝
の
元
プ
ロ
野
球
選
⼿
）
が
会
い
た
い
っ
て
⾔
っ
て
く
れ
て
、
会
っ
て
み
た
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
で
銚
⼦
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
想
い
で
意
気
投
合
し
て
、
２
、
３
⽇
後
に
こ
の
廃
校
（
旧

銚
⼦
市
⽴
⻄
⾼
等
学
校
：
以
下
、
⻄
⾼
と
略
す
）
を
⾒
に
来
た
ん
だ
よ
。

⽊
樽
さ
ん
（
銚
⼦
出
⾝
の
元
プ
ロ
野
球
選
⼿
）
が
会

い
た
い
っ
て
⾔
っ
て
く
れ
て
、
会
っ
て
み
た
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
で
銚
⼦
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
想
い
で
意

気
投
合
し
て
、
２
、
３
⽇
後
に
こ
の
廃
校
（
旧
銚
⼦

市
⽴
⻄
⾼
等
学
校
：
以
下
、
⻄
⾼
と
略
す
）
を
⾒
に

来
た
ん
だ
よ
。

同
志
と
出
会
い
、
廃
校
を
活
⽤
し
た
合
宿
事
業
構
想

を
⽴
案

野
球
の
ま
ち
銚
⼦
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
、
銚
⼦
市
の

⾏
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
⽊
樽
⽒
の
存
在

＜
同
志
と
の
出
会
い
＞

33
5

L

元
々
、
⻄
⾼
を
⾒
に
⾏
き
た
い
と
は
思
っ
て
て
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
こ
そ
、
JS
TA
の
会
合
で

R.
pr
oj
ec
tの
社
⻑
の
丹
埜
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
て
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ー
ズ
や
千
代
⽥
区
の
事
例

で
、
再
⽣
さ
せ
て
て
、
稼
働
率
30
％
で
⿊
字
に
で
き
る
っ
て
⾔
っ
て
て
。
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
か

は
、
７
〜
８
割
の
稼
働
率
じ
ゃ
な
い
と
⿊
字
に
な
ら
な
い
っ
て
聞
い
て
た
か
ら
、
経
済
誌
と
か
み
て

て
も
さ
ー
。
だ
か
ら
最
初
は
訳
わ
か
ん
ね
ー
。
ど
う
い
う
計
算
な
ん
だ
？
っ
て
思
っ
て
た
け
ど
、
実

際
に
そ
う
い
う
事
例
が
あ
る
の
は
わ
か
っ
て
た
か
ら
。
⻄
⾼
に
は
興
味
が
あ
っ
た
の
。

で
、
⾒
に
来
て
み
た
ら
、
グ
ラ
ン
ド
の
芝
⽣
も
す
ご
く
綺
麗
で
、
校
庭
も
広
い
し
、
⼤
き
な
校
舎
も

あ
っ
て
、
こ
れ
は
良
い
な
！
も
っ
た
い
な
い
な
！
っ
て
な
っ
て
、
そ
れ
で
、
帰
っ
て
す
ぐ
企
画
書
書

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
、
合
宿
施
設
と
し
て
、
活
⽤
し
た
ら
域
外
か
ら
⼈
が
来
て
、
交
流

⼈
⼝
も
増
え
て
、
地
域
経
済
も
潤
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
み
た
い
な
の
を
A３
⽤
紙
3枚
で
。

R.
pr
oj
ec
tの
社
⻑
の
丹
埜
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
て
、

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ー
ズ
や
千
代
⽥
区
の
事
例
で
、
再

⽣
さ
せ
て
て
、
稼
働
率
30
％
で
⿊
字
に
で
き
る
っ
て

⾔
っ
て
て
。

＜
中
略
＞

グ
ラ
ン
ド
の
芝
⽣
も
す
ご
く
綺
麗
で
、
校
庭
も
広
い

し
、
⼤
き
な
校
舎
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は
良
い
な
！

も
っ
た
い
な
い
な
！
っ
て
な
っ
て
、

空
き
公
共
施
設
を
活
⽤
し
た
宿
泊
施
設
事
業
の
成
功

事
例
を
聞
き
、
稼
働
率
30
％
で
⿊
字
化
で
き
る
と
知

る
。

旧
⻄
⾼
の
有
す
る
資
源
に
、
合
宿
施
設
と
し
て
活
⽤

で
き
る
期
待
感
が
あ
っ
た
。

R.
pr
oj
ec
tは
、
い
く
つ
か
の
空
き
公
共
施
設
を
宿
泊

施
設
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
運
営
す
る
事
業

を
⾏
っ
て
い
る
。

①
＜
類
似
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
成
功
事
例
の
知
⾒
＞

②
＜
廃
校
が
有
す
る
資
源
に
魅
⼒
を
感
じ
た
＞

33
6

L

で
、
学
⽣
の
頃
や
っ
て
い
た
ラ
グ
ビ
ー
関
係
の
つ
な
が
り
で
、
当
時
、
千
葉
銀
⾏
地
⽅
創
⽣
部
の
部

⻑
の
⽅
が
い
る
の
を
知
っ
て
い
て
、
千
葉
銀
⾏
の
中
で
も
優
秀
だ
っ
て
話
は
聞
い
て
い
た
ん
だ
け

ど
、
今
や
っ
て
る
こ
と
を
話
し
た
ら
、
「
⾯
⽩
い
！
千
葉
銀
⾏
の
考
え
て
る
こ
と
と
⼀
緒
だ
よ
」
と

⾔
っ
て
く
れ
て
、
千
葉
銀
⾏
は
、
（
銚
⼦
市
を
含
む
）
房
総
エ
リ
ア
は
ス
ポ
ー
ツ
で
活
性
化
し
よ
う

と
し
て
い
た
。
あ
と
か
ら
知
っ
た
こ
と
だ
け
ど
、
そ
の
内
容
で
提
⾔
書
も
出
し
て
た
し
。
そ
し
た
ら

さ
っ
き
の
企
画
書
を
⾒
て
、
⾯
⽩
い
と
⾔
っ
て
く
れ
て
、
是
⾮
や
ろ
う
と
、
い
ろ
ん
な
⼈
に
繋
げ
て

く
れ
た
り
し
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
し
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
（
⻄
⾼
を
）
活
⽤
す
る
流
れ
が
進
ん
で
い
っ

て
。
で
、
12
⽉
に
市
⻑
と
副
市
⻑
に
も
、
千
葉
銀
⾏
の
部
⻑
と
銚
⼦
⽀
店
の
⽀
店
⻑
と
⼀
緒
に
話
に

い
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
市
⻑
も
「
い
い
よ
。
じ
ゃ
あ
貸
す
よ
。
」
と
⾔
っ
て
く
れ
て
、
お
⾦
は
、

千
葉
銀
⾏
が
い
る
か
ら
⼤
丈
夫
と
な
っ
て
。

そ
こ
か
ら
ま
た
話
が
加
速
し
て
い
っ
て
、
千
葉
銀
⾏
の
部
⻑
の
提
⾔
で
市
場
調
査
を
や
る
こ
と
に

な
っ
て
、
市
に
お
願
い
し
て
み
た
ら
、
地
⽅
創
⽣
の
加
速
化
交
付
⾦
か
な
ん
か
を
あ
て
が
っ
て
く
れ

て
、
そ
の
資
⾦
で
ち
ば
ぎ
ん
総
研
と
協
⼒
し
て
、
市
場
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

学
生
の
頃
や
っ
て
い
た
ラ
グ
ビ
ー
関
係
の
つ
な
が
り

で
、
当
時
、
千
葉
銀
行
地
方
創
生
部
の
部
長
の
方
が

い
る
の
を
知
っ
て
い
て
、
千
葉
銀
行
の
中
で
も
優
秀

だ
っ
て
話
は
聞
い
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
今
や
っ
て
る

こ
と
を
話
し
た
ら
、
「
面
白
い
！
千
葉
銀
行
の
考
え

て
る
こ
と
と
一
緒
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
千
葉

銀
行
は
、
（
銚
子
市
を
含
む
）
房
総
エ
リ
ア
は
ス

ポ
ー
ツ
で
活
性
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

＜
中
略
＞

千
葉
銀
行
の
部
長
の
提
言
で
市
場
調
査
を
や
る
こ
と

に
な
っ
て
、
市
に
お
願
い
し
て
み
た
ら
、
地
方
創
生

の
加
速
化
交
付
金
か
な
ん
か
を
あ
て
が
っ
て
く
れ

て
、
そ
の
資
金
で
ち
ば
ぎ
ん
総
研
と
協
力
し
て
、
市

場
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

旧
知
の
⼈
脈
に
よ
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
⼀
致
す
る
千
葉

銀
⾏
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
市
⻑
か
ら
廃
校
の
活
⽤
と

貸
出
の
許
可
を
得
る
。

ま
た
、
同
時
に
千
葉
銀
⾏
部
⻑
の
提
⾔
に
よ
り
、
市

場
調
査
を
⾏
う
こ
と
に
な
る
。

無
償
貸
付
、
無
償
譲
渡
契
約
の
締
結

①
＜
旧
知
の
⼈
脈
と
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
⼀
致
に
よ
る
⾦

融
機
関
と
の
連
携
＞

②
＜
市
場
調
査
の
実
施
＞

33
7

L

で
、
市
場
調
査
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
の
は
⾼
校
⽣
だ
ろ
う
っ
て
こ
と
で
、
⾸
都
圏
近
郊
の
⾼

校
、
主
に
⾼
校
、
73
0校
く
ら
い
に
、
銚
⼦
市
と
NP
O（
銚
⼦
SC
）
の
名
前
で
ア
ン
ケ
ー
ト
と
っ
た

ら
20
0何
通
以
上
返
っ
て
き
て
、
ま
だ
、
廃
校
を
活
⽤
し
た
合
宿
施
設
っ
て
だ
け
で
、
具
体
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
は
何
も
な
か
っ
た
け
ど
、
10
％
く
ら
い
は
「
是
⾮
来
た
い
」
と
回
答
し
て
来
て
、
「
検
討
し

た
い
」
っ
て
の
も
７
割
く
ら
い
い
て
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ち
ゃ
っ
て
。
こ
れ
が
低
か
っ
た
ら
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ポ
シ
ャ
る
と
思
っ
て
た
か
ら
。
で
も
、
結
果
が
良
か
っ
た
か
ら
、
も
う
や
り
ま
し
ょ
う

と
。

こ
れ
が
低
か
っ
た
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ポ

シ
ャ
る
と
思
っ
て
た
か
ら
。
で
も
、
結
果
が
良
か
っ

た
か
ら
、
も
う
や
り
ま
し
ょ
う
と
。

市
場
調
査
の
結
果
が
良
好
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
が
決
定
的
に
な
る
。

ち
ば
ぎ
ん
総
研
と
協
⼒
し
、
市
場
調
査
を
実
施
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33
8

L

あ
と
の
問
題
は
、
や
る
⼈
だ
と
。
も
の
は
あ
っ
て
、
⾦
も
千
葉
銀
が
い
て
、
あ
と
や
る
⼈
だ
っ
て

な
っ
て
、
千
葉
銀
は
⼤
⼿
の
ホ
テ
ル
と
か
も
当
た
っ
て
、
い
ろ
ん
な
⼈
に
当
た
っ
た
け
ど
、
や
る
⼈

が
い
な
く
て
、
ど
う
し
よ
う
か
な
っ
て
な
っ
て
た
か
ら
、
「
や
る
⼈
が
い
な
い
な
ら
、
俺
が
や
る
」

と
な
っ
て
、
⾃
分
が
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
、
⾃
ら
積
極
的
に
⼿
を
挙
げ
た
訳
じ
ゃ
な
い
け

ど
、
や
る
⼈
が
い
な
い
な
ら
っ
て
こ
と
で
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
初
は
、
⾃
ら
積
極
的
に
⼿
を
挙
げ
た
訳
じ
ゃ
な
い

け
ど
、
や
る
⼈
が
い
な
い
な
ら
っ
て
こ
と
で
や
る
こ

と
に
な
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
者
が
不
在
だ
っ
た
た
め
、
⺠

間
で
あ
る
社
⻑
が
⽴
候
補
し
た
。

＜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
者
の
不
在
＞

33
9

筆
者

実
際
に
今
ま
で
も
NP
O法
⼈
の
銚
⼦
SC
と
し
て
活
動
し
て
き
て
、
な
ぜ
そ
の
ま
ま
の
NP
Oで
は
な

く
、
株
式
会
社
銚
⼦
ST
と
し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

34
0

L

そ
れ
は
ね
ー
。
形
は
な
ん
で
も
よ
か
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
。
市
と
相
談
し
な
が
ら
、
野
球
場
が
１
⾯
あ

る
の
と
、
3階
建
て
の
⼤
き
な
体
育
館
が
あ
っ
て
、
こ
れ
改
修
す
る
の
に
と
ん
で
も
な
い
お
⾦
が
か
か

る
と
。
そ
れ
で
、
市
の
⽅
も
ず
っ
と
気
に
か
け
て
く
れ
て
て
、
今
も
あ
る
の
か
な
、
地
⽅
創
⽣
拠
点

整
備
費
っ
て
の
を
使
い
た
い
っ
て
⾔
っ
て
く
れ
て
て
、
で
も
該
当
が
な
か
な
か
難
し
い
と
。
で
も
、

市
が
半
分
出
資
す
る
株
式
会
社
な
ら
、
該
当
し
ま
す
っ
て
電
話
が
き
て
、
最
初
は
第
三
セ
ク
タ
ー
は

嫌
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
１
億
２
千
万
円
ま
で
出
る
っ
て
⾔
っ
て
た
か
ら
。
改
修
費
が
で
る
な
ら
そ
う

し
よ
う
っ
て
な
っ
て
、
株
式
会
社
に
し
た
の
。

ま
ぁ
、
体
育
館
の
改
修
費
⽤
出
す
の
が
⽬
的
だ
っ
た
か
ら
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
し
た
け
ど
、
結
局
関

係
づ
く
り
と
か
も
考
え
る
と
、
結
果
的
に
第
三
セ
ク
タ
ー
に
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
ね
。

地
⽅
創
⽣
拠
点
整
備
費
っ
て
の
を
使
い
た
い
っ
て

⾔
っ
て
く
れ
て
て
、
で
も
該
当
が
な
か
な
か
難
し
い

と
。
で
も
、
市
が
半
分
出
資
す
る
株
式
会
社
な
ら
、

該
当
し
ま
す
っ
て
電
話
が
き
て
、
最
初
は
第
三
セ
ク

タ
ー
は
嫌
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
１
億
２
千
万
円
ま
で

出
る
っ
て
⾔
っ
て
た
か
ら
。
改
修
費
が
で
る
な
ら
そ

う
し
よ
う
っ
て
な
っ
て
、
株
式
会
社
に
し
た
の
。

「
地
⽅
創
⽣
拠
点
整
備
交
付
⾦
」
を
活
⽤
し
、
体
育

館
の
改
修
を
⾏
う
た
め
、
市
が
資
本
⾦
の
半
分
出
資

し
、
法
⼈
格
を
株
式
会
社
と
し
た
。

以
前
か
ら
NP
Oと
し
て
活
動
し
て
い
た

①
＜
交
付
⾦
活
⽤
の
た
め
に
、
法
⼈
格
を
株
式
会
社

と
し
て
、
新
た
な
団
体
を
設
⽴
＞

②
＜
「
地
⽅
創
⽣
拠
点
整
備
交
付
⾦
」
を
活
⽤
し
、

体
育
館
を
改
修
＞

③
＜
⾃
治
体
が
資
本
⾦
の
半
額
を
出
資
＞

34
1

筆
者

先
ほ
ど
、
⽊
樽
さ
ん
と
視
察
に
訪
れ
た
と
仰
っ
て
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
す
で
に
⻄
⾼
は
廃
校
に

な
っ
て
た
ん
で
す
か
？

34
2

L

た
し
か
（
廃
校
に
な
っ
た
の
は
）
20
08
年
と
か
20
09
年
と
か
だ
か
ら
、
10
年
後
く
ら
い
。
廃
校
に

な
っ
て
。
ず
っ
と
使
わ
れ
て
な
か
っ
た
の
。
野
球
場
だ
け
、
リ
ト
ル
リ
ー
グ
で
使
っ
て
た
ん
だ
け

ど
。
あ
と
は
、
合
宿
所
（
現
在
の
⾷
堂
棟
）
を
元
々
東
⽇
本
⼤
震
災
の
時
に
被
災
地
の
⼈
た
ち
を
受

け
⼊
れ
る
た
め
に
、
綺
麗
に
し
て
使
っ
て
た
の
と
、
取
り
壊
し
ち
ゃ
っ
た
校
舎
も
⼀
部
綺
麗
に
し
て

た
。
で
も
、
市
で
は
こ
れ
を
何
に
使
お
う
み
た
い
な
話
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

34
3

筆
者

じ
ゃ
あ
検
討
委
員
会
と
か
も
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？

34
4

L
な
か
っ
た
。
他
の
市
町
村
な
ら
、
検
討
委
員
会
と
か
そ
う
い
う
の
あ
る
よ
っ
て
な
っ
て
も
、
⾯
倒
く

さ
い
か
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
感
じ
だ
っ
た
ね
。
そ
れ
で
使
わ
れ
て
な
か
っ
た
。

他
の
市
町
村
な
ら
、
検
討
委
員
会
と
か
そ
う
い
う
の

あ
る
よ
っ
て
な
っ
て
も
、
⾯
倒
く
さ
い
か
ら
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
っ
て
感
じ
だ
っ
た
ね
。

検
討
委
員
会
が
な
く
、
未
活
⽤
期
間
が
⻑
期
化

約
10
年
間
の
未
活
⽤
期
間

＜
検
討
委
員
会
が
な
く
、
未
活
⽤
期
間
が
⻑
期
化
＞

34
5

筆
者

だ
か
ら
、
運
営
を
誰
が
や
る
か
っ
て
な
っ
た
際
も
、
市
は
⼿
を
挙
げ
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

34
6

L
そ
う
そ
う
。

34
7

筆
者

校
舎
は
、
銚
⼦
ST
と
し
て
の
活
⽤
が
決
ま
っ
て
取
り
壊
し
た
ん
で
す
か
？

34
8

L
そ
う
そ
う
。
す
ご
く
⼤
き
い
の
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
耐
震
も
し
て
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
は
要
ら
な

い
っ
て
⾔
っ
て
壊
し
た
の
。

34
9

筆
者

そ
の
費
⽤
は
市
が
負
担
し
た
ん
で
す
か
？

35
0

L
そ
う
。
市
に
や
っ
て
貰
っ
た
。
あ
と
は
、
取
り
壊
す
時
に
国
か
ら
の
補
助
⾦
が
出
る
み
た
い
で
、
半

分
く
ら
い
は
そ
の
補
助
⾦
と
か
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
。
耐
震
し
て
な
い
と
使
え
な
い
か
ら
、
壊
し

ち
ゃ
っ
た
⽅
が
い
い
ん
だ
よ
。

取
り
壊
す
時
に
国
か
ら
の
補
助
⾦
が
出
る
み
た
い

で
、
半
分
く
ら
い
は
そ
の
補
助
⾦
と
か
だ
っ
た
と
思

う
け
ど
。
耐
震
し
て
な
い
と
使
え
な
い
か
ら
、
壊
し

ち
ゃ
っ
た
⽅
が
い
い
ん
だ
よ
。

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
校
舎
は
、
市
が
補
助

⾦
を
活
⽤
し
取
り
壊
し
。

35
1

筆
者

今
の
宿
泊
施
設
の
建
物
を
建
て
た
の
も
市
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

35
2

L
こ
こ
は
学
校
の
時
か
ら
元
々
あ
っ
た
か
ら
。
元
々
の
部
室
だ
っ
た
も
の
が
ず
っ
と
あ
っ
て
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
。
う
ち
は
⽔
道
屋
っ
て
⾔
っ
て
も
、
リ
フ
ォ
ー
ム
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
か
ら
、
上

⼿
く
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
そ
れ
を
活
⽤
し
た
の
。

元
々
の
部
室
だ
っ
た
も
の
が
ず
っ
と
あ
っ
て
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
。
う
ち
は
⽔
道
屋
っ
て
⾔
っ
て

も
、
リ
フ
ォ
ー
ム
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
か
ら
、
上
⼿
く

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
、
そ
れ
を
活
⽤
し
た
の
。

本
業
で
あ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
の
専
⾨
知
識
を
⽣
か
し
、

廃
校
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
応
⽤

本
職
の
⽔
道
屋
と
NP
O銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
株
式
会
社
銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
の
代
表
も

兼
任

＜
本
職
で
得
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
専
⾨
知
識
を
応

⽤
＞
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35
3

筆
者

⾷
堂
と
事
務
局
の
あ
る
建
物
は
？

35
4

L
こ
こ
も
元
々
震
災
の
時
に
も
使
わ
れ
た
合
宿
所
で
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
と
思
っ
て
た
ん
だ
け

ど
、
建
築
⼠
の
⼈
に
⾒
て
も
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
耐
震
が
ダ
メ
だ
っ
た
か
ら
、
壊
し
て
新
し
く
作
っ
た

の
。
そ
れ
は
想
定
外
だ
っ
た
ね
。
こ
こ
だ
け
新
築
。
校
舎
は
、
デ
カ
す
ぎ
て
使
え
な
か
っ
た
。

35
5

筆
者

そ
の
他
の
野
球
場
の
ネ
ッ
ト
や
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
な
ど
は
、
学
校
時
の
も
の
を
活
⽤
し
て
い
る
ん
で

す
か
？

35
6

L

も
ち
ろ
ん
、
使
え
る
も
の
は
使
っ
て
る
け
ど
、
ネ
ッ
ト
は
張
り
替
え
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
は

買
っ
た
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ジ
と
か
、
体
育
館
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
グ
し
て
く
れ
た
⼈
は
、
20
0何
⼗
⼈
く
ら
い
か
な
。
こ
こ
（
⾷
堂
の
椅
⼦
）

に
名
前
が
⼊
っ
て
る
。
全
部
で
12
00
万
円
く
ら
い
集
ま
っ
た
か
ら
。
こ
こ
は
い
ろ
ん
な
資
⾦
が
⼊
っ

て
る
よ
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
グ
し
て
く
れ
た
⼈
は
、
20
0何
⼗
⼈

く
ら
い
か
な
。
こ
こ
（
⾷
堂
の
椅
⼦
）
に
名
前
が

⼊
っ
て
る
。
全
部
で
12
00
万
円
く
ら
い
集
ま
っ
た
か

ら
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
20
0名
以
上
か

ら
、
合
計
で
約
1,
20
0万
円
を
調
達
。

＜
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
⾦
調
達
＞

35
7

筆
者

今
、
運
営
し
て
い
る
の
は
、
株
式
会
社
銚
⼦
ST
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
第
三
セ
ク
タ
ー
が
で
き
て
、

そ
の
⼀
員
で
あ
る
銚
⼦
市
や
千
葉
銀
⾏
と
の
現
在
の
関
わ
り
⽅
と
い
う
の
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

35
8

L

あ
の
ー
、
市
は
、
今
も
地
⽅
創
⽣
交
付
⾦
を
あ
て
が
っ
て
く
れ
た
り
、
資
⾦
的
に
は
。
あ
と
は
、
何

か
イ
ベ
ン
ト
や
る
時
に
許
可
も
ら
っ
た
り
、
他
の
市
町
村
か
ら
の
視
察
は
全
て
市
の
職
員
の
⼈
に

や
っ
て
も
ら
っ
て
る
。

あ
と
は
、
経
営
は
基
本
的
に
⾃
分
が
中
⼼
に
な
っ
て
、
株
式
会
社
銚
⼦
ST
が
や
っ
て
て
、
千
葉
銀
⾏

に
は
社
債
を
発
⾏
し
て
も
ら
っ
て
る
。
う
ち
の
株
が
50
0万
で
⼩
さ
い
か
ら
、
⽉
に
１
、
2回
千
葉
銀

と
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
こ
う
や
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
と
か
ア
ド
バ
イ
ス
く
れ
た
り
、
い
ろ
ん
な

関
係
し
そ
う
な
⼈
と
か
会
社
に
繋
げ
て
く
れ
た
り
、
活
⽤
前
も
活
⽤
し
て
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
と
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
る
ね
。

千
葉
銀
と
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
こ
う
や
っ
て

や
っ
て
い
こ
う
と
か
ア
ド
バ
イ
ス
く
れ
た
り
、
い
ろ

ん
な
関
係
し
そ
う
な
⼈
と
か
会
社
に
繋
げ
て
く
れ
た

り
、
活
⽤
前
も
活
⽤
し
て
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
と
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
る
ね
。

廃
校
活
⽤
後
も
、
千
葉
銀
⾏
か
ら
、
関
係
構
築
や
ア

ド
バ
イ
ス
等
、
様
々
な
⽀
援
が
あ
る
。

＜
活
⽤
前
後
の
⾦
融
機
関
か
ら
多
様
な
⽀
援
＞

35
9

筆
者

こ
こ
（
旧
⻄
⾼
）
は
、
運
営
は
株
式
会
社
銚
⼦
ST
で
す
が
、
所
有
も
銚
⼦
市
で
は
な
い
ん
で
す
か
？

36
0

L

所
有
は
⼟
地
だ
け
。
建
物
は
う
ち
の
も
の
で
、
体
育
館
は
残
存
価
格
と
解
体
費
⽤
⽐
べ
た
ら
、
解
体

す
る
⽅
が
費
⽤
が
か
か
る
か
ら
、
無
償
で
あ
げ
ま
す
よ
っ
て
こ
と
に
な
っ
て
、
無
償
で
貰
っ
た
の
。

⼟
地
に
関
し
て
も
、
5年
間
は
無
償
で
貸
し
出
し
て
貰
っ
て
て
、
最
初
の
5年
間
は
利
益
も
出
な
い
だ

ろ
う
っ
て
こ
と
で
交
渉
し
た
の
。

あ
と
、
今
年
か
ら
銚
⼦
ST
で
運
営
し
て
い
る
旧
猿
⽥
⼩
学
校
の
⽅
は
、
市
が
所
有
し
て
い
る
。

無
償
で
貰
っ
た
の
。
⼟
地
に
関
し
て
も
、
5年
間
は
無

償
で
貸
し
出
し
て
貰
っ
て
て
、
最
初
の
5年
間
は
利
益

も
出
な
い
だ
ろ
う
っ
て
こ
と
で
交
渉
し
た
の
。

建
物
は
銚
⼦
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
が
所
有
・
運
営
し
、

市
の
⼟
地
を
5年
間
の
無
償
貸
与

無
償
貸
付
、
無
償
譲
渡
契
約
の
締
結

＜
所
有
と
運
営
を
⺠
間
で
⾏
う
＞

36
1

筆
者

で
は
5年
経
っ
た
ら
、
ま
た
⼟
地
代
の
契
約
を
⾏
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

36
2

L
そ
う
そ
う
。

36
3

筆
者

地
⽅
創
⽣
交
付
⾦
も
お
り
て
い
る
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
で
し
ょ

う
か
？

36
4

L

あ
れ
は
⼤
き
い
ね
ー
。
3年
間
で
、
今
年
が
最
後
。
（
20
17
年
〜
20
19
年
）

だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
形
で
ね
、
地
⽅
創
⽣
交
付
⾦
を
使
わ
せ
て
貰
っ
て
る
ね
。
そ
れ
こ
そ
、
JS
TA
の

中
⼭
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
る
け
ど
、
そ
の
契
約
⾦
と
か
ね
。
や
っ
ぱ
り
中
⼭

さ
ん
の
⼒
は
⼤
き
い
よ
。
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
み
た
い
な
⼤
⼿
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て

く
れ
た
り
。
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
も
、
こ
う
い
う
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
宿
泊
施
設
み
た
い
な
の
を

ち
ょ
う
ど
探
し
て
た
み
た
い
で
。

あ
れ
は
⼤
き
い
ね
ー
。
3年
間
で
、
今
年
が
最
後
。

（
20
17
年
〜
20
19
年
）

だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
形
で
ね
、
地
⽅
創
⽣
交
付
⾦
を

使
わ
せ
て
貰
っ
て
る
ね
。

20
19
年
度
ま
で
、
地
⽅
創
⽣
交
付
⾦
を
、
運
営
時
の

資
⾦
と
し
て
活
⽤
し
て
い
る
。

廃
校
を
活
⽤
し
て
い
る
か
ら
事
業
だ
か
ら
こ
そ
、
地

⽅
創
⽣
交
付
⾦
の
活
⽤
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。

＜
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
＞

36
5

筆
者

や
は
り
、
地
⽅
創
⽣
交
付
⾦
が
活
⽤
で
き
る
の
は
、
廃
校
活
⽤
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と

も
⾔
え
る
で
し
ょ
う
か
？

36
6

L
そ
う
そ
う
。
そ
れ
は
そ
う
だ
と
思
う
よ
。
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36
7

筆
者

他
に
も
、
廃
校
施
設
を
活
⽤
し
た
合
宿
施
設
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る
効
果
や
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
り
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
事
を
伺
い
た
い
の
と
、
反
対
に
、
廃
校
施
設
だ
か
ら
こ
こ
が
ち
ょ
っ
と
不
満
だ
な
っ
て
い

う
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
要
素
っ
て
あ
り
ま
す
か
？

36
8

L

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
事
で
⾔
う
と
ー
、
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
⼟
地
を
使
え
る
っ
て
の
は
、
な
か
な
か
難

し
い
事
な
ん
で
。
こ
こ
ま
で
広
い
⼟
地
を
使
お
う
っ
て
な
る
と
、
開
発
⾏
為
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、

開
発
⾏
為
に
な
る
と
な
か
な
か
⼊
り
⼝
が
出
来
な
い
で
す
ね
。
そ
こ
は
も
う
最
初
か
ら
ク
リ
ア
し
て

る
の
か
ら
楽
で
す
ね
。

あ
と
は
、
廃
校
っ
て
要
は
リ
フ
ォ
ー
ム
だ
か
ら
、
元
々
リ
フ
ォ
ー
ム
や
っ
て
る
⽴
場
か
ら
す
る
と
、

⼤
体
半
分
の
価
格
で
済
む
っ
て
の
は
分
か
っ
て
た
ん
だ
よ
ね
。
住
友
林
業
の
「
ま
る
ご
と
そ
っ
く
り

さ
ん
」
っ
て
あ
る
じ
ゃ
ん
？
あ
れ
っ
て
、
⼤
体
新
築
を
半
分
の
値
段
で
売
っ
て
る
ん
だ
よ
ね
。
だ
か

ら
、
初
期
投
資
の
半
分
の
値
段
で
で
き
る
っ
て
の
は
分
か
っ
て
て
、
そ
こ
で
丹
埜
さ
ん
の
話
（
稼
働

率
30
％
で
⿊
字
化
）
も
な
ん
と
な
く
分
か
っ
て
き
て
。
ま
ぁ
丹
埜
さ
ん
の
と
こ
は
、
廃
校
じ
ゃ
な
く

て
空
き
公
共
施
設
だ
け
ど
ね
。
隣
の
神
栖
市
（
茨
城
県
）
は
合
宿
地
と
し
て
あ
っ
て
成
功
し
て
た
か

ら
、
廃
校
を
使
っ
て
初
期
投
資
を
抑
え
て
や
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
と
⾔
う
確
信

が
あ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
広
い
⼟
地
を
使
お
う
っ
て
な
る
と
、
開
発

⾏
為
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、
開
発
⾏
為
に
な
る
と
な

か
な
か
⼊
り
⼝
が
出
来
な
い
で
す
ね
。
そ
こ
は
も
う

最
初
か
ら
ク
リ
ア
し
て
る
の
か
ら
楽
で
す
ね
。

あ
と
は
、
廃
校
っ
て
要
は
リ
フ
ォ
ー
ム
だ
か
ら
、

元
々
リ
フ
ォ
ー
ム
や
っ
て
る
⽴
場
か
ら
す
る
と
、
⼤

体
半
分
の
価
格
で
済
む
っ
て
の
は
分
か
っ
て
た
ん
だ

よ
ね
。

広
⼤
な
⼟
地
を
保
有
し
て
お
り
、
開
発
⾏
為
に
当
た

ら
な
い
た
め
、
活
⽤
す
る
際
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物
件
の
場
合
、
初
期
投
資
を
お
お

よ
そ
半
額
に
抑
え
る
事
が
わ
か
っ
て
い
た
。

本
職
も
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関
係
の
職
業

①
＜
広
⼤
な
⼟
地
を
活
⽤
可
能
＞

②
＜
初
期
投
資
の
低
減
＞

36
9

L

逆
に
、
マ
イ
ナ
ス
の
⾯
っ
て
⾔
う
と
、
ま
ぁ
10
年
以
上
放
っ
て
お
い
た
か
ら
さ
、
悪
い
と
こ
は
い
っ

ぱ
い
あ
っ
た
。
植
⽊
と
か
、
体
育
館
も
交
付
⾦
で
改
修
で
き
た
の
は
、
屋
根
と
か
床
だ
け
だ
か
ら
、

窓
ガ
ラ
ス
割
れ
て
る
の
も
⾃
費
で
改
修
し
た
し
、
中
古
だ
か
ら
直
し
て
綺
麗
に
し
よ
う
と
思
っ
た
ら

キ
リ
が
な
い
よ
ね
。
資
⾦
も
豊
富
で
は
な
い
し
、
⼿
付
か
ず
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
も
多
少
出
て
く

る
よ
ね
。

そ
れ
が
マ
イ
ナ
ス
の
⾯
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
あ
え
て
⾔
う
な
ら
そ
れ
く
ら
い
か
な
ー
。

ま
ぁ
10
年
以
上
放
っ
て
お
い
た
か
ら
さ
、
悪
い
と
こ

は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
植
⽊
と
か
、
体
育
館
も
交
付

⾦
で
改
修
で
き
た
の
は
、
屋
根
と
か
床
だ
け
だ
か

ら
、
窓
ガ
ラ
ス
割
れ
て
る
の
も
⾃
費
で
改
修
し
た

し
、
中
古
だ
か
ら
直
し
て
綺
麗
に
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
キ
リ
が
な
い
よ
ね
。

10
年
以
上
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
改
修
や

運
営
時
の
負
担
が
増
⼤

同
じ
く
運
営
を
⾏
う
旧
猿
⽥
⼩
学
校
よ
り
、
負
担
が

⼤
き
い
こ
と
も
あ
り
、
廃
校
施
設
の
課
題
と
い
う
よ

り
は
、
未
活
⽤
期
間
が
⻑
い
こ
と
に
よ
る
課
題
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

＜
未
活
⽤
期
間
の
⻑
期
化
に
よ
り
、
活
⽤
時
の
負
担

が
増
⼤
す
る
＞

37
0

筆
者

旧
学
校
施
設
（
廃
校
）
だ
か
ら
と
⾔
う
よ
り
、
10
年
間
放
置
さ
れ
て
い
た
施
設
だ
か
ら
。
っ
て
事
で

し
ょ
う
か
？

37
1

L

そ
う
そ
う
！
そ
れ
が
ダ
メ
！

だ
か
ら
、
今
、
も
う
⼀
件
借
り
て
る
⽅
の
猿
⽥
⼩
の
⽅
は
、
廃
校
に
な
っ
て
2年
だ
し
、
そ
れ
ま
で
も

ち
ょ
く
ち
ょ
く
⼈
が
⼊
っ
て
た
か
ら
ま
だ
良
い
。
ま
だ
ね
。
そ
り
ゃ
悪
い
と
こ
も
あ
る
け
ど
、
こ
こ

（
⻄
⾼
）
は
酷
か
っ
た
。
部
室
の
中
と
か
、
体
育
教
官
室
に
は
、
ゴ
ミ
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
し

さ
ー
。

も
う
⼀
件
借
り
て
る
⽅
の
猿
⽥
⼩
の
⽅
は
、
廃
校
に

な
っ
て
2年
だ
し
、
そ
れ
ま
で
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
⼈
が

⼊
っ
て
た
か
ら
ま
だ
良
い
。

37
2

筆
者

違
う
研
究
で
は
、
廃
校
決
定
か
ら
、
活
⽤
ま
で
の
時
間
が
空
い
て
し
ま
う
と
活
⽤
さ
れ
に
く
く
な
る

よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
や
は
り
活
⽤
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ
て
し
ま
す

の
で
す
か
ね
？

37
3

L
う
ん
。
そ
う
思
う
。
な
ん
か
、
部
室
と
か
っ
て
そ
れ
こ
そ
⽣
き
物
み
た
い
な
も
の
で
、
前
に
使
っ
て

た
⼈
の
温
も
り
と
か
っ
て
あ
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。
そ
う
⾔
う
感
情
的
な
⾯
も
含
め
て
、
活
⽤
し
て

な
か
っ
た
期
間
が
⻑
い
と
⼤
変
だ
と
思
う
ね
。

37
4

筆
者

今
後
、
銚
⼦
市
で
も
さ
ら
に
廃
校
が
増
え
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
旧
猿
⽥
⼩
の
よ
う
に
銚
⼦
ST
と
し

て
運
営
し
て
い
く
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
か
？

37
5

L

銚
⼦
は
、
も
う
（
新
し
い
廃
校
が
）
出
る
の
が
決
ま
っ
て
る
よ
。
猿
⽥
⼩
に
関
し
て
は
、
今
の
施
設

の
稼
働
率
を
上
げ
る
た
め
に
と
⾔
う
か
、
研
修
施
設
で
あ
っ
た
り
、
遊
べ
る
場
所
の
よ
う
な
施
設
が

必
要
だ
と
思
っ
て
、
あ
と
、
こ
こ
（
旧
⻄
⾼
）
か
ら
も
近
い
っ
て
こ
と
で
、
市
に
年
間
70
万
円
払
っ

て
借
り
て
る
。
あ
っ
ち
（
旧
猿
⽥
⼩
）
は
、
ま
ぁ
プ
ー
ル
も
あ
る
し
、
こ
こ
（
旧
⻄
⾼
）
で
は
出
来

な
い
よ
う
な
種
⽬
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
者
の
⼈
数
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
活
⽤

を
始
め
た
ん
だ
よ
。
た
だ
、
新
し
く
廃
校
に
な
る
と
こ
は
、
校
庭
も
⼩
さ
い
し
、
使
い
勝
⼿
が
良
い

わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
う
⾔
っ
た
こ
と
（
新
た
な
廃
校
施
設
を
活
⽤
す
る
事
）
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
な
い
か
な
ぁ
。
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 37
6

筆
者

今
、
銚
⼦
ST
（
旧
⻄
⾼
）
の
宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
ど
れ
く
ら
い
な
ん
で
す
か
？

37
7

L
15
2⼈
。
8⼈
部
屋
が
19
部
屋
。

37
8

筆
者

こ
こ
（
旧
⻄
⾼
）
に
関
し
て
は
、
今
後
こ
う
し
て
い
こ
う
と
⾔
っ
た
計
画
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
よ
う
な
も

の
も
あ
り
ま
す
か
？

37
9

L
校
舎
が
あ
っ
た
あ
そ
こ
の
空
き
地
を
⼆
つ
⽬
の
野
球
場
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
て
、
今
は
⼯
事
で
出

た
よ
う
な
残
⼟
を
も
ら
っ
て
、
⼟
を
埋
め
⽴
て
た
だ
け
だ
け
ど
、
本
格
的
に
整
備
し
よ
う
と
は
考
え

て
る
か
な
。
⼀
応
今
も
第
⼆
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
使
う
時
も
あ
る
ん
だ
け
ど
ね
。

38
0

筆
者

最
後
に
、
体
育
館
は
⻑
い
間
使
わ
れ
て
い
な
く
、
改
修
⼯
事
も
床
と
天
井
だ
け
と
⾔
う
事
で
し
た

が
、
耐
震
基
準
等
は
⼤
丈
夫
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

38
1

L

そ
こ
は
、
裏
技
と
い
う
か
、
⾃
治
体
の
所
有
物
だ
と
、
耐
震
の
基
準
も
、
何
年
以
降
の
建
物
は
⼯
事

し
な
い
と
い
け
な
い
み
た
い
な
感
じ
で
結
構
厳
し
い
ん
だ
け
ど
、
体
育
館
は
今
、
う
ち
（
株
式
会
社

銚
⼦
ST
）
の
所
有
物
に
な
っ
て
る
か
ら
、
⺠
間
の
体
育
施
設
に
な
っ
て
、
そ
う
⾔
っ
た
関
係
で
こ
こ

は
耐
震
の
問
題
は
ち
ゃ
ん
と
ク
リ
ア
し
て
る
ん
だ
よ
。

⺠
間
の
体
育
施
設
に
な
っ
て
、
そ
う
⾔
っ
た
関
係
で

こ
こ
は
耐
震
の
問
題
は
ち
ゃ
ん
と
ク
リ
ア
し
て
る
ん

だ
よ
。

⺠
間
の
体
育
施
設
と
し
て
活
⽤
す
る
こ
と
で
、
耐
震

基
準
を
満
た
し
、
活
⽤
が
可
能
に
な
っ
た
。

＜
⺠
間
体
育
施
設
に
な
っ
た
こ
と
で
、
耐
震
基
準
を

満
た
し
、
活
⽤
可
能
に
な
っ
た
＞


